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Love plan１










ホワイトクロスで恐怖の壁ドン




　カウンターに置かれた卓上カレンダーが、傘を差した可愛かわいいカエルのイラストの六月に変わって数日が経ったある日のこと。

　建築設計事務所の、小こ綺ぎ麗れいでアットホームな雰囲気が漂うオフィス。その温かみのある白い壁にかけられた、ポップなデザインのインテリア時計が午後七時半を指す頃、私はその時計と同じように壁に背をくっつけて固まっていた。

　目の前、約二十センチの近距離で、見目麗うるわしい男性が、その綺麗な切れ長の瞳を私に向けている。冷たさを感じる瞳だけれど、目を逸そらすことができないくらい魅力的だ。

　そんな彼と残業していたのだが、私が席を外しているあいだになにかがあったらしい。デスクに戻ろうとした私に突然近づいてきたと思ったらこの通り、あっという間に壁際に追いつめられてしまったのだ。

　これは一体どういうこと？

「あ、あの、柊ひいらぎさん……？」

　ビクビクしつつ、上目遣いで彼を見上げると、私の顔の横にトンッと片手をつかれた。彼との距離が急激に縮まって、ドキン！と心臓が跳ねる。

　えっ!?　こ、これはいわゆる壁ドンというものなのでは!?

　ふたりきりのオフィスでこの体勢、次にされることといえば――。

「鈴すず森もり」

　低すぎず、高くもない、耳に心地いい声が私を呼ぶ。

「は、い……？」

　ドキドキが最高潮に達した、その瞬間……。

　片手をつかれたほうとは逆の耳に、バシッ！と紙を叩たたきつける音が鳴り響いた。

「きゃあ!?」

　思わず叫んでビクッと肩をすぼめると、目の前の彼の整った眉が中央に寄せられた。

「やり直し」

「へ？」

　予想外の言葉に、目が点になる。

「この記事を今すぐ書き直せ」

「えぇ!?」

　私の顔の横でバシバシと叩きつけられる紙を見やると、それはついさっき私が試しに印刷してデスクに置いておいたニュースレターだった。

　ニュースレターとは、私達の会社の宣伝や、土地の価格表、お客様の声などをまとめたものだ。月に一度、お客様へお送りしている。

　四月に、以前働いていた会社から転職し、建築士やプランナーのアシスタントとしてここに入社した私がこれを担当したのは初めて。自由に書いていいと言われたので、結構工夫して読みやすく仕上げたつもりだ。

　それなのに、どこがダメだったのだろう？

「や、やり直しって……なんで、どこがいけないんですか？」

　身を縮こまらせたまま怯えたような声で尋ねると、彼はその用紙の、ある一部分を私の顔に押しつけるようにして見せてきた。

「誰が写真を載せていいって言った？」

「え、写真？」

　ち、近すぎて見えないです。けど、写真といったらアレしかない。

　空いてしまったスペースをどうしようかと悩んだ私は、『今月の働く男子』と題して、うちの会社の男性社員を紹介することにしたのだ。

　第一弾はこの美形男子、柊 隼はや人とさんを取り上げ、お客様と打ち合わせ中の悩殺スマイルを激写したものを載せた……のだけど。それがマズかったの？

「ダ、ダメですか？　すっごく美しく写ってますけど――」

「そういう問題じゃない」

　私の言葉にかぶせ気味に返してきた柊さんは、眉根を寄せても綺麗すぎるそのお顔をずいっと近づける。

　わ、わ、もう少しでキスできちゃうってば……！

「俺は見せ物みたいにされるのが一番嫌いなんだよ。しかもこれ、完全に隠し撮りじゃねーか。悪趣味だな」

「えと、じゃあ、『撮りますよー』って言ってからだったら撮らせてくれたり――」

「するわけねぇだろ」

　ムスッとしたまま、再び私の言葉にかぶせて即答された。

　ほら、やっぱり！　柊さんが誰にも写真を撮らせてくれないことは、なんとなく気づいていたもの。

　私に押しつけるようにニュースレターを渡し、ようやく離れた柊さんは、不機嫌さを露あらわにしたまま数歩先の自分のデスクへ向かう。

「なにが〝社内ナンバーワンのイケメンプランナー〟だよ。そんな不純な記事で客を集めようとするな。もっと住宅関係の内容で埋めろよ」

「でも、主婦や女の人はこういうの好きだと思うけどな……」

　まだ諦めきれず、写真の中で微ほほ笑えむ美男子を眺めている私に、実物の彼はスーツのジャケットを羽織りながら呆あきれたようにため息をつく。

「どうしてもやりたいなら、現場監督の古こ賀がさんにすればいいだろ。あの人のほうが俺なんかよりよっぽど愛想がいい」

「まぁ、古賀さんもカッコいいし素敵なんですけど……」

　やっぱり私の中で断トツなのは、私のひとつ年上の二十九歳、インテリアプランナーである、この柊さんなのだ。

　私達が勤める建築設計事務所『ミライトホーム』には、新しく家を建てたいと考えているお客様が家族連れでやってくることが多い。そんな彼らにとって、一番親身になって相談に乗ってくれるのが、アドバイザーである柊さんだ。

　間取りやインテリアの打ち合わせをしたり、保険やローンの手続きをする際に立ち会ったり。わかりやすく丁寧な説明で、お客様の質問に真しん摯しに答え、要望を聞き入れる彼の信頼度と満足感はかなり高い。その上こんなにイケメンなのだから、女性に人気があるのは至極当然のこと。

　ただ、皆さんは知らない。

　柊さんの極上スマイルと愛想は、すべて営業用だということを。

　彼のオンとオフの切り換えは完璧だ。お客様を見送り、姿が見えなくなった途端、スッという音がするんじゃないかと思うくらい、一瞬で無表情に変わる。

　そしてオフィスの中では滅多に笑顔を見せない。もちろんこうしてふたりきりでいる今も、例外なく。

　それが少し悲しくもあって、私は突き返された用紙で口元を隠しながら正直に聞いてみた。

「柊さん、お客さんの前だとすごく愛想いいのに、接客中以外はどうして……その、こんなに冷たくなるんですか？」

「別に冷たくしてるつもりはない。こっちが普通だ」

　彼は無愛想なまま、冷ややかな声で答えた。

「普通、ですか」

「けどまぁ、あえて言うなら……」

　ビジネスバッグを持ち、片手をポケットに入れた彼が再び私に近づく。

　そして、色っぽい流し目を向けながらこう言った。

「俺に冷たくされてオドオドしてる鈴森を見るのが、意外と面白いから」

「えっ」

　面白い？　たしかに無意識に怯えてしまっているような気がするけれど、柊さんはそんなふうに思っていたんだ。

「お前、絶対ドＭだろ」

　ドッキーン。

　見事に言い当てられて、目を見開いた私はみるみる顔が熱くなっていく。

　えぇ、そうです。冷たくされても嫌じゃない……いや、むしろもっとイジメられてもいいなんて微かに思ってしまう私は、自他ともに認めるドＭです！

「よかったな、俺はＭの性質は一ミクロンも持ち合わせてないから」

「あ、あはは……。相性いいかもしれないですね～、私達」

　ぎこちなく笑いながらそう返すと、柊さんは表情ひとつ変えずに、さらりと言う。

「相性……試してみるか？　ベッドで」

「ほぇ!?」

　な、なにを言いだすの、柊さん!!　決して〝そっち〟の相性のことを言ったわけでは……!!

　さらに顔を沸騰させていると、彼は心底呆れたように、けれどちょっぴり面白そうに目を細めた。

「冗談に決まってるだろ。バカでドＭな女はからかい甲が斐いがあるな」

「そ、そんなにＭを連呼されると恥ずかしいんですけど……」

　がっくりと脱力する。でも、からかわれてほんの少し嬉しくなっている私は、やっぱりどうしようもないドＭだ。

　そんな私はさておき、柊さんは正面玄関へと続くカウンターに向かって歩いていく。

「じゃあな。しっかり戸締まりして帰れよ」

「あ……待っててくれたりしないんですね」

「駅までは歩いて五分だし、この辺りで変質者が出た話は過去一度も聞いたことがないから心配するな」

　たしかにそうだけど！　少しは『手伝おうか』とか、そこまでじゃなくても『気をつけて』とか、心優しい言葉をかけてくれてもいいものを……。

　内心不満を垂れ流していると、私を振り返った柊さんは「それに」と言葉を繋つなげる。

「好きだろ？　放置プレイ」

　ほんのわずかに上がった口角から、私をからかって楽しんでいることが明らかにわかった。そんな意地悪な彼に、私の心臓はまたドキンと反応してしまう。

「もうっ、柊さん！」

　顔に再び熱が集まるのを感じながら、怒ったような口調で言う。

　だけど彼は、私とは正反対に涼しげな顔で「じゃ、お疲れ」と、ひらりと片手を上げ、さっさとオフィスの外へ出ていってしまった。

　なんだかもう、色々な意味で疲れる。

　ドキドキと軽く乱れた心を持て余しつつ、私はひとつ息を吐き出して自分のデスクへ向かう。どかっと腰を下ろすと、用紙の中の別人のような笑顔の彼をつんつんと人差し指でつついた。

　いつか見てみたいな――仕事以外で、この笑顔を。私にはウルトラＧ難度だろうけど。

　ってそんなことより、これを書き直さなきゃ。

「……しょうがない、古賀さんにするか！」

　少々失礼なことを言いながら、私はパソコンに向かうのだった。










一日の始まりはガーデンで




　私、鈴森紗さ羽わは、先々月まで大手の住宅メーカーに勤務していた。そこは全国展開していて立派な住宅展示場を持っているので、知名度もある。大学を卒業してから約六年間、事務員として働いたその会社を辞めるのは、かなり勇気がいることだった。

　何故なら転職先のここ、ミライトホームは、以前とは真逆で給料も安く、欠員が出た時にそれを補う十分な人員もいないくらいの、小さな建築設計事務所だから。

　オフィスは東京から二百キロほど離れた、緑が多い風景が広がる県内に二ヶ所あるだけ。本社と、新あら科しな店という営業所だ。私が勤務している本社でも、スタッフは社長を含め、全員で七人しかいない。

　もちろん大きな住宅展示場は持っていないし、キッチンやお風呂、トイレなど、住宅設備のサンプルも、契約しているメーカーのショールームまで見に行くことになっている。

　ミライトホームでの建築を考えているお客様以外へのカタログの配布や、ＣＭなどでの宣伝は一切しない。

　しかし、それはすべてお客様のため。できるだけ低価格で家を建てたいという願いを叶えようと、そういった費用を削ってコストを抑えているのだ。

　以前の会社に勤めている時、お客様に始めに提示する建築費を安くしておいて、あとからオプションで追加していく営業のやり方を知って、ショックを受けたことがある。そうやって得た利益が無駄に立派な展示場に使われるのも納得できなかった。

　それまではなんの疑問もなく働いていたけれど、そういった現実を知ってから、これでいいのかと考えるようになったのだ。

　そんな折の今から半年ほど前、仕事への悩みを相談していたインテリアの専門商社で働く兄から『お前にぴったりの会社がある』と連絡が来た。話を聞き、実際に見てみたいと思ったため、兄に見学のアポを取ってもらったのがミライトホームだ。

　まだ創業十年というこの若い会社のオフィスを見た時に、その小ささとアットホーム感に驚いてしまった。

　ポップでおしゃれなインテリアが、清潔感たっぷりにコーディネートされた、二階建ての本社。一階はオフィスになっていて、社長も建築士も事務員も、皆が一緒になって和気あいあいと働いている。

　二階へ上がると、そこはキッズスペースもきちんと備えられた、お客様との打ち合わせスペースとなっている。インテリアの資料や、家づくりのためのアドバイスが書かれた雑誌が見やすいように整理され、これまでミライトホームで建てたらしき家とご家族の写真も綺麗に飾られていた。

　それまでの私は、いかにも〝オフィス〟という閉ざされた場所で、お客様ともほとんど接することなく働いていた。マイホームを建てる人の力になりたいと思って目指した住宅メーカーだったのに、いつの間にか書類とばかり向き合っていて……。

　そんな、現在の仕事と自分の求める仕事とのズレを、魅力溢あふれるこの会社を見てさらに感じた。

　ミライトホームの社名の由来は、ミライ（未来）と、ブライト（明るい）をかけ合わせたものだと、その時に教えてもらった。〝この会社で家を建ててくれたすべてのご家庭に、明るい未来が訪れるように〟という願いが込められているのだと。

　ここなら本当にその願いを叶えられそうな気がしたし、私も一緒にその手伝いをしたいと思った。このアットホームな会社で、お客様と密に関わって働きたいという思いが強くなっていったのだ。

　どちらかといえば消極的で主体性がなく、右にならえという性格の私が、自らの意志で転職するのはかなり冒険だった。

　しかし、前任のアシスタントが産休に入るという話を兄が小耳に挟み、それを聞いた私は、今しかない！とすぐさま面接を申し込んでいた。

　四月に入社して約二ヶ月、仕事を引き継いでからはまだ半月ほどしか経っていないけれど、すでにその選択は正しかったと確信している。

　アシスタントの仕事は皆のサポートや書類の作成、掃除や備品の発注など雑務が主だ。それでも、以前の会社にいた頃よりモチベーションは高くなり、毎日生き生きと仕事ができている。

　ミライトホームの皆はとっても親切で、すぐに馴な染じめたし、仕事もそれぞれ丁寧に教えてくれる。

　……まぁひとりだけ、ちょっと手強いあの彼がいるけれど。




　まったく甘くない壁ドンをされた翌日の朝。

　緩くウェーブしたセミロングの髪をハーフアップにした私は、掃き掃除のついでに正面玄関の前を彩る花達に水をあげていた。制服がないこの会社では、普段の服装は自由。今日はシンプルなチュニックにスキニーパンツというカジュアルスタイルだ。

「おはよう、紗羽ちゃん。紫陽花あじさい綺麗に咲いたわね～」

「あ、おはようございます！」

　身体を屈かがめて花を眺めていると、新しく売り出される土地の立地や価格などの情報を提供している、不動産担当の社員、瀬せ川がわさんがにこやかに出勤してきた。ふくよかな体型でいつも笑顔の、〝肝っ玉母ちゃん〟という呼び名が似合う五十代半ばのおばちゃんだ。

「紗羽ちゃんが来るまで、私しか花のお手入れする人がいなかったから助かるわ」

「あはは。私、お花好きなんで」

　前任のアシスタントさんも、今いる他の女性社員も、花にはまったく興味がないらしい。一方私は、毎日話しかけてしまうくらい花が好きだ。

「今日もとっても綺麗だよ。宝石つけてるみたい」

　水を浴びて、朝日をキラキラと反射させる青や紫の紫陽花に向かって、うふふと笑みをこぼしながら言う。

　すると、「……イタい女」とぼそっと呟つぶやく声が聞こえ、バッと振り返った。

　や、やっぱり。

　そこにいたのは、こちらも朝日を受けてナチュラルショートの髪をマロン色に輝かせる、紫陽花以上に麗しい柊さん。

　これで笑顔なら完璧なのに……！

「おはようございます、柊さん」

「ひとりでニヤつきながらぶつぶつ言ってると気味悪いぞ」

「す、すみません。でもほら、植物って話しかけるとよく育つって言うから」

　ぎこちない笑顔の私を冷めた目で一いち瞥べつした彼は、おもむろに紫陽花に手を伸ばし、その長い指で花をつつっとなぞる。

　あぁ……その仕草さえも官能的に見えてしまうのは何故なの？

　いつの間にか瀬川さんは玄関で靴を脱ぎ、右手にあるオフィスへ入ろうとしている。誰もいないのをいいことに、私は花を愛めでる柊さんの姿をじっと観察する。

「そんなに好きか、花が」

「あ、はい！　私、将来マイホームを持つなら絶対花を植えようと思うんです。小さくてもいいからそういうスペースをつくって……」

「誰もお前の将来設計までは聞いてない」

　――バッサリ。ぽわんと頭の中に浮かべた、花に囲まれるマイホームの絵を一刀両断された。

　興味ないですよね、そうですよね……。

　さっさと玄関の中へ歩いていく柊さんを見送りつつ、がっくりとうなだれたまま私もジョウロを片づけてあとに続いた。




　玄関から続くオフィスを区切ったカウンターの、一番近くにあるデスクが私の席。右隣にはもう一台のデスクが並び、瀬川さんが座って書類を整理していた。カウンターを背にした私達の向かい合わせにも二台、さらにその後ろの窓側に二台のデスクが並んでいる。

　挨あい拶さつを交わしながら七人全員が揃うと、私から見て右の壁側の中央にある、一番大きなデスクに座る社長が、「朝礼始めるぞ」と呼びかけた。それぞれのデスクに座ったまま、私達は社長のほうに身体を向けて話を聞く。

　朝礼といっても堅苦しいものではなく、一日の連絡事項を伝え合うだけ。

「鈴森さん、ニュースレター確認したよ。初めてなのになかなかいい出来じゃないか」

「本当ですか!?　よかった～」

　メタルフレームの眼め鏡がねをかけた、四十八歳のダンディーなオジサマ社長の笑顔に、私はほっと胸を撫なで下ろした。

　社長は基本穏和な性格だ。しかし、安全に対しての意識を高めるため、大工さん達をこの会社に集めて講習会を開くなど、仕事には人一倍の熱い気持ちを露わにする。家づくりに対しては一切の妥協を許さず、自分にも他人にも厳しい一面を持っている人なのだ。そんな社長に認められるのは、やっぱり嬉しい。

「この『働く男子』の記事も面白いし。古賀ちゃん、カッコよく撮れてるよ」

「本当ですか？　やっぱりモデルがいいからなー」

　社長の言葉に、作業着姿で腕を組み自慢げな顔をしてみせるのは、働く男子第一号の古賀さん。日に焼けた肌と口元の髭ひげがワイルドな体育会系イケメンで、ノリがよく話しやすい人だ。

　古賀さんは、建築士の資格を持っている社員三人のうちのひとりで、建築の工事に立ち会い、大工さんに指示を出す現場監督という立場を任されている。

「カメラの性能がよかったからじゃないですか？」

「おいコラ、矢や城しろ」

「あと、撮った人が上手なんですよ。ね、紗羽さん？」

　隣の古賀さんに睨にらまれながら、撮影者の私にニコッと微笑むのは、同じく作業着姿の矢城くん。建築士のひとりである彼は、私より三歳下の好青年で、すでに私に懐いてくれている。ココアブラウン色のふわふわとしたくせ毛がよく似合っていて、いつも笑顔を絶やさない、なんだか弟みたいな可愛い子だ。

　窓際に机を並べて座るこのふたりは、いつもからかい合っているけれど、なんだかんだで仲がいい。

　ふたりのやり取りを笑いつつ、社長が私にこんなことを言う。

「今度ぜひ、色男の柊くんも載せてほしいなぁ。彼、なかなか写真撮らせてくれないもんでね」

「え!?　あ、そ、そうですねぇ」

　がははと笑う社長に、私は曖あい昧まいな返事をして、柊さんのほうをちらりと見る。

　しかし、私の斜め前のデスクで気怠げに頬ほお杖づえをついたまま、ピクリと片眉を上げる色男さんに恐怖を感じ、思わず目を逸らした。

「私も古賀ちゃんより、隼人くんのほうがビジュアル的に絶対いいと思うわ」

「失礼すぎるぞ、島しま津づ！」

　私の向かい側のデスクに座る女性のひと言に、古賀さんのツッコミが炸裂する。

　彼女は、切り揃えられた黒髪ボブスタイルの、とびきり美人な、島津絵え梨り子こさん。我が社唯一の女性建築士であり、設計を担当している。古賀さんや矢城くんとは違い、現場に赴くことはあまりなく、柊さんがまとめた要望に沿って、オフィスで設計図を作成するのが主な仕事だ。

「来月が楽しみね～」

　そう言う絵梨子さんの隣の席で、柊さんが私に冷たい視線を向けながら返す。

「絵梨子さん、そういうこと言うと、あいつがまた調子に乗りそうなんでやめてください」

　ギクリとする私と柊さんを不思議そうに交互に見て、『なにかあったの？』とでも言うように、絵梨子さんが首をかしげる。しかし、私はただ苦笑いするしかなかった。

　そんな私達のやり取りを特別気にもしていない社長は、次の用件を話し始める。

「それと、今年も東京で建築設計事務所や工務店が集つどう会議が今月あって、柊くんと鈴森さんに行ってもらいたいんだが、いいかな？」

「……え？」

　東京で行われる会議に……柊さんと？

　突然の重大発表をさらりと口にされ、私の脳はかなり遅れて理解した。

「え、えぇ!?　私ですか!?」

　思わず立ち上がり、挙動不審な動きをして叫ぶ私に、皆の視線が集中する。

　そして、社長はまた笑い声を上げた。

「そうだった、鈴森さんはまだ知らないんだよな。この会議にはだいたいプランナーとアシスタントが参加してるんだよ」

　社長の言葉に、古賀さんがつけ加える。

「俺達も都合がつけばたまに行くこともあるけどね」

　そうなんだ……まさか、ただのアシスタントの私が出張することになるなんて。しかも柊さんと！

　ちらりと彼を見やると、一瞬目が合ったものの、ふいっと逸らされた。

　東京までとなると、新幹線を使っても、帰ってくるのはきっと夜になるだろう。この冷たい彼と、そんな長時間ふたりきりで行動をともにしなければいけないなんて、不安と緊張でどうにかなりそうだ。

「大丈夫かな、鈴森さん？」

　笑いながら気を遣って尋ねてくれる社長だけど、なんとなく威圧感があって断れそうにない。そもそも〝柊さんとふたりは気まずいから〟なんて断る理由にもならないし、もう行くしかないだろう。

　覚悟を決めた私は、コクリと頷うなずきながら、「はい」と返事をした。

　そのあとに告げられた今日の予定は、お客様との打ち合わせが二件、引き渡し後のお宅の点検に地鎮祭。いつも通り忙しくなりそう。

「じゃあ皆、今日もよろしく」

「はい」

　こうして、ミライトホームの賑やかな一日が始まりを告げた。










モダンなソファで誘われて




「あっははは、隼人くんの写真載せようとして阻止されたんだ～」

　昨日の出来事を話すと、向かい合って座る絵梨子さんが豪快に笑った。

　今日も無事一日の業務を終え、今私達がいるのはオフィスからほど近い欧風カフェバーの、ソファがしつらえてある個室。

「私も見たかったな、その極上スマイル」

「あ、スマホでこっそり撮ったんで、今見せますよ」

「あら、ほんとに盗撮じゃない！」

　長い前髪を耳にかけながら笑う絵梨子さんは、クールそうに見えて笑い上じょう戸ごだ。

　彼女は、三十五歳にして独身。姐御肌タイプで、性格と容姿が完璧であるにもかかわらず、まだひとりの男と身を固める気はないらしい。そこがまたカッコいいのだけれど。

　スマホの画面に指を滑らせ、柊さんの写真を探していると、絵梨子さんはパンの器に入れられたチーズにとろりと海え老びを絡ませながら言う。

「私もいいと思うけどね、その『働く男子特集』」

「ですよね？　女の人なら絶対食いつきますよ！」

　自信満々で言う私に、絵梨子さんはクスッと笑う。

「でも、隼人くんは自分の容姿を売りにするのが大っ嫌いなのよ。社長も言った通り、写真撮られるのだって嫌がるし」

「やっぱりダメなんですね……」

　あんなにカッコいいのに、なんだかもったいない。

　隠し撮りした写真を見つけ、絵梨子さんに見せると、彼女はうっとりするようなため息をつく。

「容姿は本当にイイ男よねぇ。私があと五歳若ければアタックしてたかも」

「絵梨子さんに迫られて拒む男の人なんていないんだろうなぁ」

「そんなことないけど……あぁ、でも彼はダメね。私がＳだからたぶん合わないわ。彼には紗羽ちゃんみたいなドＭちゃんがお似合いよ、きっと」

　紅いグロスがよく似合う唇くちびるの端をニッと持ち上げる彼女に、私は苦笑いする。

　絵梨子さんの中でも私はドＭって認識されているのですね……一体何故。

　彼女は、お昼に限らずアフターファイブもこうやってよく食事に誘ってくれる。気さくで頼もしくて、美人なのにそれをひけらかさない。そんな彼女のことが、私はすでに大好きだ。

「紗羽ちゃんは、どうなの？　隼人くん、タイプだったりしないの？」

　興味深そうに上目遣いをする絵梨子さんに聞かれ、私はミモザをちびちびと飲みながら考えを巡らす。

「うーん、ドＳな人は好きなんですけど」

「ほんと正直ね、紗羽ちゃん」

　真顔で感心する絵梨子さん。

「けど。柊さんくらい美形だと毎日ドギマギしちゃって、きっと落ち着いてられないです。それに……」

「それに？」

「タイプっていうと、どうしても高校時代に好きだった人が思い浮かんじゃうんですよね」

　――好きだったけれど、気持ちを伝えることすらできなかった人。

　後悔を残したまま終わってしまった恋だったからか、今も時々ふとした瞬間に思い出して、胸がチクリと痛むのだ。

「へぇー、どんな人なの？」

　絵梨子さんは身を乗り出して聞いてくる。

「それは俺達も気になるなぁ」

　突然聞こえてきた声の主は、個室の入口にかけられた、北欧風の大きな葉っぱ柄の暖の簾れんをくぐってきた古賀さんだ。その後ろから、矢城くんも姿を現す。

　ミライトホーム御ご用よう達たしとなっているこのカフェバーは、仕事終わりによく立ち寄る。メンバーはその時によって違うけど、今日は絵梨子さんがふたりも誘っていたみたい。

　私は「お疲れ様です」と軽く頭を下げた。

「桐きり原はらさん宅の点検、どうだった？」

「おう、完璧だ」

　絵梨子さんの質問に自信満々に答えた古賀さんは彼女の隣へ、矢城くんは笑顔で私の隣に来る。

「紗羽さん、横いいですか？」

「どうぞどうぞ」

　二十五歳の矢城くんは、礼儀正しくて本当に好青年だ。くせ毛と人懐っこい笑顔が魅力的で、こんな弟が欲しかったとつくづく思う。ちょっと小型犬っぽい感じがするところも、彼を一層可愛らしく見せているポイントだろう。

　店員さんを呼んでふたりのビールとチョリソーを頼むと、日に焼けた手を拭ふきながら古賀さんが背もたれに寄りかかった。

「ソファ席なんて珍しいな」

「そうそう、今日は偶然空いてたのよ。やっぱりここ、雰囲気いいし落ち着くわよね」

　絵梨子さんの言う通り、モダンなストライプ柄のブラウンソファがあるこの個室は、照明もほの暗くてとっても落ち着く。クッションまで置かれているから、酔っ払ったらここで寝てしまいそうなくらい居心地がいい。

「よかったな、矢城。紗羽ちゃんとくっつけて」

　古賀さんがニヤリと口角を上げてそんなことを言う。

　あ、またからかってるな。矢城くんは、大抵古賀さんに遊ばれるのよね。

　案の定、矢城くんはムスッとした顔をして言い返す。

「なに言ってんすか。自分こそ絵梨子さんとイチャイチャしたいくせに」

「え、そうなの？　私、汗臭いの嫌いなんだけど」

「アホ！　ちゃんと一回家に帰ってシャワー浴びてきたっつーの！」

　言い合いながらも楽しそうな絵梨子さんと古賀さんは、同い年でなにげに仲がいい。

　まだ仲間入りしたばかりの私は内部事情をよくわかっていないものの、たぶん矢城くんの言う通り、古賀さんは絵梨子さんのことが好きなんじゃないかな……と思っている。

　運ばれてきたビールでもう一度乾杯し直すと、古賀さんが私に話を振った。

「それで、さっきの続きは？　紗羽ちゃんの高校時代に好きだった人の話」

　そういえば途中だったっけ。でも……。

「そんな、私のことなんて知りたいですか？　全然面白くないと思うけど……」

「聞きたいよなぁ、矢城！　こいつは紗羽ちゃんのことならなんでも知りたいんだよ」

「っ、ちょっと古賀さん」

　矢城くんは動揺したのか、ビールを吹き出しそうになっている。

〝私のことならなんでも〟って、なんか矢城くんが私に気があるように思えちゃうじゃない。でも入社したばかりだし、色々話したほうがもっと打ち解けられるかもしれない。別に話したくないわけでもないし。

　何故かにんまりと怪しげな笑みを浮かべる古賀さんと絵梨子さん、そしてほんのり頬を赤らめているように見える矢城くんを不思議に思いつつ、私は口を開いた。

「ものすっごく暗くて地味な人でしたよ」

「え？」

　皆が面食らったようにぽかんとする。

「やぼったい黒髪に黒縁眼鏡かけて、ずっとひとりで机に向かってる、超根暗っぽい人でした。……ぱっと見は」

　そう、〝ネルシャツにリュックが似合いそうなオタクっぽい人〟というのが第一印象だった。おそらく同じクラスの皆は、最初から最後までその印象を持ち続けた人がほとんどだったんじゃないだろうか。

　私の答えが予想外だったのか、皆はぽかんとしたまま。

「へ、へぇ～、その彼が忘れられない人なの……意外ね」

「だな」

　絵梨子さんの言葉に頷く古賀さんだけれど、自分でもそう思う。

「私も好きになるとは思いませんでしたよ。でも気がついたら、そんな外見とか、友達がいないこととか、気にならないくらい惹ひかれてたんですよね」

　いつも俯うつむきがちで、あまり表情が見えないことが多かったけれど、たまに垣間見える眼鏡の奥の瞳が、とても綺麗だったことが印象に残っている。

　机から私へと目線を上げた時の、あの妙に色っぽい上目遣いや、骨張った男らしい中指で眼鏡を押し上げる仕草も、私にとっては魅力的だった。地味な外見でカモフラージュされていたけど、彼は絶対にイイ男だったと思う。

　それだけではなく、人と関わろうとしないタイプに見えて、実は優しい心を持っていた。

　そんな彼――三み好よしくんのギャップに、きっと私はいつの間にかハマってしまったのだろう。

「その人とは付き合ったの？」

　絵梨子さんの問いかけに、私は小さく首を横に振る。

「いえ、告白することもないまま卒業しちゃって、今はもうどこでなにしてるのかもさっぱり。そのあと彼氏はできたけど、なんかしっくりこなくて別れちゃいました」

　三好くんとは違うタイプの男性と付き合ってみたものの、どこか物足りなさを感じて、夢中になることはなかった。

　そうやってひとつの恋が終わりを告げる度に、私は三好くんを思い出すのだ。

　あぁ、あの時私は本当に恋していたな――って、はっきり確信できるのは彼だけだから。

　パリッとウインナーをかじりながらぼんやり昔を思い返していると、古賀さんが確認するように言った。

「じゃあ、紗羽ちゃんは今フリーなんだ」

「はい」と頷くと、目を見合わせた古賀さんと絵梨子さんはニヤリと笑い、そのまま視線を矢城くんへと移す。

「よかったな、矢城」

「な、なにが……」

　矢城くんはぎこちなく笑い、ふたりから目を逸らしてビールを飲む。

　そうだよねぇ、反応に困るよね、そんなこと言われても。

「ねぇ紗羽ちゃん、もっと強いお酒飲む？　酔っ払っても矢城くんが介抱してくれるから大丈夫よ。私達は帰るけど」

「え!?　いや、いいですよ。ていうか、帰っちゃうんですか？」

　ドリンクメニューを手に取る絵梨子さんを制するけれど、古賀さんも私の声は聞こえていないかのように続ける。

「そうだ、矢城は信用できる奴だからな。紗羽ちゃんが柊と出張、って話を聞いて嫉しっ妬として、しかもいくらベッドみたいに心地よ～いソファまである個室でふたりきりになったからって、狼おおかみになるわけないもんなぁ？」

　意味深発言というか、矢城くんを挑発するようなことを言いだす古賀さんを、私は軽く笑い飛ばす。

「もー古賀さん！　私相手にそんなことになるわけないじゃないですか。ねぇ、矢城く……ん？」

　隣を見ると、彼は「当たり前じゃないですかーははは」と言いながらも、耳まで真っ赤にしてビールを呷あおっている。

　あれ、矢城くん？　まさかふたりに乗せられてイケナイ妄想しちゃってたりしませんよね？

「……度数九十五度のウォッカでも頼む？」

　微妙な心境になる私に、絵梨子さんがにこりと微笑んで恐ろしいことを言った。




「本当に帰っちゃった……」

「ですね」

　あれから約一時間が経ち、古賀さんと絵梨子さんが置いていったお金を眺めながら、矢城くんとともに小さく息を吐き出す。

　軽く食事をしたあと、ふたりは『じゃ、俺達はこれで！』と突然言い、私達が呆あっ気けに取られているあいだにさっさと帰ってしまったのだ。

　なんか、あからさまに私と矢城くんをふたりきりにしようとしてるよね……？

　賑やかだったふたりがいなくなり、急に矢城くんとの距離の近さを意識してしまう。向かい合って座っているならまだしも、隣り合わせだから妙に気まずい。矢城くんとふたりでいるのはまったく嫌ではないのに、微妙な空気が漂っているような気がするのは何故だろう。

　この空気を打開すべく、私はグラスに残った、九十五度のウォッカ……なんかではなく、モスコミュールをぐびっと飲み、なに食わぬ調子で問いかけてみた。

「ねぇ、古賀さんと絵梨子さんってどうなの？」

　ざっくりした質問だけれど、矢城くんはすぐに意味を理解したようで、「うーん」と唸うなる。

「古賀さんは間違いなく絵梨子さんを狙ってると思うんですよね。絵梨子さんもまんざらでもなさそうだけど、追われるのを楽しんでるような感じで、気があるのかどうかはいまいち……」

「なるほどねぇ。息ぴったりだし仲いいし、お似合いだけどな」

　現場監督をしている古賀さんはとっても仕事熱心で、いつも図面と向き合い、ミスがないか隅々まで完璧にチェックしている。

　絵梨子さんも同じく、丁寧かつ俊敏に仕事をこなす人で、お客様の要望をしっかりと反映した設計図をつくり上げてくれる。

　ワイルドでカッコいい古賀さんと、美人で姐御肌の絵梨子さん。そんな性格も容姿も釣り合った大人同士のふたりは、私の中でとっても素敵なカップルとして成り立っているんだけどな。

「でも古賀さん、矢城くんのことからかいすぎよね。冗談でもあんなふうに言われたら反応に困るじゃない」

　古賀さんの下で見習いとして働く、入社三年目の矢城くんは、唯一の私より年下の社員でとても気楽に話せる相手。だから、親しげに話すことが多く、そんな私達を見て古賀さん達は冷やかしてくるのかもしれない。

　あまりお酒が強くないらしい矢城くんは、一杯目のビール以降はノンアルコールカクテルを飲んでいる。その淡い黄色の液体を飲み干すと、彼は長い睫まつ毛げを伏せてテーブルを見つめながら苦笑を浮かべた。

「古賀さんはたしかに面白がってるフシがありますけど、半分は冗談じゃないですから……」

「へ？」

　そんなことを呟いた矢城くんは、一瞬なにかを考えるように黙り込んだかと思うと、スモークチーズを口に放り込んだ私に、突然バッと向き直った。

「紗羽さん」

「は、はい」

　私は目をぱちくりさせて固まる。

「また今度、一緒にメシ食いに行ったりしましょう？」

　あ、メシ？

　なんだか真剣な表情をするから思わず身構えてしまったけど、食事のことね。

　何故かほっとして、口元がほころぶ。

「うん、もちろん！　いつもここだから別のとこにしてみる？　たまには中華とか、皆好きかなぁ」

「そうじゃなくて！」

　矢城くんの力強い声に、へらっと笑っていた顔が固まってしまう。

　彼はくりっとした大きな瞳で、私をまっすぐ見つめる。

「俺と紗羽さん、ふたりきりで」

　――ドキッ。

「食事だけじゃなくて、どこか出かけませんか？」

　ま、まさか、デートのお誘いだった……!?

　目をしばたたかせて硬直すること数秒、私達がいる個室の横を通るお客さんの声にはっとして口を開く。

「それって、デート、ってこと？」

「そう思ってもらえれば」

「矢城くん、私のこと……」

　好きなの？なんて、自分で聞くのは恥ずかしすぎて言葉を濁すと、矢城くんはみるみる顔を赤らめて目を逸らした。

　なに、そのあからさまな反応。可愛いんですけど。そんなふうにされたら、私まで照れてしまう。

「嘘うそ……まだ会って二ヶ月も経たないのに」

「ひと目惚れに月日は関係ないでしょ」

　私とは目を合わせずテーブルのほうを向いたまま、けれどきっぱりと言う矢城くんに、ドキンと胸が高鳴る。

　うわ、照れてるかと思いきや、〝ひと目惚れ〟だなんてストレートに！

　Ｍ気質な私だけど、直球で来られるのも決して嫌いじゃない。というか、こんな可愛らしい年下の男の子に好意を抱かれたことなんてないから、素直に嬉しい。

「……そう、だからまだ、お互いなにも知らないじゃないですか」

「そう、だね」

　真剣な口調になる矢城くんに、私の緊張も高まってしまう。

「俺はもっと紗羽さんのこと知りたいし、俺のことも知ってもらいたいんです」

　あぁ、そのためにデートを……。古賀さん達もただからかっていたわけじゃなくて、彼の思いを知ってのことだったんだ。

　矢城くんが再び私に向き直り、ソファがぎしりと小さく軋きしむ。まっすぐ目線を合わせる彼の瞳に、心拍数が上がった。

「もし今、紗羽さんが誰にも恋してないなら、俺にチャンスをください」

　うぅ、胸が苦しい……！

　鈴森紗羽、彼氏いない歴三年。久々に、しかも突然訪れたアプローチに舞い上がってしまいそう！

　でもダメダメ、落ち着かなきゃ。これでも私、もう二十八なのよ！

　そろそろ結婚だって見据えて相手を選ばなければいけないのだから、慎重にいかないと。

「期待しないでね。矢城くんのこと好きになれるかわからないし、矢城くんも私に幻滅するかもしれないよ？」

「それは……デートしてみてってこと、ですか？」

「……うん」

　ふっと矢城くんの顔の緊張が解け、みるみる笑みが広がる。

　屈託のない笑顔で「やった！」と小さくガッツポーズをする彼に、私は吹き出してしまった。

　たかが私とのデートで、ここまで嬉しがってくれるなんて。こんな、ちょっぴりむず痒がゆくてキュンとする感じを味わうのは、本当に久しぶりだ。

　新たな恋の予感に、私の心は羽根のようにふわふわと浮くのだった。







Love plan２










パーティションの奥でふたりきり




　翌日から、私は矢城くんを意識してしまって仕方なかった。

　でも、それは向こうも同じだと思う。目が合うだけでぽっと顔を赤らめたり、目を逸らしたりするから。

　午後の現場に向かうため、オフィスを出ようとした彼が私の視線に気づき、少しはにかんでぺこりと頭を下げていった。

　わかりやすくて、本当に可愛い。

「なにニヤついてんだ」

「うっ」

　突然、ドスッと頭の上に重いものが乗せられ、私は顔をしかめる。

　どうやら大量の用紙の束らしく、両手でそれを押し退けつつ見上げると、無表情の柊さんが立っていた。

「こ、これは……？」

「昨日お前が印刷したニュースレター。今から封筒に入れるから二階行くぞ」

「あ、はい！」

　惚けてる場合じゃないよ、紗羽！

　気を引き締めて二階へ上がると、パーティションで区切られたふたつの打ち合わせスペースのうち、右側のほうへ入る。

　そこに設置されている長机の上に、柊さんは四種類の広告の束と封筒をドサドサと置いた。

「先月一回やったから、もうわかるよな？」

「はい。一枚ずつ、計五枚を封筒に入れればいいんですよね」

「あぁ、頼む」

　そう言って、出口のほうへ向かってしまう柊さんだけど……ちょっと待って。

「あの！　柊さんは？」

「俺はこれから住宅ローンの手続きで銀行に行ってくる」

「これ全部、私だけでやるんですか!?」

　思わずそう叫んでしまった。

　何故ならこのニュースレターは、全部で二百件分以上あるのだ。先月は三人で手分けしてやったのに、今回は私ひとりでやれと!?

　驚きょう愕がくする私に、振り向いた柊さんはナイフのように鋭い眼まな差ざしを突き刺す。

「甘ったれんな」

　低く威圧感のある声が、辺りに響いた。

　こ、怖っ！

　縮み上がる、チキンな私の心臓。

「皆それぞれ忙しいんだ。誰かに頼ろうとしないで、自分ひとりでなんとかするくらいの気持ちでやれ。それとも、俺の代わりに鈴森が銀行に行くか？　大事な大事なローンの審査に関わる手続き、お前に全部任せてやろうか？」

「っ、すみません」

　口では謝りつつも、心の中では『鬼ー！』と叫ぶ。

「とりあえず瀬川さんと絵梨子さんは、手が空いてる時は手伝ってくれるってよ」

「ありがとうございます……」

　しおしおと頷くと、柊さんはほんの少し楽しげな笑みを口元に浮かべ、こう言い捨てていった。

「お前は終わるまで、トイレ以外ここから出るな」

　やっぱ鬼～!!




「んはぁ～疲れた～……」

　午後六時半。定時を三十分過ぎた今、ニュースレターは四分の三を封筒に入れることができた。

　椅子に座ったまま大きく伸びをする私に、途中から手伝ってくれていた絵梨子さんが笑いかける。

「お疲れ様。今日はもうその辺にしておいたら？　明日もまだ少しは時間あるんだし」

　発送するのは明日の午後だ。絵梨子さんの言う通り、残りは明日の午前中にできなくもない。

「んーでも……今日終わらせておいたほうが安心だし、もう少しやっていきます」

「本当に？　もう社長達も戻らないし、私も用事あるから帰るわよ？」

　私は明るく笑って、元気に答える。

「大丈夫です！　たぶんそんなに遅くまではかからないと思うので」

　絵梨子さんは、感心するようなため息を漏もらして微笑む。

「エライわねぇ」

「いえ、手伝ってくださってありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げると、絵梨子さんは「じゃあ、お先に」と笑顔で手を振り、一階へと下りていった。

　柊さんに『甘ったれんな』と言われた手前、中途半端なまま帰るのは嫌だ。一応私にも意地というものがあるし。もうなんの文句も言われないように、頑張って今日中に終わらせてやる！

「よーし、やるぞー！」

「その気合いは朝入れろよ」

「ひぁっ!?」

　厳しいツッコミにビクッと身を縮める。振り返ると、呆れ顔の柊さんがいた。

　び、びっくりした！　いつの間に入ってきていたのだろう。全然姿を現さないから、もう帰ったのかと思っていた。

「柊さん……！　まだいらっしゃったんですね」

「悪いか」

　無表情でぼそっと漏らす彼に、私は思いっきり手と首を振る。

「い、い、いいえ！　そんな、悪いだなんて一ミクロンも思ってな――」

「お前、嘘つくの下手すぎ」

　ぎこちなく笑っていた私の顔は、そのままピシッと固まった。

　黒いオーラを纏まといながらこちらへ近づく彼は、まだ長机の上に並べられたままのニュースレターと広告を見下ろす。

「カンヅメでも終わらなかったか」

「えぇ、見ての通りで……」

　シュンと肩を落とす私に、彼は容赦ないひと言を浴びせる。

「最初から鈴森にそこまで期待してないが」

　ザクッ！と頭を斧おので叩き割られた気分だ。

　ひどい、ひどすぎます。こんなお方とふたりで出張だなんて、神経すり減っちゃいます。

「まだやってくつもり？」

「あ、はい。中途半端は嫌なんで」

　内心さめざめと涙を流しながら作業を再開させると、柊さんが向かい側の椅子に腰を下ろした。そして私と同じく用紙を一枚ずつ取り始める。

　……え？　もしかして、手伝ってくれるの？

「あの、大丈夫ですよ！　私ひとりでも、たぶんそんなに時間かからないだろうし」

「電気代の無駄だ」

「あ、あぁそっか……」

　手伝ってくれるのは私のためじゃなくて会社のため、ね。

　少しがっかりしながら彼を見つめていると、目線を上げた彼の瞳とかち合う。

　その一瞬、上目遣いの表情が、懐かしいあの人と重なって見えた。高校時代に好きだった彼も、こんな目をする時があって、私はドキリとさせられたっけ。

　そんな思い出を蘇よみがえらせていると、柊さんはいつものように毒を吐く。

「手を動かせ、のろま」

「のろっ……！」

　久々に聞いたわ、その単語！

　思わず言い返したくなる気持ちは冷たい目をする彼によって抑えられ、私はすごすごと作業を再開させた。




　しばらく無言でせっせと封をしていると、また高校時代のある出来事を思い出した。

　日直の仕事で残っていたら、ついでにと先生に書類をホチキスで留める作業を頼まれてしまったのだ。仕方なく教室でひとりやっていると、たまたま忘れ物を取りに来た三好くんが、無言で手伝ってくれた。

　静かな教室にふたりきり。ホチキスを取ろうとした彼の綺麗な手と、同時に伸ばした私の手がほんの少し触れ合っただけでドキドキした。

　懐かしい……あんな些さ細さいな出来事、私しか覚えていないんだろうな。

　甘酸っぱい思い出に浸っていた私の意識は、手元に目線を落としたまま、突然発せられた柊さんの声で現実に引き戻される。

「鈴森はなんでこの会社に入ったんだ？」

「え？」

「前は大手にいたんだろ。それなのにどうしてこんな小さな会社に？」

　彼のほうから私のことを聞くなんて珍しくて、また手が止まってしまう。

「前んとこじゃ、こんな面倒な手作業しなかったんじゃないか？」

「あぁ、そうですね。カタログや資料は業者に頼んでつくってもらってましたから」

　ミライトホームは費用を節約するため、自分達でできることはやるというスタンスだから、結構大変なことも多い。

「でも、私はこういうの好きです。手間がかかるけど、その分ちゃんとお客さんに真心を届けられそうで。この会社に入ったのも似たような理由ですよ。ここのほうが、もっとお客さんと濃く深く繋がれると思ったから」

　丁寧に封をしながらにこりと笑ってみせると、柊さんの表情も少しだけ柔らかくなった気がした。

　もしかしたら、彼が『誰かに頼ろうとしないで、自分ひとりでなんとかするくらいの気持ちでやれ』と言ったのは、大手の会社とミライトホームとの違いを私にわからせて、喝を入れるためだったのかも。ここでは前の職場のように、パソコンや書類と向き合っているだけではやっていけないのだから。

　私も柊さんのことを聞いてみたい。こうやってふたりで話すのは初めてだし。

「柊さんは？　どうしてこの会社に……っていうか、どうしてこの仕事をしたいと思ったんですか？」

　単純に気になったことを尋ねると、一瞬動きを止めた彼は、再び手を動かしながら面倒臭そうに答える。

「……なんだっていいだろ」

「え。人に聞いておいて自分は教えてくれないんですか？」

　ちょっぴり嫌味を言ってみると、彼は眉間に皺しわを寄せる。

　ヤバ、調子に乗りすぎた？

　また怒られるかと思って身構えるも、仏頂面の彼の口から出たのは意外すぎる単語。

「……マイ・スウィート」

「へ？」

「マイ・スウィートって映画を見て、だよ」

　――嘘。

　ドキン、と心臓がひとつ音を鳴らし、私は目を見開いた。

「本当ですか!?」

「なんだ、急に鼻息荒くして」

「だって、私も同じだから！」

　私の言葉に、柊さんも驚いたように目を丸くした。用紙を持つ手に、思わず力が入って握り締めてしまう。

『マイ・スウィート』は、十五年ほど前に日本でも話題になった、アメリカの映画。非行に走った息子が家を出て、愛想を尽かした妻にも逃げられた中年男性の建築士が主人公だ。すべてをなくした彼が、様々な人に出会うことでもう一度奮起し、家族が帰ってくることを願いながら新しい家を建てるというもの。

「すごく感動するんですよね、あれ！」

「切ない話なんだけどちょっとコメディタッチで、それがまたいいんだよな」

　柊さんが珍しく微かに笑みを浮かべて言うものだから、なんだか私も嬉しくなる。

「そうそう、なんかこう〝きゅー〟って胸に響くというか……！」

　気がつけば私達は手を止めて、映画の話で盛り上がっていた。

　柊さんとこんなに意気投合する話題があったなんて。

「何回見ても泣いたなぁ。最後、皆が家に帰ってきて再会するシーンとか」

　そう言う私の頭の中には、映画の印象的なシーンが流れる。

　不器用な主人公の男性は、家族を愛しているのにそれを上う手まく伝えられない。その代わりに皆への思いを散りばめた家を設計するのだ。料理が好きな妻には使いやすいキッチンを、ギターが趣味の息子には防音性のある部屋を……って。

　そうしてつくった家に皆が帰ってきてくれた時、自然と温かい涙がこぼれたことを思い出す。家や家族の大切さを改めて感じさせてくれる話なのだ。

　柊さんは私の言葉に浅く頷いた。

「……そう。あのシーンを見て、家ってやっぱりいいなって思った。ああいう、皆が帰る温かい場所を俺もつくりたいって思ったのが、たぶんこの仕事に就いたきっかけ」

　本当に、私と同じだ。私も同じことがきっかけで、住宅関係の仕事をしたいと思うようになったから。

　誰にも話したことはないのに、まさか柊さんとこんな部分でわかり合えるなんて。自然と口元が緩んでしまう。

「またニヤついてるぞ」

「だって、嬉しいから。同じものを見て、同じ夢を共有してたんですよ？　すごいことじゃないですか！」

　ちょっぴり興奮気味に言うと、柊さんはまた呆れたように、でも少しだけ恥ずかしそうにして目を伏せた。

「でもよく知ってましたね、あの映画」

「……結構有名だっただろ。今もたまにテレビでやるし」

　そう言われて、私はある人のことを思い出し、声のトーンを下げた。

「……知らない人もいますよ」

　あの彼――三好くんは知らなかった。当時も私は映画の魅力について語った覚えがあるけれど、彼はキョトンとしていたっけ。

　どれもこれも、懐かしい思い出。だんだんと色いろ褪あせていく、過去のものだ。

　少し寂しいような、でもどこか吹っ切れそうな気もする。

『どうした？』とでも言うように私を見る柊さんに、にこりと微笑み返し、あとわずかとなった用紙を手に取って、作業を進めた。




「終わったぁ～！」

　最後の封筒を郵便局に渡すケースの中に入れると、私は大きく伸びをした。

「さっさと帰るぞ」

「あ、はい！」

　達成感に浸る間もなく階段のほうへ向かう柊さんに、私は荷物を持って駆け寄る。電気代の無駄だもんねー……と思いながら、二階の電気を消して階段を下り、自分のデスクに戻った。

　しかし、今になってふと気づいた。電気代を気にするなら、別に残っていく必要なんてなかったじゃない、と。今日はもう帰らせて、明日私ひとりにやらせればよかったのに。

　もしかしたら、柊さんは私のことを気遣ってくれたんじゃないかな。これはレアな彼の優しい一面かもしれない。

　そう思うとほんのり胸が温かくなって、口元をほころばせながら自分のデスクで帰り支度をする。

　その瞬間、パチッと音がして、オフィスの中が真っ暗になる。

「ひゃっ!!」

「トロトロしてんな。電気代の無駄だっつってんだろ」

「えぇぇ!?」

　真っ暗闇に響くのは、厳しい柊さんの言葉。

　どうやらすでに身支度を整えた彼が電気を消して、オフィスを出ていったらしい。玄関からは明かりが漏れているけれど、ここから玄関は見えないので彼の表情はわからない。

　本当に容赦ない！　さっきの私の考えは間違っていたのかしら。

　優しい柊さんを期待した自分に少々落胆しつつ、すでに靴を履き替えていた彼の元へ走り寄る。

　その時、足元をよく見ていなかったせいで、オフィスを出てすぐ、床に置かれていた段ボール箱に思いっきりつまづいてしまった。

「ぅひゃあ！」

　そのまま二、三歩よろけて柊さんの元へ行き、がしっ！と彼の腕に掴つかまる。

　ギリギリセーフ！　なんとか転ばずに済んだ……って！

「わぁーごめんなさい！」

　バッと勢いよく飛び退くと、玄関の明かりの下で柊さんの迷惑そうな顔が照らされている。

　怒られる!?と身構えた次の瞬間、彼は顔の筋肉を緩めてふっと吹き出した。

　あ……笑った。初めて見た無防備な表情に、何故かトクンと胸が鳴る。

　でもそれは一瞬で、すぐにいつもの無愛想な顔に戻る。

「忙せわしないドジ」

　柊さんは、呆れたような口調で罵った。

　……あれ、今バカにされたのに、キュンってしなかった？　私の胸キュンポイントってそこ？　やっぱり私、完全にＭ……。

「って、ちょっと柊さん!?」

　少し考えていた隙に、彼はすでに外へ出ていってしまったらしく、姿はなかった。

　慌てて玄関のクリアなドアに近づくと、駐車場の端にある自家用車らしき黒い車にさっさと乗り込む彼の姿が見える。

　数秒も待っていてはくれない柊さん、やっぱり意地悪だ！










ビジネストリップで近づく距離




　ニュースレターを無事送り終えた、その翌週の午前十一時。

　書類の整理をしている私の隣のデスクで、売地の情報を仕入れてきた瀬川さんが「やっぱりね～」と独り言を漏らした。

「どうかしたんですか？」

「うん、ここから十キロくらいのところに広い空地があるじゃない？　そこに商業施設をつくることが決まったんですって」

「へぇー決まったんだ」

　話に便乗する絵梨子さんと一緒に私も頷く。

「そういえばそんな噂うわさがありましたね」

「そう。だからその周辺の土地の値段も、これから上がっていきそうよ」

　スーパーや飲食店が近くにある住みやすい土地は、どうしても価格が高くなる。これからそういう施設ができるとなると、まだ比較的安い今のうちに土地を買って、家を建てる人も出てくるだろう。

　今土地を探している人のために、この情報をまとめ、提供していくのが瀬川さんの仕事だ。

「そっかぁ、でも便利になりますよね」

「ねぇ。映画館が併設された大きいスーパーができるみたいだし、今は閑散としてるけど結構栄えるんじゃないかしら」

「映画館!?」

　私と絵梨子さんの声が重なった。

　この辺りには駅前の古びた小さな映画館しかなく、わざわざ隣の市街地まで足を運ぶことも少なくない。だから、新しい映画館ができるのはとってもありがたいことなのだ。

「私、結構見に行くから嬉しいわ」

「絵梨子さんも？　私もですよ。今話題の『真夏の雪あそび』とかも見たいんだよなぁ」

「あ、それ、息子が見たって言ってたわ。思いのほかバトルシーンがすごかったって」

「本当ですか？　わー、ますます見たくなる～」

　三人で笑いながら話していると、突然私の後ろから誰かが図面を差し出してきた。

「あ、矢城くん！」

　見上げると、いつも通り作業着姿の矢城くんが私に微笑みかけている。現場から戻ってきたようだ。

「紗羽さん、これ桐原さん宅のファイルに挟んでおいてもらってもいいですか？」

「うん、了解」

「それと……」

　矢城くんは、図面をデスクに置こうと身体を屈める。その図面に目線を落とす私の耳元に、彼はさりげなく顔を近づけて囁ささやいた。

「映画、俺と一緒に見に行きませんか？」

　もしかして、このあいだ言っていたデートのこと？

　ドキリと胸を鳴らしつつ、もう一度矢城くんを見ると、やっぱり頬をほんのり赤く染めていて、照れ臭そうに頭を掻いた。

「考えといてください」

「あ、うん……！」

　手短にそれだけ告げると、矢城くんは再びオフィスの外へ出ていった。

　不意打ちでドキッとしてしまった。思えば今まで社内恋愛なんてしたことはないし、なんだか仕事と上手く分けられなくて調子が狂うな……。

　ドギマギしつつファイルを取りに行くために立ち上がる。すると、目の前の絵梨子さんが、ニヤリと怪しげな笑みを浮かべながら私を凝視していた。

「わかりやすいわね～、あなた達」

「え!?」

　絵梨子さんの言葉に、ギョッとして目を見開いてしまう。

「このあいだから明らかに空気が違うもの。もしかしてもう……」

「そ、そ、そんなわけないじゃないですか！」

　うわぁ、やっぱり絵梨子さんの目は欺けない！

　否定するものの、顔が熱くなってくるのがわかる。

「ん？　空気が違うってなんのこと？」

「く、く、空気清浄機の話です!!」

　首をかしげる瀬川さんに咄とっ嗟さにそう返すと、絵梨子さんはおかしそうに笑っていた。




　二階では今日もお客様との打ち合わせが行われている。

　午後一で来たのは、三歳くらいの男の子と、小さな赤ちゃんを抱く四人家族。まだ土地探しをしている段階のお客様だ。

「こんにちは」

「こんにちは。お待ちしておりました。どうぞお二階へ」

　笑顔で接客する柊さんは、いつものドＳっぷりなど微塵も感じさせない。

　午前中から打ち合わせ続きでほとんどデスクにいない彼。普段見せないあの笑顔をずっとつくっていて疲れないのだろうか。

　私が勝手な心配をしているあいだにも、柊さん達は階段をのぼっていく。

　私もお茶を用意して二階へ上がると、テーブルに広げた地図を見ながら話している最中だった。

「この辺りは来年商業施設ができるそうなので、かなり住みやすくなると思います」

「あぁ、噂は聞いてたけど本当なんですね」

「スーパーや映画館ができるとかって話ですよ」

「へぇーすごい！」

　どうやら、さっそく瀬川さんが仕入れてきた情報を出しているようだ。しかもやはり映画館の話題になっていて、私はお茶を出しながらクスッと笑いをこぼした。

　皆が話しているあいだ、お兄ちゃんの男の子はそわそわしながらキッズスペースのおもちゃを見ている。

　私はしゃがんで目線を合わせると、男の子に笑いかけた。

「遊んでいいんだよ。一緒に行こうか」

「うん！」

「すみません」

　頭を下げるお母さんに、私は小さな手を取りながら微笑み返した。

　子供にとっては、大人の話し合いに付き合うのは退屈だろう。それに、こうやって遊び相手になってあげるのは、私にとっても仕事中の癒しになっていたりする。

　男の子がすぐそばのキッズスペースで遊び始めると、お母さんが赤ちゃんの頭を撫でながら言った。

「でも映画なんてしばらく見れないわね～。この子達が大きくなるまで無理かな」

「近くに家を建てても見に行けないってのは切ないな」

　苦笑し合うふたりに、柊さんも柔らかな笑顔を向ける。

「お子さんが大きくなって手を離れたら、またおふたりでデートに行かれるのも素敵じゃないですか。それまで、いやそれからも、私達がお手伝いさせていただく家にお住まいになられていたら嬉しいです」

　……なんだか胸が温かくなった。

　今の言葉も、笑顔も、偽りのものではないような気がする。ただの勘だけれど。

　私は、将来結婚する人とは、歳を取ってもいつまでもデートしたいと思う。柊さんも、結婚相手にはそんな関係を望んだりするのだろうか。もしそうだとしたら、ちょっと嬉しい……。

　って！　どうして嬉しくなるのよ、おかしいでしょ。

　謎の心情にツッコミを入れていると、突然ビシィッ！とおでこに鋭い衝撃が。

「痛いったぁ!?」

　おでこを押さえ、目を白黒させながら正面を見ると、プラスチックの玉を飛ばす鉄砲のおもちゃで遊ぶ男の子が、ケラケラと笑っていた。

　これが当たったのか！

「やったな～!?」

「きゃはははは」

「すみません、すみません!!」

　謝るご両親を宥なだめつつも男の子を追いかけ回す私に、呆気に取られていた柊さんもおかしそうに吹き出す。

　そんな彼が、声には出さずなにかを言うのを私は見逃さなかった。

　……『ア、ホ』？　あの口は今絶対『アホ』って動いたよね？　またバカにされた！

　けど、無邪気に笑う貴重な彼を見たら、嫌な気持ちも起こらない。柊さんって、あんなふうに笑ったりもするんだ。

　初めて見た魅力的な笑顔に見入っていると、柊さんはおもむろに立ち上がる。そして、床に転がったままの、さっき男の子が発砲したプラスチックの玉を拾い上げた。

　男の子の元へ歩み寄ると、しゃがんで目線を合わせ、「はい」と玉を手渡す。

「見事に命中したな」

　悪戯いたずらっぽく言う柊さんに、男の子はまた面白そうに笑う。

「でも、人に当てたら危ないから気をつけてね。あのお姉さんは石頭だからいいけど」

「ちょ、柊さん？」

　ひと言余計なんですけど、と思いつつ口元をヒクつかせる。

　けれど、「うん、わかった」と素直に答える男の子に、とても優しく微笑みかける彼を見たら、また文句は出てこなくなってしまった。

　男の子に対するあの笑みは、営業用なんかではないとわかる。子供への接し方も、とても上手だ。

　またひとつ、知らない彼を見つけた――。




　徐々に柊さんの素の部分が見えてきたように思えるものの、まだまだ彼の本性はヴェールに包まれている。

　それを剥はがすことができないまま、約一週間が経ち、以前社長に言われた出張の日を迎えた。

　矢城くんは『俺も行きたい！』と訴えていたけれど、それは叶わず、柊さんに羨望の眼差しを向けるだけだった。

　矢城くんがいたらきっと気を紛らわせることができただろう。しかし、結局柊さんとふたりで行くことが決定し、私は相変わらず不安と緊張でいっぱいだ。

　会場がある東京へは、新幹線で一時間半ほどかかる。東京へ遊びに行くこともあるけれど、友達の車に乗せてもらったり、高速バスを使ったりすることが多いから、新幹線に乗るのはかなり久々だ。

　滅多に手にすることがない乗車券を持ち、柊さんと待ち合わせている改札前へ向かう。

　スーツ姿の男性や、観光客らしき人達が行き交う中に、片手をポケットに入れた立ち姿さえも美しい彼を見つけた。その途端、鼓動が速くなる。

「柊さん！　お疲れ様です」

　パンプスを鳴らして駆け寄ると、彼の目線が私を捉えた。

　私を頭のてっぺんからつま先まで眺めた彼は、ぼそっと漏らす。

「これで髪が黒かったら、完璧、就活生だな」

　や、やっぱり言われた……。

　今日の私の服装は、黒のレディーススーツ。久々にクローゼットからこれを引っ張り出して着てみた時、私自身同じことを思った。童顔で、身長も百五十六センチしかない私は、どうも大人の女性らしく見えない。

「やっぱり似合わないですよね……。格好だけでも、絵梨子さんみたいなキャリアウーマン風になれたらいいのに」

　口を尖とがらせて、自分の姿を見下ろしながら言う。

「もともと持ってるものが違うんだ。鈴森には一生無理だろ」

　相変わらずの毒舌に、心臓をひと突きにされた。

　意地悪な笑みを浮かべて、「諦めろ」とさらにトドメを刺した柊さんは、魂が抜けそうになる私を置いて歩きだす。

「あっ、柊さん、お昼ご飯は!?」

　慌ててあとを追い、改札を抜けようとする彼に問いかける。

　会議は午後一時半からで、現在十一時になろうとしているところ。私は昼食を買ってから新幹線に乗ろうと思っていたけど、柊さんはどうするのだろう。

「もう買った」

　振り向いた彼は、そうぶっきらぼうに言った。

　たしかに、ビジネスバッグの陰にはビニール袋が見えている。

「すみません、私も買ってきま――」

　すぐさま売店へ向かおうとすると、猫のように首根っこを掴まれた。

　ギョッとして後ろを見やると、彼は無愛想なままこう言い放つ。

「もう遅い。行くぞ」

「えぇぇ!?」

　まだちょっと売店へ行ってくる時間ぐらいはあるのに、なんで買わせてくれないの？

「俺は待つのが嫌いなんだ」

　えー、柊さんって意外と俺様!?

　彼は目を見開く私に有無を言わさず、改札を通りズルズルと引っ張るようにしてホームへ向かってしまう。

　私は昼食抜きってことですか？　柊さんの鬼ー!!

　仕方なく彼に連れられ、新幹線に乗り込むと、指定席の番号を探す。座席を見つけた彼は窓側の席に先に座った。

　隣の席に私も腰を下ろすと、改めて身体の近さを感じ、忘れていた緊張感が戻ってくる。

　このドキドキのおかげで、お昼ご飯がなくても乗りきれるかもしれない。

　そんなことを思っていると、隣で柊さんはさっそくビニール袋から駅弁らしきものを取り出す。

　お腹を空かせた私に遠慮することなく食べようっていうの？　やっぱりドＳ……。

　通路側に顔を背けてがっくりとうなだれていると、太ももの上になにかが乗せられた。ぱっと見やると、可愛らしいパッケージの駅弁が置かれている。

　目をぱちくりさせながら柊さんに顔を向けると、彼はもうひとつの駅弁を取り出していた。

「えっ、これ……私に？」

　驚きと、少しの戸と惑まどいが交ざった声を上げる。

　柊さん、私の分も買っておいてくれたんだ……。だから強引に連れてきたのか。

「いらないなら食わなくていいぞ」

「た、食べます、もちろん！　ありがとうございます！」

　ぱあっと表情を明るくさせて、小さく頭を下げた。

　意地悪かと思いきや、私のことを考えてくれていたことが、すごく嬉しい。柊さんはきっと、根は優しい人なのだろう。

　途端に心の奥がじーんと温かくなって、口元が緩んだ。

「でも、まさかこれを選ぶとは」

　もう一度駅弁を眺めて、私はぷっと吹き出した。

　容器はご当地キャラクターの形をしていて、蓋を開けるとお子様ランチみたいなおかずが詰まっている。これをクールな彼が買ったと思うと、なんだかほっこりした。

　クスクスと笑う私に、柊さんはペットボトルのお茶を飲みつつ言う。

「そのちんちくりんなやつ、鈴森にぴったりだと思って」

「う……たしかに、柊さんの木箱に入った高級感漂うそれとは、だいぶ違いますね」

　鼻の下を伸ばすようにして、彼が持つ駅弁に目を向ける。

「いらないなら食わなくてい――」

「食べます、食べます!!」

　慌てて箸はしを取る私を見て、柊さんはおかしそうにクスリと笑った。

　滅多にお目にかかれない、無防備な笑顔の殺傷能力は半端じゃないな、と思いながら、こんな些細なやり取りをとても楽しく感じる。

　……なんか、かぶっちゃうな。素っ気ないのに、たまに優しさを見せてくれるところとか、ほんの一瞬垣間見える笑顔が……あの三好くんと。ふたりは、醸し出す雰囲気がどことなく似ている。

　そんなふうにまた彼を思い出しても、不思議と胸は苦しくならなかった。何故なのかはわからないけれど……。

　それに、いつの間にか柊さんとふたりでいることの不安も影をひそめている。むしろ心地よささえ感じ始めた私は、彼との貴重なひと時を楽しんでいた。




　早めの昼食を終えると、今日の会議がどんなものかを、もう一度おさらいさせてもらうことにした。

　ミライトホームと同じスタンスで家づくりを行っている建築設計事務所や工務店は、全国にたくさんある。今日はそこで働く人達が集まり、お客様にさらに喜んでいただけるサービスを提供するため、意見を出し合い情報交換をするのだそう。

「ここで俺達が得た情報を、帰ったら皆で共有して、ちゃんとできているか確認する。そして、できていないところはどう改善するか話し合うんだ」

「わかりました。しっかり聞いて、メモ取っておきます」

　以前の職場では、事務員の私がこんな会議に参加することはなかった。私にとっては重大な任務だし、せっかく与えてもらった機会だから、しっかり学んでこなければ。

　密かに気合いを入れる私に、柊さんは悪戯っぽい視線を向ける。

「寝るなよ、就活生」

「大丈夫です。それは帰りの電車にしますから」

〝就活生〟と嫌味を言われてもスルーして答えると、彼は小さく頷く。

「そうか。なら起こさずにいてやるから、車庫に入るまでぐっすり寝てろ」

「いや、起こしてください！」

　思わずツッコむと、彼はおかしそうに笑った。

　漫才みたいなやり取りをしているうちに、窓の外に流れるのは、緑が多い景色から高層ビルが立ち並ぶ街へと移り変わっていた。

　久しぶりに降り立った都会の地は、相変わらず人が多く、空気も違っていて圧倒される。

「迷子になっても自力でたどり着け」と、優しくないアドバイスをくれた柊さんにくっついて、私は人混みの中を歩き始めた。




　会議が行われるのは、東京駅からほど近いオフィス街に佇たたずむビルの十四階だ。エレベーターに乗ってたどり着いたのは、ミーティングテーブルが縦に二十列ほど並べられた広い部屋だった。

　受付を済ませ、後方の席に座り、落ち着いたところで周りを見渡してみる。参加しているのは大半が男性で、私くらいの年齢の女性はあまり見当たらない。

「お前、目立つから当てられるかもな」

　受付で渡された資料をパラパラと捲めくりながら、柊さんが淡々と言った。

「え、当てられる？」

　急にそんなことを言われて、動揺した私は目をしばたたかせる。

「情報交換の場だから、突然意見を求められるかもしれない。『あなたはお客様に喜んでいただくために、普段どんなことを大切にしていますか？』とか」

「うわ、なんか授業みたいですね」

　苦手な教科で指名された時の、妙な緊張感を思い出す。でも今日は正解不正解があるわけじゃないから、しっかり自分の言葉で答えなきゃ。

　もし、柊さんが言うような質問をされたら、私なら……。

「……私はアシスタントなので、直接家づくりに関わるわけではないですが」

　突然話しだした私を、柊さんが不思議そうに見る。

「家を建てるにあたっての心配や不安、夢や理想をお客様から引き出して、スタッフ皆と共有するのも自分の役目だと思っています。お客様に親身に寄り添って、夢のマイホームを一緒に楽しんでつくり上げていくことを心がけています」

　頭の中で並べた自分の思いを繋げ、言葉にする。

　じっと私を見つめている瞳に気づいて、へへっと笑ってみせた。

「こんなことしか言えないけど、答えになってませんかね？」

　私を見ていた瞳はふいっとテーブルの上に向けられる。

　あれ、やっぱりこんなんじゃダメだった？

　ちょっぴり肩を落として俯くと、隣からスッと手が伸ばされ、柊さんのメモ帳が差し出される。

「鈴森もたまにはちゃんとしたことが言えるんだな」

　嫌味っぽく言いながらも、メモ帳には赤いペンで大きく花マルが書かれていた。それを見た私の胸にも花が咲いたように喜びが広がる。

　私の考え方を認めてもらえた……ってことだよね？　わぁ、なんだかすごく嬉しい。

「ありがとうございます！　柊先生から花マルもらっちゃった」

　テストでいい点数を取った時のような気分になって、私は声を上げて笑った。

　気怠げに頬杖をついて「はしゃぐな」と言う彼だけど、こんなお茶目なことをしてくれるなんて可愛げがあるじゃない。

　冷たくて意地悪な彼の、意外な一面がどんどん見えてくる。

　こんなに嬉しいのは、褒ほめてもらえたからというだけではないのかもしれない。




　結局、私も柊さんも指名されることなく、約四時間の会議は無事終了した。

　私達と同じ考え方でも、それぞれの会社で工夫していることや取り組み方は様々で、とても勉強になった。

　有意義な時間を過ごして外へ出ると、夕陽を受けたビルの群れがオレンジ色に輝いている。

　もう帰らなきゃいけないなんて、ちょっと寂しいな。せっかく東京まで出てきたのだと思うと、たくさんのおしゃれな店が立ち並ぶ街を、少しぶらぶらしていきたくなる。

　そんなことを思いながら、柊さんと駅まで歩いた。

「柊さん、まだ新幹線の時間まで一時間ぐらいあるし、皆にお土産みやげ買っていきましょうよ」

　駅の構内を歩きながら提案すると、彼は一瞬思考を巡らせて、近くの売店を指差す。

「あぁ……いいじゃん、あれで」

　示されたほうを見やると、バナナの形をした有名なお菓子の看板が目に飛び込んできた。私もよくもらうし、美お味いしくて好きだけれど……。

「あれも定番でいいですけど、もっとインパクトあるのがよくないですか？」

「皆個性的だからか」

「そう！　よくわかってらっしゃる」

　ピンと人差し指を立てて、私はにっこりと笑みを見せた。

　ミライトホームの皆には、ちょっと変わった珍しいお土産のほうが合っているような気がするのだ。

　柊さんは腕時計に目を落とす。

「少し見て回るか」

　柔らかな表情でそう言ってくれた彼に、私は自然と笑顔になっていた。

　駅ビルの中に入った私達は、たくさんの店を回ってお土産を探す。というか、柊さんはただ私に付き合ってくれているだけだけれど。

　それでも時々、「これはどう？」と聞いてくれたり、「それは苦手な人がいるからやめておけ」と教えてくれたりする。

　柊さんとふたりでこんなふうに買い物をしていることが、不思議だけどなんだか楽しい。

　いくつか候補を挙げつつ見ていると、店の端にあったキーホルダーが目に留まった。それがある人に見えて、思わず笑みがこぼれる。

「なんだ、ひとりで笑って。気持ち悪いぞ」

「す、すみません。なんかこれ、ちょっと矢城くんに似てるなーと思って」

　指差してみせたのは、こげ茶色のヨークシャー・テリアらしき犬のマスコットがついたキーホルダーだ。

　同意を得られなかったらしく、柊さんは眉根を寄せる。

「……どこがだよ」

「ふふ、なんとなく。彼、同じような色のくせっ毛だし、愛あい嬌きょうあるし、人懐っこいワンちゃんみたいだなと思って」

「失礼だぞ、それ」

「可愛いなってことですよ」

　たしかに、こんなこと本人に言ったらいじけてしまうだろう。

　でもあの時、『もし今、紗羽さんが誰にも恋してないなら、俺にチャンスをください』とはっきり言ってきた彼には、男らしくてドキッとさせられたな……。

　これから、矢城くんのことを男の人として意識するようになるのかな。そして、彼を好きになる時が来るのだろうか。

　キーホルダーを眺めたままぼんやり考えていると、耳に柊さんの声が届いた。

「鈴森は、矢城のこと……」

「はい？」

　独り言のような小さな呟きが聞き取れず、もう一度聞き返そうとしたけれど、「いや、なんでもない」と打ち切られてしまった。

　キョトンとする私に、「じゃあ、矢城にはドッグフードでも買っていってやれば？」と素っ気なく言うと、柊さんは隣の店を見始めた。

「柊さんも十分失礼だよね……」

　私は苦笑しながら呟き、彼のあとを追った。




　お土産をいくつか買い、新幹線に乗ってひと息つくと、一気に疲れが押し寄せてくる気がした。口数の少ない柊さんと、ずっと会話しているなんて不可能に近いし、電車の心地よい揺れも相まって瞼まぶたは重くなる一方だ。

　これは本当に寝てしまうかも……。

「着くのって何時でしたっけ」

「八時くらいだろ」

「もう夜ですねぇ……」

　あくびをしながら、よく意味がわからない返しをしてしまう。

　柊さんがなにかを言っていた気がするけれど、それを理解する前に、意識は眠りへ落ちてしまった。




　どのくらい経っただろうか。ふいに髪を滑る優しい温もりを感じて、意識が徐々に浮上してくる。

　ん？　柊さんに頭を撫でられてる……？

　……いや、夢だよね。冷たい彼に優しくされたら萌えまくるのに、という妄想が、ついに夢にまで現れてしまうようになったか。って、今どこ？

　パチッと目を開くと、前の座席が見え、柊さんの肩に頭をもたれて寝てしまっていたことに気づく。

「あ!?　わっ、ごめんなさい！」

　しっかり目が覚め、慌てて飛び退くと、柊さんは呆れ顔で私を見ていた。

「もう着くぞ。まだ寝てるつもりならそのまま放置しとこうかと思ったけど、いいところで起きたな」

　よ、よかった、放置プレイされなくて。でも、まさか柊さんの肩をお借りして寝てしまったなんて……超貴重体験！

　今さらながらドキドキと鼓動を速まらせていると、隣から視線を感じた。胸を押さえて振り向くと、綺麗な瞳が私をまっすぐ見つめている。

　な……なに？

　ただ目線を私に向けているだけなのに、何故か先鋭さと色気が交ざっているように感じる。その魅惑の瞳に捕らえられたように動けなくなった。

　しかも、徐々に近づいてきていませんか？

「柊、さん……？」

　目を瞬またたかせていると、ふいに彼の手が伸ばされ、くいっと顎あごを持ち上げられた。

　ドキン！とひと際大きく胸が鳴る。

　こ、これ、顎クイってやつじゃないですか！　なんで、どうして!?

　目を見開いて固まっていると、彼は表情を変えずに、形のいい唇を動かす。

「……だらしねー奴」

「へ？」

「よだれ垂れてるぞ」

　クッと意地悪く笑われ、かぁっと顔が熱くなる。

「ひゃぁぁ！」

　すぐさま身体を離して口元をハンカチで拭ぬぐうと、柊さんも体勢を戻して、しれっと言う。

「よかったよ、スーツ汚されなくて」

　甘い雰囲気だと勘違いした私がバカだった。大失態よ！

　穴があったら入りたい気分になっていると、アナウンスが流れ、もうすぐ私達が降りる駅に着くことを知らせた。

　急いで準備を整えていると、慌てる様子もなく柊さんがこんなことを言う。

「鈴森はなにが食いたい？」

　ぴたりと動きを止め、ぽかんとする私に、彼は呆れたようなため息を漏らす。

「お前が寝る寸前に言ったから、やっぱり聞こえてなかったか。ならいい」

「えっ!?　よくないですよ！」

　私達の座席のあいだにある肘かけを掴み、「もう一回お願いします！」と懇願すると、柊さんはさっきも言ったのであろう言葉を、渋々反はん芻すうしてくれた。

「なにか食べて帰るか。ごちそうしてやるから」

　トクン、と胸が鳴る。それは彼の優しさに対してだけじゃなく、たぶん、まだ一緒にいられることが嬉しいから――。

　ぱあっと笑顔になった私は、ふたつ返事で承諾したのだった。

　それから、初めて柊さんとふたりきりで駅前の中華料理屋さんに入った。

　相変わらずバカにされながら、たわいない話ばかりしていたけれど、単純に楽しかった。出張に行く前はあんなに不安だったのに、私ってば現金な奴だ。










アジアンな空間でガールズトーク




　出張の翌日、会社で渡したお土産は、本物の卵の殻そっくりの容器に入った、デコレーションも可愛いプリン。皆初めてもらったと言って喜んでくれていた。

　その中で、ひとりだけなんだかそわそわしているのは矢城くんだ。

「紗羽さん、あの……柊さんとふたりって、どうでした？」

　朝礼のあと、人が三人ほどしか入れない狭い給湯室で私が皆にコーヒーを淹れている最中、コソッとそんなことを聞いてきた。

　なにを心配しているんだと、思わず笑ってしまう。

「どうって？」

「いや、こう、いい雰囲気になったりしなかったのかなーって」

「なるわけないでしょう。あの柊さんだよ？　普段通り毒吐かれまくっただけ。……でも」

　柊さんがいつも使っている、シンプルな白のマグカップを手に取りながら、昨日のやり取りを思い出す。

　相変わらず冷たかったけど、嫌な思いはひとつもしなかったな。

「結構楽しかったよ。いつもの柊さんとはちょっと違う一面が見られて、得した気分ではあるかも」

　カップにコーヒーを注ぎつつ言うと、矢城くんは少し不満げに口を尖らせる。

「ってことは、柊さんも同じように感じてるかもしれないですよね」

　……そうかな？　私といて楽しいとか、そんなことは思ってなさそうだけど。

　でも、もしそうだったらいいなと、何故か少しだけ考えてしまう自分がいた。

「あー、やっぱり俺も行きたかった。次の会議こそは！」

　ひとり意気込んで給湯室を出ていく矢城くんがおかしくて、私は笑いながら再びコーヒーを注ぎ始めた。




　皆にカップを配り終わったところで、さっそく昨日の会議の報告書をまとめようと自分の席に戻ると、デスクの上のスマホが震えていた。椅子に座りながら画面をタップすると、メールの通知が出ている。

「……お、朝あさ海みだ」

　高校の頃からずっと仲良くしている同級生の紺こん野の朝海は、今でも頻繁に会っている数少ない友達のひとり。

　今日のメールも予想通り【明日、仕事が終わったら家に来ない？】というお誘いだった。

　ひとり暮らしの私には、ご飯をつくって待っていてくれる人はいない。でもたまに、料理が得意な朝海がおふくろの味のような、素朴だけどめちゃくちゃ美味しい料理を振る舞ってくれるのだ。

　私も料理は好きで、職場にもなるべくお弁当をつくってくるようにしている。けれど、やっぱり人がつくってくれた食事というのは、また一段と美味しいものだし、その好意には遠慮せず甘えたい。

「もちろんオッケー、っと」

　そろそろ朝海の味が恋しくなってきた頃だったんだよね。昨日東京で買ってきたお土産も渡したいし。

　私はにんまりしながら返信をした。




　次の日、仕事が終わると、そのまま朝海のアパートへ向かった。

　電車に十五分ほど揺られて、静かな住宅街へ降り立つ。途中の小さなスーパーでお酒を買うと、そこからまた十分ほど歩いて、クリーム色のアパートに入った。ここの二階に朝海の部屋がある。

　インターホンを鳴らすと、すぐに笑顔で出迎えてくれた。

「紗羽～、いらっしゃい！」

　Ｔシャツに、脚線美をさらしたショートパンツ姿の彼女は、夏女と呼ぶに相応ふさわしい。今はまだ梅つ雨ゆの時期だけれど。

「久しぶり、朝海！　お邪魔しまーす。はい、これお土産」

　梅酒が入ったスーパーの袋と、東京でしか買えないバウムクーヘンの箱を差し出すと、中身を見て朝海が目を丸くする。

「あれっ、東京行ったの？」

「そう。出張でね」

「へぇー、珍しい。ありがとね」

　あとでその話もしようと思いながら、パンプスを脱いで見慣れた１ＬＤＫの部屋へ上がった。観葉植物のウンベラータが置かれた、南国リゾート風のアジアンチックなリビングは、海が好きな朝海らしい素敵な空間だ。

　ソファにバッグを置かせてもらうと、朝海が夕飯を用意してくれているキッチンへ向かう。

「今日のメニューはなに？」

「夏野菜たっぷりのトマト煮込みハンバーグ。実家から野菜いっぱいもらっちゃったのよ」

「うわ、美味しそう～！」

　鍋の中を覗のぞき込んで目を輝かせる私に、朝海は笑いながら食器を用意する。

　私も手伝ってリビングのローテーブルに料理を運ぶと、アジアンソファに座って両手を合わせた。

「やっぱり朝海のご飯おいひぃ～」

　柔らかく煮込まれたハンバーグを頬張り、ほっぺたを落としそうになっている私を、向かい側のクッションに座る彼女は嬉しそうに眺める。

「そんなに喜んでもらえると、つくり甲斐があるわ」

「ほんと朝海の彼氏は幸せ者だね～。料理は上手いし、美人でスタイル抜群！　文句なしだもん」

「でも大きな問題があるからさ……」

　苦笑して目を伏せる彼女に、私の興奮が落ち着いていく。

「まだ許してもらえないんだ？」

「んー、私のお父さんがね、やっぱり世間体にこだわる人だから」

　朝海の彼氏は、五歳年下の彼女のいとこなのだ。

　ふたりは結婚も考えていて、ずっと内緒にしていた関係を今年の初めにお互いの両親に打ち明けたらしい。それ以来、何回かその話をしているみたいだけれど、やはりいい返事はもらえていないようだ。

「そっかぁ……」

　私も少し切なくなって、小さなため息交じりに呟く。

「わかってたことだけどね」

「でも頑張ってもらいたい。めげないで、絶対一緒になってほしいよ」

　朝海がどれだけ彼のことを大切に思っているかを知っているから、なんとしても幸せになってほしい。

　そんな願いを込めて言うと、朝海はしっかりと頷く。

「ありがと。そのつもりだよ」

　そう言って笑う朝海は、強くてカッコいい女だと改めて思った。

「それより紗羽は？　どうよ、新しい職場は」

　そういえば、私が転職してから忙しくて会っていなかったっけ。なにから話せばいいのやら。

　とりあえずミライトホームは皆いい人達で、仕事も順調だということを話して……。

「それでね？　実は、年下の男の子にデートに誘われまして……」

　朝海が大きな目をさらに見開く。

「そうなの!?　だってまだそこで働き始めて二ヶ月くらいだよね？」

「うん……ひと目惚れに月日は関係ないんだそうです」

　包み隠さず言ったものの、なんだか恥ずかしくなってきて縮こまる。

　朝海はまん丸にした目を、今度はふにゃりと細めた。

「なによ～、すでにラブラブじゃない」

「そういうんじゃないんだよ。向こうは気があるようなこと言ってくれてるけど、私はまだ……」

「でもまんざらでもないんでしょ？」

　梅酒を飲みつつニヤリとする朝海に、私はもぐもぐと口を動かしながら「うーん」と唸る。

「すごく嬉しいしね、彼ほんといい子だし、好きになれたらいいなーとは思うんだけど……。なんか、このままデートしていいのかなって漠然と考えちゃうの」

　なんなのだろう、このもやもやした感じは。上手く言い表すことができないけれど、なにかが私を躊躇ためらわせている。

「もしかして、まだ三好くんがどうのとか言っちゃう？」

　信じられない、とでもいうような顔で私をまじまじと見る朝海。

　高校で三年間同じクラスだった彼女は、もちろん私の三好くんへの恋心も知っていた。あの頃も、『どこがいいの？　本気なの!?』って最初は驚かれたっけ。

　そんなことを思い出しながら、私は小さく笑って首を振る。

「違うよ。三好くんのことはもういいの」

　これまで付き合った人は、きっと無意識のうちに三好くんと比べてしまっていたのだと思う。でもそんなことをしていたって、また彼に会えるわけじゃない。

　三好くんは過去の人。だから、もう忘れようと決めたのだ。

　そう思えたのはどうしてだろう。

　……あぁそうだ、二週間くらい前、ニュースレターを封筒に入れる作業で残業していた時、彼と話していて……。

「もしかして、他に気になる人がいるとか？」

　朝海の言葉と、柊さんの姿が、頭の中で重なった。

　フォークをくわえたまま固まる私を、キョトンとした朝海が覗き込む。

「あれ。当てずっぽうで言ったのに、そうなの？」

「え、や、違うよ！　気になるとか、好きとかじゃないんだけど、ちょっと三好くんに雰囲気が似た先輩がいて」

　そう、柊さんはどこか彼に似ている。いつも冷たいけれど、たまに温かい部分を覗かせるところとか、どことなく。

「その人といるとね、三好くんのこと思い出すんだけど胸が痛くならないの。いい感じに昇華できそうな気がするっていうか」

「それって、その先輩を好きってことなんじゃなくて？」

「うーん、違うと思うけど……」

　出張では、柊さんとの距離がほんの少しだけ縮まったような気がして嬉しかったし、彼にときめいてしまう時も度々ある。けれど、それはアイドルへの憧れに似たようなもので、恋ではないと思う。

　腕を組んで唸る私を見て、朝海は何故か呆れたように小さなため息を漏らした。

「そう。ま、紗羽は鈍感だから身をもって理解するのが一番ね」

「はい？」

「とりあえず年下くんとデートしてみたら？　それでいまいちなら、今まで通り同僚として仲良くやっていけばいいんだし」

「うん……あぁでも、それってなんか都合よすぎな気がしてきた」

　デートを承諾しておいて本当に今さらだけど、矢城くんを利用しているようで、やっぱり申し訳ない。

　トマトソースの中で泳ぐナスをフォークでつつきながら言うと、朝海は持っていたグラスを置いてふっと笑みをこぼす。

「真面目ね、紗羽は。恋愛経験がないわけじゃないのに、なんでいつまでもそんなに純なのかしら」

「え、純？」

「悪く言えば考え方が幼いってこと」

　あう、その正直な言葉がサクッと胸に刺さる……。

　たしかに私は精神年齢が低いって、自分でもわかってはいるけれど。

「ただ男女ふたりで出かけるだけでしょ？　別に付き合おうってわけじゃないんだから、そんなに深く考えなくても大丈夫よ」

「そうかな……」

　曖昧に答えながら、私は考えを巡らす。

　家づくりにおいて、なによりも大切なのは土台となる設計図。工事をする際、打ち合わせ内容と食い違いが起こらないようにするために、何種類もの図面が必要になる。当然だけれど、設計図を間違えてしまえば、完璧な家を建てることはできない。

　じゃあ、私の場合は？

　これから書き始めようとしている、自分に好意を持ってくれている彼との恋愛設計図。それは、絶対に間違っていないと言いきれるだろうか――。

「紗羽が男の子と遊ぶなんて久々なんだから、気楽に楽しんできなよ」

　ぼんやりと考え込む私の肩を、朝海はぽんぽんと軽く叩く。

　それにあと押しされるように、「そうだね」と笑って頷いた。

　矢城くんも言っていたじゃない。お互いを知るためのデートであって、付き合う前提のものじゃないんだから。

　こんな機会滅多にないし、余計なこと考えないで楽しんでこよう！

　心の隅に引っかかる、正体不明の違和感には気づかないフリをして、私は自分にそう言い聞かせていた。










年下くんとオレンジの屋根の下




　六月最後の水曜日。ミライトホームの定休日である今日、駅構内の窓に映る、いつもより丁寧にセットしたゆるふわセミロングの髪を、さりげなくチェックする。

　服装はフリルがついたシフォンブラウスに、花柄のスキニーパンツを合わせてみた。本格的なデートじゃないし、気合いを入れすぎないファッションにしたつもりだけど、どうだろう。

『今度の水曜日、映画見に行きませんか？』と、矢城くんから正式にお誘いを受けたのは先週のこと。ミライトホームでは、定休日以外は交代で休みを取っているため、ふたりで会うには水曜日が一番都合がいいのだ。

　特に躊ちゅう躇ちょすることなく承諾したのはいいけれど、あっという間にその日がやってきてしまい、私は昨日の夜からそわそわしっぱなし。おかげで待ち合わせ場所の駅に着いたのは、約束の十一時半より三十分も前だった。

「コンビニで時間潰すか……」

　腕時計を見ながら呟き、梅雨晴れの暑い日差しの下、コンビニに向かって歩く。

　すると、ガラス越しの店内に待ち人がいるのが見えて、私は目を丸くしながらコンビニの扉を押し開けた。

「矢城くん！」

　雑誌を立ち読みしていた矢城くんに近づきながら呼ぶと、彼も驚いたように目を見開く。

「紗羽さん!?」

「あは、ちょっと早く着いちゃって。時間潰そうと思ってここ来たら、矢城くんがいたからびっくりしちゃった」

「マジですか？　俺も同じなんだけど」

　キョトンとして見つめ合った私達は、ぷっと同時に吹き出した。

　そんな偶然のおかげで、少し緊張が解れた。

　きっと同じ心境の矢城くんは、雑誌を棚に戻すといつもの可愛い笑顔を見せる。

「まずは腹ごしらえですかね。紗羽さん、行きたいとことか食べたいものなにかあります？」

「そうだなぁ、やっぱりイタリアン？　あ、でも定食屋さんも好きだよ。お昼時にはサラリーマンのおじさんがひしめき合ってたり、油で汚れてる厨房が丸見えだったりするようなお店ね。そういうお店こそ、安くてボリュームあって、美味しかったりするじゃない」

　駅前の通りを眺めながら言うと、矢城くんは突然クスクスと笑いだす。

「どうかした？」

「いや、紗羽さんってほんと飾らない人ですよね。自然体で、素直で。そういうとこが俺は……」

　コホンと咳せき払いをして、言葉を濁す矢城くん。

　ドキリとする私に、彼は頬をほんのり赤く染め、はにかみながら言う。

「じゃイタリアンにしましょう。いつも以上に可愛い紗羽さんを、おじさんばっかりの店には連れていきたくないんで」

　そう言ってそそくさとコンビニから出る彼のあとを、熱くなる顔を俯かせながらついていく。

　だから矢城くん！　照れながら甘いセリフを言われると、余計こっちも照れるんだってば！

　嬉しさと恥ずかしさを入り交じらせつつ、矢城くんに案内されたのは、キャメル色の壁にオレンジの屋根が可愛らしい店。一階の雑貨屋を抜け、奥の階段をのぼるとレストランになっていて小洒落た雰囲気だ。

　店内に並べられたアンティーク調のインテリアを見回しながら、矢城くんに続いてレストランに入った。

「よかった、平日で。土日だとすぐ満席になっちゃうんですよ」

「人気ありそうだもんね。可愛くておしゃれで。こういうお店、女子は絶対好きだもん！」

　小さめのテーブル席に着いてわくわくしながら言うと、矢城くんは嬉しそうに笑った。

　取り分けて食べようとパスタやピザを頼み、飲み物をもらってひと息つくと、私はこっそり矢城くんを観察する。

　白いＴシャツに薄手のジャケットを羽織り、細身のチノパンを合わせた、カジュアルだけどセンスのよさを感じるファッション。作業服姿に慣れてしまっているけど、私服だとやっぱり若いな。大学生と言ってもまだまだ通用しそう。

　メニューを眺めていた彼は顔を上げて、ストローでレモンティーを吸い上げる私ににこりと微笑む。

「紗羽さん、甘いもの好きですよね？　ここの手づくりプリンめちゃくちゃうまいんですよ」

「そうなんだ？　じゃああとで食べよっか」

　メニューを開いて目を輝かせる矢城くんは、なんだか子供みたい。

「矢城くんって、お子様メニューに出てきそうな料理が好きでしょう」

　頬杖をついて笑いながら言うと、彼はムッと口を尖らせる。

「それは俺が子供っぽいってことですか」

「ごめんごめん。そうじゃないんだけど、色々わかりやすいなと思って」

「フォローになってないし」

　拗すねる矢城くんも可愛いなぁ。

　ふふっと笑う私に、彼は頭を掻いて小さくため息をつく。

「悔しいけどその通りです。ハンバーグとかカレーとか、大好物」

「やっぱり」

「……紗羽さんは、もっと大人の男が好きですか？　それか、このあいだ話してた同級生みたいな人？」

　真面目な顔になった矢城くんに、まっすぐ見据えられながら聞かれた。

　一瞬、頭の中に三好くんの姿がよぎるけれど、私は微かに笑って首を横に振る。

「昔好きだった人は、もう関係ないよ。これからは、そうだなぁ……将来を見据えて付き合える人がいいかな」

　結婚して、子供ができて、歳を取って人生を終える。そこまでの設計図を、一緒につくっていける人がいい。

　矢城くんは納得したように小さく頷くと、目を伏せて独り言みたいに呟いた。

「……紗羽さんに相応しい男になりたいな」

　実感のこもった声に、急に申し訳なさが湧き上がってくる。

　私は特別性格がいいわけでもなければ、スタイルがいいわけでもない。なんの取り柄もない私なんかのことを、どうしてそんなに思ってくれるのだろう。

　私は、彼の気持ちに応えられる？

　しばらくして料理が運ばれてくると、食事をしながら色々な話をして、矢城くんの人となりをだんだん理解してきた。

　やっぱり彼は優しくていい子で、決して恋愛対象外ではない。付き合ったら幸せだろうな、とも思う。

　けれど、私は気づいてしまった。自分の気持ちがそこまで盛り上がらないことに。これからデートを重ねたとしても、これは変わらないような気がする。

　彼との未来を、しっかりと思い描くことができないんだ。




「あー、美味しかった～！　お腹いっぱい」

「映画見ながら寝ないでくださいよ？」

「大丈夫だって」

　レストランを出た私達は、笑って話しながら映画館へと歩き始める。

　矢城くんは、私よりは背が高いけれど、男の人にしては小柄だ。こうして並んで歩いていても、見上げなくていいから話しやすいな、なんて気楽なことを思う。

「紗羽さんはどんな映画が好きなんですか？」

「私はグロいの以外なんでも見るよ。恋愛ものもファンタジーも、ホラーも結構平気だし」

「ホラー平気なんですか!?　俺ダメなんすよ……ちょっとショック」

「そうだろうと思った」

　あははと笑う私に、矢城くんはがっくりとうなだれる。

　可愛いなぁ、ほんと。なんていうか、イケメンな弟を連れて歩いている気分。

　……あぁ、そうだ。私はやっぱり、彼のことを弟のように思ってしまっているんだ。一緒にいると楽しいけれど、いまいち気持ちが盛り上がらないのはきっとそのせい。

　このこと、矢城くんにはっきり伝えておいたほうがいいよね？　また期待させたらいけないし……。

　今日のデートが終わったらちゃんと言おう、『矢城くんとは恋愛できない』って。

　そう決意して、映画館が見える通りまで来た時、なにげなく見やった通りの向こうのカフェ内に、思わぬ人物がいるのを目にしてしまった。

「それでラストに主人公が……あれ、紗羽さん？」

　突然立ち止まった私を、矢城くんが不思議そうに振り返った。

　そして、固まったまま逸らせない私の視線の先を辿り、同じほうを見て目を凝らしている。

「ん？　あれって、柊さん、ですよね？」

「……うん」

　いつものスーツ姿ではないけれど、整ったあのお顔は遠目でも柊さんだとわかる。

　しかも、向かい合って座っているのは、ふんわりとしたショートヘアのすらりとした女性。背を向けているから顔は見えないけれど、服装からして二十代だと思う。

　……ふたりは、どんな関係？

「え、もしかしてデート!?　柊さんって、恋愛とか興味なさそうだと思ってたけど、普通に彼女いたんだ！」

　スクープを発見したように、ちょっぴり興奮気味に言う矢城くんの言葉が、何故かチクリと胸に刺さった気がした。

　どうしても目が離せず、そのまま少しだけふたりを観察し続ける。すると、立ち上がった女性が柊さんの横を通り過ぎようとした時、彼は引き止めるように彼女の手首をぐっと掴んだ。

　――ドクン、と心臓が重い音をたてる。

「なんだ？　まさか修羅場？」

「……違うでしょう」

　驚いたような矢城くんの声に、私は渇いた笑いをこぼしてそう返し、その場から立ち去ろうと歩き始めた。

　……胸がざわつく。なんで。どうしてこんなに動揺してるの、私。

　あんなにカッコいい柊さんだもの、そりゃ彼女くらいいるでしょ。

　彼女じゃないにしても、休日に女の人とふたりで会っていたってなにも不思議じゃない。それなのに、どうしてこんなに――。

「紗羽さん、どこまで行くの!?」

　背後から聞こえる矢城くんの声に、はっと我に返る。

　私ってば、映画館通り過ぎちゃってるじゃない！

「あ、あはは、なにやってるんだろ、私！　ごめんごめん」

「紗羽さん……？」

　頭を掻きながらＵターンして映画館に入る私を、矢城くんは怪け訝げんそうに見ていた。




　ずっと見たかった映画なのに、内容が頭に入ってこない。代わりに脳内を占めているのは、さっき見た柊さん達のワンシーンだ。

　彼女が振り向いた時に顔が見えたけど、とても綺麗な人だった。一体なにを話していたのだろう。

　あの時の柊さんは、すごく真剣な顔をしていた。仕事の時とはまた違う、特別な表情を。誰も知らない一面を、彼女には見せているのかもしれない――。

「あー面白かった！　ね、紗羽さん」

「えっ」

　隣に座る矢城くんが、私に笑いかけている。

　いつの間にか館内は明るくなっていて、映画が終わったのだと気づいた。

「あの終わり方は卑怯だよな～。絶対、続き見たくなるじゃないっすか」

「あ、うん、そうだね……！」

　ごめん、矢城くん……なんか全然覚えてないや。

　失礼すぎるよ、私。いくら恋人同士のデートじゃないとしても、ふたりきりで見に来ているというのに、別のことばっかり考えているなんて。

　映画館を出ると、太陽はだいぶ西にかたむいていた。まだまだ残る暑さを感じながら、私達は駅に向かう。

　浮かない気分を引き連れて歩く私を、矢城くんが覗き込んだ。

「紗羽さん、大丈夫？」

「え？」

　はっとして彼を見ると、心配そうに眉を下げている。

「なんかさっきから口数少ないから、具合でも悪いのかと思って」

「あ、ううん、全然！　ちょっと考え事してただけ」

　明るく笑ってみせたけれど、空元気みたいになってしまったかも。

　矢城くんに気を遣わせてしまった申し訳ない気持ちと、どうしてか心ここにあらずな状態になっている自分への戸惑いが入り交じる。

　そんな私を見て、矢城くんは軽く深呼吸をするようにひとつ息を吐き出す。

　そして私の前に立ちはだかり、真正面から見つめてきた。

「あの映画って、二部作なんですよね。……紗羽さん、また俺と一緒に見てくれますか？」

　まっすぐな視線が痛い。でも、ちゃんと目を見て言わなくちゃ。

「……ごめん、矢城くん」

　街の雑踏の中で、私の重々しい声が響く。

　その言葉をいくらか予期していたように、矢城くんは静かに目を伏せた。

「私、映画見てるあいだ、ずっと違うこと考えてた。違う人のことを……」

　おかしいよね。一瞬見ただけの彼のことが、いつまでも頭から離れないなんて。これじゃまるで――。

「さっきからもしかしてって思ってたけど……。紗羽さん、柊さんのこと……好きなんですか？」

　真意を探るように、矢城くんは真剣な目を私に向ける。

　驚きを隠せない私は、間抜けな顔になっているに違いない。

「……私が、柊さんを好き……？」

　もう一度自分で呟いてぽかんとする私に、矢城くんは困惑した表情で目をしばたたかせる。

「自覚なし、ですか？」

「だって、そんなんじゃないと思ってたから……今の今まで」

　というか、今も信じられない。

　私、柊さんに恋しているの？　あの意地悪で冷たいドＳな先輩に？

　信じられないけれど、そう考えれば納得がいく。三好くんのことを忘れられそうなのも、矢城くんとデートをすることに感じていた正体不明の違和感も。

　全部、私が柊さんのことを好きなせいだって――。

　ふいに、朝海の言葉が蘇ってくる。

『それって、その先輩が好きってことなんじゃなくて？』

『紗羽は鈍感だから身をもって理解するのが一番ね』

　朝海の言う通りだ……。私ってやっぱり、鈍感でバカなドＭ女なんだ～！

「紗羽さん！」

　頭を抱えて悶もだえる私は、矢城くんの声で我に返った。

　彼は少し怒ったような、険しい顔で私を見つめて言った。

「それは違う」

「え……？」

「そんな曖昧な気持ちは、〝好き〟だなんて言わないんですよ」

　その瞬間、ぐいっと手を引かれた私は、矢城くんの胸の中に飛び込んでしまった。抜け出そうと試みても、しっかりと抱き締められて動けない。

「ちょっ、矢城く――！」

「俺は諦めません」

　力強い声が耳元で響き、無意識のうちに抵抗をやめていた。彼の肩越しに、興味深げに私達を眺めていく人が見える。

「絶対、紗羽さんのこと振り向かせる」

　自分自身に言い聞かせているようにも思える言葉が、私の心臓をさらに大きく動かした。

　ま、まさか、こんなことになるとは――！

　胸の鼓動とともに、ふたつの恋が急加速し始めていた。







Love plan３










檜ひのきの家で名誉の負傷




「ちょっと～、また空気がおかしなことになってるわよ？」

「だな」

　矢城くんとデートした翌日の、昼休みが終わろうとしている時。私の前のデスクで気怠げに頬杖をついた絵梨子さんの言葉に、その横に立つ古賀さんが頷いた。

「今日の矢城、俺が紗羽ちゃんの名前出すだけで何故かキレてくるんだよ」

「そうなの？　紗羽ちゃんだって、なんか魂抜けたみたいになっちゃってるものね」

　色々と考えていたらあまり眠れず、目の下にクマをつくった私は、ふたりの会話を耳に入れながらため息をつくだけ。お弁当も今日はつくれなかったな……と思いながら、コンビニで買ったサンドイッチの袋を片づける。

　今、矢城くんは休憩がてら現場に向かっているため、ここにはいない。さっき普通に接しようとはしたものの、どうしてもぎこちなくなってしまった。

　そんな様子に、絵梨子さん達が気づかないはずがない。

　私の隣にやってきた古賀さんが、ぽんと肩に手を置いて言った。

「紗羽ちゃん、今日飲みに行こうぜ。そこで全部吐き出しちゃいな」

「あの……すみません、今日はちょっと寝かせてほしいというか……」

「寝られないほどのことがあったの？　余計気になるじゃない！」

　焦じらされた絵梨子さんは、うずうずしているように身体をくねらせた。

　古賀さんはなにか思い当たったのか、「はは～ん……」と顎髭を撫でながらニヤニヤし始める。

「さては昨日、お前らヤッちまったな？」

「……は!?」

　とんでもない憶測に、機能停止していた私の脳が一気に覚醒した。

「寝かせてもらえないほど激しかったんじゃないの？　あいつもヤるなぁ」

「んなわけないじゃないですかーっ!!」

　回転式の椅子を押し退けて勢いよく立ち上がる。

「痛って」

　ガンッと音がした瞬間、苦痛の声が聞こえてヤバいと思った。

　振り返ると、案の定、そこには足を押さえて私を睨みつける柊さんがいる。昼食を外で済ませてオフィスに戻ってきた彼が、私の後ろを通ろうとした時に、椅子の背もたれが直撃したらしい。

　恋心を自覚したばかりの彼にドキッとするけれど、今はそれ以上に、殺されるかもしれないという恐怖に支配される。

「すすすすみませ……！」

「落ち着きない上に色気もないこいつに欲情する男なんているんですか古賀さん」

　うっ、やはり！　棒読みの毒舌に瀕ひん死し状態……。

　再び魂が抜けそうな私を尻目に、柊さんは瀬川さんのデスクの後方にあるコピー機の元へ向かう。バッグから取り出した、なにかの書類を印刷するようだ。

　私達の様子を見て、古賀さんと絵梨子さんは笑い声を上げた。

「お前ら見てると、ライオンと子猫みたいでおもしれーわ」

「隼人くんは、ライオンっていうよりハイエナのほうが合ってるんじゃない？」

　あぁ、柊さんにそんなことを軽く言える絵梨子さん、尊敬します！

　ふたりの冗談を聞き流しながら、あっという間に印刷を終えた柊さんは自分の席に着く。

　そんな彼に、古賀さんが雑談の延長のような感じでなにげなく問いかけた。

「柊って絶対、好きな子イジメたり冷たくするタイプだろ？」

　えっ、好きな子？

　別に私のことを言われているわけではないのに、無駄にドキドキしながら柊さんの答えを待つ。

　すると、彼はにこりと接客中のような麗しい笑みを浮かべてこう言った。

「まさか。好きな人はこれでもかってくらい溺愛するタイプです」

　がーん。と、頭の中で効果音が鳴り響く。

　本当に？　あの柊さんが溺愛!?　考えられない……けど、そんなふうに愛されてみたい!!

　甘い彼を想像して悶えたくなると同時に、冷たくされっぱなしの私にそんな可能性は微み塵じんもないと思い知らされたようで、力が抜けていく。

　古賀さん達が「嘘つけー」と笑う中、人知れずがっかりする私は、柊さんと目が合ったものの、ふいっと逸らされてしまった。

　なんかいつにも増して冷たいような……いや、いつもあんな感じか。

　それも当然だ。彼女らしき人だっているのだから、私の存在なんてどうでもいいはず。

　けれど、そう考えて想像以上のショックを受けている自分に、やっぱり柊さんに恋しているのだと実感した。

「おーい、誰かこの荷物運んどいてくれー」

　その時、玄関のほうから社長の声と、段ボールを置く重そうな音が聞こえてきた。

「ういーす」と言って古賀さんが歩いていき、絵梨子さん達もそれぞれ仕事を始める。

　でも私は、矢城くんからのアプローチの戸惑いと、柊さんに対する恋心が入り乱れ、仕事に集中できずにいた。

　矢城くんの思いを受け止められていたら、きっと今頃浮かれまくっていただろうに。

　複雑な心境のまま、午前中に来たメーカーの営業さんから渡されたカタログを眺める。そこにはサクラ色のシーリングライトが載っていた。

　ミライトホームでもオススメしているこの照明は、〝人間が幸せに感じる色〟だと言われている。リビングにこのサクラ色のライトを使うと、気持ちが癒され、リラックスできて会話が弾むのだそうだ。

　私は、結婚相手にするならこの照明みたいな人がいい、と漠然と思っていた。穏やかで優しくて、ずっと一緒にいても疲れない、私を癒してくれるような温かい人。

　……それなのに、何故。

　どうして私は、真逆のような柊さんのことを好きになってしまったのだろう――。




　翌週の金曜日、いつもの朝礼で社長からの連絡事項が伝えられる。

「この土日は完成見学会だな。僕は会議があるから今日の準備は手伝えないんだが、また皆で会場の設営を頼むよ」

　返事をするミライトホーム社員一同。

　完成見学会とは、お客様に引き渡す前の新築の家をお借りして、これから家を建てる人達に見学してもらうというもの。ミライトホームには展示場がないので、こういった方法でお客様に情報提供を行っている。

　建てる家は施工主の意向によってひとつひとつ違い、それぞれにこだわりがある。見学会は実際にそれを見て、自分達の希望を叶えた家をつくるためのヒントを得る、いい機会だ。

　これはほぼ月に一度、土日の二日間にかけて行われている。その前日はのぼりやテントを立てたり、資料を運んだりと、社員の皆で会場の準備をするのだ。

　社長は、コピー機の横の壁に掲げられた、皆の予定を書き込むホワイトボードをちらりと見て言う。

「古賀ちゃんと矢城くんは現場だったかな？」

「えぇ、俺達は工事や検査に立ち会う予定ですけど、手が空いたら準備に回りますよ」

「そうか。じゃあよろしく」

　皆のスケジュールを確認して、社長は私達に笑いかけた。

　午前中はオフィスでの仕事をそれぞれこなし、準備は午後行うことになった。

　見学会の会場までは、社用車に女性陣三人を乗せて、柊さんが連れていってくれるそうだ。

　矢城くんは私をちらりと見て、「俺も一緒に行きたかったな……」なんてぼやいていたけれど。




「じゃ、行きますよ」

　昼休みのあと、当然のように私にビジネスバッグを持たせ、皆が乗ったことを確認した柊さんは車を発進させる。彼の愛車ではないけれど、その運転さばきを初めて見た私は胸をときめかせていた。

　絵梨子さん、瀬川さん！　助手席という特等席を私に譲ってくれてありがとうございます！

　浮き足立つ私の耳に、瀬川さんの声が聞こえてくる。

「明日来るのは十五組って言ってたっけ？」

「ですね。きっと暑いし、冷たい飲み物を用意しておきましょうか」

　後部座席で絵梨子さん達が話している内容を軽く耳に入れつつ、私は横目で柊さんを観察する。

　腕捲まくりしたワイシャツから伸びる筋肉質な腕、ハンドルを軽く握る綺麗な手、まっすぐ前を見る凛り々りしい横顔……。すべてが胸キュンの材料になっちゃって、なんかもう、このカッコよさは罪だ。

　でも、全然相手にされていない私がいくらときめいても、それは無駄な労力でしかない。ビジネスバッグを胸に抱き締め、はぁぁと深いため息を吐き出していると……。

「……鈴森？」

　ふいに私を呼ぶ柊さんの声が聞こえ、運転席側へと顔を向ける。

　すると、助手席に片手をかけた彼が、思いのほか近距離で私の顔を覗き込んでいて、心臓が飛び跳ねた。

「どうした、酔ったか？」

「えっ」

　驚いて目をぱちくりさせる私を、柊さんはじっと見据える。

「なんか具合悪そうに見えたから」

「あ、い、いえ全然！　平気です！」

　あわあわしながら、手と首を横に振ってアピールした。

　普段聞けない心配してくれているような優しい言葉に、私の胸はさらにキュンとしてしまう。

　しかも、綺麗な瞳で私を見る彼の顔が近づいてきて……。

　……って、えぇっ!?

「ひ、いらぎさ――!?」

　目を見開き、心臓をバクバクさせる私に彼が手を伸ばす。

　思わずシートに背中を押しつけて硬直していると……。

「だったら早く降りろ、どアホ」

　いつもの冷たい視線を突き刺され、抱いていたビジネスバッグをひったくられた。

　……あ、そういえばこのバッグ、柊さんに持たされていたんだっけ。

　一瞬あられもない妄想をしてしまった自分に、再びため息をつく。

　私はただの荷物持ちだし。っていうか、絵梨子さん達もいる車内で柊さんに迫られるなんてことあるはずないよね。ははは……。

　それでも彼を間近に感じたのは違いないわけで、私の胸はいまだにドキドキと乱れている。振り向いてみれば、すでに絵梨子さん達は外に出ているし、着いたことにも気づかないなんて……しっかりしろ、紗羽！

　いそいそとシートベルトを外していると、車から降りようとドアを開けた柊さんが振り返って、こう言った。

「お前、最近陰湿だぞ。ため息ばっかついてるし。なにか悩みがあるなら相談しろよ」

　――トクン、と胸が鳴る。

　言い方はキツいけど、私のこと少しでも気にかけてくれているんだよね？

　たったそれだけのことで、こんなにも嬉しい。

「柊さん……」

「ただし、相談するのは俺以外でな」

　あうっ。

　やっぱり最後にトゲを刺すのはお決まりらしい……。まぁ悩みの原因である張本人に相談できるはずもないけれど。

　無情にもドアがバタンと閉められる。でも、その窓越しに見える彼の背中は、いつもよりも温かいものに思えた。

　私も急いで車を降りると、トランクから荷物を取り出す柊さんを手伝い、駐車場から新築のお宅の庭へ向かった。

「紗羽ちゃん、シート広げるから、そっち側持ってもらえる？」

「了解です！」

　さっそく瀬川さんと協力して、庭にブルーシートを敷く。そこにテントを張ってテーブルや椅子を並べる予定だ。

「あ、この部品は車ん中か」

「私、取ってくるわ」

　柊さんの呟きを聞き取り、絵梨子さんは車へと向かう。

　前日に運び込んでおいたらしい、バラバラの支柱を組み立てて、大きなパイプテントをつくってくれる柊さん。

　こういうのを手際よくやってくれる男性ってカッコいい。スーツ姿で、っていうのがまたミスマッチでいいのよね。

　……って、こんなこと考えているのは私だけかしら？

　思わず見惚れてしまっていると、瀬川さんの声が車のほうから聞こえてくる。

「紗羽ちゃん、椅子運ぶの手伝って～」

「はい！」

　いつまででも見ていられそうな、働く柊さんから一旦離れ、私もせっせと手伝いに勤しんだ。

　そうこうしていると、一台の車がやってきて、中から古賀さんが降りてきた。

「お、さすが、柊。ひとりで組み立てられてんじゃん」

「何年やってると思ってんですか」

　当然のように言う柊さんに、古賀さんは頷きながら笑った。

「頼もしいねー。あ、そっち持つわ」

「お願いします」

　手際よくテントを立てる男性陣の姿を眺めつつ、「今度、男達に準備任せてバーベキューでもやりたいわね」なんてお気楽なことを言う絵梨子さんに、私も激しく同意した。

　たしかに彼らがいれば、バーベキューの準備もぱぱっとやってくれそうな気がする。




　古賀さんの手伝いもあって、五時頃にはすべての準備が整った。あとは明日からの見学会を滞とどこおりなく進行させるのみ。

　まだまだ気温は高く、テントの下で冷たいお茶を飲みながら皆でひと息つく。そのあいだ、柊さんは誰かと電話をしているようで、車の近くで何度かスマホを耳に当てていた。

　こちらに戻ってきた彼に、お茶が入った紙コップを手渡しながら尋ねる。

「どうかしました？」

「今ちょうど矢城が見に行ってるお宅の家族が、柱にメッセージを書きたいって言ってるらしい」

「柱にメッセージを……？」

　首をかしげる私に、古賀さんと絵梨子さんが説明してくれる。

「あぁ、たまにいるんだよ。いずれ壁紙で覆われて見えなくなるんだけど、記念に残しておきたいって人が」

「お願い事とか書いて記念撮影するの。思い出づくりよ」

「へぇ、なんかいいですね」

　家が完成して柱は見えなくなっても、いつまでもそのメッセージは残っているのだから、素敵だ。

　皆の言葉に浅く頷いた柊さんは、一気にお茶を飲み干して腕時計を確認する。

「前からその要望は聞いてたんですけど、今日これから時間ができたからやりたいって。矢城からもＯＫ出てるんで、今から行ってきます。すみませんけど、古賀さんの車で女性陣を会社まで送ってもらってもいいですか？」

「おー、もちろん」

　そうか、柊さんも一緒に現場に行かなければいけないんだ。

　プランナーが現場に赴くことはあまりないけれど、施工主から今のような要望が出た時は行動をともにする。工事過程の確認をする時も、本社で打ち合わせをする時も、お客様と一番多く関わる立場なのが柊さんなのだ。

　私もその場面に立ち会ってみたいな。一緒に家づくりに参加しているという実感が、もっと得られるかもしれない。

「待ってください！」

　足早に車へ戻ろうとする柊さんに、私は思わず声をかけていた。彼は不思議そうに振り返る。

「私も行きたいです！」

「……え？」

「工事の途中ってあんまり見たことないし、この機会に見学しておきたいなと思って」

　わくわくしながら言うと、腕組みした古賀さんが「あぁ、いーじゃん」と言って微笑む。

「紗羽ちゃんは普段現場に来る機会ないもんな。工事中の家の構造ってあんまり見られないし、行ってみれば？」

　古賀さんの言葉に、絵梨子さんと瀬川さんも頷いた。

　唯一迷っているのか、黙ったまま視線を宙にさ迷わせる柊さんに、私は遠慮がちに尋ねる。

「迷惑、ですかね？」

　私と視線を合わせた彼は、軽く息を吐くと、「……好きにすれば」と言い放ち、さっさと車へ向かっていった。

　よかった……私も行っていいんだ。

　顔をほころばせつつ、古賀さん達に「行ってきます！」と元気な子供みたいに挨拶する。そして私は、三人に笑って見送られながら、急いで柊さんのあとを追いかけた。

「すみません、無理言って」

「別に」

　再び助手席に乗り込むと、柊さんはちらりと私を一瞥して、さっさと車を発進させる。仕事中だけれど、やっぱりふたりきりの空間だと思うと緊張してしまう。

　それを紛らわしたくて、私はこれから会う杉すぎ山やまさん一家のことを話題にして、会話を繋いだ。




　杉山さんのお宅に到着すると、すでにご家族と矢城くんが話しながら家の中をじっくり見ていた。

　車を降りると同時に仕事モードのスイッチが入った柊さんは、営業用スマイルを振りまいて杉山さん一家に近づいていく。

　その後ろからちょこちょことついていくと、私に気づいた矢城くんが目を丸くした。

「あれっ、紗羽さん、なんで!?」

「家の様子が見たくて、ついてきちゃった」

「そうなんですか。どうぞ、見てください！　……って俺が言うのもなんかおかしいけど」

「あはは、ありがと」

　笑う私に、矢城くんはあからさまに嬉しそうな笑みをこぼす。しかし、柊さんとふたりで来たということを思い出したようで、すぐに複雑そうな表情になった。

　少し気まずさを感じながらも、杉山さん達と一緒に私も内部を見学する。

　剥き出しになった、いくつもの柱や断熱材。これが全部、数人の大工さんの手でつくられているのだと思うと、やっぱりすごいことだと改めて感じた。

　奥様と、小さな男の子の三人で来ていた杉山さんは、様々な色のカラーマジックで柱にメッセージを書いていく。その様子を、私は柊さんの隣で眺めていた。

「ここがキッチンで、そこがダイニングになるのか……なんかわくわくする」

　まだなにもない板張りの床に、完成したあとの家の風景を想像してみる。

　日当たりのいい、皆の憩いの場となるリビングと、大切な人達のために、真心込めた料理をつくれるキッチン。二階には子供部屋と、ふたりの時間を思う存分満喫するベッドルーム――。

　素敵だな。私もいつか、そんなマイホームをつくりたい。

「ダイニングを見渡せるカウンターキッチン、やっぱりいいなぁ。料理しながら皆が集まってるところが見えるって、安心するし幸せですもんね」

　最初は独り言だったのに、つい柊さんに話しかけてしまった。無表情の彼に気づき、笑顔が固まる。

　うわ、また聞かれてもないのに将来設計を語ってしまった！

「夢見がちな女だな」

　ほらー、やっぱり呆れられてる。

　スウィートホームをつくり上げるためには、必ず設計図が必要だけれど、じゃあ、ロマンチックな恋愛をするためには？

　告白のタイミング、初めてのデートの場所。キスやセックスは、いつ、どんなシチュエーションで？　……なんて、私がどれだけ具体的な恋愛の設計図を思い描いても、きっとそれが通用することはないんだろうな。少なくとも、この彼との恋愛においては。

　シュンとしながらも、口を尖らせていじける私。

「すみませんね、大人げなくて」

「いや……いいんじゃないか」

　え？　柊さんが否定しない……どうしちゃったの!?

　思わず奇妙なものを見るような目で見やると、いつになく穏やかで、けれどどこか切なげな表情をした彼がこう呟いた。

「俺もつくってみてぇよ、そういう家庭」

　――柊さん……？

　初めて見た彼の表情に、私の胸はときめきではない複雑な音を奏でる。

　なにかあったのだろうか。そんな表情をさせる、なにかが。

　彼はすぐにまた笑顔をつくると、メッセージを書き終えた杉山さん達に歩み寄る。漠然とした疑問を抱きながら、幸せそうな一家の記念撮影をする柊さんを、私はただ見つめていた。




「ありがとうございました」

「いえ。お気をつけてお帰りください」

　若干風が涼しく感じてきた頃、現場をあとにする杉山さん一家を、三人で外に出て見送った。

「俺はまだやることがあるんで、どうぞ先に帰っててください」

　そう言った矢城くんは、ぺこりと軽く頭を下げて、家の周りを見始める。

　彼を見送り、柊さんが私に声をかけた。

「じゃあ、俺らは会社に戻ろう」

「はい。……あ、バッグ！」

「あ？」

　いけない、家の中に置いたまま忘れてた！

「すぐ取ってきます！」と言って急いで中へ入ると、窓がはまる空間から、外にいる矢城くんの姿が見える。図面を見ながらなにかをチェックしていて、その真剣な横顔はいつもの可愛らしさを隠していた。

「矢城くん、まだ結構かかるの？」

　家の中から声をかけると、彼は図面に向けていた顔をぱっと上げる。

「あ、もう終わります。気にせず先に戻っててくださいね」

「ごめんね。頑張って」

　小さくガッツポーズしながら笑うと、矢城くんも笑みを返してくれた。

　すると、ギシッと板を踏む音を鳴らし、玄関にあたる位置から柊さんが入ってくる。

「おい、早く行かないと渋滞にはまるぞ」

「すみません！」

　矢城くんのほうを振り返り、「じゃあ」と短く告げ、バッグを持って走りだしたその時――。

「わっ!?」

　立てかけられていた材木に気づかず、足を引っかけてしまった。

　床に手と膝をついて転ぶと同時に、二メートルほどの細長い材木がぐらりとかたむく。それが二本、スローモーションのようにゆっくりと私に向かって倒れてきた。

　ヤバ、当たる！

「きゃ……！」

　もう一度小さく叫び、咄嗟に身体を縮める。

「危なっ――！」

「鈴森！」

　その瞬間、矢城くんの声を掻き消して、いつもは冷たい声が焦あせりを滲にじませながら響き渡る。

　そして、身体がなにかに包み込まれる感覚がした。

　ガランガラン！と柱が倒れた音が聞こえ、ぎゅっと目をつぶったものの、私は痛さも、衝撃も感じなかった。

　鼻をかすめる、檜の匂いとシトラス系の爽やかな香り。閉じた目を開くと、白いワイシャツが目に飛び込む。

　私の身体は、しっかりと柊さんに抱き締められ、守られていた。

「ひぃ、らぎさ――」

「バカ！　危ねぇだろ！」

　腕の中で怒鳴られて、反射的に再び目をつむり、ビクンと肩が跳ね上がる。恐る恐る目を開けると、怒ったような、けれどとても不安そうに眉根を寄せた柊さんが、彼の息が顔にかかるくらいの至近距離で私を見つめていた。

「なんともないか？」

「あ……はい！　柊さんのおかげで……」

　安あん堵どしたように身体の力を抜いた彼は、はっと私を抱き締める腕を離した。

　でも、私はダメだ……硬直して動けない。そんな中、心臓だけがバクバクと激しく動いている。

「ふたりとも大丈夫ですか!?」

　中へ駆け込んできた矢城くんが、ひざまづいて私達を心配そうに覗き込む。そんな彼の後ろには材木が転がっていた。これが直撃していたら痛いってだけじゃ済まなかっただろう。

　でも、私をかばってくれた柊さんには当たったはずだよね？

「あぁ、平気――」

　そう言って立ち上がろうとする柊さんに向かって、矢城くんが叫んだ。

「柊さん、腕が！」

　私も彼の腕を見て、恐怖にも似た感情に襲われる。

　私をかばって材木が当たったらしい腕は、肘の辺りから手首にかけて擦り切れて血が滲み、すでに打ち身のように赤紫色に変色していた。

「擦りむいただけだろ。大丈夫だ、このくらい」

　傷を見ても平然としている柊さんに、私は必死に訴える。

「大丈夫じゃないですよ！　だって血が出てるし！」

「舐なめときゃ治る」

「そんなレベルじゃないですって！」

　まったく気にしていないような柊さんだけど、私のせいで怪け我がをさせてしまったのに、なにもせず黙ってなんかいられない。

「ちゃんと手当てしないと、夏だし化か膿のうしたら大変ですよ」

「そんな大おお袈げ裟さにしなくたって大丈夫」

「言うこと聞かないと、私がその傷舐めちゃいますよ!?」

　……辺りが沈黙に包まれた。

　柊さんも矢城くんも、目を点にしてぽかんとしている。

　あ、あれ？　なんか今勢いで口から出ちゃったけど……私、とんでもなくおかしなこと言った、よね!?〝私が舐める〟ってなんだそりゃー!!

「あ、や、あのぉ……！」

　自分の失言に急激に恥ずかしくなり、口をぱくぱくさせる。すると、珍しくぶはっと吹き出した柊さんが、綺麗な顔をくしゃっとさせて笑った。

　わ、こんな時にこんな笑顔にお目にかかれるとは……！

　ちょっぴり感動する私に、柊さんは悪戯っぽく右の口角を上げて予想外のひと言を口にする。

「あ、そう。じゃあ舐めてくれる？」

　目を見開いた私と矢城くんの、「えぇぇ!?」という叫び声が重なって響いた。

　意地悪そうに目を細める柊さんは、あたふたする私達に言い放つ。

「バーカ。傷舐められて喜ぶのは、鈴森みたいなドＭだけだ」

「よ、喜びません！」

　もう、怪我してるっていうのに人のことからかって……。

「冗談言ってないで、本当に早く手当てしましょう!?」

　すぐになんとかしてあげたい。私の家に連れていこうかな。ここから近いし、救急箱に必要なものも揃っているし。

「うるせぇな……わかったよ」

　渋々承諾した柊さんとともに立ち上がり、呆ぼう然ぜんと私達のやり取りを見ていた矢城くんに告げる。

「これからこの人、私の家で手当てしてから会社に戻るから」

「え……!?」

「じゃあ、お先に！」

　足早に歩きだした私は、「さ、さ、紗羽さんの家～!?」と叫ぶ矢城くんの声を背中に受けながら、車へと向かう。

「おい、なんでお前の家に行くんだ」

　歩きながら、柊さんは怪訝そうに眉根を寄せている。

「私のアパートここから近いんです」

「いや、そういう問題じゃなく……」

「あ、私が運転します！」

　柊さんが持っている車のキーをもらおうと手を差し出す。

　しかし、彼はそれを渡そうとしない。

「いいよ、それくらい俺がやるから。てか、鈴森って運転できんの？」

「はい、一応。ここ数年乗ってないけど、きっと自転車と一緒で感覚は覚えてます」

　……しばしの無言のあと、止まっていた時計が動きだしたかのように、柊さんは私を押し退けて運転席側のドアに手をかける。

「俺はまだ死にたくない」

　憮ぶ然ぜんとした様子で、さっさと乗り込む彼。

「失礼な！」

　私は頬を膨らませつつ、渋々助手席のほうに回る。結局、運転はまた柊さんがすることになってしまった。

　私の部屋があるアパートの二階へ案内して、夕陽が赤みを増す中、ふたりで小さなワンルームに上がった。










甘く惑わすワンルーム




「……意外と綺麗にしてんだな」

「意外と、ってなんですか」

　私の家に入った柊さんは、十二畳ほどの空間をぐるりと見回して言った。ミルキーホワイトの家具で統一したヨーロピアン調の部屋は、ちょっぴりエレガントな雰囲気で自分でも気に入っている。

　でも、今はそんなことより応急処置をしなきゃ！

　私は彼の腕を引いてキッチンのシンクに向かう。怪我をした部分を綺麗に洗い流すと、棚の上からラップを取り出した。

「ラップ？」

「あ、湿潤療法って知りません？　今は消毒するよりこの方法が多いらしいですよ」

　傷口にはなにもつけず、ラップを巻いておくだけ。こうすると治りが早いと、テレビ番組で知ってから、自分も怪我をした時はそうするようにしている。

　絆ばん創そう膏こうでカバーできるような小さな傷ではないし、こうしたほうがよさそう。

「ドラッグストアに行くより、私の家のほうが近かったし。包帯とかもあるんで」

「それで家に来たわけか」

　一応納得してくれた様子の柊さんに、私は笑って頷いた。

　転んだり手を切ったりと、よく怪我をする私は、大抵の薬や道具は救急箱に備えているのだ。

　しかし、柊さんは訝いぶかしげに私を見下ろしている。

「家に来た理由はわかったけど、本当にこんなんで大丈夫なのかよ」

「大丈夫ですよ！　私も階段で転んだ時、同じようにやって治ったんで」

「期待を裏切らずどんくさいな」

　得意げに笑ってみせたものの、彼の意地悪なひと言にがっくりと肩を落とす。それでも、大人しく私にされるがままの柊さんは、なんだか少し可愛らしく思えた。

　リビングに移動して救急箱を取り出すと、ふたり並んでソファに座り、彼の腕に手をやる。

　痛々しい傷。こんなふうにさせてしまって、本当に申し訳ないと罪悪感が襲う。

「本当にごめんなさい、私のせいで……」

　ラップを絆創膏で止めながら謝ると、柊さんは小さく息を吐く。

「だから、これくらいどうってことない」

「でも――」

　私の言葉を遮り、彼は少しだけ強めの口調でこう言った。

「お前に怪我させるよりマシだ」

　柊さん――。

　そんな言葉をかけられるとは思わず、彼を見上げた。すると、涙袋に小さな黒子ほくろがあることがわかるほど近くに彼の綺麗な顔があって、ドキンと大きく心臓が跳ねる。

　そうだ、手当てすることに必死で忘れていた。

　今、この部屋に柊さんとふたりきりで、しかもこんなに密着しているのだ。それに、急に優しい言葉をくれたりするから……。

　私、ヤバい。どんどんこの人のことを好きになっている。

　変に意識してしまい、早鐘を打つばかりの胸を抑え、再び彼の腕に目線を落とす。ラップの上から包帯を巻こうとするけれど、緊張で上手く手が動いてくれない。

「……よかったのか？　俺を家に上げて」

　ふいに発せられた彼の声に、私の手が止まった。

「え、それはどういう……」

「矢城がいるのに、俺とふたりになってよかったのか、ってこと」

　投げやりにもとれる口調で言われ、私はぽかんとしてしまう。

　なんで矢城くんが出てくるの？という私の疑問を読み取ったのか、柊さんは無愛想なままこう言った。

「抱き合ってただろ。このあいだ、街中で」

　――ギクリ、と胸の高鳴りは一瞬で嫌な音に変わった。

　み、見られてたの!?　映画館に行ったあとの、あの場面を……！

　そのせいで、柊さんは私達のことを勘違いしているのだろう。

「あれは……誤解です！」

　一瞬、手当てしていることも忘れ、慌てて否定した。

「別に隠さなくていい」

「違うんです、本当に急に抱き締められただけで……！　私は、彼に恋愛感情はないから」

　自分で言っておきながら、さっきとは別の、矢城くんに対する罪悪感が湧き上がる。

　でもこれは本当のことだし、あのハグだって不可抗力というかなんというか。

　心の中で言い訳する私を、柊さんは猜さい疑ぎの目で見据える。そして、素っ気なくこう言い放った。

「矢城を弄もてあそんでたとかじゃねーの」

「なんでそうなるんですか！　そんなことしません！」

　この人、ひどすぎる！と思い、怒ったように叫んだ。

　巻いていた包帯をきつーく締めてしまいそうになりながら、私が矢城くんといた時、柊さんも女性とふたりでカフェにいたことを思い出す。綺麗な女性の手首を掴んで、神妙な顔をしていた彼を。

「柊さんも、女の人と会ってましたよね？」

　ちょっとした仕返しも兼ねて、ずっと気になっていたことを聞いてみた。

　ちらりと目線を上げると、彼は驚いたように一瞬目を泳がせる。

「……見てたのかよ」

　面倒そうな、ため息交じりの声が響いた。

「はい。見たくはなかったけど」

「え？」

　コラ、なにを口走ってるのよ！

　咳払いでごまかし、一気に核心に迫る。

「し、親しげに見えましたけど、彼女ですか？」

「……いや。そんなの昔のことだ」

〝昔のこと〟って、じゃあ……あの人は元カノってこと？

　彼女じゃなくて少しほっとするけれど、深い付き合いがあったのだと思うと、やっぱり胸が苦しい。

　様々な思いを巡らせながら、腕に目線を落としてのそのそと手を動かす私に、気怠げな声が投げかけられる。

「なんでそんなこと気にするんだ。関係ないだろ」

〝関係ない〟――そのひと言が胸に突き刺さる。柊さんにとって、私はどうでもいい存在なのだと言われているようで……。

　しかし、もう一度繰り返された言葉は、少し違う意味合いに聞こえた。

「関係ねぇよ。そんな過去のことなんて」

　関係ないのは、私じゃなくて彼女のこと？

　わずかな希望にすがるように目線を上げると、彼の瞳と視線が絡まる。それはほんの一瞬で、長い睫毛はすぐに伏せられた。

「つーかお前、不器用すぎ」

　呆れたような声が、彼の口からぼそっと漏れる。

「へ？」

「いつになったら巻き終わるんだよ」

「あ」

　もう意識が包帯を巻くことから全然違うところに飛んでいて、少しもきちんと巻けていない。

「鈴森に任せた俺がバカだった。自分でやる」

「ま、待って！　今ちゃんとやりますから！」

　必死で引き止めようと、彼の腕の怪我をしていない部分を軽く掴む。

「もういい、離せ」

　まとわりつく私から逃れるように、柊さんが腕を引いた、次の瞬間。

「っわ……！」

　腕から離れようとしなかった私は、そのままバランスを崩し、前のめりになる。身体を支えようとしたものの、間に合わず――柊さんの胸に体当たりしてしまった。

　倒れ込む私を、彼が反射的に抱き締め、息が止まる。今、お互いの鼻先がくっつくくらい近くに、彼の顔があるんだもの。

　……動けない。動きたくない。だって、柊さんも胸にぴたりとくっついた私を離そうとはしないから。

　驚きをたたえていた彼の瞳が徐々に変化して、色気を帯びていく。その視線に捕らえられ、ドクンドクンと、心臓がありえない速さで脈打ち始めた。

　ふいにそっと顎に手を添えられて、鼓動と連動するようにビクンと肩が跳ねる。

「誘ってんの？」

「……え」

「キスしてほしそうな顔してるけど」

　色っぽい表情の彼に、恥ずかしくなることを言われ、かぁぁっと耳まで熱くなる。

　や、やっぱり顔に出てた？　だって、そりゃもちろんしたいですよ！　好きな人がこんな間近にいるんだから……！

　でも、そんなことバカ正直に言えるはずもなく押し黙る。

　すると、彼は手を添えたまま顔をかたむけ、半開きの艶めかしい唇を近づけてきた。

　え、え、まさか、本当にキスを――!?

　思わずぎゅっと目をつぶる。しかし、唇に触れる感覚はなく、代わりに耳元に甘い空気が降りかかる。

「……だったら、疼うずいたままでいろ」

　吐息交じりのセクシーな声が紡いだのは、ぞくりとするほどのドＳ発言。

　ピシッと硬直して目を見開く私に、彼は意地悪な笑みを浮かべる。

「残念だったな。俺は焦らすのが好きなんだ」

　じ、焦らすのが好き!?　なにそれヤメテ！　ドＭの急所を突かないで!!

　……じゃなくて、絶対またからかってるでしょう、この人！

　沸騰したように顔を真っ赤にしているだろう私から離れ、腰を上げた柊さんは、器用に片手で包帯を巻きながら淡々と言う。

「発情期のドＭ女ってのも、男にとったらたまんねーけどさ」

「は、はぃ!?」

「雰囲気に流されて痛い目見るのは女だろ。もっと警戒しろよ」

　チクリと、胸に微かな痛みを感じた。

　……柊さん、違うよ。

　今の雰囲気にはたしかに流されそうになったけど、私はあなたのことが好きなんだから。キスしたいって思ったのは、ただの軽い気持ちじゃないの。

　矢城くんに抱き締められた時のこともあるし、流されやすい女だと思われているのだろうか。そうだとしたら、すごく切ないし悔しい。

　包帯を巻き終わると、柊さんはすぐにこの部屋を出て玄関へ向かう。靴を履きながら、あとを追う私を振り返ってこう言った。

「お前は今日はもう会社戻らなくていい。なにかやらなきゃいけないことあるか？」

「いえ……でも」

「もう退勤するだけだし、また往復するの面倒だろ」

　それもそうだ。腕時計を見るといつの間にかとっくに定時を過ぎているし、これからまた柊さんとふたりで車に乗るのも、正直ちょっと気まずいかも。

　素直にお言葉に甘えることにした私は、彼に頭を下げる。

「なんか、色々すみませんでした」

「いや。これ、ありがとな」

「いえ。家に帰ったら保冷剤とかで冷やしてくださいね。打ち身にいいと思うから」

　本当はそこまでしてあげたいけれど、気まずさが勝ってしまって、もう引き止めるのはやめようと思った。

「お前は保健の先生か」

　呆れたような笑いをこぼす柊さんに、私も自然と頬を緩めてしまう。

　彼はドアを開けて一歩外に出ると、私を振り返る。その表情は、いつもと変わらず涼しげなものだ。

「じゃ、また明日」

「はい……」

　あぁやっぱり、気まずさはあるけど離れがたい。忙しい私の乙女心は、コロコロと変化する。

　パタンとドアが閉まり、彼の姿が見えなくなると、急激に寂しさが襲ってくる。

　さっき、少しだけ距離が縮まったような気がした。私が都合よく考えているだけかもしれないけれど。それが、このままではなにもなかったことにされてしまいそう。

　あそこまで彼のパーソナルスペースに入り込めたのは、ただのアクシデントだ。だけど、ほんの一瞬でも私達のあいだに甘い空気が漂ったのは、きっと思い過ごしじゃないはず。

　そう思いたいし、なにもなかったことになんてしたくない――。

　気がつくと私は、ドアを開けて走りだしていた。自分の部屋がある二階から階段を一気に下り、エントランスを抜ける。

「柊さん！」

　アパート脇に停めた社用車の鍵を開けていた彼は、怪訝そうに私を見た。

「どうした？」

「あの、言い忘れたことが……」

　ハテナマークを浮かべているような彼を、まっすぐ見据えて口を開く。

「私、ただ雰囲気で流されそうになったわけじゃないですから」

　こんな中途半端なことを言って、彼はどう思うだろう。でも、これだけは伝えておきたかったんだ。

　なにか言いたそうにする彼に、私は「お疲れ様でした！」と言ってペこりと頭を下げると、逃げるようにアパートへ戻った。

　無人のワンルームへ駆け込むと、まだ微かに彼の香りが残っていることに気づく。

　ついさっき、間近で感じた彼の存在と、私をかばってくれた時の逞たくましい腕の感覚を思い出して、心の奥が疼く。

「もう、消せないや……」

　火がついてしまったこの気持ち、もう消すことはできない。

　いまだに高鳴る胸を抑えるためか、難攻不落な恋の始まりに対するため息か。私は甘い空気を吸い込んで、深く息を吐き出したのだった。










最低男とオフィスで再会




　完成見学会は、マイホームを夢見るたくさんの家族が来場してくれた。

　まっさらな新築独特の香りが漂う家の中を説明しながら案内するのは、主に社長と柊さんだ。土日は現場での工事も行われないため、古賀さんや矢城くんも会場に来て、建築のことを解説してくれる。私達女性陣は、テントの下で来場者にパンフレットや飲み物を渡しながら、社長達のサポートをしていた。

　興味津々な様子のお客様に、私もなんだか嬉しくなる。

　……けれど、どうしても目で追ってしまうのはやっぱり柊さんだ。今日はワイシャツを捲らず、その下に包帯が巻かれた腕を隠している。

　朝会ってすぐ怪我のことを聞いたけれど、『大丈夫だ』と言われただけで、他にはなんの会話もしていない。

　なんとも思ってないのかな、昨日のこと……。

　人の波が途切れたので、絵梨子さんと瀬川さんはどこかへ行ってしまい、手持ちぶさたになった私はつい柊さんの姿を探してしまう。

　彼は玄関先で小さな女の子連れの家族と話をしていた。そしておもむろにしゃがむと、警戒するようにお母さんの後ろに隠れる女の子と目線を合わせる。

「こんにちは」

　挨拶をする柊さんだけれど、女の子は口を開かない。

「向こうにぬりえがあるよ。やる？」

　黙ったまま首を横に振る女の子に、彼はにこりと微笑む。

「そっか、じゃあ皆と一緒におうちの中見ようか。この手袋してくれるかな？」

　家の中が汚れないように、皆さんには軍手をしてもらっている。

　あの子、受け取ってくれるかな？と少し心配しながら見ていると、柊さんはビニール袋の中から子供用の軍手を取り出し、それを女の子の目の前に掲げた。

「じゃーん」

「……わ！」

　手の部分は真っ赤で、そこに黒い斑点が描いてあり、手首の部分が緑色になっている。可愛い苺のデザインの軍手に、つぶらな瞳が輝きだす。

　一気に笑顔が広がった女の子は、自然と軍手を受け取っていた。それを、彼が小さな手にはめてあげる。

「ほら、苺になった」

「可愛い！」

　女の子は両手を目の前に掲げて、嬉しそうな笑い声を響かせた。

　そんな彼女の頭を、微笑みながら優しくぽんぽんと撫でる柊さん。その仕草や接し方に、見ている私がハートを撃ち抜かれてしまった。

　あの笑顔で頭ぽんぽん、めちゃくちゃ萌えます！

　なんて羨ましい……私もされたい！　絶対されないだろうけど！

　いつもの接客を見ていても思うけれど、柊さんは子供が好きなのだろうか。接し方が上手だし、子供心をちゃんとわかっているような気がする。

　とにかく、普段の冷た～い彼とのギャップに、私はノックアウト寸前――。

「さーわーさん……」

　うっとりしていた私は、突然じめじめした声に背後から捕らわれた。

　バッと振り向くと、じとっとした目で矢城くんが私を見据えている。

「や、矢城くん？」

　なんだかバツが悪くなって、私はぎこちなく笑う。

「もー、あの人のこと見すぎですよ！　まったく人の気も知らないで……！」

　表情を険しくした矢城くんは、私にずいずいと迫ってくる。

「ごごごごめん」

「で？　昨日はあれからどうなったんですか!?」

　お怒りモードの彼に問いつめられた私は、その質問にドキリとする。

「……別に、なにもなかったよ」

　矢城くんから目を逸らし、ぽつりとこぼした。

　キスされたわけでもなければ、告白したわけでもない。なにもなかったんだ、表面的には。ただ彼と接近して、私が勝手にドキドキしていただけ。

　そう考えると、『ただ雰囲気で流されそうになったわけじゃない』なんて言ったところで、なんの意味もなかったように思う。

　あぁ、なんか虚しいな……。

「本当に、なにもなかったんですか？」

　疑うように目を細めて見てくる矢城くんを見つめ返して、「本当だよ」と答える。

　すると、彼は小首をかしげ、考えるように目線を斜め上にさ迷わせた。

「でも、昨日会社に戻ってきた柊さん、話しかけてもなんかうわの空だったし、珍しくぼーっとしてた気がするけど」

「え……？」

　意外なことを聞き、私はキョトンとしてしまう。

　そうなの？　もしかして柊さん、ちょっとは私のこと意識してくれた？

　にこやかに接客している彼を遠目に見やると、矢城くんは小さくため息を吐き出す。

「昨日は正直、負けたって思いましたよ」

「負けた？」

「あの柊さんが、身代わりになってまで紗羽さんを守るとは思わなかった。俺があの役目を負いたかったのに。また子供っぽいと思われるかもしれないけど」

　そう言って、彼は苦笑を浮かべた。

　……私も予想外だったよ。だから、こんなに心を乱されているの。

「とにかく、紗羽さんに怪我がなくてよかったです。あと、負けたって言っても諦めたわけじゃないですからね！」

　ビシッと私を指差して宣言し、矢城くんは家のほうへ歩いていく。

　彼のタフさに、少し笑ってしまった。




　見学会一日目が終わり、お茶などの簡単な片づけを終えたあと、私は絵梨子さんに半ば強引に連れられ、古賀さんが運転する車の後部座席に乗せられた。

　私と絵梨子さんは、行きは柊さんと一緒だったのに、どうしたのだろう。

　会社へ戻る道中、ふたりの質問でその理由がわかった。

「紗羽ちゃん、どうだったの？　このあいだの矢城くんとのデートは」

　一緒に後部座席に座る絵梨子さんが、にんまりしながら聞いてきたものだから、驚いた私は目を丸くした。

「私達がデートしたって、知ってたんですか!?」

「矢城くんからそれだけは聞いてたのよ」

　絵梨子さんの言葉に、運転する古賀さんが頷きながら続ける。

「ずっと気になってたんだよな。あいつは『紗羽さんと映画は見に行きましたよ』って言うだけで、他にはなにも白状しねぇしさ」

　それが聞きたかったから私を連れてきたわけね。

　納得しつつ、この状況では隠し通せないと諦め、あの日のことをすべて話した。

「そう、やっぱり矢城くんはダメだったのね」

「ま、たぶんそうだろうなと思ってたけど」

　なにげにひどいふたりに苦笑していると、ハンドルを切りながら古賀さんが感心したように言う。

「でも諦めないなんて、あいつも意外と根性あるな」

　さっきの矢城くんを思い出し、改めて私もすごいなと思う。

　すると、絵梨子さんがキリッとした瞳で私を見据えてきた。

「迷惑だったら遠慮せずきっぱり言ってやるのよ。私と古賀ちゃんみたいに」

　ふっと鼻で笑う古賀さんが、ミラー越しに見える。

「言っとくけど、俺もちょっとやそっとじゃ、めげねぇからな」

「あら、しつこいのね」

「情熱的なんだよ、俺は」

　いつも通り息ぴったりだけど、つかず離れずなふたりに、私はクスクスと笑った。




　見学会も無事終わり、一層暑さを増した七月中旬。順調に目立たなくなってきた柊さんの怪我とは反対に、恋のほうに進展はなく、平凡な毎日を過ごしている。

　そんなある日の午後、事務仕事を淡々とこなしていると、三時を回った頃に玄関のドアが開く音がした。

　印刷をしていたため、たまたまオフィスのカウンター付近にいた柊さんが、そのまま玄関へ向かう。

「いらっしゃいませ」

「家を建て替えたいと思って住宅会社をいくつか回ってるんですけど、こちらのお話を聞くことってできますか？」

「はい、もちろん。ただいまご案内しますので、少々お待ちください」

　私は座ったまま、デスクの後ろにあるカウンターを振り返る。男性はまだ玄関にいるようで、笑顔で会釈する柊さんの姿だけが見えた。

　まだ印刷の途中のようだし、私が代わりに案内しよう。

　私は暗黙の了解で席を立ち、柊さんと代わるべくオフィスから出る。来客は柊さんより若干背の高い、男性ひとりだ。

「いらっしゃいませ！　どうぞこちらのスリッパを……」

　あれ？　この男の人、見たことある……っていうか、まさか。

　スリッパを用意しようと屈めていた身体を起こし、一瞬見ただけの男性の顔をもう一度よく見ようと目線を上げた。すると……。

「……あれ、紗羽？」

「えっ……しょ、翔しょう吾ごくん!?」

　切れ長の目を丸くする彼は、私の同級生であり……一応元カレの、金かな井い翔吾くんだった。

　会うのは何年ぶりだろう。短い黒髪のヘアスタイルは昔から変わっていないけど、雰囲気に少し落ち着きが出てきたかも。

「久しぶりじゃん。紗羽って職場ここだっけ？」

　翔吾くんは薄い唇の端を持ち上げ、嫌味のない笑みを浮かべて問いかけた。

「最近転職したんだ。ていうか、びっくりしたー！　なに、家建てるの？」

「おー、じじばばの家を建て替えることになってさ。親父と手分けして見積もり取ってるとこ」

「そうなんだ！」

　女ったらしでヤることしか頭にない最低男だけど、意外と家族思いなところもあるのね。

　けなしつつも感心するという、複雑な心境で頷いていると、隣からコホンと咳払いが聞こえてきた。

　いけない、柊さんがいるんだった！

　恐る恐る振り向くと、彼にとってはいつも通りなのだろうけど、なんとなく怖い笑顔で私達を見ているように感じた。

「お知り合いですか」

　向き合う柊さんと翔吾くんのあいだで、ぎこちない笑みを浮かべる。

「そ、そうなんです！　えっと、高校の時の同級生で――」

「そんな薄っぺらい関係じゃねーだろ」

　私の言葉を遮った翔吾くんは、慣れた手つきで私の肩をぐいっと抱き寄せる。そして、ニッと口角を上げてこう言った。

「元恋人です、俺達」

　うわぁー言わないでよ、翔吾くん！　柊さんには知られたくなかったのに……。そしてこの肩を抱く手！　手を離せ～！

「そうでしたか。世間は狭いですね」

　じたばたともがく私を気にも留めず、営業用スマイルを崩さない彼は、当たり障りのないありきたりな言葉を返した。

　うぅ、少しも反応を示してもらえないなんて切なすぎる。

「では、お二階でお待ちください」

「どーも」

　いつもとなんら変わらない態度で一礼する柊さんに、少しだけ拍子抜けしたような様子の翔吾くんが軽く頭を下げる。

　オフィスへ戻っていく柊さんを、私と翔吾くんはくっついたまま目で追った。

「スカした奴だなぁ。つまんねーの」

「彼はああいう人だから……。ていうか、人の職場でこういうことしないで！」

　肩に回された手を振り払うけれど、翔吾くんは特に気にした素振りも見せない。

「相変わらずガード堅いな、紗羽は」

　何事もなかったかのように靴を履き替える彼は、あろうことか、とんでもないことを口にする。

「付き合っても、全然ヤらせてくれなかったもんな。それじゃ、男に呆れられるぜ？」

「余計なお世話！」

　久々の再会でそんなこと言う？　ほんっと最低！

　キーッと怒る私に、どうしようもない元カレはクスクスと笑っていた。

　翔吾くんの言う通り、会えばいつも押し倒してくる彼を私が拒み続けていたのも原因のひとつで、二十五歳の時、付き合って三ヶ月で別れた。

　そもそも、友達同士の飲み会で再会した時に、『ちょっと付き合ってみよっか？』という軽いノリで始まったし、ちゃんと恋人と言えるのかも微妙だけれど。

　翔吾くんには私の他に身体だけの関係の人がいて、それを知った時もさほどショックではなかった。むしろ『あー、やっぱりね』と納得してしまったくらい。私の恋愛感情も希薄だったということだ。

　それでも一応付き合ってみようと思ったのは、彼といるのが妙に心地よかったから。

　エッチ以外では私の思いや考えを常に尊重して、理解してくれた。三好くんの話をした時も、決して私の恋心を否定することはなかった。

　男女の関係となると、とんでもなくダメな男だけど、友達としてならいい関係を築ける相手だと思う。だから久々に会った今も、こうやってなんの違和感もなく話せるのだ。

　お互いの近況を話しながら、私は彼を二階の打ち合わせスペースへと案内した。

「翔吾くんはまだ保険会社に勤めてるの？」

「あぁ。紗羽の周りで結婚する人とかいたら教えて。保険見直す時期だからさ」

　保険会社の営業マンである彼は、ノルマがあって大変そうだ。けれど、今も仕事だけは真面目にやっているのね、と安心しながら頷く。

「うん、わかった。三十歳前後って結婚ラッシュだよね」

　案内した椅子に座った翔吾くんは、長い足を組んで私を見上げる。

「紗羽はまだ予定なし？」

「全然。彼氏すらいないもん」

　首を横に振って、あっさりと答えた。そんな予定があったらどれだけいいか。

「あれ？　じゃ、このあいだのは俺の見間違いか」

　頭を掻いて言う彼に、私は首をかしげる。

「このあいだのって？」

「二週間くらい前かな、紗羽らしき人が男と映画館から出てくるの見たんだけど」

　ドキリとして目を見開く。

　うっそぉ!?　まさか翔吾くんにまで見られていたとは……！

「そ、それはたぶん私……」

　なんだか気まずくて、歯切れの悪い言葉を返した。

「あ、やっぱり？　なんだ、あの人彼氏じゃねーのか。セフレ？」

「なんでそうなるの！　あなたと一緒にしないでよね！」

　パシンと肩を叩くけれど、最低男は性懲りもなくへらりと笑う。

「冗談だよ。紗羽はそんなことできないお子ちゃまだもんな」

「お子ちゃまで結構」

『あなたのような節操なしにはなりたくありません』と主張するように真顔で言うと、彼は私の顔から少し目線を下げてこんなことを言い放つ。

「あ、でも意外と胸はあるか」

「ヤメテよ、変態!!」

　このセクハラ野郎～！

　思わず半歩下がって、胸を隠すように自分で自分を抱き締める。

　すると、「お客様」という冷静な声が、私達の会話を中断させた。

　声の主は、アイスティーを乗せたトレーを持つ柊さんだ。

「お話の途中すみませんが、彼女にも仕事がありますので」

　微笑みながら言う柊さんの目は、まったく笑っていない。

　翔吾くんの斜め後ろに回り込んだ彼は、そこからスッとグラスを差し出した。コトンと静かにそれを置くと、その目線は次に私を捉える。その一瞬、彼の笑みが消えた。

　ひぃぃ、怖い！　きっと仕事せずに喋しゃべっていたから怒っているんだ。お茶だって本当は私が用意しなければいけなかったのに、柊さんにやらせてしまったし。

「それはすみませんねぇ」と悪びれた様子もなく言う翔吾くんは、さっそくアイスティーに手をつける。

　その向かい側に柊さんが移動する時、無言でトレーを渡された私は、背中に冷や汗が流れるのを感じた。

　一階へ戻ると、玄関でのやり取りが少し聞こえたらしく、絵梨子さんに「知り合い？」と尋ねられた。

　ただの同級生だと言っておいたけれど、もし翔吾くんがミライトホームに建て替えをお願いすることになったら、皆と関わるうちにいつかバラされそうな気がする。柊さんを好きだということはまだ内緒にしているけれど、翔吾くんと付き合っていたということが知られるだけでも、また面倒なことになりそうだ。

　好きな人と元カレが話しているという、なんだかそわそわしてしまう状況の中、私はそんなことを考えていた。




　四十分ほど経った頃、話し合いはひとまず終わったらしく、ふたりが階段を下りてきた。

　翔吾くんのことだから、オフィスを覗いて私を呼んだりするかもしれない。そうなる前に一応挨拶しておこう。

　オフィスを出ると、ふたりに頭を下げて「お疲れ様でした」と挨拶した。

　翔吾くんは満足げな笑みを浮かべている。

「費用も他のところよりかからなそうだし、ここにするかも」

「ほんと？」

「それに、また紗羽にも会えるし」

　いやいやいや、甘い微笑とともにそんなことを言われても。柊さんにまたあらぬ誤解をされたら困るし！

　口元を引きつらせていると、翔吾くんは靴を履きながら思い出したように「あ」と声を漏らす。

「朝海は元気？」

　そう、翔吾くんは朝海とも友達なのだ。

「うん。相変わらずだよ」

「そ。今度久々に三人で飲みに行こうぜ」

「あぁ、いいね。朝海にも言っとく」

　友達らしい緩い会話を交わし、「また連絡する」と言って、翔吾くんは帰っていった。

　柊さんとふたりきりで残されると、急に緊張感が増す。

　友達とはいえ仕事中にこんな会話をして、またお怒りになるでしょうか……。

　恐る恐る隣の彼を見やると、少し険しい表情をしているものの、目線は玄関のドアの先を見つめたまま。

　なにか考え事でもしているのかな？

「柊さん？」

　顔を覗き込むようにして呼びかけると、彼はピクリと反応して私を見下ろす。

　しかしそれは一瞬で、すぐに目を逸らした。

「……二階の片づけよろしく」

「あ、はい……！」

　それだけ告げた彼は、踵きびすを返してそのままオフィスへ向かってしまった。

　どうしたんだろう？　怒られるどころか、珍しくぼんやりしていたような……。

　翔吾くんがなにか変なこと言ったりしたわけじゃないよね？　変なことといってもなんの見当もつかないし、考えても仕方ないけれど。

「……とりあえず、あとで朝海に連絡するか」

　なんとなくしっくりこない気分のままひとり呟き、私はもう誰もいない二階へと上がった。










センチメンタル・カウンター




　翔吾くんとミライトホームで再会した三日後、いつもの欧風カフェバーで、今夜は別の仲間とカウンター席に並んでいる。私の右隣に座るのは翔吾くん、左隣は朝海だ。

　後ろでダーツを楽しむ人達の声を聞きながら、私達はそれぞれのグラスを手に乾杯した。

「久しぶり……っつーか、こうやって三人で飲むのって初めてか？」

「そうかも。だいたい大勢で集まってたもんね」

　笑い合う私と翔吾くんとは正反対に、朝海はムスッとした顔をしている。

「なんで私が翔吾と飲まなきゃいけないのよ」

　気怠そうに頬杖をつく朝海は、彼と会うのはまったく乗り気ではないらしい。翔吾くんと再会したあの日、仕事が終わってから朝海に電話した時の反応も、今と同じような感じだった。それでも、『紗羽が食われないか心配だから行くわ』と言って、こうして来てくれているというわけだ。

「なにが不満なわけ？　別にこのあとヤらせろって言ってるわけじゃねぇだろ」

「そーいうこと言うから嫌なのよ！」

　しれっと翔吾くんが言い放つと、朝海はキーッと怒る。あいだに挟まれた私は苦笑いするしかない。

　でも、こんなふうに言い合っていても、これがふたりのいいバランスというか、妙に均衡が取れている気もする。きっと朝海は、彼を心底嫌っているわけではないだろうから。

「どうして紗羽みたいなピュアガールが翔吾と付き合ってたのか、いまだに理解不能だわ」

　ゆっくり首を横に振る朝海に、「俺も同感」と言って張本人がへらりと笑った。

　翔吾くん自身、最低男だという自覚はあるのね。というか、私は朝海が言うようなピュアガールではないと思う。

「でも私、翔吾くんのこと本気で好きだったわけじゃないんだよ」

「あ、なにげに傷つくわ、それ」

　ちょっぴり頭を垂れる翔吾くんを気にも留めず、朝海は目の前でカットされた生ハムを一枚口に入れて尋ねてきた。

「今さらだけど、なんで付き合ってたんだっけ？」

　私は頬杖をついて、視線を宙にさ迷わせる。

「引っ張っていってくれそうな人と付き合ってみようかなって。それに翔吾くんのこと、高校の時から根はいい人だなって思ってたから」

　高校時代、翔吾くんと私達は別のクラスだった。

　朝海は卒業後、友達の結婚式で彼と再会するまで話したことはなかったようだけど、私は委員会で一緒になった時期があった。――三好くんも一緒に。

　高三に進級した時、何故かそのタイミングで転校してきた三好くんと同じクラスになり、最初の席替えで彼の隣になった。

　教科書を忘れた私に、なにも言わず貸してくれたり、先生に当てられて困っている時、さりげなくノートを見せてくれたり。些細な優しさに惹かれて彼のことを密かに好きになった私は、少しでも近くにいたいがために、彼を追って同じ委員会を選んだのだ。

「三好くんを追いかけて同じ委員会に入ったら、翔吾くんもいて、その頃から結構話すようになったんだ」

「そういえばそうだったっけ」

　私の言葉に、朝海は昔を思い出すように目線を上げて小さく頷く。

　おかげで三好くんと接する機会が増えたのと同時に、気さくに話しかけてくれた翔吾くんとも、まあまあ仲良くなったわけだ。

「そうしたら、三好くんのことが好きだってバレちゃったんだよね」

　そう言って、私がスプリッツァーを口に含むと、翔吾くんはふっと鼻で笑う。

「もうバレバレ。紗羽は思いっきり否定してたけど」

「だって翔吾くん開けっぴろげだから、すぐ噂広まっちゃうと思って。それに、あの頃はまだ三好くんのことが好きだって知られるのは、なんとなく嫌だったし……」

『あんな暗い奴が好きなの？』とか、『趣味悪い』ってバカにされそうで、私は自分の気持ちをひた隠しにしていたのだ。朝海にさえも、打ち明けるのに勇気がいるくらいだった。

「でも、翔吾くんは私の気持ちを知っても笑わなかった」

　それどころか彼は、『根暗だろうがオタクだろうが、好きなら堂々としてりゃいいじゃん』と言った。翔吾くんはすべてを肯定してくれたのだ。

　あの時、私はなんだか勇気づけられたっけ。

「それから、翔吾くんっていい人じゃん、って思ってたの」

　得意げな顔でビールを呷る彼を、朝海は面倒臭そうに横目で見ながら言う。

「博愛主義者らしい恋愛観ね」

「朝海だって、いとこの彼のこと、翔吾くんが否定しなかったから救われたって言ってたでしょ」

　鮮やかな緑色のカクテル、シーオブラブを口につけた彼女は、そのままぴたりと固まる。

「そんなこと言ってたの？　紗羽と違って、素直じゃねーな、朝海は」

「……悪かったわね」

　頬をちょっぴり赤く染めてカクテルを飲む朝海を、私は翔吾くんと顔を見合わせて笑った。

　翔吾くんには私も自信をもらったの。三好くんのことを好きという気持ちは隠さなくていいのだと思えたから、私から積極的に話しかけるようにしたのだ。

「でも、あれから結局噂が広まっちゃって、上手くいかなかったんだよね……」

　アボカドが乗ったブルスケッタを小さくひと口かじりつつ、私は記憶を十年前に巻き戻す。そしてゆっくりと話し始めた。

　たくさんの後悔が残る、あの頃のことを。




　私がよく三好くんと話すのを見ていたクラスメイトは、当然私達のことを噂し始める。けれど、朝海も『気にすることないよ』と言ってくれたし、私もそう心に決めて、変わらず三好くんと接していた。

　そんな秋の日のとある放課後、図書室に本を返しに行くと、長机にひとり座って勉強している三好くんを発見して、私はいつものように話しかけた。

　無口な彼に私が一方的に話していると、彼は突然冷たい声色で『もうやめろ』と言い放ったのだ。

『これ以上、僕なんかと変な噂立てられるの嫌だろ』

　ノートに視線を落としたまま言う三好くんの表情は、いつものように長めの黒髪に隠されて見えない。

　押し黙っていると、彼はノートや教科書を閉じてスッと立ち上がる。

『もう僕に話しかけないほうがいい』

　淡々とした口調だったけれど、それはどこか寂しそうに聞こえて、私は咄嗟に彼のブレザーの袖をきゅっと握っていた。

『私が話したいの』

　だって、君のことが好きだから――。

　そう言葉にできていたら、なにかが変わっていたかもしれない。でも、そこまでの勇気がなかった私は、彼を見上げて『ダメ？』と言うだけだった。

　固まっていた彼は、しばらくして戸惑うように中指で黒縁眼鏡を押し上げる。そして俯きがちなまま、袖を掴んでいないほうの私の手をそっと握った。

　温かくて、少し厚みのある男の子の手が、私の手を包み込む。こんなふうに触れ合ったのは初めてで、ドキン！と大きく心臓が飛び跳ねたのを覚えている。

　それは〝話しかけてもいいよ〟という三好くんのＯＫのサインだと受け取った私は、再び笑顔を見せた。

　そして、その日は終始俯いたままの彼と一緒に、手を繋いで帰ったのだった。

　しかし、どうやらその場面も目撃されていたらしく、『手繋ぎデートをしていた！』と噂は瞬く間に広まった。

　三好くんに話しかけようものなら、すぐに冷やかされる。気にしないと決めたものの、あまりにも周りがうるさくて、思うように接することができなくなっていた。

　縮まったように思えた三好くんとの距離は、あっという間に元通り。

　イライラしながら迎えたクリスマスを目前に控えた日も、廊下にあるロッカーから荷物を取り出している時、男子から『クリスマスはオタクと過ごすの？　なにすんのー？』とからかわれ……。

『そんなわけないじゃん！　もうやめてよ、すっごい迷惑！』と、ついに怒号を昼休み中の廊下に響き渡らせてしまった。

　その時、突然私の横に現れたのは、騒ぎを聞いていたらしい翔吾くん。彼は私の肩を抱き寄せると、あろうことかこう言い放ったのだ。

『お前ら勝手なこと言ってんじゃねぇ。こいつとクリスマス過ごすのは俺だっつーの』

　その言葉を聞いた男子達も、もちろん私も唖あ然ぜんとした。

　彼なりに私を助けてくれたらしいのだけど、そのあと私の噂が三好くんから翔吾くんに上書きされてしまったのは言うまでもない……。




　私が懐かしい思い出を話し終えると、それぞれお酒を飲んで、ふぅと息を吐く。

「……翔吾らしいわよねぇ」

「あのあと、今度は『金井に遊ばれてる』って言われて大変だったんだから」

　じとっとした目で隣の彼を見ながら言った。

　皆に『違うから！』と否定するのは結構な労力を使ったわよ。

「でも冬休み入ったらそんな噂すぐ消えたろ？　それに俺は、紗羽以外の女とも色々言われてたから、〝あぁまたか〟で終わったんだよ。策士だろ」

　そう言って笑う翔吾くんに、私はひとつため息をつく。

　たしかにそれからは、受験やらなにやらで登校日も少なかったから、いつの間にか私達は話題にもされなくなっていた。

　そして、三好くんとの関係も、進展するどころか後退したまま卒業を迎えてしまった。クリスマス以降避さけられているような気がしたし、彼も私と翔吾くんの噂を耳にしていたのかもしれない。

　カウンターの向こうで、バーテンダーがシェーカーを振るのをぼんやり眺めながら、頭の中では三好くんを思い浮かべる。

「もっと早くに『好き』って言えてたら、今とは違う未来があったのかなぁ」

　初めて手を繋いだあの日、私が告白していたら。男子にからかわれた時、『好きでなにが悪い！』とはっきり言えていたら……。

　そんな後悔ばかりが残っていて、私はずっと三好くんを忘れられずにいたのだ。

　――柊さんに会うまでは。

「でも、紗羽にも本当に好きだって思える人が現れたんでしょ？　よかったじゃない」

　私の心を見透かしたように、朝海がにこりと微笑んだ。

　三好くんとの思い出は宝箱にしまって、私も微笑み返して頷く。

「うん、そうだね」

「お、好きな奴はいるんだ。このあいだ俺が街で見かけた奴？」

　興味深そうに身を乗り出す翔吾くんに、私は首を横に振ってカマンベールチーズに手を伸ばす。

「違うよ。あの人は同じ職場で……お友達かな。可愛い弟的存在っていうか」

「じゃあアレだ、俺が話したあの美形プランナー」

　口に入れる直前、チーズがポロリとカウンターに落ちた。

「なんでわかったの!?」

「あ、当たり？　カマかけただけだよ、紗羽の周りで知ってる男なんて他にいないから」

　うわ、見事に引っかかってしまった……。

　笑う翔吾くんと、恥ずかしさでうなだれる私を、朝海がキョトンとしながら交互に見る。

「嘘、翔吾の担当になったの？　その先輩」

「うん……ていうか、担当になるのは彼しかいないから」

　代われるものなら代わりたいけれど、私にプランナーなんて務まるはずがない。翔吾くんにバレてしまったとなると、なんだかまた気苦労が増えそうだ。

「ふ～ん、あの人のことをねぇ。そりゃちょっと面白くなりそうだ」

　翔吾くんは含み笑いをして、くわえた煙草たばこに火をつける。

「え？」

「あ、いや、なんでもない」

　なにか企んでいるんじゃないでしょうね……余計なことしないでほしいんですけど。

　煙草をふかす姿が似合いすぎる彼を、訝しげな目で見ていると、デザートのメニューを手に取りながら朝海が言う。

「でも紗羽、どうする？　今度の同窓会に、もし三好くんが来たら」

〝同窓会〟と聞いて、そういえばそんな連絡が来てたっけ、と翔吾くんも思い出したように頷く。

「……きっと来ないよ、三好くんは」

　今まで何回か同窓会はあったけど、一度も来たことないし。

　メニューに載っている美味しそうなパフェやケーキに目を奪われる私に、朝海は試すように言う。

「わかんないわよ。今回は同学年全員を集めた大きな会だし、もしかしたらってこともあるかも」

　大人になった三好くんを勝手に想像して、ほんの少し心が揺れる。

「でも、もし来たとしても、特別な話をすることはないよ。今はもう、柊さんのことだけが好きだって、自信持って言えるし」

　吹っ切れた笑みを浮かべつつ、しっかりとした口調で言いきった。

　記憶の中の三好くんの残像はだいぶ薄くなってきた。正直、もう顔もはっきりとは思い出せない。それくらい、柊さんに対する思いが強くなっているのだと思う。

　迷いのない私の言葉に、朝海は納得したように笑って頷いた。

「そっか。じゃあ紗羽の新しい恋が上手くいくように願って、パーッとデザート食べよ！　もちろん翔吾のおごりで」

「はぁー？　その代わりにヤらせてくれんならいいけど」

「ほんと最っ低ー」

　笑い合う私達は、高校時代の思い出話を交えながら、まったりとお酒を飲んで過ごした。
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『隼人……元気？　ちゃんとご飯食べてる？』

　三ヶ月に一回ほどのペースで、定例のように母親の声が留守電に残される。その出だしの文句は毎回同じで、もう耳にタコができるほど聞き飽きた。それでも一応聞いてしまうのは、俺にも多少親を思う部分があるからだろうか。

　ブラックレザーのソファに座る俺は、スマホを耳に当てながらネクタイを緩める。

　どうでもいい世間話を少しされたあと、締めくくる言葉もいつも同じだ。

『いつでも帰ってきなさい。母さんは、ずっと待ってるから』

　最後に『じゃあね』と名残惜しそうな声があり、ツーツーと虚しい音が響く。画面をタップすると、ソファの上にスマホを軽く放り投げた。

「帰れるわけねーだろ……」

　ため息交じりの呆れた声を漏らすと、重い腰を上げた。

　１ＤＫの、黒とウォールナットの茶色でまとめたモダンな部屋が俺の住処すみかだ。家出同然でひとり暮らしを始め、このマンションにはだいぶ長いこと世話になっている。大学を出て、すぐに就職したミライトホームと同じ年数だ。

　それと同じだけ、母親からの電話も続いている。俺は一回も出ないというのに、よく続けていると感心すらしてしまう。

　キッチンに向かい、黒光りする冷蔵庫の扉を開け、缶ビールを取ろうと手を伸ばした時、もうだいぶ薄くなってきた腕の傷が目に留まった。

　それと同時に、あいつの顔と甘い香りを思い出す。

　……あからさまに欲情した顔してたよな、あいつ。

　あの時、キスのひとつぐらいしてやろうかという衝動に駆られてしまった。

『私、ただ雰囲気で流されそうになったわけじゃないですから』

　本当かどうかもよくわからないあんな言葉を、気にしてしまっている自分もどうかしている。

　――鈴森紗羽。

　数ヶ月前に現れた、精神年齢が低くて少々オツムの弱そうなドＭ女。

　彼女は子供みたいに素直で、無邪気だ。だけど時々、しっかりした自分の考えを口にして、驚かされることがある。

　出張の時、最初はあいつとふたりなんてどうなることやらと思っていたが、最終的に楽しんでしまっている自分がいた。肩にもたれて寝られた時も、迷惑だと感じるどころか、すやすやと寝息を立てる彼女に愛いとおしささえ湧いてきた。そして、気がつけばほぼ無意識に彼女の髪を撫でていたのだ。

　心が乱されていることをひた隠しにするように、口では本心と違うことを言ってしまう。そんな俺を、鈴森は嫌にならないのだろうか。

「厄介な女だよ、本当に……」

　ぽつりと呟いてビールを手に取った。

　……女なんて、なにを考えているのかまったく理解できない生き物だ。仲がいいように見えて、陰では悪口を言っていたり、さっきまで笑っていたのに何故かいきなり機嫌が悪くなったり。とにかく面倒で、厄介な種族。

　その点、俺達の仕事は嘘をつかない。様々な設計図や材料の種類、品質等々、すべてを施工主に開示するからだ。俺が恋に落ちるとすれば、そんなありのままをさらけ出せる人でなければ、絶対に無理だろう。

　そんなことを考えながら、再びソファに戻り、缶ビールのプルタブを開ける。

　そういえば、明日はまた彼女の元カレだというあの男が来る予定だ。どちらかといえばこっちのほうが厄介か。

　もやもやした感情と一緒に、一日の疲れも流してしまおうと、俺は黄金の液体を喉のどに流し込んだ。




　翌日、約束の十一時ぴったりに金井翔吾はやってきた。

　いつもの来客時と同じように、鈴森が二階へ案内する。笑い合うふたりを見て不愉快な気分になっている自分が嫌で、目を背けてファイルを取りに向かう。

　様々な書類を手に二階へ上がると、笑って話していた鈴森がこちらへ向かってくるところだった。俺とすれ違いざまに、何故か怯えるように肩をすくめ、ペこりと頭を下げて足早に階段を下りていく。

　彼女がオドオドしているのは今日に限ったことじゃないが、何故か今は無性にイラついた。

　すでに座っている金井さんの前に立つと、片手で頬杖をつき、品定めするような上目遣いで見てくる彼に、さらに苛いら立だちが募る。が、そんなことを顔や態度に出すわけにはいかない。

「こんにちは。またお越しいただいて、ありがとうございます」

「いーえ。紗羽にも会いたかったんで」

　お互いにこりと笑うが、俺の口の端はピクリと引きつってしまったような気がする。

　なんなんだ、このあいだから〝紗羽、紗羽〟って……。

　小さく咳払いをして気を取り直し、彼の向かい側に腰を下ろすと、基本的なことからおさらいするように話し始める。

「弊社では、ベースとなるプランが数十種類あるとお話しましたよね。まず、こちらから金井さんのご希望に近い住宅のタイプを選んでいただきます」

「規格住宅みたいなもんなんですよね？」

「えぇ。ですがキッチンや水回りの位置を変えたり、洋室を和室にしたり、ある程度の対応は可能です」

　顎に手を当て、金井さんはふむふむと頷く。とりあえず真剣に話し合いを進めていると、階段をのぼる足音とともに鈴森が姿を現した。

　トレーの上には、香ばしい香りと湯気を立ちのぼらせたカップが……って、この暑いのにホット淹れてきたのかよ。

　一瞬眉根を寄せると、金井さんが驚いたような声を上げる。

「あれ、ホットコーヒーじゃん」

「あ。ごめん、ダメだった？　翔吾くん、『夏でもホットのブラックがいい』っていつか言ってなかったっけ？」

「そーそー、よく覚えてたな。さすが一度は愛し合った仲だ」

　鈴森に甘く微笑みかける彼に、持っていたペンをへし折りそうになった。

「なに言って……っ！」

　俺に怒られるとでも思ったのか、鈴森は文句を言おうとした口をつぐみ、俺を見てぎこちなく笑う。金井さんの前にコーヒーカップを置くと、そそくさとまた一階へ下りていった。

　そんな彼女を、金井さんは細めた目で追っている。

「あいつ、可愛いでしょう。からかうとすぐキョドるし、怯えたウサギみたいで」

「……そう、ですね」

　ウサギみたいかは別として、まぁ彼女のキョドりっぷりは面白い。一応肯定すると、彼は少し身を乗り出すようにして小声で囁いた。

「でも、あんな純情そうな顔して、実は胸に色っぽーい黒子があるんですよ」

　――ピクッ、と顔の筋肉が固まる。

　急激に醜い感情が湧き上がるのを感じていると、目の前の男の薄い唇が怪しげに弧を描く。

「やっと笑顔が消えた」

　そう言われてはっとした。思わず目を逸らしてしまい、動揺している自分に戸惑う。

「俺も営業マンだからか、つくり笑顔とか結構わかっちゃうんですよ。この前来た時から、柊さんが無理して笑ってるの気づいてました」

　今まで営業用の笑顔だとお客様にバレたことは一度もなかった。

　でもあの時は、セクハラまがいの発言をして鈴森を困らせるこの男にムカついていた。軽い言動をして、けれど鈴森も楽しそうに笑っていて。彼女がこの男と付き合っていたことも、彼女とまったく壁がない雰囲気も、すべてが気に食わなかった。

　そう、俺はたしかに苛立ちを感じていた。最初こそなにも気にしていないかのように振る舞っていたものの、無意識に顔に出てしまっていたのだろうか。

　すっかり接客用の笑顔をつくれないでいる俺を、金井さんは真意を問うようにまっすぐ見据える。

「きっとあなたは、紗羽のことを仕事仲間以上に思ってる。違いますかね？」

　そんなことは、前からとっくに気づいている。ずっと前から、自分が彼女に特別な感情を抱いていることは……。ただ、それを認めたくなかっただけだ。

　ひとつ息を吸い込むと、再び笑顔をつくって言う。

「それを、あなたに言う必要がありますか？」

　一瞬、面食らったような顔をした金井さんは、すぐに笑って頷いた。

「ま、そうですよね。俺は別にどっちでもいいんすよ。ただちょっと、柊さんのスカしてるとこが気に食わなくて、挑発したくなったんです。すみません」

　あっさり謝って軽く頭を下げた彼は、コーヒーを啜すすりながらカタログを捲り始める。

　完璧にペースを乱された俺は、飄ひょう々ひょうとしたこの男を眺めて小さくため息を吐き出した。




　それからは建て替えの話に戻り、ひとまず今日の打ち合わせは終了した。

　一階へ下り、オフィスの中をちらりと見やると、ちょうど鈴森は電話中で内心ほっとする。

　金井さんは俺に背を向け、靴を履き替えながらこう言った。

「今度の打ち合わせには俺の父親も連れてくるんで、安心してください」

「……それはどうも」

　ぎこちない笑みを返すと、彼はなにかを思い出したように、「あと」と言葉を繋げて俺のほうを振り返る。

「来月のお盆中に同窓会やる予定なんですよ、高校の。もしかしたら、紗羽の好きだった奴が来るかもしれませんよ」

〝同窓会〟〝好きだった奴〟そのふたつのワードについピクリと反応してしまう。

　そんな俺に、金井さんは不敵な笑みを浮かべる。

「あ、ちなみにたぶん俺も行くんで。酔った勢いであいつを襲うなんてこともなきにしもあらずっていうか。一応忠告しときます」

　ピシッと音がするかと思うほどの大きなヒビが、張りつけた笑顔に入ったような気がした。

　この男……人を挑発するのも大概にしろ。

　すると、現場から戻ってきた矢城が、なにも知らず笑顔で中へ入ってくる。

「こんにちは。打ち合わせ終わったんですね、お疲れ様でし――」

「あ！」

　会釈した矢城を見て声を上げる金井さんに、俺達はキョトンとする。

「君、このあいだ紗羽と歩いてた人だ」

「え!?」

　目を丸くした矢城が、すっとんきょうな声を出した。

「いやー、相手にされなくてかわいそうだけど、まぁ〝弟〟ってレッテル貼られちゃ仕方ないよな。君カッコいいし、すぐ次の恋が見つかるよ。紗羽のことは諦めな」

「はぁぁ!?」

　愕がく然ぜんとする矢城はさておき、金井さんは「じゃ！」と足取り軽く去っていく。

　彼も見ていたのか、鈴森が矢城とふたりでいる場面を。

「ちょっ、柊さん！　なんなんすか、あの人！　なんで初対面の相手にいらないアドバイスされなきゃいけないんすか!?」

　俺の腕をがしっと掴み、取り乱す矢城を気の毒な目で見てしまう。

「ってか『紗羽』ってなに、『紗羽』って！　何者なんだよ、あいつ!?」

「……ただの野蛮人だ、気にするな」

　怒りの収まらない矢城の腕を引き剥がしつつ、俺は今日何度目かわからないため息を吐き出した。




　翌日も、俺は心にもやもやしたものを抱えたまま、仕事をしていた。

　矢城の鈴森に対する恋心には、ふたりが抱き合っている場面を目撃する前から気づいていた。

　わかりやすいからな、あいつら。矢城なんてもう隠す気すらないようだし。

　鈴森もまんざらでもなさそうで、彼に好意を抱いていることはわかりきっていた。出張の帰りに土産を選んでいる時も、矢城のことを考えているようだったし、俺はもう付き合うものと思っていた。

　しかし、彼女は『彼に恋愛感情はない』と言う。そんなのは建て前じゃないかと最初は疑っていたが、金井さんがああ言うのならきっと本当なのだろう。

　……ということは、鈴森は金井さんにもそれを打ち明けていたってことじゃないか。同級生で元カレとはいえ、そんな話をするくらい仲がいいということに腹立たしさを覚える。俺には、金井翔吾がそんなにイイ男だとは思えない。だって、あいつは――。

「……だから、この窓の位置どうしようか、隼人くん。……隼人くん？」

「あ、はい？」

　隣からかけられた声を、最後のほうだけ聞き取り振り向くと、絵梨子さんが不思議そうに俺を見ていた。

　マズい、今かなりぼーっとしてたな、俺。

「どうしたの？　珍しくぼーっとしちゃって」

「いえ、なんでも。すみません、窓がどうしたんですっけ？」

　シフトの都合上、今日は休みで姿がない鈴森の席を気にしつつ、絵梨子さんから用件を聞いた。次回の打ち合わせでお客様に伝える内容をメモしていると、じーっと俺を見つめる猫のような絵梨子さんの瞳に気づく。

「どうしました？」

「なんか最近、隼人くんも様子がおかしいわよねぇ。これはますます面白くなってきそうな予感」

　独り言のように言う彼女の口元は、締まりがなくなっている。

「……なにがですか」

「うふふ。ごめんね、こっちの話」

　彼女は口元に手を当てて笑い、小首をかしげる。

　なんとなく、なにを考えているか想像はつくが……。

　絵梨子さんや古賀さんは、人の浮ついた話やちょっとした変化には、超がつくほど敏感だからな。俺の気持ちにも薄々気づいているのかもしれない。当然、シラを切り通すつもりでいるが。




　昼休みになり、それぞれ弁当を取り出したりオフィスを出ていったりする中、凝りをほぐすように首を回した絵梨子さんが俺にこんなことを言う。

「そういえば今年の二級建築士の設計製図の課題、レストラン併用住宅になったらしいわね」

　……それは、俺も調べたから知っている。

　学科試験と、与えられた課題の設計図を作成する設計製図の試験に両方合格すると、二級建築士の国家資格が得られる。絵梨子さんや古賀さん、矢城はすでにこの試験に合格していて、さらに上の一級建築士の資格を持っているのが社長だ。

　俺にも一応受験資格はあるのだが……。

「あれ、すっごい難しいのよねぇ、懐かしいわ。隼人くんはまだ受ける気ないの？」

「……えぇ。今はこのプランナーの仕事が一番合ってると思うんで」

　そう答えたものの、心の奥では微妙なズレを感じる。

　二級建築士の試験に受かれば、絵梨子さんのように設計を担当することができる。本当は、その役割を担いたいと思っていた。自分の家族の家を、自分で設計することができたらいいな、と。

　しかし、家を出て親を捨てた今の俺には、家族はいないも同然。いつの間にか設計することの意義を見失ってしまい、一歩を踏み出せずにいる足は、この先ずっと止まったままでもおかしくない状態なのだ。

　それでも、きっちり試験問題を調べてしまうのは、まだ煮えきらない思いがあるからなのかもしれない。

　絵梨子さんには俺がここに入社した当時、二級建築士に興味があると話したことがある。だから、今もこんな話題を振ってくるのだ。

「もし受ける気になったら言いなさいよ。だいぶ古いけど参考書とかもあるし、わからないことあったら教えるから」

「ありがとうございます、絵梨子姉さん」

　茶化して呼ぶと、彼女は「任せなさい」と得意げに笑う。

　頼りになる彼女が財布片手にオフィスを出ていくのを見送り、デスクに広げた設計図に目を落とした。

　ふいに、鈴森と交わした会話を思い出す。

『どうしてこの仕事をしたいと思ったんですか？』

『マイ・スウィートって映画を見て、だよ』

　まさか、あいつもあの映画がきっかけでこの業界に入ったとはな。

　少しだけ胸の奥が温かくなるのと同時に、微かな痛みを感じる。

『結構有名だっただろ』

『……知らない人もいますよ』

　あの時、わずかに憂いを帯びた表情で、鈴森が誰のことを言っていたのかを考えた俺は、少しだけ切なくなった。




　すっかり梅雨も明け、朝から蝉せみの鳴き声が賑やかな七月下旬のある日。昼休みに入って皆が出払ったあと、まだ残っていた社長が俺を呼んだ。

　オフィス全体を見渡せる社長のデスクに近づくと、彼は肘をついて顔の前で両手を組み、俺を見上げる。

「実は柊くんにお願いがあってね。新科店のことなんだが……」

　新科店というのは、この本社以外にもうひとつある営業所のことだ。

　年二回行われる会議で向こうに行ったりもしているが、お願いというのはもしかして……。

「最近新しいプランナーを雇ったんだが、どうもミスが多くてね。ショールームも併設されたおかげで、向こうはてんやわんやらしいんだよ」

　やはり。その話なら、実はもうある人から聞いて知っている。

　新科店にはショールームが併設されたばかり。あまり広くはないが、キッチンやお風呂、トイレなど、住宅設備のサンプルを見学することができるものだ。新人が入って間もない時に組織も変わることになり、なかなか上手くいっていないらしい。

「そこで、とっても申し訳ない頼み事なんだが……」

「俺にヘルプに行ってほしい、ってことですね？」

「さすが柊くん、飲み込み早いね～」

　メタルフレームをきらりと輝かせ、社長はうんうんと頷く。

　もしかしたら、ヘルプに行けと言われるのではないかと予想はしていた。それ自体は構わないのだが、すぐ近くに厄介な人物がいると思うと途端に行く気が失せる。

　それは、大学が一緒だった杏あん奈なという女性。うちが契約しているメーカーの社員であり、新科店のショールームでアドバイザーとして働いている。向こうが上手くいっていないという話も、彼女から聞いていた。

「いつから、どのくらい行けばいいんですか？」

「柊くんが今担当してる仕事の引き継ぎができ次第、お願いするよ。君の代わりは僕の知り合いの信頼できるプランナーに話してあるから、こっちは心配ない。期間は向こうが落ち着くまで……二、三ヶ月はかかるかもしれないね」

「二、三ヶ月か……通勤どうするかな」

「ウィークリーマンション借りるぞ。そっちの手配は全部僕がやっておくから」

　新科店まではここから車で片道三時間はかかる。都合のいい電車などもなく、毎日通勤するにはかなり不便だ。ヘルプに行っているあいだは、ウィークリーマンションに住むことにしたほうがいいだろう。

　杏奈が押しかけてきそうだから、絶対にマンションの場所は知られないようにしなくては。

　顎に手を当てて考えていた俺は、社長を見据えて答える。

「じゃあ、すみませんがお願いします」

「いや、こっちこそ本当に悪いね。急にこんな頼み事して」

「大丈夫です。俺の頑張り次第では、早く向こうを軌道に乗せて、もっと短期間で帰ってくることができるでしょうし」

　ふっと口元を緩ませて腰を上げた社長は、「頼もしいなぁ君は～」と俺の肩をバシバシと叩く。

　苦笑いしていると、彼は思い出したようにこう言った。

「あぁそういえば、向こうのショールームのアドバイザーの岩いわ坂さかって子が、今度こっちも見学しに来たいと言ってるんだ」

「え？」

　杏奈が？

「なんで……」

　思わず眉をひそめる俺の横に、社長のカップを片づけるため鈴森がやってきた。

「新しいシステムキッチンを販売し始めたから、その営業も兼ねてわざわざ来てくれるそうだ。これから新科店に行ったら世話になるだろうし、この機会に少し話してみたらいい」

　今さらあいつと話すことなんてないし、それだけが目的で来るとは思えない。

　気を重くする俺に、社長はニヤリと含み笑いしつつ言う。

「なかなかの美人らしいぞ」

　一瞬、立ち去ろうとする鈴森の足が止まったような気がした。










シャビーな過去とシックな彼女　～Ｓｉｄｅ 柊～




　岩坂杏奈は、俺が大学を卒業したあと、お互いプランナーとアドバイザーとなって再会してから、いつの間にか恋人のような関係になっていた女性だ。

　女なんて面倒だから、と誰に告白されても相手にしなかった俺に、杏奈だけはずっとつきまとっていた。

『隼人があたしを好きじゃなくてもいい。あたしが隼人を好きだからそれでいいの』

　口癖のようにそんなことを言う彼女を、そのうちフリ続けるのすらも面倒になり、勝手にしてくれと思うようになった。

　そうすると、いつの間にか隣に彼女がいることが当たり前になっていて、別段気にならなくなっている自分に気づく。

　いいことがあった時も、嫌なことがあった時も、話せば軽く笑い飛ばしてくれる、サバサバしたあいつといるのは心地よかったのだ。

　俺から好きだと言った覚えはない。だが、自然にふたりで会うようになって、唇を重ね、身体を重ねた。恋人となんら変わらない関係を、気がつけば二年ものあいだ続けていたのだ。

　それが終わりを迎えたのは、杏奈が遠方へ異動になった三年前。

『離れても、今の関係を続けてくれる？』

　異動が決まった時の彼女の問いに対して、俺は迷うことなく答えた。

『続けるつもりはない。杏奈はそろそろ結婚も考えるだろうが、俺はそれを叶えてやることはできないから。この関係は、今のうちに終わりにしたほうがお前のためだ』

　俺の言葉を杏奈は予期していたらしく、反論もせずにただ俯くだけで、昔のように、フラれてもしがみついてくる彼女はもういなかった。

　だが、その存在がなくなってもさほど胸は痛まなかった。俺の彼女に対する愛情は、その程度のものだったのだ。

　そして杏奈も、俺と二年間一緒に過ごしてみて、きっと限界を感じただろう。俺とでは幸せな未来はつくれないとわかったはずだ。

　そう、思っていた。

　あの日――鈴森と矢城が抱き合っている場面を目撃した日、彼女と再会するまでは。




　＊　＊　＊




　今から一ヶ月ほど前の六月下旬、ひとりで残業しているとスマホに懐かしい名前が表示された。別れてからもそのまま登録されっぱなしだった、杏奈の携帯番号だ。

　特に出ない理由も見つからず、通話をタップした。

『まだ変わってなかったのね、番号』

　数年ぶりに聞いた杏奈の声は、あの頃となにも変わっていない。それでも、懐かしさ以外の感情が湧いてこない自分に、どこかほっとしていた。

「……久しぶりだな。三年ぶりくらいか」

『そうだね。元気？』

「あぁ。どうした、突然」

『隼人の声が聞きたくなったの』

　甘えたような声で言う杏奈に、俺は椅子の背もたれに身体を預け、あからさまにため息をつく。

「そういう冗談を言ってんなら切る」

『あはは！　相変わらず冷たいのね～』

　あぁ、こうやって笑い飛ばすのが杏奈だった……と、なんだか心地よささえ感じる。

　俺が電話で無駄話するのは嫌いだということをわかっている彼女は、すぐに本題を切り出した。

『ミライトホームの新科店にショールームができるって話はもちろん知ってるでしょ？　あたし、そこに異動することになったの』

「それで？」

『隼人とも関わるかもしれないから一応の挨拶よ。ていうか、もうちょっと驚いてくれてもいいじゃない！』

　口を尖らせている杏奈が容易に想像できて、微笑を漏らした。

　今年に入ってショールームの件を聞いた時から、もしかしたら杏奈がアドバイザーになることもあるかもしれないと思っていたから、あまり驚きはないのだ。

「そうか、よろしくな」

『うん。それと、もうひとつ……隼人にとってはこっちのほうが重要かもね』

「なんだよ？」

『直接会って話したいんだけど』

　今日二度目のため息をつく。

　直接会わなきゃいけない理由がどこにある？　電話でいいだろう。

「会う気はない」

『じゃあ教えない』

「お前なぁ……」

『隼人の会社の定休日って水曜だったよね。来週空いてる？』

　杏奈はどこまでもマイペースで強引だ。こうなると彼女は絶対に意見を変えない。

　あんな言い方をされたら、気になってしまうのは当然で、俺は三度目のため息をつきながら、仕方なく会う約束を交わしたのだった。




　翌週の六月最後の水曜日、乗り気ではないながらも、俺は杏奈と待ち合わせたカフェにいた。

　頼んだアイスコーヒーはすぐに用意され、テイクアウト用の透明なカップに入ったそれを受け取る。

　ヴィンテージ風の上品なテーブルや椅子が味を出している、シャビーシックな雰囲気の店内は、男女ともに人気があるらしい。インテリアを観察してしまうのは癖のようなもので、店内をぐるりと眺めつつ杏奈が待つ席へ向かった。

　駅前の通りに面したガラス張りの席で、同じく透明なカップをお供に、彼女は道行く人を眺めている。前は肩まであった髪がバッサリ切られているが、意志の強そうな切れ長の瞳と、紅いグロスが乗った唇は昔のままだ。

　向かい側の椅子を引いた俺に気づくと、ショートヘアが際立たせる小顔がこちらを向き、にこりと笑う。

「隼人！　相変わらずイイ男ね～」

「杏奈も相変わらず気が強そうだな」

「……少しはお世辞ってものを言う努力をしたらどう？」

　笑顔が一変、杏奈は片手で頬杖をつきながら据わった目になる。

　そんな彼女を気に留めず、本題を促した。

「で、このあいだの続きは？」

「もう少し世間話してからでもいいじゃない」

　不満げに口を尖らせる杏奈に、俺は淡々と言う。

「お前が世間話しだしたら、日が暮れて夜になっちまう」

「そんなにお喋りじゃないわよ！」

　静かにコーヒーを飲む俺に、杏奈はムッと頬を膨らませた。

　こんなやり取りも昔と変わらなくて、ほんの少しだけ楽しいと思ってしまう自分も否めない。

「まぁいいわ、雑談はまたあとで。とりあえず本題ね」

　結局あとでするのかと思いつつ、ストローでドリンクを吸い上げてから、話す体勢に入る杏奈を見据える。

「最近、あたしもよくミライトホームの新科店に行くから知ってるんだけど、そこのプランナーさんが転職するらしくて、新人の女の子を採用したの。でもいざ任せてみたら、お客様からクレームが来たり、大工さんと衝突したりで上手くいかないらしいのよ」

「なんでそんな奴雇ったんだ？」

「性格はいい子なんだよ。あたしも話したことあるけど愛想はいいし。ただ、資格取って間もないみたいだし、まだ自分の意見をはっきり言えないところがあるんじゃないかな」

　たしかに、それは一理あるだろう。インテリアプランナーの資格を取るためには実務経験が必要だが、それがあったからといって、実際に担当を任されて上手くやれるとは限らないのだから。

「ま、根気よく教えるしかないんじゃねーの」

「それが、そのプランナーさん、八月中旬には転職先に行かなきゃいけないから、そうもいかないみたいよ」

　ということは、引き継ぎ期間はあと一ヶ月半くらいか。時間的にはなんとかなると思うが……でもそれは本人のやる気次第だろう。

　コーヒーを飲みながら、資格を取った当時の自分に置き換えて考えを巡らせる。

　すると、杏奈がテーブルに少し身を乗り出すようにして、意味深な笑みを浮かべた。

「だから、隼人がこっちに来ればいいと思うの」

　……なにを言いだすかと思えば。社長からの辞令が下されれば別だが、自分から行く気はないぞ。

「そんな簡単な話じゃない」

　背もたれに背中を預けながら、気怠げに言うと、杏奈も当然というように頷く。

「もちろんわかってる。でも、そうすれば隼人の評判はかなり上がるんじゃない？」

「そんなことはどうでもいい。上げなきゃいけないのは、社内よりお客さんからの評判と信頼だろ」

　トン、とカップを置いて言いきると、俺がそう言うのを半ばわかっていたように、杏奈は「そうなんだけどさ」と呟いた。

「でも、隼人に新科店に来てほしいと思う理由はそれだけじゃない」

　まだなにか重要なことがありそうな言い方に、彼女と目線を合わせる。

「つい最近新科店に来たお客さんで、『柊 隼人はいますか？』って尋ねてきた人がいるらしいの」

「……え？」

　まったく予想外の話に、間抜けな声が漏れてしまった。

　俺のことを聞いてきただって？　一体誰が？

「それを聞かれたのが例の新人の子だったから、いないって答えたらしいんだけど。あとから本社に隼人がいるって聞いて、『その人に教えてあげればよかった』って言ってた。もしかしたら、隼人の知り合いが家づくりの相談をしたいのかな、って思ったんだけど、心当たりない？」

「いや、なにも……」

　もし俺に頼みたいのなら、直接連絡してくるだろう。だが、誰からもそんなことは言われていない。

　不思議な出来事に、俺は眉をひそめる。

「誰なんだよ……名前は？」

「えっとね、名前は……あれ、ど忘れしちゃった」

「はぁ？」

　ぱかっと口を開けた俺は、きっとアホ面になっているはず。

「ちょっと待って、今思い出す！」

　うーん、とこめかみに指を当てながら唸る杏奈に呆れて、俺は再びカップに手を伸ばしドリンクを飲む。

　前から肝心なところで抜けてんだよな、こいつ。

　ぶつぶつ呟きながら考えていたがすぐに思い出したようで、杏奈は目と口を開いて「あ！」と声を上げた。

「そうだ、『三好』！　たしか『三好さん』って言ってたわ」

　――その名前に反応して、ドクンと心臓が鳴る。

　カップを置こうとした寸前にそれは指先から離れて、テーブルの上に転がった。

「きゃ！　ちょっと隼人ー」

　杏奈は急いでカップを起こし、自分のバッグからティッシュを取り出す。

　蓋をしていたからまだよかったが、テーブルの上には茶色の液体が小さな水みず溜たまりをつくっている。それを見ても、俺は動くことができずにいた。

「よかった、ちょっとこぼれただけで。これ捨てるついでに、お手洗い行ってくるわ」

　杏奈は拭き取ったティッシュを片手に持ち、席を立つ。

　そして、俺の横を通り過ぎようとした瞬間、咄嗟に彼女の手首を掴まえていた。

「隼人？」

「本当に『三好』って言ってたのか？」

　驚きと戸惑いを露わにした表情で俺を見下ろしながらも、杏奈はしっかりと頷く。

「うん……たしかに、三好っていう男の人だったって言ってたけど」

「そうか……」

　彼女の手を離し、俺は思案し始めた。

　思い当たる人物がひとりだけいる。きっとその予想は正しいだろう。でも、職場にまで来て俺を探していたなんて……一体なんの用だ？

　まったく想像がつかず、黙って考え込む俺に杏奈が怪訝そうに尋ねる。

「どうしたの？　さっきから変よ。やっぱりなにか心当たりあるんでしょ」

「お前には関係ない」

　動揺を隠し、平静を装って答える。

「そうだろうけど！　隼人明らかにおかしいんだもん、気にしないほうが無理よ」

　心配しているような、探るような目で俺を見つめ、杏奈は懸命に言う。

　しかし、俺が再び黙り込むと、彼女はひとつ息を吐き出して、諦めたようにトイレへ向かっていった。

　……あの人、俺がミライトホームにいることを知っていたのか？　でも、何故今さら俺を探している？　それとも、住宅関係のことでなにかあって、店に来たついでに俺のことを聞いたのだろうか。

　汗をかくカップを見るともなく眺めて思案するが、わかるはずもない。なんにせよ、俺は彼と会う気はないのだが。

　そのうち杏奈が戻ってきて、静かに腰を下ろすと、再び俺を真正面から見据え試すように言う。

「新科店に来れば、きっと隼人が知りたいことがわかるわよ」

「……わかってる。でもさっきも言った通り、自分から行く気はない」

　あの人のことは気になるが、自分から調べようとまでは思わない。深入りしたら、過去のことまで引きずり出してしまいそうな気がするから。そんなのはまっぴらごめんだ。

　目を伏せた杏奈は、テーブルの上に置いた手をぐっと握り締めて口を開いた。

「本当はね？　こっちに来てほしい理由は仕事の件もあるけど、それより……あたしが隼人のそばにいたいっていう、個人的な願望からなの」

　やっぱり、か。そうでなければいいと思っていたのだが……。

　俺は腕を組み、小さく息を吐く。

「もう終わっただろ、俺達は」

「そう思ってるのはあなただけよ」

　彼女はわずかに感情の高ぶりを滲ませた口調で、きっぱりとそう言いきった。

「別れ話をしたあの時は、なにを言っても無駄だろうと思って反論しなかった。でも離れて時間が経ってみたら、隼人の気持ちも変わってるかもしれないって思った。だから今日会いに来たの。……あたしの中では、まだなにも終わってないから」

　思わず目を逸らしたくなるほどの、熱く強い眼差しが俺を捉える。

「あたしは今も、隼人のことが好き」

　……杏奈は変わっていないんだな。俺を見つめる瞳も、なんの迷いもなく思いを貫くところも、昔のまま――。

　でも、三年前と変わっていないのは俺も同じだ。

「悪いけど、俺はヨリを戻すって行為は嫌いなんだ」

　こちらもきっぱりと返すと、杏奈は数回目をしばたたかせたあと、ふっと苦笑を漏らした。

「やっぱりダメ？　これまでいろんな手を使ってきたけど、隼人の壁を崩すのは難しいわねー……」

　口元は笑っているものの、目を伏せたその表情からは、やはり悲しさが窺うかがえる。

　少しの罪悪感を抱いていると、彼女はぱっと顔を上げた。

「でもあたし、まだ諦めないから」

　思わず眉根を寄せる。

　凹んでたんじゃねーのかよ。俺の罪悪感を返せ。

「しつこいぞ」

　はっきり言ってやったものの、杏奈はまったく気にしていない。

「だって、どうせ今も彼女いないんでしょ？　だったらまだ可能性はゼロじゃないし」

「ゼロだよ」

「ひっどー！」

　信じられない！とでも言いたげに、怒ったような顔をする。

　そうだ、いくら冷たくしてもへこたれないのが杏奈だった……。

「もうお前もいい歳だろ。こんなことしてたらいくつになっても結婚できないぞ」

　なんとかこいつを諦めさせられないものかと、〝結婚〟という二文字をチラつかせてみるが、やはり彼女はあっけらかんとしている。

「一時はあたしもそれを心配したけどね、もう気にしないことにしたの。離婚した人何人も見てきたし、育児疲れでゲッソリしちゃった子もいるし、なんか結婚に夢がなくなってきちゃって」

「お前の周りはどうなってんだ……」

　頭痛がする時のように額に手を当てると、杏奈はケラケラと笑った。

　大概の女はこの歳になったら、家庭を築く周りの人間を見て焦るものじゃないのか？　絵梨子さんのような独身貴族もいるが、あんなに謳おう歌かしている女性も稀まれなように思う。

　鈴森は……ぽわ～んと呑気に幸せな家庭を夢見ていそうだな。

　たんぽぽの綿毛みたいに、ふわりと穏やかに笑う彼女をなにげなく思い浮かべていると、カップを空にした杏奈が背筋を伸ばして言う。

「さーて、とりあえず話は済んだし。せっかくこっちに来たから、ちょっと街をぶらぶらしていこうかな」

　切り換えの早さも、杏奈の特徴のひとつだったと思い出す。

「してけば？　俺は帰る」

「なに言ってんの、一緒に行くわよ」

「なんでだよ」

　顔をしかめる俺に構わず、にこりと微笑んだ彼女は席を立ち、さっさと出口へ向かう。テーブルの上にスマホを置いたまま。

　これを人質代わりに、俺についてこさせようとしているのか。

「ったく、面倒な女……」

　盛大なため息を吐き出すと、俺はビビッドピンクのスマホを手に重い腰を上げた。




　仕方なく、街をぶらつく杏奈に二時間ほど付き合った。最近駅前なんて歩いていなかったし、たまにはこういうのもいいか……そう思うことにして。

　そうして、杏奈も帰りの電車の時刻を気にしだした頃、道を歩く人達が、一様に同じほうをチラチラと見ていることに気づいた。

　なんとなく俺もそちらに目を向けると、思わず足を止め、その光景に見入ってしまった。

　……あれは、鈴森と矢城？

　小柄な彼女を、矢城がしっかりと抱き締めている。

　ふたりだと確信した瞬間、身体の奥から言いようのない感覚が湧き上がってきた。ザワザワとして、不快で……とても嫌なもの。この正体がなんなのか、わからないほどバカじゃない。

　鈴森が俺の前に現れた時から、ずっと平静を保っていた心のバランスが崩れる予感がしていた。杏奈が何年かけても崩せないものを、彼女はきっと呆気なく壊す。

　その予感はやはり当たってしまったと、この瞬間に思い知った。

「わー大胆！　今時のカップルって人前でイチャつくのも平気なのね～。……って、ちょっと待ってよ隼人！」

　同じくふたりに注目していた杏奈を置いて、俺は駅に向かって歩きだした。

　そのあとは一応改札まで彼女を見送り、「新科店や三好さんのこと、考えが変わったら連絡してよ」と言われ、俺達は別れたのだった。




　＊　＊　＊




　それからというもの、久々に仕事以外のことでも気を揉もむようになってしまった。

　矢城と付き合うと思っていたのにそうでもなく、鈴森は俺を家に上げるし。かと思えば元カレと親しくしているし。何故かその元カレに挑発される始末だし……。

　そんな時に舞い込んだヘルプ話。これでは嫌でも三好という人物が俺を訪ねてきた件と関わらざるを得ない。

　しかも、杏奈が本社にまで乗り込んでくるというではないか。

「疲れる……」

「どうした、柊。これ飲むか？」

　社長からヘルプ話を聞いたあと、デスクに座って眉間に手を当てる俺に、コンビニから帰ってきた古賀さんがエナジードリンクの缶を差し出してくる。

「どうも」と受け取ると、彼はニヤリと口角を上げた。

「まさか恋患いとか？　じゃねーよなぁ、柊だからなー」

「……古賀さんはいいですね。心配事があっても明るく悩んでいられそうで」

「おい、人をアホみたいに言うな」

　むくれる古賀さんに構わず、俺はプルタブに指をかけた。







Love plan５










ミーティングルームにてライバル宣言




『なかなかの美人らしいぞ』

　柊さんに言った社長のひと言が、ずっと頭から離れない。

　ふたりがなんの話をしていたのかよくわからないけれど、その辺りだけ聞こえてしまった。どうやらその人が、営業のために本社に来るらしい。

　あの時の柊さん、ほんの少し様子が違った気がする。もしかしたら、その女性のことを知っているんじゃないだろうか。

　そう考えると自然に思い浮かんでしまうのは、あの日カフェで見た女性――柊さんの、元カノ。

　まさか、そんなことはないと思うけれど。




　しかし翌日の朝礼で、もっと気にしなければいけないことを社長から伝えられた。

「……というわけで、柊くんには新科店のヘルプに行ってもらうことになった」

「えぇっ!?」

　柊さん以外の皆が、目を丸くして驚きと戸惑いの声を上げた。

　そんな……毎日彼の姿を見るだけで幸せだったのに、離れちゃうなんて……！

　社長の話によると、どれくらいスムーズに新人さんを育成できるかにもよるけれど、二、三ヶ月は行くことになるらしい。柊さんの代わりには、社長の知り合いのプランナーさんが来てくれるそうだ。

　異動じゃないからまだいいけど、それでもやっぱり寂しい。

「こっちから誰かがヘルプに行くなんて、かなり久々じゃない？　寂しくなるわねぇ」

　眉を下げる瀬川さんに、柊さんが微笑み返す。

「少しのあいだだけですから。俺も早く戻ってきたいんで頑張ります」

　すると、柊さんの後ろのデスクに座る古賀さんが、足を組みながら意地悪そうに口の端を上げる。

「誰かさんは、柊がいなくなるのはチャンスだろうけどな」

「ちょい、古賀さん！　そーいうこと言わない！」

　隣で怒る矢城くんだけど、そう言われればそうかと納得してしまう。

　ここ最近、矢城くんからアプローチはされていないけれど、『あの金井翔吾って人はなんなんすか!?』と尋問された。

　どうやら翔吾くんに、『紗羽は諦めろ』みたいなことを言われたのだとか。

　まったく、勝手に波風を立てないでほしい。

　私や柊さんに向かって、バツが悪そうにぺこりと頭を下げる矢城くんに苦笑していると、「あ、そうだ！」と、絵梨子さんがなにか閃いたように人差し指を立てた。

「隼人くんが行っちゃう前に、皆でバーベキューでもやりましょーよ」

　そういえば、このあいだの完成見学会の時に絵梨子さんが言っていたのを思い出す。

　ぜひやりたい！とわくわくしていると、皆から乗り気な声が上がった。

「いいですね、バーベキュー！」

「俺、実家に道具あるから持ってくるよ」

　矢城くんが同意して、古賀さんもありがたいことを言ってくれる。

「ねぇ社長、そこの駐車場でやっちゃダメかしら？」

　瀬川さんが、来客者の車が五台停められる駐車場のほうを指差して言った。

　その提案に、社長も笑顔で返す。

「あぁ、いいんじゃないかな。柊くんの代わりに来るプランナーにも声をかけて、親睦会も兼ねてやろうか」

　口々に盛り上がる皆の中、ひとり口を開かない柊さんだけれど、その表情は明るく穏やかだった。

　再来週の定休日前日にバーベキューをやろうと話がまとまり、最後に社長が「あ、言い忘れてた」とつけ足す。

「今週の金曜日、新科店のショールームでアドバイザーをやってる、岩坂さんっていう女性が来ることになっているからよろしく。営業がてら、本社の中も見てみたいそうだ」

　その言葉に、思わずピクッと反応してしまう。ちらりと柊さんを見やるけれど、特に変わった様子はない。

　きっと私の気にしすぎだよね。なんの根拠もない、ただの憶測だもの。

　そう思い、気にしないでいられたのは、金曜日までの短いあいだだった。




「新科店のショールームでアドバイザーを担当することになりました、岩坂です。よろしくお願いします」

　金曜日の午前中、皆に笑顔で挨拶する彼女を見て、私はピシッと固まっていた。

　ふんわりとした大人可愛いショートヘアに、切れ長の瞳、魅惑的な紅い唇の持ち主は、やっぱりあの日カフェで見た女性と同じ。

　カッコよさと女性らしさを併せ持った、素敵な女性……この人が柊さんの元カノなんだ。

　間近で見るとやっぱりすごく綺麗だし、私とは全然タイプが違う。私なんてカッコよさの欠かけ片らもないし、お子ちゃまだし、どこかのご当地キャラクターみたいにちんちくりんだし……。

　勝手に比較して落ち込みながら、岩坂さんと柊さんを交互にチェックしていると、ふたりの目が合った。

　岩坂さんがにこりと微笑むと、柊さんはふいっと顔を背ける。そんな様子を見た彼女は、おかしそうにクスッと笑った。

　なにこの余裕！　さすがとしか言いようがない。

　そして私ったら、うざったそうな表情をしながら気怠げに腕を組む柊さんに、何故ときめいてしまっているの!?　彼に冷たくされるのは私だけでありたいのに……とまで思ってしまう私のドＭ度は重症かしら。

　羨みと嫉妬が交ざった視線を送っていると、岩坂さんの隣に立つ社長が、にこやかに言う。

「ついさっき聞いたんだが、岩坂さんと柊くんは知り合いなんだって？」

「えっ」と驚く皆の視線がふたりに集中する中、岩坂さんが綺麗な笑みを浮かべて頷いた。

「えぇ、大学が同じで」

「そうだったのか。それならそうと、柊くんも言ってくれたらいいのに。水臭いぞ」

　心底嫌そうな顔をした柊さんだけれど、社長はそんなことは気にせずに話を続ける。

「じゃあ柊くんと僕は、岩坂さんから新製品の話を少し聞こうか。君達は積もる話もあるだろうし」

「積もる話はありません」

　素っ気なく返す柊さん。

「もう、昔からこんな感じなんですよ、この人。ひどいですよねぇ」

　岩坂さんは彼を一瞥し、不満げに口を尖らせていた。

　それでも、遠慮のない関係だということや、昔からの繋がりを見せつけられたようで、私の胸はキリキリと痛くなる。

「はっはっは。柊くんは、どの女性に対しても平等に冷たいんだなぁ」

　社長はお気楽な調子で笑うと、柊さんと岩坂さんを連れて二階へ上がっていってしまった。

　彼らの姿が消えると、「紗羽さん、紗羽さん!!」と矢城くんが一目散に私の元へ駆け寄ってくる。

「岩坂さんってあの時の人じゃないですか!?　柊さんとデートしてた人！」

「あぁ、うん……いや、デートではなかったっぽいけど……」

　柊さんは彼女とのことを『昔のことだ』と言っていたし、デートではないと思いたい。

「なによ、あんた達なにか知ってたの？」

　興奮気味の矢城くんの肩に、興味津々の絵梨子さんがぽんと手を置く。

　古賀さんと瀬川さんも集まり、私のデスクの周りに固まる仕事そっちのけの私達は、柊さん達の話題で持ちきりになった。

「へぇ～、あの岩坂さんは柊の元カノで、しかも休日に会ってたってのか」

　知っていることを白状すると、古賀さんは顎に手を当てて頷き、瀬川さんはどこか楽しげにニヤリと笑う。

「なんだか妖しい匂いがするわね」

　そんな中、絵梨子さんは難しい顔をして私にこう言った。

「紗羽ちゃん、これはちょっとマズいんじゃない？　岩坂さんに未練があったりしたら、隼人くんとヨリを戻そうとするかも」

「たしかに、その可能性も……」

　ないとは言えないよね。ふたりがカフェにいた時だって、親密な話をしていそうだったし。

　神妙な顔で考えていると、絵梨子さんは拳を握り、気合いで十分の声を出す。

「だから、紗羽ちゃんもなにか先手打っとかないと！」

「そうですよね、先手……って、え!?」

　彼女の言葉がおかしいことに気づき、私は目を見開く。

　絵梨子さん、私が柊さんのことを好きって前提で話してませんか？　私、まだ打ち明けたりしてないはずだけど！

　ギョッとしていると、絵梨子さんはにんまりと、形のいい唇の端を持ち上げる。

「やーだ紗羽ちゃん、この絵梨子姉さんを甘く見ないでほしいわ。あなたの恋心なんて、すべてお見通しよ」

　目を見開く私に、古賀さんが瀬川さんの柔らかそうな肩を抱き、ふたりしてニヤリと笑う。

「ちなみに俺達も気づいてたから」

「うふふ。上手くいくように、陰ながら応援してるわ」

　瀬川さんはにっこり笑顔で、お祈りをするように手を組み、身体をくねらせた。

「そ、そんなぁ……！」

　ひぇ～、まさか皆知っていたなんて！　ミライトホームって、仲がいい分筒抜けだし、隠し事もできないのね。

　恥ずかしさで縮こまる私の横で、矢城くんはひとり拗ねたように口を尖らせている。

「誰も俺の味方はしてくれないんすね……」

「当たり前だろ、お前は一回フラれてんだから。潔く諦めたほうが男らしいぞ」

「古賀さんまでそれ言う～？」

　しくしくと泣く矢城くん、なんだか最近キャラが変わってきた気がするよ。

　そんなこんなで岩坂さんにお茶を出すことも忘れていたことに気づき、私は慌てて給湯室へ向かった。来客用のグラスに冷たいお茶を注ぎ、それをトレーに乗せると、ざわめく胸を落ち着かせながら二階へ上がる。

　岩坂さんと仕事の話をする柊さんは、当然だけどいつもと変わりなく、真剣な表情をしていた。




　話が終わったのか社長だけが一階に下りてくる。それから、そわそわと落ち着かずに待つこと十分、やっと柊さんも戻ってきた。岩坂さんももう下りてくるから、お茶を片づけてくれと言われたので、二階へ上がろうとすると、絵梨子さんが私に近づいて耳打ちしてきた。

「もしチャンスがあったら、彼女が隼人くんのこと、もうなんとも思ってないか探り入れてみたら？」

「えっ、でも、そんな高度なこと私にできるかな」

「気になるんでしょ？　なんでふたりで会ってたのか」

　それはもちろん気になる。ここは絵梨子さんの言う通り、勇気を出して探りを入れてみるか……！

　よしっ、と気合いを入れた私は、少し緊張しながらトレーとふきんを持って二階へ上がった。

　階段をのぼりきり、打ち合わせスペースに入ると、岩坂さんはファイルやカタログを抱え、壁に飾られたお客様の写真や子供達が描いてくれた絵を眺めていた。私に気づいて笑顔で会釈する彼女に、私も同じように返す。

「すみませんが、お茶を片づけてもよろしいでしょうか？」

　遠慮がちに尋ねると、岩坂さんにとても気持ちのいい笑顔を返された。

「はい！　ありがとうございました」

　どうしよう。気合いを入れたものの、突然聞いたらおかしいし、なにから切り出そう？

　悶々と考えつつミーティングテーブルを拭いていると、「あのー……」と岩坂さんのほうから声をかけられて、ぱっと顔を向ける。

「は、はいっ？」

　すると、彼女の表情がふわっと明るさを増した気がした。

「あ、やっぱりあなたか！」

　ピンと人差し指を立てて、なにかを確信したように言う。

　私は無意識に「へ？」と間抜けな声を漏らしていた。

「ちょっと前、街中で熱～い抱擁をしてませんでした？　さっきから似てるなと思ってたの」

　ギクリと胸が軋む。

　もしかして、柊さんと一緒に岩坂さんも見ていた……!?

「いいなぁ、あたしも彼氏欲しいです」

「いや、あの、決して付き合ってるわけでは……」

　歯切れ悪くぼそぼそと返すと、彼女は意外そうにキョトンとする。

「あら、そうなんですか？　お似合いだと思ったのに」

「あはは……」

　微妙な笑みを浮かべる私に、岩坂さんも無邪気に笑う。

「まぁ、男と女には色々ありますよね」

　深くは追及してこない彼女。さっぱりした感じの人で、すごく親しみやすいかもしれない。

　好印象を抱きつつ、私も質問をしてみる。

「岩坂さんこそ、そんなに美人さんなのに彼氏募集中なんですか？」

「そーなのよー。ま、お目当ての人以外は興味ないんだけど」

〝お目当ての人〟って、まさか。

「でも、あたし全然相手にされてないの。一度は付き合えたと思ったのになー……」

　少し切なさを滲ませた声を聞いて、予想が確信に変わった。

　岩坂さんは、まだ柊さんのことを思っている――。

　急激に焦りのようなものが湧き上がってきて、私はぎゅっとふきんを握り締めた。

「あ。ごめんなさいね、急に変な話して」

「私も相手にされてないんです、好きな人から。……たぶん、岩坂さんと同じ人だと思います」

　気がついたら、そんな言葉がこぼれていた。なんでこんなことを言ったのかわからないけれど、もしかしたら、彼女と同じ土俵に立ちたかったのかもしれない。

　意表をつかれた様子の彼女は、目を丸くして私を見つめる。

「あなた、知ってるの？　あたしと隼人のこと」

　付き合っていたのだから当然だろうけど、彼を呼び捨てにしていることにすら嫉妬してしまう。

　俯きながら小さく頷くと、岩坂さんは「そっか……」と呟く。

「じゃあライバルだね、あたし達！」

　そう続け、彼女はニコッとまったく嫌味のない笑顔を浮かべた。

　あまりにもあっさりとしたライバル宣言に、私は拍子抜けしてしまった。

「あたし、今度隼人が新科店に来るのが最後のチャンスだと思ってるの。そこで彼をものにできなかったら、いい加減諦めるつもり」

　ファイルを胸に抱いて、彼女は私に力強い眼差しを向ける。

「お互い頑張りましょ。でも、負ける気はないから」

　きっぱりと言いきった彼女は、女王のような綺麗で勇ましい笑みを見せると、身を翻して階段を下りていった。

　ぽつんと残された私は、ふきんを投げ出してがっくりと肩を落とす。

「なんか私、勝てる気がしない……」

　岩坂さん、カッコよすぎでしょう！　ライバルにあんなふうに潔くエールを送れる人、なかなかいないんじゃない？

　さすが柊さんの元カノ……器が大きい。

　でも、私も負けてはいられない。絵梨子さんの言う通り、先手必勝よ！　柊さんがヘルプに行ってしまう前に、私は私にできることをしよう。

　顔を上げた私は、改めて気合いを入れ、ゴシゴシとテーブルを拭くのだった。










キスは星空の天井の下で




　岩坂さんが来た翌日から、柊さんの代わりとなるプランナーの向むか井いさんがやってきた。

　彼は社長と同じくらいの年齢の、人のよさそうなおじさん。柊さんとの引き継ぎもなんの問題もなくスムーズにいっているらしく、さすがベテランという感じだ。

　もうすぐ柊さんとしばしのお別れ。なにか行動を起こさなきゃと思いながらも、私にできることといったら高たかが知れている。

　昼休みになってもまだデスクに向かっている彼を見た時、気の利きいたことをして好感度アップを狙ってみようと、こんな行動に出てみた。

　パソコンのキーを軽やかに打つ柊さんの背後にそろりと近づき、明るい調子で声をかける。

「柊さん、お疲れじゃないですか？　肩揉みしましょうか」

「余計凝りそうだからいい」

　あっさり断られ、肩に乗せようとした両手は行き場をなくしてしまった。

　次こそは！と意気込んで、家庭的なところをアピールしようと、手づくりドリンクを入れたタンブラーを差し出す。

「紗羽特製アボカドジュースつくったんですけど、コーヒーの代わりにいかがですか？」

「……絶っ対いらない」

　緑色のドロドロ状の液体を心底嫌そうな顔で一瞥した彼に、またしても断固拒否されてしまった。

　なんか違うぞ、私。やらなきゃいけないのはこんなことじゃない！




　うーんと頭を抱えているうちに、向井さんが来てから約十日が経ち、あっという間にバーベキューの日を迎えた。

　業務を終えた私達は、明るいうちから駐車場に出て、炭や椅子、食材の準備をした。

　柊さんと古賀さん、矢城くんがコンロを囲み、火起こしを始めている。その隣に置いたテーブルには、私達女性陣が切った野菜や肉をたんまりと用意しておいた。

「お酒足りないかしらねぇ。向井さん、飲める人？」

　テーブル脇の地面に置いたクーラーボックスの中を覗きながら、瀬川さんが問いかけた。向井さんの代わりに、彼と並んで椅子に座っていた社長が答える。

「こいつは飲むよー。昔はよく対抗して飲んで、いつも僕が酔い潰れてたな」

「あら、社長だって強いのにそれ以上なの？」

「いやー昔の話ですから！　今はもうだいぶ弱くなりましたよ」

　向井さんも交ざって、三人で和気あいあいと話している。

　そっか、向井さんが飲めるならもう少し買い足したほうがいいかも……と考えて、私はピンと閃いた。

　これは柊さんとふたりきりになるチャンスじゃない？

　テーブルのそばに立っていた私は、炭をうちわで扇いでいる彼のほうをくるっと振り向き、勇気を出して口を開く。

「あの、ひいら――」

「じゃあ俺が買い出し行ってきますよ！」

　タイミング同じくして私の声を掻き消したのは、ニコニコと微笑みながら、コンロのそばですっくと立ち上がった矢城くんだ。まさか。

「紗羽さんも一緒に来てくれませんか？」

　やっぱり！　彼も同じ考えだったか……私達って片思いしている同士、思考が似ているのかも。

「う、うん、行こっか！」

　断るわけにもいかず、笑顔で答えた。

　そんな私に古賀さんが近づいてきて、なにやらコソッと耳打ちしてくる。

「あいつも紗羽ちゃんのこと振り向かせたくて必死なんだよな。悪いけど、やれるだけやらせてみてくれる？　そうすれば、あいつも納得して諦められるだろうからさ」

「古賀さん……」

　いつもは矢城くんのことをからかってばかりの古賀さんだけど、本当はちゃんと彼の気持ちも理解しているのだ。

　矢城くんは今の私と同じ。好きな人にどうにかして近づきたいと思っている。だから私も、同情とかじゃなく、しっかりと向き合わなければいけない。

　私は古賀さんに向かって頷くと、矢城くんと一緒に近くのスーパーまで買い出しに出かけた。

　夕方のスーパーは、仕事帰りの人や主婦で賑わっている。値下げコーナーに群がるオバサマ方を眺めつつ、お酒売り場へ向かった。

「……寂しい、ですよね。柊さんがいなくなるの」

　缶ビールのパックをカゴに入れながら、突然矢城くんが言った。

　新発売のカクテルになんとなく手を伸ばしながら、私は苦笑してみせる。

「まぁ、ね」

「告白しないんですか？」

　ひんやりと冷たい缶に手を触れたまま、一瞬動きを止める。

　そういえば、告白するなんてことは頭になかったな……。

「……しないよ。だって今告白しても、フラれるのは目に見えてるし」

　私と柊さんのあいだには、たぶんなにも芽生えていない。だって、そんなたいした行動は起こしていないから。フラれるのがわかっているのに告白するほどの勇気は、今の私にはないもの。

「……フラれてくださいよ」

「えっ」

　突飛なことを言われ、私は手を引っ込めて矢城くんを振り仰いだ。

　彼は真剣な表情で私を見つめている。

「フラれて、俺んとこに来ればいい」

　――ドキン、と小さく胸が波打つ。

　こういう時だけ敬語を消して、男らしさを垣間見せるなんて……。計算じゃないにしても卑怯だ。

「ね。もしダメだったとしても、俺がいるから安心してください」

　表情を緩めて微笑む彼に、複雑な気持ちが渦巻く私は、困ったような笑顔になってしまう。

「それじゃ、矢城くんのこと保険にしてるみたいで嫌でしょ？」

「全然。好きな人が手に入るなら、くだらないプライドはいりません。ていうか、俺もうすでにプライドなんか捨ててるし」

　自じ嘲ちょう気味に笑った矢城くんは、私をまっすぐ見据える。

「だから紗羽さんも、とことん食いついていったらいいと思いますよ。後悔しないように」

　小さく微笑みを浮かべた矢城くんは、適当にお酒をカゴに入れるとレジへ向かう。

　本当は辛いだろうに、私を励ましてくれて……思ったより大人だな、彼。

　たしかに、もう三好くんの時のような後悔をするのは嫌だ。当たって砕けろ精神で立ち向かわなければいけないのかな。この歳でそれは結構勇気がいることだけど、この先も関係が変わらないのなら、早く決着をつけたほうがいいのかもしれない。

　あぁ、本当になんで柊さんを好きになってしまったんだろう。

　今さらそんなことを考えて、矢城くんのあとに続いてレジに向かうと、その前で彼が足を止めた。

「あ！　バーベキューのあと、皆でこれやりませんか？」

「……花火？」

　矢城くんは、たくさんの手持ち花火と打ち上げ花火が入った袋を指差している。

　夏の夜にはしゃいだ子供の頃を思い出し、懐かしさが込み上げてきて、私も自然と顔がほころぶ。

「いいねー、やろっか」

「はい！　絶対盛り上がりますよ、古賀さんがいるから。あの人、こーいうの大好きだし」

「うんうん、好きそう」

　私達は笑い合いながら花火の束を選び、お酒と一緒にそれも買った。

　柊さんも花火は好きなのかな。どんなリアクションするだろう。

　頭の中で勝手に柊さんに浴衣ゆかたを着せ、クールに花火を持つ彼を妄想しつつ、再び会社までの道を歩いた。

　会社へ戻ると、すでに炭は準備万端らしく、柊さんも古賀さんも、コンロから少し離れた縁石に腰を下ろしている。他の皆はテーブルの周りの椅子に座り、談笑して私達の帰りを待っていた。

「やべ、早く行かなきゃ」

「あ、うん……!?」

　その時、矢城くんはものすごくナチュラルに私の手を握って走りだした。

　そのまま引っ張られる形で、皆の前に到着。

　矢城くんがビニール袋を少し持ち上げながら、にっこり笑って口を開く。

「お待たせしました！」

　立ち上がった絵梨子さんも、笑顔で野菜が入ったバットを手にする。

「ありがとー！　じゃあさっそく焼きましょ」

「花火も買ってきたんで、あとでやりましょうね」

「このメンバーで花火かよー。絶対面白いじゃん」

　こちらにやってきて、袋の中を覗き込みながら言う古賀さんと笑って話す矢城くんだけど……このさりげなく繋がれた手は、いつ離してくれるの!?

　微妙な笑みを浮かべつつ手を離す機会を窺っていると、私達を見る柊さんに気づく。何故か眉根を寄せている彼と目が合うと、ふいっと顔を逸らされた。

　あれ、ご機嫌ナナメですか？

　柊さんが無愛想なのはいつものことだけれど、機嫌が悪い時は私と目を合わせようとしてくれないし、〝近寄るな〟というオーラを感じる。そんな彼の微妙な変化も、私は見抜けるようになっていた。

　さっきまでは普通だったのに、どうしたんだろう？

「あっ！　すみません、つい」

　肉を焼き始める柊さんを見ながら考えていると、矢城くんは思い出したようにぱっと手を離した。

　頬を赤くしている彼に、思わず笑みがこぼれる。

「つい手を繋いじゃうなんて、矢城くん小悪魔」

　ちょっと悪戯っぽく笑いながら、彼の腕をつんつんとつついてみる。

「そんなんじゃないから！　……紗羽さんだから、無意識に触れたくなるんですよ、きっと」

　気恥ずかしそうに、ふわふわのくせ毛を掻きながら矢城くんが言う。

　またドキリとしてしまった。弟みたいだなんて侮っていられないかも。

「そうだ、紗羽さんなに飲みます？」

「じゃあ、ビールもらおうかな」

　矢城くんは、各々がお酒を選ぶ中、缶ビールを取ると私に渡してニコッと微笑む。

「紗羽さんと飲むの久しぶり。今日は飲みましょう」

「うん、そうだね」

　ビールを受け取り、私も笑みを返した。

　皆にお酒が行き渡ったところで、盛大に乾杯をした。

　日が沈みかけ、少し涼しさを感じる心地いい空気の中、外で飲み食いするのはかなり開放的だ。

　向井さんもすっかり馴染んでいて、私達は仕事の話とプライベートの話を織り交ぜながら、バーベキューを楽しんだ。

　そんな中、柊さんは椅子に座ってひたすら肉を焼いてくれている。一度家に帰って私服に着替えてきた彼は、白いＴシャツに薄い水色のシャツを羽織り、黒い細身のパンツを穿はいていた。シンプルな格好にもかかわらず、モデルのようにカッコよくて見惚れてしまう。

　ずっと焼いてもらっているのも悪いと思った私は、ビールを手に彼に近づいた。

「柊さん、ビールまだありますか？」

「あぁ……じゃー、もらう」

「はいどうぞ。私、焼くの代わりますよ」

　柊さんに缶ビールを手渡すと、私を見上げた彼は無表情のまま答える。

「いいよ。お前は肉食ってろ」

「なんかそれ、私が食いしん坊みたいで嫌なんですけど」

「食いしん坊だろ。このあいだ向井さんが持ってきてくれたジャンボシュークリーム、ひとりで三個食べたのは誰だ」

　うっ。たしかに、余った分を遠慮なくいただいたのは私です……。

「皿持ってこい」と言われ、渋々テーブルの上から紙皿を取る。そして柊さんの隣でアスファルトの上にしゃがみ、紙皿を差し出すと、ちょうどいい色に焼けた豚トロを乗せてくれた。

　美味しそうなそれから柊さんに目線を移すと、彼は意地悪そうに口の端を上げる。

「共食いだな」

「私は豚じゃなーい！」

　ひどっ！と驚愕する私に、彼は突然手を伸ばしてくる。なにかと思ったその瞬間、人差し指で鼻をぐいっと押し上げられた。

「ぶっ。ほら、豚」

「コラー!!」

　真っ赤だろう顔で怒ると、柊さんは久々に無邪気な笑顔を見せた。

　あぁもう、からかわれているだけなのに嬉しくなってしまう私……やっぱりどうしようもない。

　どんどん私の紙皿にお肉を乗せる柊さんは、珍しく笑みを見せながらビールを飲んでいる。その飲み方も、上下に動く喉仏も、とってもセクシーでたまらない。

　すぐそばのテーブルやコンロの向かい側では、皆がわいわいと飲み食いしている。それなのに私だけは、『ＣＭを見ているようだなぁ』なんて思いながら、内心うっとりして彼を眺めていた。

　すると突然、ドンッとぶつかる衝撃に襲われる。

「わぁ!?」

「ちょっとー紗羽さん！」

　矢城くんが横から私の肩に腕を回し、もたれかかってきた。ココアブラウンの髪が顔に触れ、その近さにドキンと心臓が跳ねる。

「なっ、矢城くん!?」

「なぁにイチャイチャしてんすか～。紗羽さんは俺のもんでしょーが！」

「も、もしかして酔ってる？」

　目がとろんとしているし、微妙に呂ろ律れつが回っていないし……。

「あっちで飲もー。ほらほら行きますよ～」

「ちょっとぉ！」

　矢城くんは肩を抱いたまま、しゃがんでいた私を立たせ、皆から少し離れた縁石のほうへと連れていく。

　いや、私に寄りかかるようにして歩いてる？　完璧酔っ払いだ！

　ふたりでよたよたと歩きながら後ろを振り返ると、柊さんからは笑顔が消えていて、険しい表情でビールを呷っていた。

　また不機嫌モード？　あれ、これってもしかして……。いや、まさかね。都合よく考えすぎだよ。

　柊さんは、私と矢城くんを見て嫉妬しているのかも――なんて、そんな夢みたいなことあるわけないんだから。

　とは思いつつも、どうしてもそうであればいいのにと希望が浮かんでは消える。その繰り返しだ。

　縁石に座る私に寄り添うようにしてしゃがんだ矢城くんが、私の肩に頭を乗っけて話しかけてくることも気にならないくらいだった。

「ねー紗羽しゃ～ん……なんで僕はダメなんすか～？」

　いや、やっぱり気になる！　くにゃくにゃになって私にしな垂れかかっているんだもの！

　いじけたように聞いてくる矢城くんだけれど、その質問は受け流して、私は当たり障りのないことを返す。

「や、矢城くんがこんなに酔うの珍しいね？」

「だってだって、しゃわしゃんがあの人と仲良く喋ってるからぁー」

　おいおいと泣きだす彼は、どんどんキャラが崩壊してきて、もう私の手には負えない。困っていると、古賀さんがこちらにやってきて、矢城くんの頭を軽く叩いた。

「お前飲みすぎ！　ごめんな紗羽ちゃん、こいつそんなに酒強くないくせにハイボールとかどんどん飲むからさ」

「そうだったんだ……」

　そういえば矢城くんの思いを初めて知ったあの時も、一杯目以降はノンアルコールを飲んでいたっけ、と思い出しながら私は苦笑する。

「ま、もうひとりヤバそうなのがいるけど」

「もうひとり？」

　首をかしげるものの、古賀さんは意味ありげな笑みを浮かべるだけ。

「とりあえず、こいつは頃合いを見計らって俺が連れて帰るからね」

「お願いします」

　頭を下げると、矢城くんは子供みたいに私の腰に腕を回して抱きついてきた。

「嫌だー。しゃわしゃんの家に帰る～」

「なに言ってんだ。身のほどを知れ、この酔っ払い」

　苦笑が絶えない私から、古賀さんが矢城くんを引き剥がす。

　古賀さんはこの困った酔っ払いくんの家も知っているし、任せれば安心だろう。

　その後もしばらく矢城くんに付き合い、九時頃まで続いたバーベキューはお開きにすることとなった。

　片づけをして、最後に花火をやろうという時、ほろ酔い気味の社長が笑顔で言う。

「これから僕は向井とハシゴするよ。花火は若い衆で気兼ねなく楽しんでくれ。くれぐれも近所迷惑にならないようにな」

「今日は楽しかったです。ありがとうございました」

　律儀に頭を下げる向井さんに続き、瀬川さんも自分の荷物を持つ。

「私もおいとまするわ。いい時間だし」

　一応引き止めたものの、三人は上機嫌で駅のほうに向かって消えていった。

「帰っちゃいましたね……」

　彼らを見送って呟くと、絵梨子さんが花火の袋を持って微笑む。

「まぁ、社長達も気兼ねなく飲みたいだろうしね。私達だけでやりましょ」

「やろやろ～花火～！」

　子供みたいに喜ぶ矢城くんに、私は声を上げて笑った。

　絵梨子さんはさっそくバケツに水を溜め始め、矢城くんは眠たそうに目をこすりながらもやる気満々。ロウソクも用意すると、それぞれ手持ち花火に火をつけた。

　勢いよく吹き出る色とりどりの炎、夜空にのぼっていく煙の匂い。くるくると宙に円を描けば、光の筋がすうっと闇に消えていく。

　懐かしさを感じながら、私達は童心に返って楽しんでいた。

　花火が半分くらい終わった頃、いつの間にか柊さんがいなくなっていることに気づき、辺りをキョロキョロ見回す。

「あれ、柊さんは？」

　誰に問いかけるでもなく言うと、それを聞き取った古賀さんが、バケツに花火を入れながらこう教えてくれる。

「さっき『トイレ行ってくる』って中入ってったぜ。あいつも結構飲んでたみたいだし、様子見に行ってやったら？」

「あ……わかりました」

　私は花火を中断し、少し心配になりつつ会社の中へ入った。

　さっき古賀さんが言っていた『もうひとりヤバそうなの』っていうのは、柊さんのことだったの？

　玄関から右手のオフィスを過ぎ、奥の突き当たりがトイレになっている。まずそこに向かってドアをノックしてみるけれど、なんの返事もない。というか、電気もついていないようだからいないのだろう。

　トイレにいないとなるとオフィス？　でも、こちらの電気もついていない。

「柊さーん……？」

　不思議に思いつつ、カウンター越しにオフィスを覗いて声をかけると、暗がりの中で人影が動いた。月明かりと外の街灯に照らされて、照明のスイッチを入れなくても意外と中が見える。

　柊さんは自分のデスクの椅子に深く腰かけて、ぼんやりしているようだった。

　ほっとしながら、薄暗さに目が慣れた私も、なんとなく電気をつけずに彼のそばまで近寄る。

「ここにいたんだ……。大丈夫ですか？」

「あぁ、水飲んでただけだ」

　心配しながら聞くと、柊さんはしっかりとした口調で答えたので、少し安心する。

「やっぱり結構飲んだんですね」

「それほどでもねぇよ」

　そう言う彼の声は、どこか尖っているよう。素っ気なく返されるのはいつものことだけれど、なんだか今はこの暗がりのように重く沈んだ声色だ。

「花火やりましょうよ。もうあとちょっとで終わっちゃう」

　あえて明るい調子で言ってみたものの、返ってきた柊さんの声色は変わらず暗然としたものだった。

「今そういう気分じゃないんだ」

　腕を組んで斜め下に目線を下げる彼は、なにかを悩んでいるようにも見える。

「柊さん、なんか今日様子おかしくないですか？　なにかあったなら私――」

「うるさい。ほっといてくれ」

　ぴしゃりと返され、思わずビクッと肩をすくめる。

「ごめ、んなさい……」

　ただ謝って俯くしかなかった。

　なんだかわからないけど、怒らせちゃった？　私うざかったかな……。

　柊さんは私から顔を背けたまま、なにも話そうとはしない。私がいくらここにいても、きっと無意味なのだろうと思った。

　結局、当たって砕けるどころか、当たることすらできないじゃない。

　情けなくて、悔しくて、じわりと涙が滲む。下唇を噛かみ締め、この場を去ろうとした時――。

「……悪い、言いすぎた」

　さっきまでの声色が一変、申し訳なさそうな優しい声が聞こえてきた。

　いつも冷たいことを言ってばかりの、あの柊さんが謝った――？

　驚きで涙も引っ込み、私はゆっくり顔を上げる。

「ただの八つ当たりだ。情けねーな」

　片手で口元を覆って力なく呟く彼は、なんだかとても弱々しく見える。立ち去ろうと思ったけれど、こんな姿を見てしまったらそんなことできやしない。

「八つ当たり、って……？」

「昔を思い出して嫌なんだ。あんまり花火にいい思い出ないから」

　目線を下に落としたまま、柊さんはぽつりとこぼす。

　こんな表情も、過去のことも。ほんの少しだけど、初めて私に見せてくれた――。

　なにを抱えているのかはわからないし、彼はそれを教えてはくれないだろう。それでも、私は少しでも彼の力になりたい。とても苦しそうだもの、きっと辛いことがあったに違いない。こんな顔してほしくないよ。

　私にできることと言ったら、柊さんを愛することくらいだ。呆れられてもバカにされても、彼に穏やかな愛情を注ぎ続けることしか思いつかない。それだけでも、彼を癒してあげることはできるだろうか。

「……いい思い出がないなら、私とつくりましょう？」

　柊さんが、落としていた目線をゆっくり私へと持ち上げる。

「嫌な思い出を埋め尽くすくらい、これからいっぱい楽しい思い出をつくればいいんですよ。私もお手伝いします！」

　笑って、元気な声で言ってみた。そうすれば、彼にも笑顔が戻るような気がして。

「そうだ、線香花火やりましょう！　あれは静かにやるものだから、会話がなくてもいいし」

　柊さんが皆と盛り上がる気分じゃないなら、線香花火はもってこいかもしれない。

　思いつきで言うと、彼はおもむろに腰を上げた。そして私の目の前に立ち、どこか遠くを見るように綺麗な二ふた重えの瞳をわずかに細める。

「……お前は変わってないな」

〝変わってない〟って、どういう意味……？　まるで、昔から私を知っているみたいな言い方。

　なにかが胸の奥でざわめき始めるのを感じていると、彼の手がこちらに向かって伸ばされた。戸惑う間もなく、それは私の頭にふわりと舞い降りる。そして優しく髪を滑り、緩くウェーブした毛先を指に絡めた。

　その仕草と、月明かりに照らされた彼の悩ましげな表情に、私の心拍数が急激に跳ね上がった。

　髪に神経が通っているみたいに、ドキドキする――。

「柊、さん？」

「……八つ当たりした理由は、それだけじゃないけどな」

　静かに、独り言のようにぽつりと漏らされた。

「え……」

『それだけじゃない』だなんて言われると、また無駄な期待をしてしまう。さっきの言葉といい、意味深な発言が多すぎるよ。

　捕らわれたように動けないでいると、柊さんはそっと手を離し、オフィスの外へ向かって一歩足を踏み出した。

「やるか、花火」

　私のほうを振り向いてそう言った彼は、穏やかな表情に戻っている。安堵した私は、自然と笑みをこぼして「はい」と頷いた。

　髪に触れられた余韻と胸の高鳴りを残したまま、私も彼に続いて玄関に出る。するとそこには、外に置いておいたはずの私のバッグがあった。

「あれ？　なんでここにあるんだろ」

「外、誰もいないぞ」

「へっ!?」

　ガラス越しに外を見た柊さんの淡々とした発言に、驚愕する私。急いでミュールをつっかけて、玄関のドアを開け放った。

「えぇー、なんで誰もいないの!?」

　駐車場にあるのは、片隅に集められたゴミとバケツ、そして花火の残りだけ。古賀さんも絵梨子さんも矢城くんも、皆いなくなっていた。

　目を丸くしてキョロキョロしていると、私のバッグの中でスマホが震え始める。急いで確認すると、絵梨子さんからのメールだった。

【矢城くんが寝そうだから、私達は先に帰ることにしたわ。隼人くんとふたりで花火楽しんで♪　後片づけ任せちゃうけどごめんね】という内容だ。

　まさか私に気を遣ってくれた？　ありがたいけど、なんだか急に緊張してくる！

「どうした？」

「あっ、あの、矢城くんが潰れそうだから、皆帰ったみたいです」

「ふーん」

　柊さんは、気のないような返事をして外に出る。とりあえず私も出ると、彼はしゃがみ込んで小さくなったロウソクに再び火をつけ始めた。

　私とふたりきりでもやってくれるんだ……。

　ぼーっと見ていた私を振り返り、彼はぶっきらぼうに言う。

「早く来い。火が消える」

「あっ、はい！」

　ドキドキしながら、彼の傍らに腰を下ろす。

　残っていたのはちょうど線香花火で、束を分け合って火薬の部分に火をつけた。

　やがて丸くなったオレンジ色の玉が、ぱしぱしと小さな音をたてて弾ける。さっきまでの賑やかさが嘘のように、静かにゆっくりと時が流れていく。

「わー、大きい玉」

「あ、落ちた」

「あはは。……綺麗」

「そうだな」

　ぽつりぽつりと言葉を交わすだけで、胸にも線香花火の明かりが灯ったように温かい気持ちになる。

　すぐ隣に目を向ければ、オレンジ色に照らされた、伏し目がちの美麗な顔が闇夜に浮かんでいた。

　……好き。たまらなく好きだ。こうして見ているだけで、何故だか目頭が熱くなるくらいに。

　込み上げるものを堪こらえるように、手元の花火に目を落とした。肩が触れそうな距離に彼の存在を感じていると、ふいに高校時代のことを思い出す。

　そういえば私、前も同じようなことを言った気がする。『線香花火は静かにやるものだから、会話がなくてもいいでしょ？』って――三好くんに。たしか、あれは文化祭の打ち上げの時だったよね。誘ったら渋々という感じで参加してくれたんだ。

　懐かしい記憶を蘇らせていると、さっきの柊さんの言葉がふと頭によぎる。

『お前は変わってないな』って、本当になんのことだろう。私、過去に同じような言動をした覚えはないのに。高校時代のあの時以外には……。

　……え？　まさか、柊さんはそれを知っている？

　降って湧いた考えに自分で驚いて顔を上げると、こちらを向いた彼と視線が交わった。ドキンと心臓が跳ね、咄嗟に目を逸らしてしまう。

　ジジジと音を鳴らすのは、線香花火か、ざわめく胸の奥か。なんとも言いがたい感覚に襲われて、膝を抱えたまま黙り込む。

「鈴森は行くのか？　同窓会」

　突然、隣の彼から問いかけられ、一旦胸のざわめきが収まった。

「え……なんで同窓会のこと知ってるんですか？」

「金井さんが言ってた」

「あぁ、翔吾くんが！」

　なんでそんなこと言ったんだろう？と疑問に思いながらも、「行くつもりですよ」と答える。

　すると、火の玉が落ちた花火をバケツに投げ入れて、柊さんがぼそっと言った。

「あいつには気をつけろよ」

〝あいつ〟って、翔吾くんのことだよね？　そんな、気をつけなきゃいけないようなことは起こらないと思うけど。

「大丈夫ですよ、私達は友達以外の何物でもないし」

　あっけらかんと笑って、ナイナイというように手を振る。

「元カレだろ」

「一応、そうなるけど……今は本当に異性として意識してないっていうか」

〝元カレ〟という単語に若干の気まずさを感じつつ、本当になんとも思っていないのだということを訴えた。

「でも、向こうはそうじゃないかもしれないだろ。女なら誰でもいいと思ってるかもしれない」

　ほんの少し苛立ちを垣間見せた声色が響いて、星空の下に不穏な空気が流れる。

　たしかに、翔吾くんにはそういうフシがあるけれど、何故柊さんがそんなことを言うのだろう。

「どうして……そんなに心配するんですか？　私がどうなっても、柊さんが気にすることじゃないでしょ？」

　努めて卑下っぽくならないように、笑って言ったつもりだった。でも、疑問と不安、それとほんの少しの期待が入り乱れて、ぎこちない歪んだ笑顔しかつくれない。

　柊さんは、ただ同じ職場の仲間として心配しているだけなの？　それとも――。

　私の問いかけに、彼はなにも答えず、私達のあいだに沈黙が立ち込める。さっきまでの心地よさはどこかへ行ってしまい、息苦しささえ感じてしまう。

　彼は今、なにを考えているのだろう。

　黒い地面を見ながら、いくら考えてもわからないことに思考を巡らせていた、その時――。

「……お前はなにもわかってない」

　掠れた声で、小さく呟かれた言葉を耳がキャッチした。

　どういうこと？と疑問が浮かんだ瞬間、突然彼の手がこちらに伸ばされる。それは私の後頭部に回され、ぐいっと彼のほうを向かされた。

　その力強さと、目の前に映る少し切なげに歪められた綺麗な顔に、激しく鼓動が波打つ。思わず息を呑むと、柊さんは抑揚を抑えた声でもう一度呟いた。

「わからないだろうな。俺がずっと、どんな気持ちでいたかなんて」

　独り言みたいに呟かれたその言葉の意味を考えようとする間もなく、頭を引き寄せられる。

　私の手から一本の細い花火がはらりと落ち……唇には、柔らかな温もりが重ねられていた。

　会社の前の道路を通る車の音も、どこからか鳴る虫の声も聞こえない。自分の心臓の音だけがうるさく響いて、クラクラする。どうしてこうなっているのかも、なにも考えられない。

　意地悪なことばかり紡ぐ形のいい唇が、私のそれにぴたりと重なっている。その感覚だけで、もう気絶してしまいそうだ。

　目を見開いて固まる私とは反対に、彼はもう片方の手を私の頬に当て、角度を変えて口づける。それがスイッチになり、ぎゅっと目を閉じた私はありったけの理性を集めて、弱々しく彼の胸を押した。

「ん、はぁ……柊さん、やっぱり酔ってる」

　甘い吐息とともに、そんな言葉を漏らした。

　唇は離れたものの、その距離はわずか数センチ。私の顔を固定したまま、一段と色気を増した声が囁く。

「かもな。でも……なんの意味もなく、キスなんてしない」

「んっ――」

　まるで、考える隙は与えないとでもいうように、再び唇が塞がれる。彼の顔を妖よう艶えんに揺らめかせるロウソクの炎が燃え尽きても、キスはやまなかった。

『なんの意味もなく、キスなんてしない』

　じゃあこのキスは、あなたも私のことが好きだという意味なの？　そう思いたいけれど、そんな単純に考えてはいけない気がした。

　心に引っかかるなにかを取ることができないまま、私は甘い熱に浮かされていた。










シャンデリアが照らす真実




　星空の下でキスを交わした夜。あれから柊さんは、私からそっと唇と手を離すと、『帰ろう』と、私と目を合わさず静かに言った。

　その表情はどこか憂いを帯びたように見え、私も何故か切なくなった。けれど、もう私には頭を働かせる余裕はなく、花火の燃えかすを片づける彼を、ただ手伝うことしかできなかった。

　一緒に駅に向かって歩いているあいだも、私は放心状態でなにも話すことができないまま。前を歩く彼の背中を、ぼんやりと眺めながらついていくだけで、改札に着くと、家が別方向の私達はそこで別れた。

　家に帰ったことで落ち着きを取り戻すと、再びキスの感覚が蘇ってくる。

　どうしてキスをしたのか、あの数々の言葉の意味はなんなのか……。無意識に唇に手を当て、悶々とした気持ちで考えを巡らせていた。




　休み明けに職場で会っても、柊さんはキスのことにはなにも触れてこない。無愛想なのも、少ない口数もいつも通り。やっぱりあれは酔っていたせいで、なかったことにしたいのかもしれない。

　そう思うと、胸が縄で縛られたように苦しくて、痛い。彼の本心を確かめたいけれど、また突き放されてしまったらと思うと怖くもあった。

〝私に好意を抱いてくれているのかもしれない〟という、ほんのわずかな期待が胸の奥にくすぶっているせいで、そうではなかったとしたら、ショックはかなりのものになるだろう。そんな最悪な瞬間が来るかもしれないという怖さが勝ってしまい、私はなんの行動も起こせずにいた。

　柊さんがヘルプに行ってしまうのは、来週の木曜からの予定になっている。それまでには、なんとかこの恐怖心に打ち勝ちたい。そして、私にキスをした理由と、彼の本心を包み隠さず聞いて、受け止めたい。

　そのために喝を入れてもらおうと、土曜日の同窓会で会った朝海に、私はすべてを話した。




「キスされたぁー!?」

　午後六時過ぎ、高い天井にシャンデリアが輝く、二百名ほどが入れる貸し切りのレストランで、ふたり分のシャンパンを受け取った朝海が叫んだ。

　エメラルドグリーンのドレスワンピは、大人っぽい朝海によく似合っているけれど、今の彼女はひょっとこみたいな顔になっている。

　会場の中央に用意され始めた、立食形式の料理を眺めている懐かしい顔ぶれの友人達が、なんだ？と私達を振り返る。そんな彼らに笑顔を向け、適当にその場をごまかすと、私はウェルカムドリンクであるそれを朝海から受け取った。

「そうなんだよ、私になんて一ミリも興味なさそうだった彼が……私も酔ってたから夢見てたのかな」

「それが夢だとしたら脳神経外科にでも行ってきなさい」

　驚いていた朝海は、呆れたような表情に一変した。

「だよね……。あーもうなんでだろう～」

　思い出すだけで身体がふわふわとした感覚になる。

　開始まで時間がある今は、会場にいるのはまだ五十人ぐらいと少ない。そのため、料理があるテーブルから離れた、壁際のソファが空いている。私達はわいわいと盛り上がる皆の元から移動し、真っ白なソファにへなへなと座り込んだ。そのまま背もたれに後頭部まで預けようとして、今日は髪の毛をアップにアレンジしていたことを思い出す。

　いつもと少し違う自分を見てもらいたい人はここにはいないけれど、綺麗なままにしておかなくちゃ。

　もたれるのをやめて前屈みになると、ソファの正面にある小さなテーブルにコトリとグラスを置く。淡いベビーピンクのワンピースが覆う膝に両肘をつき、私は深いため息を吐き出した。

　そんな私を、朝海はシャンパンを飲みながら、心配半分、呆れ半分といった目で眺める。

「理由は柊さんしかわからないわよ。もうちゃちゃっと聞いちゃえばいいじゃない」

　面倒臭そうに言う彼女に、私はのっそりとした口調で言う。

「それができなくて悶々としてるんだってば……」

　私を一瞥する朝海。

「じゃあ私がお尻叩いてあげるから立ちなさい」

「ここではやめてください女王様～！」

　朝海の持つシャンパンがロウソクに見えてくる！なんてバカなことをやってでもテンションを上げないと、せっかくの同窓会も楽しめそうにない。

　徐々に集まる人で、きらびやかな会場は圧迫感を増していく。綺麗に着飾った同級生達が再会を喜び、賑やかに談笑している姿を見て、ある人のことを思い出す。

「そういえば、翔吾くん来れなくなったんだね」

　仕事が入ってしまったらしく、行けなくなったと昨日の夜メールが来た。翔吾くんは友達が多かったから、きっと皆に会いたかっただろうに残念だ。

　朝海はグラスを口に運び、シャンパンをひと口含んでから淡々と言う。

「みたいね。来ないほうがいいわよ、どうせ一夜限りのお楽しみの相手を探すだけなんだから」

「かもね」

　苦笑を漏らして、私もグラスに口をつけた。

「あの彼は……まだいないか」

　ぐるりと見回しながら朝海が言う〝彼〟とは、きっと三好くんのことだろう。たしかにそれらしき人は見当たらない。けど、もう卒業してから十年が経ち、そのあいだ一度も会っていないのだから、ぱっと見ただけではわからないかもしれない。

　シャンパンを飲みながら、大人になった彼が今どんな姿になっているかを想像してみる。けれど、三好くんの顔を思い出そうとすると、不思議と今思いを寄せている彼が脳裏に浮かんでしまう。

　もうこんなにも私の中で存在が大きくなってしまっているのか。いや、それとも雰囲気が似ているから？

　そんなことをぼんやり考えていると、つい数日前の花火をやった時のことを思い出した。キスの衝撃が大きすぎて忘れていたけれど、あの時の柊さんは気になる発言ばかりしていたっけ。

「そういえば、柊さん、変なこと言ってたな……」

「変なこと？」

　キョトンとして私を見る朝海に、先日のことを話した。私が昔、三好くんに言ったのと同じことを無意識に口にしたら、柊さんに『お前は変わってないな』と言われたということを。

　それを聞いた朝海は、眉根を寄せて首をかしげる。

「なんなんだろう。まさか、ふたりは知り合いなのかな？」

「知り合い……」

　彼女の言葉を反芻しながら、その可能性もなくはないよね、と考える。

「同じ高校出身とか？」

「それは聞いたことないからわかんないけど……」

　朝海と一緒に首を捻る私。

　ただ、私がミライトホームに入社して柊さんに初めて会った時、〝三好くんと一緒だ〟って思ったことがひとつある。

「あのね、今まであんまり気にしてなかったんだけど、三好くんと柊さんって――」

　雰囲気とはまた別の、ふたりのある共通点を伝えようとした時、女性のはしゃぐ声が聞こえてきた。

　朝海と同時に、視線を会場の中央に向ける。いつの間にかさっきよりもだいぶ人数が増え、ほぼ集まったのではと思うくらい人が密集していた。その中で、他クラスだった女子達が、なにかを見て口元に手を当てている。

　彼女達の視線を追うと、すらりとスタイルのいいスーツ姿の男性が人のあいだから垣間見えた。どうやら彼を見て声を上げたらしい。

「あんなキャーキャー言われるような存在の人なんて、いたっけ？」

　私が問いかけると、朝海はたいして興味もなさそうに答える。

「さぁ……それか、誰かがすごくカッコよくなっちゃったとか？」

　ふたりでコソコソ話しながら、人垣に見え隠れする男性を眺める。かろうじて誰かわかるくらいの距離にいるけれど、こちらに背を向けているから、顔を見ることはできない。

　すると、その人物がくるりと振り返り、私達のほうを向いた瞬間――私は心臓が止まるかと思った。

「……な、んで……？」

　いるはずのない人がそこにいた。

　私を捉えた彼の瞳は、一度目を合わせたら引き込まれてしまいそうな、魅力的な光を放ってじっと見つめてくる。

　驚く私とは正反対の、動揺を表さないその表情は、いつもの無愛想なものだけれど、なにかを決意したかのような真剣さを感じる。

　――私の大好きな人が、凛りんとした姿で立っていたのだ。

「ひ、らぎさ……!?」

　驚きすぎて、上手く言葉を紡げない。

　どうして……どうして柊さんがここにいるの!?

　目を見開いて口をぱくぱくさせる私に、彼は表情を変えずどんどん近づいてくる。そんな様子を、周りの女子達と朝海が、ぽかんとしながら見ていた。

　接近してくる彼を、私は口を半開きにしたまま見つめる。身体に力が入らず、座ったままの私の前で、彼はぴたりと静止した。

　無表情で私を見下ろす彼を見上げ、鼓動を速めながらも、この人は本当に柊さんなのだろうかと疑いさえ湧いてくる。だって、彼がここにいる理由がまったくわからないんだもの。

　ハテナマークが頭の中を飛び交い、混乱しまくっている私に、彼はほんの少し口角を上げて言葉を発した。

「久しぶり、鈴森さん」

　――ドクン、とひと際大きく胸が鳴った。

　柊さんからは、一度も発せられたことがない呼び方。けれど、どこか懐かしさを感じる。

　心地いいと思っていた、低すぎず、高くもない彼の声が、今の呼び方をしたことで私の遠い記憶を引っ張り出す。高校の頃、同じ呼び方をしていたあの人の声を。

『鈴森さん』と、この声で呼んでいたのは、大好きだった男の子。

　まさか、まさか柊さんは……!?

「まだわかんねぇの？」

　ぶっきらぼうに言った彼は、突然前髪をくしゃくしゃと掻き乱し、胸ポケットから取り出した黒縁眼鏡をかけた。

　はっきりと思い出せなくなっていた姿が鮮明に蘇ってくる。

　髪はやぼったいほど長くないし、顔は全体的にスッキリしている。けれど、ボサボサの髪と眼鏡に隠されて、鼻と口しか見えない表情はあの頃の三好くんと同じ。輪郭も、俯きがちな姿も、中指で眼鏡を押し上げる仕草もすべて重なる。

　そして、眼鏡の奥から送られてくる、妙に色気を感じる目線。この綺麗な瞳は、たしかに同じだ――。

「これでどう？」

　なんとか首を動かしてコクコクと頷く。すぐに眼鏡を外す彼を、私はただ呆然と見ていることしかできなかった。

「し、信じられない……！」

　まさか、柊さんと三好くんが同一人物だったなんて――!!

　私達ふたりのやり取りの意味がまったくわからない、というように、朝海は困惑している様子だ。

「ちょっと紗羽、どういうこと？」

　私の腕を掴んで問い質す彼女だけど、それは私も聞きたいよ！

　雰囲気以外のふたりの共通点、それは〝隼人〟という名前。

　まさかとは思ったけれど、決して珍しくない名前だし、ただの偶然だと思って気にしていなかった。

　見た目も、名字も違う。それになにより、三好くんは同級生だったけれど、柊さんは間違いなく年上。だから、同一人物だなんてことはありえないと思っていた。

　両手で口を覆い、石像のように固まったままの私に、柊さんは髪を適当に直しながら意地悪な笑みを浮かべる。

「間抜けな顔」

「っ……ひ、柊さん！　い、い、今すぐ説明してください、説明！」

　私があわわと動きだすと、少し身を屈めた彼は、私の前に左手を差し出してきた。戸惑いながらも右手を近づけると、彼はそっと手を取る。

　ふわりと優しく引かれて、私は自然とソファから立ち上がっていた。

　まるで王子様が姫をエスコートするような動作に、ドキドキは加速するばかりだ。

　そして彼は、朝海に目を向けると、営業用のような笑みを浮かべて言う。

「ちょっとこいつ借りるね、紺野さん」

「へっ……!?」

　朝海の名字である〝紺野〟を知っていることからして、彼が私達と一緒に高校生活を送っていたのだと確信できる。

　あまりに動揺していた私は、周りの人達からずっと興味深げに見られていたことに、今になってようやく気づいた。

　無愛想な王子様は周りの目も気にせず、私の手を引いて会場の外へ向かって歩きだす。そのあいだも、「あの人誰？」「あんなイケメンいたっけ!?」なんて声がちらほら聞こえた。

　皆はわからなくて当然だろう。でも、私は毎日彼を見ていたのに気づかなかったなんて……。

　私のどアホー!!

　自分に失望しながらレストランを出る。ちょうど会が始まろうとしていたけれど、今はもうどうでもいい。

　教会を思わせるような重厚な木のドアが閉まる時、マイクを使って話す司会の人の声も閉じ込められた。

　まだ完全に暗くなってはいないけれど、レストランの外は丸いブラケットで優しい明かりが照らされている。中を覗ける大きな窓がある辺りには、赤い椅子と小さな丸いテーブルが設置されていた。

　そこで足を止めた柊さんが振り向き、ぱっと手を離される。

「ここで話すか？」

「あ……できれば、ふたりになれるところがいいかなって……」

　ここだとレストランに出入りする人がいるだろうから、落ち着いて話ができなさそうだし。

　そう思って言うと、柊さんは意地悪そうに目を細める。

「ふたりになれるところなんて、ホテルかどっちかの家ぐらいしかなくね？」

「はっ」

　ギョッとする私を一瞥してほんの少し思案した彼は、スマホを取り出すとどこかへ電話をかけ始めた。話す感じからして知り合いのようだ。

　ものの一分くらいで電話を終えると、「行くぞ」と言い、駅方面に向かって歩きだす。そんな彼の姿を見ながら、なんだかインテリアの壁紙のようだ、なんて突拍子もないことを思ってしまった。

　部屋を構築する中で最も大きな面積を占め、常に人の目に入る壁。壁紙ひとつ変えるだけで、部屋全体の印象がガラリと変わる。髪型やメイクを変えるだけで、その人の印象が変わるように。

　私の目にも、まったく違って見えていたんだ。壁紙を剥がして現れたものが、きっと真実。これから私は、それを受け入れなければいけない。

　私は朝海に心の中でごめんと謝り、どこへ行くかわからないまま彼の背中を追った。










カップルシートで遅い告白




　柊さんのあとについてやってきたのは、駅のすぐ近くにある、飲食店がいくつか入っているビルだった。その十階にエレベーターで上がり、現れた隠れ家的なレストランの中へ入っていく。アンティーク調のガラスペンダントの照明が、薄暗くて落ち着いた雰囲気を醸し出している。

「いらっしゃい。久しぶりだな、隼人」

「あぁ。元気か？」

「まーぼちぼち。席取ってあるからどうぞ」

　出迎えてくれた男性店員さんと、柊さんは柔らかな笑みを浮かべて話している。さっき電話をしていたのがこの人だろうか。

　案内してくれる店員さんをチラチラと観察していると、柊さんが彼を親指で指差し、「こいつ、笹ささ賀が」と短く紹介してくれた。

「どーも」

　にこりと微笑む笹賀さんは、爽やかなスポーツマンタイプのイケメンだ。

「はじめまして……！」

　ふたりはお友達かな？と思いつつ挨拶すると、笹賀さんは私から柊さんに目線を移してニヤリと笑う。

「隼人が女連れてくるなんて、かなりレアだな。彼女？」

「いや。ただの鈍感どアホなドＭ女だ」

「ちょ、柊さん！」

　ひどい言いように、思わずツッコんでしまった。

　そんな私を気にも留めず、笹賀さんはクッと意地悪く口角を上げる。

「名づけてスリーＤ女か。おもしろ」

　なにその変なネーミング！

　人を小バカにしたような笑みを口元に浮かべるところも、変なあだ名をつけて楽しんでいるところも、柊さんと似たような雰囲気を感じる。この笹賀さんも、絶対Ｓに違いない。

　失礼なふたりに頬を引きつらせながら、入口付近のバーカウンターを通り過ぎて奥へ進む。そこには横にスライドさせるドアがついた個室があり、夜景を眺められる窓に面してＬ字型のソファが設置されていた。窮屈ではないけれど、人がふたり入ってちょうどいいくらいの広さだ。

　これはもしや、カップルシートというやつ？

　急に意識してしまい、心臓が早鐘を打ち始める私に、笹賀さんは意味ありげな笑みを浮かべて言う。

「注文決まったら、ボタン押して呼んでね。入る時はちゃんとノックするからご安心を」

　いやいや、私達そういう目的でここへ来たわけじゃないですから！

　ホールへ戻る彼を恨めしげに見ていると、柊さんは奥に座り、さっそくドリンクメニューをこちらに置いてくれる。

　私もドギマギしつつ、柊さんから人ひとり分くらい距離を空けて、ソファの端に腰を下ろした。

「ここなら邪魔されねーだろ」

「あ、はい、そうですね……！」

　でもこんな個室にふたりきりなんて、めちゃくちゃ緊張してしまう。

「なに飲む？」

「あ、じゃあ……」

　なんとかいつもの調子を取り戻さなくちゃ、と思いながらメニューを指差す。

　私とは対照的に、いつも通りのクールさを保つ柊さんは、ボタンを押して店員を呼び、お互いのお酒と前菜を適当に頼んでくれた。

　笹賀さんがすぐにビールとスプモーニを持ってきて、余計なことは言わず笑みだけ残して去っていく。

「笹賀さんはお友達ですか？」

　とりあえず、差し障りのなさそうなことから聞いてみる。

　さっそくグラスに手を伸ばし、彼は小さく頷いた。

「あぁ、昔からの付き合いだ」

　やっぱりそうなのね。そういえば、柊さんの交遊関係はまったく知らないし、友達がいるのかどうか疑ってしまうくらい、彼の私生活は見えなかった。

　ちゃんと友達もいるよね、そりゃあ……。

「お前、俺に友達がいないと思ってただろ」

「へっ」

　見事に言い当てられて、声が裏返ってしまった。

　でも、柊さんは特に気にした様子もなく、ビールをぐいっと喉に流し込む。

「少ないけど俺にもいるよ。……けど、まぁ無理もないか。高校の時はあんなだし」

　そう言って、彼はふっと自嘲気味に笑う。

　昔を思い出しているのか、目を伏せる彼を見て、本当にこの人は三好くんなのだ、と改めて思う。でも、あの頃の彼と今の彼がなかなか結びつかず、やっぱりまだ信じられない気持ちが大きい。

「つーか、敬語やめれば？　歳ひとつしか変わらないんだし、同級生なんだから」

「まだ、急には無理ですよ……」

　彼の発言は、私達以外には矛盾したことに思えるだろう。私にだってわからない。糸が絡まったみたいに、頭の中は混乱したままだ。

　どうして年上の彼が、同じクラスで一緒に授業を受けていたのだろう。柊さんは二十九歳だと、会社の皆も言っているし、間違いないはずなのだけど……。

「柊さん、年齢詐称したりしてませんよね？」

　念のため聞いてみると、彼はピクリと片眉を動かして言い放つ。

「そんなグラビアアイドルみてーなことするか、アホ」

「ですよね」

　キレのあるツッコミに、やっぱりそうだよね、と苦笑した。

　サラダとチーズ焼きが運ばれてきて、とりあえず私が取り分けていると、彼は静かに口を開く。

「……留年したんだ。高三の一学期、父親が運転する車で事故に遭って」

　ぴたりと動きを止め、私は柊さんを見つめた。暗い影を落とす、少し悲しげで、伏し目がちなその表情を。

　そして、驚きと同情の気持ちが湧き上がってくる。事故に遭ったと聞いただけで、精神的にも肉体的にも辛い思いをしただろうことはわかるから。

　柊さんは、私の顔を見ずに話を続ける。

「もちろん怪我もしたけど、それよりキツかったのは、頭を打ったせいで起きた一時的な記憶障害だった」

「記憶障害……？」

「事故に遭ってすぐは、家族の顔がわからなくて〝あれ？〟って。それから自分のことを考えても、名前も年齢も出てこないし、家や学校のこともわからなくなってて、すげぇ焦ったよ。酔っ払って記憶なくすのと同じような感じ。思い出そうとすると頭痛と吐き気がしたし、まさに二日酔いみたいだったな」

　……そんな事態になっていたの？　ドラマや漫画でしか起こらなそうだと思っていたことが、彼に降りかかっていたなんて、にわかには信じがたい。

　信じがたいけれど、これが真実なんだ。

　自分のことも、家族のこともわからなくなるのは、どれだけ辛いことか想像もつかない。きっとすごく苦しんだだろう。その時の彼の気持ちを思うと、とても胸が痛くなった。

　転校してきたことは知っていたけれど、その理由は、高校の頃に聞いても教えてくれなかった。もしかしたら、このことも原因のひとつなのだろうか。

「結局一ヶ月くらいはそんな状態。親や友達に名前とか教えてもらって、『そうだった気がする、きっとそうだ』って、徐々に確信できるようになった。まずそっちの治療しなきゃ、勉強どころじゃなくて。入院生活が長引いて、出席日数が足りなくなったから留年したってわけ」

　淡々と語る柊さんの瞳には、窓の外に散らばる宝石のような大小の明かりが、キラキラと映り込んでいる。それはとても、悲しげな色をしているように見えた。

　衝撃的な事実に、胸がぎゅうっと苦しくなる。私は眉を下げるだけで、なにも言えずにいた。

　ＢＧＭが静かに流れる中、再び柊さんが口を開く。

「普通に生活できるようになっても、留年したってのは結構自分の中でショックでさ。皆は卒業してんのに、俺だけ年下の奴らに交ざってもう一年やらなきゃいけないなんて、なんか屈辱的だった」

　柊さんはテーブルをぼんやりと眺めながら、一瞬苦々しそうな表情を見せた。

　彼がそう言うのも無理はない。学校に戻れても、仲がよかった友達は、もう誰もいないのだから。もし自分だったらと思うと、その孤独感に耐えられるかわからない。

「でも、そんな時に親が別居することになった。母親が、俺が苦しんでるのは事故を起こした父親のせいだって責めて、それからずっと上手くいってなかったんだ。俺も同じ高校にはいたくなかったから、母親についてこっちに引っ越してきた。結局、高校を卒業したあと、両親は離婚したけどな」

「それで名字が〝三好〟から〝柊〟に変わったんですね……」

　柊さんが年上なのに同級生であったこと、転校してきたこと、名字が変わったこと。その理由のすべては、そういうことだったのかと納得した。

　けれど、あまりに悲しい事情に、泣きそうになる。泣きたいのは、きっと彼のほうだったろうに。

　息を吸って涙を引っ込め、まだ残っていた疑問を投げかける。

「じゃあ、どうして誰とも関わろうとしなかったんですか？」

　留年したからなのかと思ったけれど、転校してきた柊さんのことは誰も知らないのだから、そんなことをする必要はないはず。

　そう考えていると、冷たさを増したように若干表情を強張らせた彼は、重々しく唇を動かした。

「記憶障害の治療をしてた時、周りが自分に教えてくれることが、本当なのか嘘なのかがわからなくて、疑心暗鬼になってたんだ。『実は付き合ってたんだよ』って、嘘を信じ込ませようとする女友達もいたし、『金を貸したままだったから返せ』って迫ってくる奴もいたよ」

「ひどい……」

　そんなことをされたら、人間不信にだってなりかねない。

　眉をひそめていると、私の考えを肯定するような話を、彼が続ける。

「おかげで症状が治ってからも人を疑い深くなって……。それが嫌で、誰とも深く関わらないようにしてた。両親のこともあったし、そういう諸々で軽くうつっぽくなって、誰とも話したくなかったんだ」

　柊さんは、悲しげな顔をしているだろう私を、一瞬だけちらりと見て、またテーブルに目線を戻す。

「あんな格好してたのも、そういう理由。地味になって存在感を消していれば、俺のことなんて気にする奴はいないだろうと思って」

　そう言って、彼は自分を嘲あざけるように、ふっと鼻で笑った。

　自分の身体のことに加えて、両親のこと、友達のこと……。そんな様々なことが重なって、あの頃の〝三好隼人〟が生まれたんだ。

　こんなに重大な背景があったのに、今の今までなにも知らずにいた自分がおめでたく思える。やりきれなくて、下唇を噛んだ。

　柊さんはずっと持ったままのビールを半分ほどに減らし、グラスを置く。そして、少しだけ軽くなったように感じる口調でこう言った。

「それなのに、やたら俺につきまとってくる奴がひとりだけいた」

「……私？」

　もしかして、と思いながら、半信半疑で問いかける。それを肯定するように、こちらを向いた彼と視線が絡まり合い、トクンと胸が鳴った。

　今私を見つめている瞳は、高校時代、教室や図書室で、幾度か合わせた瞳とまったく同じ。眼鏡をかけていなくても、今はそう確信できる。

　徐々に〝柊さん〟と〝三好くん〟の姿が重なっていく。

「こんな暗くてじめじめした俺に、なんでくっついてくんの？って。こいつ物好きだなって思ってた」

「柊さんが暗い床下だとするなら、私はそこに生息するコケってとこですかね……」

　少しだけ茶化してみると、柊さんはおかしそうにふっと笑いを漏らした。

「キッチンの水回りに住み着くゴキブリでもいいな」

「そ、それは言いすぎです！」

　たまに気を許したような表情を見せてくれると、すごく安心する。過去を話すのはきっと辛いだろうから。

「高校を卒業して、あのオタクみたいな格好をやめたら、どんどん周りに人が集まったよ。今は営業やってるし、見た目も愛想もよくしなきゃいけないけど、内面はそんな簡単に変えられなくて多少無理してるとこもあるんだ。目立つこととか嫌いだし」

　あぁ、だから写真を撮られるのも嫌なのかな。ニュースレターに写真を載せようとして拒否されたことを思い出す。

　あの時、もう柊さんは私のことに気づいていたのかな？

「……柊さん、私のこと覚えててくれたんですか？」

　確かめるように、上目遣いで彼を見つめる。

「バカじゃなきゃ名前くらい覚えてる」

　無表情だけれど、柊さんは当然のように答えた。

　十年も経っているのに私の名前を覚えていてくれたことは、単純に嬉しい。

　泡が消えてきている黄金の液体を見つめながら、彼はわずかに苦笑を浮かべる。

「鈴森が入社してきた時、実はすげぇ動揺した」

　軽く頭を掻く彼に、私は目をしばたたかせる。

「そんなふうには全然見えませんでしたよ」

　私が自己紹介しても、柊さんは動揺した様子なんて微塵も見せなかったと思う。

「お前に気づかれなかったのは救われたけどな。忘れられてたのか、鈍感なのか」

「忘れるわけないですよ！　ただ、年齢も名字も違うから、別人だと思い込んじゃっただけで……」

　私の声は最初の勢いを失って、尻すぼみになっていく。気づかなかったことに後ろめたさを感じて。

　けれど、彼は機嫌を損ねたりせず、小さく頷き、いたって平静な様子で言う。

「まぁ、十年も経ってれば、無理ねぇよな。実際本当に変わったし、俺だってさっき同級生見ても、誰だかわからない奴ばっかだったし」

　……そう。三好くんにはあの時の地味なイメージしかなく、まさか変貌をとげて今の彼のようになっているとは想像もしなかった。そして、十年という月日は、確実に私の中の三好くんの記憶を薄れさせ、しっかりとした顔を思い起こすことができなかったのだ。

　思い込みと、様々な事情が積み重なったせい。そう言い訳でもしないと、気づかなかった自分の浅はかさに嫌気が差すばかりだ。

「ずっと、忘れることなんてできなかったです」

　もう一度繰り返し、サーモンピンクのカクテルを口に含んだ。リキュール独特の苦味が、あの頃の恋を思い出させるように舌に残る。

　ずっと三好くんのことを引きずっていた私が、どうして呆気なく柊さんに恋に落ちたのか。ふたりを比べることなく、三好くんへの思いを昇華できたのは何故なのか、やっとわかった。

　必然的なことだったんだ。彼は、三好くんだったのだから。

　私はどうしても彼じゃなければいけないのかもしれない。この先も、彼以外の人を好きになるとは思えない。

「もう三好くんには会えないと思ってたから……こうしてあの頃の話ができるなんて、本当に夢みたい」

　そう口にすると、感極まって目頭が熱くなった。もしもう一度会えたら、伝えたいと思っていたことがたくさんあったから。今がそのチャンスなんだと、胸がいっぱいになる。

　できることなら、あの時の後悔を晴らしたい。柊さんに、昔も今もあなたが好きだと伝えたい。

　その決心をして、早鐘を打つ胸を落ち着かせようとしていたその時――。

「俺は……会いたくなかったよ、お前には」

　一瞬にして私の熱を冷ます言葉を、静かに、暗い声色で彼の口が紡いだ。

　冗談なんかではない、本心の言葉だと、見るともなく窓の外を見る彼の物憂げな表情が語っている。

　頭から冷水をかけられたようなショックを受けて、身体が硬直してしまう。

「どう、して？」

　なんとか唇を動かして、それだけ呟いた。

「もうあの頃のことは忘れたいのに、嫌でも思い出しちまうからだよ」

　低い声で吐き捨てるように言う彼を、私はただ黙って見つめることしかできない。

　気怠げに前屈みになった柊さんは、くしゃりと髪に手を潜らせた。そして、私と目を合わさないまま、こんなことを口にする。

「クリスマス前、クラスの奴らに俺とのこと聞かれたお前が、『すっごい迷惑』って言ったの覚えてるか？」

「あ、はい……？」

　突然高校時代の話に戻ったことに、戸惑いつつも頷いた。

　懐かしく、ほろ苦い思い出が蘇る。

『クリスマスはオタクと過ごすの？　なにすんのー？』

『そんなわけないじゃん！　もうやめてよ、すっごい迷惑！』

　男子にからかわれて、思わず言ってしまったあの言葉を、柊さんも聞いていたんだ。

「俺のこと好きなわけでもないのに、からかわれるのが嫌で迷惑だって言ったんだろ？」

「え……!?」

　予想外の彼の言葉に、目を見開く。

　私は、そういう意味で言ったわけじゃないのに……！

　そんな私の思いを知らない彼は、冷たさを感じる口調で続ける。

「あの時、やっと気づいたんだ。鈴森は同情か偽善みたいな気持ちで接していただけなのに、俺が勝手に勘違いしてたんだって。実際、金井と付き合ってたみたいだし」

　――身体の奥で、ドクンと嫌な音がした。

　私は、皆にからかわれるせいで三好くんと思うように話せないのが嫌だったから、迷惑だと言った。でも、彼は違う捉え方をしたんだ。

　それに加えて翔吾くんが言った、『こいつとクリスマスを過ごすのは俺だ』という、その場しのぎの嘘。それを信じてしまった彼は、『彼氏がいるのに何故自分と仲良くしていたんだ？』と思ったに違いない。同情や偽善で仲良くしていたのだと、誤解されても仕方ないのかもしれない。

　わずかに歪んだ笑みを浮かべた彼は、やりきれない思いを飲み込むかのように、グラスに手を伸ばし、ビールを呷る。

「イタい奴だろ、俺。だから嫌なんだ、そんな惨めな自分を思い出すのは」

「違います！　あれは言葉のあやってやつで、誤解なんです！　だって私――」

　思わず声を荒らげ、必死に訴えた。しかし、それを遮るように返ってきたのは、投げやりにも取れる言葉だった。

「別に、今さら真実なんてどうでもいいし、知ろうとも思わない。……〝三好隼人〟は、もういないんだから」

　その声には少しの切なさが交じっているように感じ、私は言葉を紡ぐことができなかった。

　ゴトン、と柊さんがビールを飲み干して置いたグラスの音が、やけに大きく、重く響いた気がした。

　まさか、私のあの言葉を聞かれていて、そんな意味に取られていたなんて……。

　あの時の軽はずみな言葉を、激しく後悔した。正直、私の三好くんへの好意が、あの頃にほんの少しでも伝わっていたらいいなという、ズルい考えがあった。でも、彼には伝わるどころか、大きな誤解を与えてしまっていた。

　私達のあいだに生じた些細なズレは、修復するのも困難な状態になっているようだ。でも、このままでいいわけない。

　たしかにもう三好くんはいないけれど、あの頃の私の気持ちは本物で、今もしっかり残っている。彼を好きになったのは、私にとって必要なことだったし、宝物みたいな思い出なのだ。あの思いは、ずっと大切にしていたい。

　なのに、それを誤解されたままでいるのは、すごく切ないよ。私と過ごした日々のことを、すべて色のない思い出にされたくはない。柊さんにとっては、本当にどうでもいいことなの？

　なんとか彼の気持ちを変えたいと思いながら、膝の上でぎゅっと手を握った。

「……もう話すことはないな。帰るか」

　柊さんは腕時計に目線を落とすと、いつもの調子で淡々と言う。

　彼が立ち上がろうとした瞬間、私は反射的に動いていた。

「待って！」

　泣きそうになりながら、柊さんの手を掴み、必死に引き止める。そして、手を握ったまま「ごめんなさい」と頭を下げた。

　彼は神妙な顔で私を見る。

「なに謝ってんだ」

「あの時、きっと私は三好くんのことを傷つけたと思うから……」

　彼がもし私を信頼してくれていたとしたら。

　あの頃の柊さんは人を疑い深くなっていたというのだから、余計に裏切られたように感じたかもしれない。

「あなたはなにも勘違いなんかしてません。私は、三好くんのことが本当に好きだったから」

　綺麗な瞳をまっすぐ見つめ、声が震えそうになりながらも、しっかりと紡いだ。

　遅すぎる告白に、柊さんは目を伏せてくしゃくしゃと頭を掻き、気怠げに吐き捨てる。

「だから、十年も前のことはどうでもいい」

「どうでもよくない！」

　思わず声を張り上げた。

　彼もゆっくり目線を上げ、視線が絡まる。

　もう後悔したくない。思っていることをちゃんと伝えようと、私は息を吸い込んだ。

「三好くんの存在は、私にとってすごく大きかったし、今でも大切なことなんです。なかったことにはしたくない」

　はっきり言いきって、下唇を噛み締めた。

　張りつめた空気の中、夜景が震えるように揺らめいている。それを見るともなく眺めて、少しだけ気を落ち着かせる。

　柊さんも私に手を握られたまま、空になったグラスを見つめて動こうとしない。黙って、なにかを考えているようだ。

　もしかしたら、彼の気持ちを動かすことができるかもしれない。

　小さな望みにかけて、私は再び静かに口を開いた。

「昔のこと、忘れたいなんて嘘ですよね」

「え？」

　こちらに視線を向けた彼を、真剣な目で、私も見つめ返した。

「本当に忘れたかったら、今日同窓会まで来て私に全部話したりしなかったはずでしょう？　本当は、柊さんも過去と向き合いたかったんじゃないですか？」

　意表を突かれたように、彼は押し黙った。

　さっきからずっと握ったままの手に、私は少しだけ力を込める。

「私は、あなたの全部を受け止めたい。昔の三好くんも……今の柊さんも好きだから」

　二度目の告白は、とても自然だった。

　なんの気負いもなく、すんなりと口から出ていた。ただただ、彼に心を開いてほしい、その一心で。

　ほんの数秒、息を止めて見つめ合う。柊さんは少しだけ動揺したように瞳を揺らしたものの、一瞬ふっと嘲笑うような笑みを浮かべると、私から目を逸らした。

「どうだか。矢城にも元カレにも言い寄られてヘラヘラしてる奴の言うことなんて、信じられるか」

　枯れ葉のように、彼の声が力なく落ちていく。

　……あぁそうか。柊さんはいまだに、簡単には人を信じることができないのだ。私の手を離そうとも、握り返そうともしないのが、信じたくても信じられない彼の心情を表しているような気がする。

　私のこの気持ちが本物だって、どうすれば伝わる？

　少しだけ考えて、私は一度小さく深呼吸をし、握っていた彼の手を離した。

「じゃあ、これならどうですか」

　柊さんのほうに身体を向け、彼の肩に手を伸ばす。彼がこちらを向いた瞬間、思いきって顔を近づけ、しっかりと唇を押しつけた。

　花火をしたあの夜とは真逆の、私からの強引なキス。

　ぎゅっと目を閉じて、息すらも止める。色気なんてあったもんじゃないけれど、これが私にできる精一杯の愛情表現なの。どうか、私の思いが伝わってほしい。

　数秒で唇を離すと、さすがの彼も驚いたようで、目を見開いていた。

「鈴、森――」

「どアホだから、こうすることしかできないけど……私は本気です」

　お互いの息遣いを感じられるほどの距離に顔を近づけたまま、強く告げる。何故だか目頭が熱くなった。

　気持ちを伝えられたら満足で、フラれても受け止めようと思っていたけれど、そんなのは綺麗事だったみたい。今の私は、どうにかして私を受け入れてほしいと思っている。そして、彼の心が欲しくてたまらない。

　高校時代の思いも上乗せされて、もう好きという気持ちが溢れて止まらないんだ。

　鼓動が激しくリズムを刻む中、潤む瞳で彼を見つめ、そのきめ細やかな頬にそっと手を伸ばす。

「私を信じてください。……隼人さん」

　三好くんも柊さんも、どちらも好きなのだとわかってもらいたいし、どちらも大切だから、これからは名前で呼ぼうと思った。

　ほんの一瞬、彼が泣きそうな顔になったように見えたのは、私の気のせいだろうか。

　でも、その表情もすぐに見えなくなった。

　伸ばした手をぐっと取られ、今度は彼のほうから唇を重ねられたから。

「ふ、ぅん……！」

　花火の日にされた、触れるだけのキスとは違う。舌を絡め取られて、なぞられて。急激に深くなるそれに、酸素不足になった脳がクラクラし始める。

　そのままソファの背もたれに背中を預け、手を押さえられ、彼に閉じ込められる形になった。

「煽あおるな、バカ」

　薄暗いムーディーな部屋によく馴染む、掠れた艶めかしい声がすぐ近くで聞こえる。

　熱を帯びた瞳で私を捉える隼人さんに、緊張で胸がはち切れそうになっていると、温かい吐息がかかりそうなくらいの距離で、彼の独り言のような呟きを耳が拾った。

「……だから、会いたくなかったんだよ」

　もう一度言われて、胸がズキンと痛む。

　けれど、整った眉をわずかに寄せた彼の表情は苦しげに見える。

「隼、人さ――」

　私になにも言わせないように、彼がなにかを押し殺すように、再び唇が塞がれた。

　そのキスがあまりにも優しいから、今の言葉にも裏があるのではないかと思ってしまう。

　……いや、そう思いたい。こんなに優しく髪に、頬に触れられて、首筋まで愛でるように口づけられたら、ちゃんと愛されていると錯覚してしまう。

「はぁ……んっ」

　適度に開いた胸元にまで彼の唇が滑り、スカートの下では手が太ももを撫でる。

　彼に触れられただけで、その度に切なく甘い快感が走り、まるで全身が性感帯になったみたいだ。

　時折目が合うと、それが合図になったようにまた唇を重ねる。いつの間にか抱き締め合い、私達はソファに座りながら絡まっていた。

　ここがレストランだということも、彼が私を本当はどう思っているのかわからないことも忘れて、私はただ身体を火ほ照てらせるだけ――。

　その時、テーブルの上に置いてあった隼人さんのスマホが、雰囲気を壊すように音をたてて震えだした。

　一瞬でお互い我に返るものの、すぐには離れられず、見つめ合う。

「……で、電話、ですか？」

　なんとか平静を装って問いかけると、隼人さんは軽くスマホを一瞥して、また私に色めく瞳を向ける。

「どうせたいした用じゃない」

「でも」

「やめてほしいのか？　このまま」

　産毛を撫でるように優しく、彼の手にそっと頬をなぞられながら、妖しく囁かれる。

　――ドキン、とひと際大きく心臓が跳ねた。

　私がノーと言ったら、一体この身体はどこまで熱くさせられるのだろう。

　息を呑み、思わず首を横に振ろうとした時、私の腰に回されていた腕がスッと離れていった。

「……つーか、やめなきゃいけねぇよな。なにやってんだ、俺」

　再びソファにどかりと腰を下ろした彼は、私から顔を背け、片手で口元を覆った。たしかにそうだよね、と少しの安堵と残念な気持ちが交じり合う。そんな自分が恥ずかしくて、私は乱れたスカートを直しながら顔を俯かせた。

　隼人さんはスマホに手を伸ばし、ディスプレイを見やるも、なにもせずにまたそれを置く。そのうち、バイブ音は鳴りやんだ。

「出なくていいんですか？　私、邪魔なら外に出てますけど」

　いくらか冷静さを取り戻し、いつもの調子で言うと、彼は小さく首を横に振った。

「いいんだ、母親だから」

「だったらなおさら……！」

　出ないといけないでしょう、という言葉は、彼の冷めた声に遮られる。

「もう何年も会ってないし、電話も出てない。今さらだろ？」

　さっきまでのバニラアイスみたいな甘い空気は、エスプレッソが垂らされたようにほろ苦くなっていく。私の複雑な感情は、それが交じり合って描くマーブル模様と同じだ。

　口をつぐむと、隼人さんは気怠げに足を組み、ぽつりぽつりと語り始めた。

「離婚してからしばらくして、あの人は俺がいないあいだに男を家に連れ込んでた」

「え……」

「別にもう離婚してるんだから、男をつくるのは構わない。でも俺がいたら迷惑だろ。だから俺は家を出たし、連絡も取ってないんだ」

　なんでもないことのように言う隼人さんだけど、きっと切ないし、寂しいに違いない。だって、彼は居場所をなくしてしまったのだから。

　柱にメッセージを書きたいという家族につき添っていたあの時、幸せな家庭を夢見る私に『俺もつくってみてぇよ、そういう家庭』なんて言葉を寂しげに漏らしたのが、その証拠だと思う。

　どの家庭でも、親が子を、子が親を思うのは当然だ。もちろん、私の家族もそう。お母さんとお兄ちゃんのことを思い出して、あるエピソードを話してみることにした。

「……私、兄がいるんですけど」

　突然話し始めた私を、隼人さんは怪訝そうに見やる。

「お兄ちゃんが東京の大学に進学してひとり暮らししてた時、全然連絡寄越してこなくって。お母さんは、『生きてるか死んでるかもわからないし、もう知らないわ、あんな息子！』とか言ってたけど、本当はずーっと心配してたんです。たぶん、隼人さんのお母さんも同じですよ」

　親なら誰でも、それが普通のはず。隼人さんのお母さんだって、きっと彼を愛しているに違いない。

　迷うように揺れる彼の瞳を見つめ返し、私は思いきって説得してみる。

「お母さんに捨てられたって話なら別だけど、隼人さんは自分から家を出たんでしょう？　きっとお母さんは話したいことがあるんだろうし、なにより会いたいはずです。もう一度向き合ってみたらどうですか？　そうしたら、過去を乗り越えられるかもしれない」

　私だって乗り越えてほしい。辛かった昔のことも、全部受け止めて。

　すると、すぐにまたスマホが震え始めた。きっとさっきと同じく、彼のお母さんからだろう。

「出たほうがいいですよ」

「……いいって」

　うっとうしそうに言う隼人さん。

「二回もかかってくるなんて、なにかあったのかもしれないじゃないですか！」

　自然と力が入り、拳を握りながら懸命に訴えるけれど、彼は取り合ってくれない。

　本当は隼人さんだって気になるくせに……！

　震え続けるスマホを一向に取ろうとしない彼に痺しびれを切らし、代わりに私がそれを取って彼の手に渡す。

「はい。出てください」

「やめろ」

　ギロッと睨まれ、少しキツく言われたけど、怯んでやらないんだから。

「意地張ってないで、ほら！」

　私と隼人さんのあいだでスマホが行ったり来たり。これじゃダメだと思った私は、勝手に画面を操作して通話ボタンをタップした。

「おま……っ」

「逃げてちゃ、明るい未来はつくれませんよ！」

　微かにお母さんらしき女性の声が聞こえる中、『この紋所が目に入らぬか！』と言わんばかりにスマホを彼に見せつけた。

　唖然としていた隼人さんだけれど、観念したようにひとつため息をつき、私の手からスマホを取って腰を上げた。

「あっ、私が出ていきま――」

「いい」

　うっ、と喉が詰まる。

　地鳴りのような低い声と怒りマークが見えそうなほどの剣幕に、私はピシッと固まり、個室を出ていく彼を見送った。

　お節介なことをして、また怒らせてしまっただろうか。でも隼人さんだって、忘れたいだなんて本心ではないはず。

　彼はきっと、裏腹な人だから。

　隼人さんが戻ってきたら、余計なことをしたとちゃんと謝ろう。そして、さっきのことも……って。

「あ、あ、あんなキスしちゃって私……！」

　あの柊 隼人さんと！　舌を絡ませ合ってしまったなんて!!

　改めて思い返してみると、ものすごく恥ずかしい。私は両手で顔を覆って、身悶えしながらソファにコテンと身体を横たえた。同窓会の会場にいる時からお酒を飲んでいたせいか、瞼が重い。

　私達、なんであんなことになったんだっけ？

　あぁ、元はといえば、私がキスしたのがきっかけか。でも、彼も確実に私を求めてくれていたよね。花火をした日も今日も、ただ酔っていたせいだとは思いたくない。

「隼人さん……どうして……？」

　私を求めてくれるのは、特別な感情があるから？

　それも、彼が戻ってきたら聞いてみよう。もうここで、全部はっきりさせてやる。

　彼が、戻ってきたら――。




「……りさん……鈴森さん！」

「……ほぇ？」

　誰かに呼ばれ、私はゆっくり瞼を押し上げた。

　あれ？　隼人さん……じゃない？

　ぼんやりとした視界がクリアになると、私の顔を覗き込むのは知らない男性だった。

　いや違う、さっきの店員の笹賀さん!?

「ぅひゃあ!?」

　慌てて身体を起こすと、肩からブランケットが滑り落ちた。

「あ、すみません、驚かせて」

　それを拾い上げて、笹賀さんはにこりと微笑む。

「隼人に頼まれたんです。急用ができて行かなきゃいけなくなったんだけど、連れてくことはできないし、すごく気持ちよさそうに寝てるから、俺を信頼して置いていくけどよろしくって」

「置いていく？」

　状況を把握しきれず、私は辺りをキョロキョロと見回す。

　テーブルにはグラスと、まったく手がつけられていない料理がそのままになっている。隼人さんが座っていたソファには、もちろん誰もいない。

「頃合いを見て起こしたら、タクシー呼んでやってくれって。あぁ、お金も預かってるからご心配なく」

「えぇぇ!?」

　なにそれー!?　うっかりあのまま寝てしまった自分がいけないんだけど……でも、置いていくってひどくない!?

　すっかり乱れた髪の毛もそのままに唖然としていると、目の前の彼が片方の口角を上げ、意味深に笑う。

「好きでしょう？　放置プレイ」

　――ちゅどーん！と、爆弾が落とされたような衝撃が走った。

　柊さんが吹き込んだの？　それとも、あなた方は精神的双子かなにかですか!?

　いやいやそれより、どうして起こしてくれなかったのよ。急用ができたならそう言ってくれたらよかったのに！

　私には言いたくない用事だったのだろうか。当然かもしれないけれど、まだすべてを打ち明けられるような関係になれてはいないのだと思うと、切なくもなる。

　でも、置いていかれてしまったものはどうしようもない。仕方ないから明日会社で話すことにするか……。

　私はゆでダコ状態になりながら、泣く泣くタクシーを呼んでもらうしかなかったのだった。




　しかし。翌日の日曜日、会社に彼の姿はなかった。

「柊くんは事情があって、急きゅう遽きょ新科店に行くことになった」

　朝礼で社長から皆にそう伝えられ、狐きつねにつままれた気分になる。

　詳しい理由は教えてくれなかったけれど、向井さんとの引き継ぎも問題なく終わっているようだし、私なんかが文句を言えるはずもない。朝礼が終わっても、まだもやもやしたままの私は、独り言を漏らす。

「どうしてだろう」

「さぁね……。でも木曜から向こうに行く予定だったし、四日早まっただけだからね」

　ちょうど私のそばに来た絵梨子さんが、書類を渡しながら慰めるように言ってくれる。けれど、私は寂しさと消化不良の思いでいっぱいだった。

　本当にどうして……新科店のほうから『すぐに来てくれ』と言われたのだろうか。でも、それなら社長はそう言うだろうし、昨日お母さんと電話をしてから急用ができたと言って帰ったことと、なにか関係があるのかもしれない。

　新科店には、向こうでウィークリーマンションを借りて、そこから通うのだと、皆で話している時に隼人さんが言っていた。

　会いたいけれど、マンションがどこなのかわからない。ましてや、私は彼の携帯番号すら知らないのだ。

　聞いておけばよかったな……。

　でも、たとえ場所や番号を教えてもらっても、押しかけて迷惑がられたら嫌だ。昨日、私になにも言わずに行ってしまったのも、きっと隼人さんに思うことがあるからなのだろう。

　会ったら聞きたいことがたくさんあるとはいえ、無理に会うのはやめておこう。心のもやは消えることはないけれど……。

「はぁー……」

　思わずため息を吐き出す私の肩を、絵梨子さんがぽんと叩く。

「また帰ってくるんだから。それまでの辛抱よ、紗羽ちゃん」

　頷いて、彼女に力なく微笑み返すものの、向こうには岩坂さんがいるのだし、落ち着いて待っていられない。

　私はこのまま、悶々とした気持ちを抱えているしかないのだろうか。
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ガラスペンダントの灯りのように　～Ｓｉｄｅ 柊～




　十年ぶりに、花火をやった。

　今まで避けていたけれど、あいつとなら本当に楽しい思い出をつくれそうな気がした。

　高三の初夏、父親に運転を頼んで大学のオープンキャンパスに行った帰りのこと。今年最初の小さな花火大会がちょうど同じ日に重なっていて、車の窓からそれを眺めていた。

　その時だ、あの忌いまわしい事故が起こったのは。

　父親のよそ見が原因で俺達の車が対向車線にはみ出し、ハンドルを切り返したものの電柱に衝突。父親はかすり傷程度だったが、俺は頭を打って、一時的な記憶障害になった。

　それ以来、花火を見ると事故のことを思い出すから嫌いになったのだ。

　もう一度やり直した高三の夏、文化祭の打ち上げでクラスの奴らと花火をすることになった時も、俺は帰る気満々だった。俺なんかがいなくても、誰も気づくことはないから。

　……しかし。

『三好くん、一緒に花火やろうよ』

『もし話したくないなら、これやろう？　線香花火は静かにやるものだから、会話がなくてもいいでしょ？』

　鈴森紗羽は帰ろうとしていた俺を呼び止め、細い花火の束を差し出しながら、とても温かい笑顔でそう言った。

　あいつは昔となにも変わっていない。俺はこんなにも変わったのに。

　あいつが、実は俺が三好だということに気づいていないとしても、柊である今の自分をいつも気にかけてくれることが、なんだかんだいって嬉しいんだ。

　高三の頃のことは、できれば思い出したくない。親はケンカしてばかりで、学校にも友達はいなくて、ただひとりで黙々と勉強することだけが逃げ場だった。そんな暗い過去のことなんて。

　だが、そんな中でもひとつだけキラキラと輝く宝石みたいな存在があった。

　それが、彼女だ。

　何故か俺にくっついてきて、委員会まで一緒になった。そして、変な噂を立てられ、関わらないほうがいいと忠告しても、『私が話したいの』と言った。そんなふうに言われたら、もしかしてあいつは俺に気があるのか？と、淡い期待を抱いてしまうのは致し方ないことじゃないだろうか。

　事故のあと、俺が記憶障害になったのをいいことに、嘘を信じ込ませようとしたのは女友達だけではなく、俺に対していい印象を持っていなかった奴もそうだった。そいつが付き合っていた彼女にフラれた理由が、俺のことを好きになったからだったらしい。

『金を貸したままだから返せ』ということ以外にも、『お前とあいつ、仲悪かったじゃん』と、本当は仲がいい友達と揉めさせられたりもした。本人は軽い嫌がらせのつもりで嘘を教えたのだろうが、それは俺を混乱させ、人を簡単には信用しない癖みたいなものを身につけさせてしまった。

　だが、きっと鈴森はそんな奴らとは違う。あいつなら信じてもいい、信じたい、と思った。本能的に。

　だから俺も、彼女にそばにいてほしいと思ったんだ。それなのに……。

『三好さ、鈴森が話しかけてくれるからっていい気になってねぇ？』

『オタクで勘違い野郎とかキモすぎ』

『あんな奴に付き合ってる鈴森も趣味悪いよな。まぁただの同情なんだろうけどさ』

　クラスの奴らがそんな話をしているのを聞いて、彼女を信用しようという俺の気持ちはすぐにグラつく。

　委員会でも、あの金井と親しげに話している姿を何度か見かけた。最初は特に気にしていなかったものの、次第にふたりの関係を疑い始め……。

『もうやめてよ、すっごい迷惑！』

　男子にからかわれ、鈴森がそう叫んだ時、今まで感じたことがない痛みが胸に走った。

　彼女は、俺のことをなんとも思っていない。むしろ迷惑なのだと思い知らされて、宝石みたいな存在は、その輝きを失ってしまったようだった。

　そして『こいつとクリスマス過ごすのは俺だっつーの』と鈴森の肩を抱きながら言った金井の言葉を聞いて、やはりそうだったのだと確信した。

　そう、彼女が俺なんかに好意を抱いているはずがない。好きだと言われたわけでもないのに、気があるような素振りだけで、勝手に勘違いしてしまった自分がバカだった。全部ただの友達としてのことだったのだと、甘い夢から覚めたような気がした。

　当然だと思いながらも、心の隅には裏切られたような思いがあったのも事実。他人からしたら〝そんなことで？〟と思うかもしれないが、まだ大人になりきれていなかった俺にとっては大きなことだったんだ。

　事故に遭って以来、鈴森は家族以外で初めて信じようと思えた異性。誰とも関わろうとしない俺に、自ら近寄ってきてくれた唯一の人。そんな彼女は、本当に大切な存在だったから。

　あれから十年の時が経ち、高校時代の苦い記憶も薄れかけていたというのに、鈴森は再び俺の前に現れた。さらには金井翔吾までもが現れてから、嫌でも思い出さざるを得なくなった。人を愛する気持ちと、醜い嫉妬も一緒に。

　バーベキューの日、花火をやりたくなかったもうひとつの原因も、カッコ悪いがただの嫉妬だ。矢城と親しくしている姿を見るのは、やはりいい気分ではなかったから。

　同窓会のことも気になって聞いてみたが、彼女は金井に対してなんの危機感も持っていない。

　高校時代、『何人もの女と身体だけの関係を持っている』だの、『一度寝たらおしまい』だの、色々な噂が飛び交っていた、あの金井だぞ？　俺と違って鈴森は人を疑うことをしないのかもしれないが、それでももう少し警戒しろよ。

　しかも、『どうなったって、柊さんには関係ない』と言う始末。俺が、十年前からどんな気持ちでいるのかも知らないで――。

　そんな勝手なイライラと、いつもより飲みすぎたアルコールのせいもあって、俺は衝動的に彼女の唇を奪っていた。花火をしたことで、高校時代を鮮明に思い出し、鈴森への思いもさらに熱を持ち始めていたのだ。

　あの頃と変わらない笑顔も、言葉も、俺の心をぐらぐらと揺する。

　裏切られたようなあの時のショックを忘れてしまうくらい、俺はただ〝鈴森紗羽〟という人間に惹かれている。どうしようもなく好きだという気持ちが、風船のように膨らんでいた。

　もう限界だった。あいつへの思いを押し殺すのは。

　悶々とした気持ちをずっと抱えたままでいるより、いっそのことすべてを打ち明けてしまいたいと思った。三好だったことを隠したまま、この先も同僚としてやっていくことはできそうにないから。

　悩みながらも、俺は鈴森に同窓会で真実を伝えようと決意した。




　同窓会の知らせは母親の元に来ていたようで、恒例の留守電にその旨が残されていたから、詳細は知っていた。仕事を終えたあと、不安と妙な緊張感を抱きながら、すぐに会場へ向かう。

　俺が三好だったと知って、鈴森はどんな反応をするだろう。騙だまされていたと思って、今度こそ俺から離れていくだろうか。

　そうでなければいいと願いつつ、同窓会から鈴森を連れ出して、ずっと黙っていたことを打ち明けた。

　彼女が言うには、あの時のことは俺の誤解らしい。たしかに、あれだけのことであいつの本当の気持ちがどうだったかなんてわからないよな。

　でも十年も前のことなんて、本当に今さらどうでもいいんだ。しかし……。

「今の柊さんも好きだから」

　――そのひと言は、受け流したくない。

　好きだと言ってくれて、単純に嬉しい。心の奥から、じわじわと温かい感情が湧き上がってくるような、なんとも言えない感動があった。

　しかし、俺達は本当に同じ気持ちなのだろうか。鈴森は、俺に嘘を信じ込ませようとした友人達とは違うと、言いきれるだろうか。

　彼女の真剣な瞳は、でまかせを言っているようには見えない。今度こそ彼女を信じて、自分の気持ちにも正直になりたい。……そう、強く思うのに。

「どうだか。矢城にも元カレにも言い寄られてヘラヘラしてる奴の言うことなんて、信じられるか」

　俺の口はどうしても裏腹なことを言って、信じるのを躊躇ってしまう。過去はなかったことにしたいなんて言っておきながら、過去から抜け出せないでいるのは自分じゃないか。どうして、純粋に信じることができないんだ……。

　そんな情けない俺に、彼女のしっかりとした声が投げかけられる。

「じゃあ、これならどうですか」

　甘い香りがふわりと近づいたと思った直後――浴びせられた、突然のキス。

　息が止まり、目を閉じることすらできなかった。

　数秒で離れていったものの、たしかに感じたあいつの柔らかな温もりは、俺の強張った心を溶かしてくれるようだった。

「私を信じてください。……隼人さん」

　三好でも、柊でもなく……いや、俺のすべてをまるごと受け止めてくれるような言葉に、自分自身で締めつけていた鎖が解かれていくような気がした。

　鈴森への思いや、過去の葛藤、抑えていたものが決壊する。すぐに奪えるところに、彼女の潤んだ瞳や、濡れた唇があるだけで、理性はどこかへ吹っ飛ぶ。そして、難しいことを考えるのを、脳が放棄してしまった。

「……だから、会いたくなかったんだよ」

　一度タガが外れたら、こんなふうにお前を求めてしまうのがわかっていたから。

　コントロールが効かず、自分が自分じゃなくなるような感覚は、事故直後に感じたそれと似ているような気がして少し怖れていた。でも今は、このまま突っ走りたい衝動に駆られている。

　過去のことはどうでもいい。今はただ、目の前の彼女が欲しい――。

　いつもとは違う髪型も、露出度が高いパーティードレス姿も、無性に欲求を掻き立てた。白い首筋に唇を這わせ、太ももに手を滑らせる。ソファに押し倒す勢いで、貪るように唇を重ね合わせていた。

　――その時、俺の理性を引き戻したのは母親からの電話。

　感謝するべきか、恨むべきか。あれほどまでに高ぶっていた欲求は、冷水を浴びせられたように急激に冷めていった。レストランでこれ以上のことができるわけないのだから、止めてくれてよかったのだろうけど。

　またいつものどうでもいい世間話かと思ったが、今日は少し様子が違う。いつもなら、留守電を残すだけで何度もかけてきたりはしない。なのに今日は、俺に〝出てくれ〟と訴えるように鳴り続けていた。

　それを気にしている俺に気づいたのか、鈴森は強引に電話を取らせようとする。

「はい。出てください」

「やめろ」

　お互い意地になって、そんなやり取りを繰り返す。しかし、余計なことをするなと思ったものの、気になるのはたしか。

　まさか本当に、なにかあったとかじゃねーよな……。

　徐々に心配になってきた時、なんと鈴森は、勝手に画面を操作して通話ボタンをタップした。

「おま……っ」

「逃げてちゃ明るい未来はつくれませんよ！」

　目を丸くする俺に、彼女は何故か得意げに、時代劇ドラマの名シーンのようにスマホを見せつけてくる。

　なんて強引な……。

　そう思ったが、通話状態にされては仕方なく、彼女からスマホを奪い、母親と話すことにした。個室を出て、何年ぶりかに声を届ける。

「……なに？」

『は、やと……!?』

　無愛想な俺の第一声に、母さんは信じられないとでも言いたげな声を上げた。

『隼人？　隼人なのよね!?　まさか、本当に出てくれるなんて……！』

　嬉しいのか感動しているのか、留守電で聞くよりも高い声が震えている。

「お節介な奴がいて、仕方なく」

　迷惑そうに言ったものの、会話をしだした瞬間、心の奥では鈴森に感謝にも似た気持ちが湧いていた。俺は、こうやって誰かが、家族と向き合うきっかけをつくってくれるのを待っていたのかもしれない。

『元気？　風邪とか、病気とかしてない!?　あぁよかった、生きてたのね～！』

「落ち着けって」

　飛び回って喜んでいる姿が目に浮かび、思わず笑いがこぼれた。

　まぁそうなるのも当然か、母親だもんな。ずっと俺を心配していたことも、あいつに言われる前からわかっていたよ。

　そう思いながらも、なんとなくきまりが悪くて、不機嫌な声を出してしまう。

「なんか用？」

『あっ、あのね』

　急に母さんの声のトーンが下がり、どこか深刻そうな声色になる。

『それが……お父さんが緊急手術をすることになったって、さっき連絡が……！』

「え？」

　――ドクン、と胸が軋む。

　緊急手術？　あの人が？

「お父さんって……三好？」

『他に誰がいるの！　ねぇお願い、隼人も一緒に病院に行きましょ？』

　なんだか泣きそうな声で懇願され、胸がざわつき始める。落ち着いていられず、俺の声にも焦りが滲む。

「手術ってなんの？　どんな状態なんだよ」

『詳しいことはあとで話すから……！』

　母さんのこの切羽詰まった様子……まさかそんなに危ない手術なのか？

　そう考えると急激に不安が押し寄せる。

「……わかった。今どこにいんの？」

　離婚して何年も経つのに、母さんがいまだに〝お父さん〟と呼んでいることとか、何故母さんに連絡が行ったのかとか。疑問は多々あるが、とりあえず俺達はすぐに会うことにした。

　事故以来、俺はなにかと父親のことを恨むようになっていた。事故の原因は父親だったから。

　だが、彼は穏和で人がよく、事故のことを死ぬほど後悔していたのも知っている。俺と母さんのことを本当に愛していて、母さんが離婚の話を持ち出しても、最後の最後まで同意しなかった。

　俺だって、本当は別れてほしくはなかったが、俺にはどうすることもできなかった。母さんの気持ちが離れていたから。

　父親と別居することになった時には、もう恨みの気持ちはなく、同情と心配と……寂しさだけがせめぎ合っていた。

　そう、もう恨んではいなかったのに、俺はずっと父親を避けていた。人間不信のような状態になったことも、寂しい高校生活を送ることになったのも、全部彼のせいにしていれば楽だったから。

　結局俺は、逃げてばかりの弱い自分を認めたくなかっただけなんだ。

　ふたりが離婚する時も、何も言えずに別れた。きっと今も、あの人は俺に恨まれたままだと思っているだろう。

　俺にとっては、何年経っても、まったく会っていなくても、やはり父親には変わりない。緊急手術だなんて聞いて、いてもたってもいられないほど心配になっている今の自分がそれを物語っている。

「『逃げてばかりじゃ明るい未来はつくれない』……か」

　電話を切り、なんとなく鈴森の格言みたいな言葉を反芻してみた。

　ガラスペンダントの灯りにほのかに照らされた店内のように薄暗い現状も、俺次第で明るくすることができるのだろうか。

　一歩踏み出すなら、きっと今だ。過去をなかったことになんてせずに、しっかりと飲み込んで消化しなければいけない。
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　電話を終え、決心して個室に戻ると……なんと鈴森が寝ている。

　マジかこいつ。あの状況から普通寝るか？　しかもそんなに長く電話してなかったし……即寝かよ、神経太すぎんだろ。

「危機感持てっつーの」

　ぶに、と軽く頬を摘んでみると「んへへ」と笑う。

　つねられて喜ぶなんて、夢の中でもドＭか。

　思わず笑いをこぼしながら、備えつけられていたブランケットで彼女の身体を包んだ。すやすやと気持ちよさそうな寝息を立てる横顔に、愛おしさが湧き上がる。

　こいつはまっすぐに俺と向き合おうとしてくれている。俺もいい加減、外見だけじゃなくて中身も変わらないとな。しっかりけじめをつけたら、今度は俺から気持ちを伝えよう。

「……もう少しだけ、待っててくれ」

　頭を優しく撫でながら呟き、額にそっとキスを落として部屋を出た。

　後ろ髪を引かれる思いではあるが、鈴森を連れていくわけにはいかないし、しょうがないからあいつに任せることにしよう。

　ちょうどホールに出ていた笹賀に、事情を話しながら会計も合わせて頼むと、奴は目をしばたたかせる。

「彼女置いて帰んの？　本物の放置プレイじゃん」

「そうなるな」

　財布を取り出しながら答えると、笹賀はニヤリと口角を上げる。

「あ、でもドＭちゃんならそういうのもアリかー。俺もイジメんの好きだし」

　無邪気に笑いながら言う彼に、俺は片眉をピクリと上げる。

　留年する前の同級生である笹賀は、俺が引っ越したあとも連絡を取っている数少ない友達のひとりだ。俺が事故に遭った時も心底心配してくれて、笹賀のことは徐々に信じられるようになった。今まで一度も、どんな小さなことでも俺を裏切ったことはない。

　だが、楽しそうに笑うこいつにわずかな不安を感じた俺は、一応忠告しておくことにした。

「お前のこと信頼してるから任せるけど……万が一、少しでもあいつに変なマネしたら」

「……変なマネしたら？」

「市中引き回しの上さらし首にする」

　ヒクッと口元を引きつらせる笹賀に、冷ややかな笑みを浮かべながら、「ごちそうさま」と言って店をあとにした。




　酒を飲んでしまっていることを電話で話すと、母さんが車を出すと言ってくれた。

　待ち合わせた駅のバス停辺りで、そわそわしながら彼女を待つ。

　もう六年ほど会っていないのだ、さすがに緊張する……というより、気まずい。

　十分ほど待つと、見慣れない白の軽自動車が俺の近くまで来て停まった。

　そして勢いよく運転席から降り、こちらに駆け寄ってきたのは、やはり歳を取ったと感じる母親。

「隼人!!」

　それでも、涙を浮かべる瞳は優しくて綺麗で、俺の存在を確かめるように腕を掴む手は温かかった。彼女は所持品検査でもするかのようにぺたぺたと俺の身体を触る。

「触れる……本物の隼人だわ！」

　興奮気味に、でも真顔で言う母さんに、思わず吹き出しそうになった。

「人を幽霊みたいに言うなって」

　笑いを堪え、平静を装う。

「あぁそうね、ごめんなさい。……会ってくれて、ありがとうね」

　母さんはまだ瞳を潤ませて、俺の手を両手で握る。怒ったり、恨みつらみを言ったりしても構わないのに、まったくそんなことは思っていないんだな……。

　それどころか、こんな親不孝な俺に向かって「ありがとう」と言う彼女に、無性に申し訳なさが込み上げる。

「……ごめん、母さん」

　皺が増えた手を見ながら、ぽつりとこぼした。

　勝手に家を出て、連絡も無視していたことを謝るには、あまりに素っ気なさすぎる謝罪だ。それでも、彼女は涙を溢れさせながら、笑って首を横に振るのだった。

　ひとまず車に乗り込むと、母さんは慣れた運転さばきで賑やかな夜の駅前をあとにする。

　落ち着いたところで、色々な質問をすることにした。

「で、なんの手術なわけ？」

「それが、本当に突然だからお父さんも動揺してたみたいで、なに言ってるのかよくわからなかったのよ。『腹切って中見てみなきゃわからないらしいけど、もしかしたら危ない状態かもしれない』みたいなこと言ってて。『家族に連絡してって言われたから、とにかく来てくれるか』って」

「なんだそりゃ……」

　気が動転してたのか？　まぁ俺が知っている限りでは、病気なんてひとつもしたことがない健康体だったから、無理ないのかもしれないが。

「わからないから私も余計心配で、焦ってとにかく隼人に連絡しようと思ったの。出てくれるわけないのにって、ほぼ諦めながらね」

　苦笑しつつ言う母さんだけど、鈴森と一緒にいなかったら俺は絶対出ていなかった。本当に、あいつには感謝だな。

「病院に着いたらきっと説明があるだろ。自分で電話かけてくるくらいだから、そこまで危ないってわけじゃないと思うよ」

　母さんと、自分自身も安心させるように言う。

　すると彼女は「そうね」と言って、わずかに口元を緩ませた。

　車は市街地を抜け、高速へと向かう。父親がいるのはミライトホームの新科店がある地域のほうだ。

「でも、なんで母さんに連絡が来たんだよ。もっと近くに誰かいねぇの？」

　気になっていたことを聞くと、彼女は前を向いたまま口を開く。

「それがね、お父さんは今までずっとひとりだったのよ。私と離婚してからも、誰とも一緒にならなくてね」

　それを聞いて、ひとつの疑問が湧き上がる。

「職場に三好って人が来たって話聞いたけど？　あれは、父さんが誰かとの家を建てるために来たわけじゃないのか？」

　杏奈から聞いた時、俺を尋ねてきたのが父親だということはわかった。

　彼はもう新しい家庭を築いていて、その家族のための家でも建てることになったのかと思った。だから、俺がどの建築設計事務所で働いているかまでは知らないであろう父親は、もしも鉢合わせたらお互いに気まずいから、この職場に俺がいないか確認していたのではないか。考えられるのは、それくらいだったのだが。

「それは……私達の家を建てようとしているんだと思うわ」

〝私達〟？　意味がわからず、ハンドルを握る母さんを見やる。

　彼女は前方に光るテールライトを目に映しながら、ほんの少しはにかんで言う。

「実はね。私とお父さん、もう一度やり直そうかっていう話をしてるの」

　――一瞬、追い越していく車の音が遥か遠くのほうに聞こえた。

「は!?」

　目と口を開き、俺は驚愕の表情をする。

「ごめん、勝手すぎよね。私が離婚を切り出したのに、またやり直したいだなんて」

　母さんは気まずそうな、申し訳なさそうな、微妙な笑みを浮かべる。

　いやいやいや、ちょっと待て！　衝撃的すぎて頭がバーストしそうだが、よく考えろ、俺。

　ドアに肘をつき、頭痛を堪えるように額に手を当てながら、必死に脳を回転させる。

「だってあんた、他に男いるんじゃなかったのかよ？　ふたりで会ってただろ、昔」

　勢い余って〝あんた〟と呼んでしまうほど、今の俺は動揺していた。

「やっぱり気づいてたのね……。バレないようにしてたつもりだったんだけどな」

　あれでバレないようにしてたのかよ、というツッコミは心の中に留めておこう。

　母さんは申し訳なさそうに眉を下げて、ちらりとこちらを見る。

「それで、私に嫌気が差して家を出ていったのね？」

「別に、嫌気が差したわけじゃない。俺がいたら邪魔になると思っただけで。……でも、それは俺の思い過ごしだったってことか？」

　俺の問いかけに、母さんは少し迷いながら、言葉を選ぶようにして話しだした。

「お父さんと別れて、隼人も大学に通い始めて。ひとりの時間も欲しかったから、最初は考える時間ができてよかったわ。でも、そのうちどうしようもなく寂しくなってね。職場でよくしてくれてた社員さんに、色々と相談してたの」

「相談……」

「そう。あの人もとても優しい人で、たぶん私に好意を持ってくれていたと思う。私もそれに甘えたくなった時もあったわ。でもやっぱりなにかが違って、結局あの人とはどうにもならずに終わったのよ」

　俺が見たあの男は、ただの仕事仲間だったなんて。きっと母さんも新しい生活をしているだろうと思っていたのに、そんなものは始まってもいなかった。

　俺が独りよがりなだけだったのか……急激に罪悪感が湧き上がる。

「じゃあ、母さんもずっとひとりで……？」

「ひとりだったけど、それも必要だったと思うわ。ゆっくり時間をかけて、お父さんともう一度向き合うことができたから。それに、あなたの就職先は知っていたんだから、会おうと思えば会えた。でもそうしなかったのは、私にもどこか後ろめたい気持ちがあったからだと思うの」

　母さんは神妙な表情で前方を眺めている。頭の中では、これまでのひとりの生活を思い起こしているのだろうか。

「だから隼人はなにも責任を感じることはないのよ」と、俺の気持ちをすべてわかっているかのようにフォローして、母さんは笑った。

「隼人が事故に遭って、それからずっと苦しんでる姿を見てたら、〝隼人がああなったのはお父さんのせいだ〟って、あの人を憎むようになったわ。今まで気にならなかった些細なことも、すごく引っかかるようになって、もうこれはダメだなって思ったから離婚したの」

　トンネルの明かりが、光の線になって次々と流れていく。

　それが映る目を、昔を思い出すように細めた母さんは、「でも」と言葉を繋げる。

「離れてみてわかることってやっぱり大きいのね。お父さんがどれだけ私と隼人のことを思って、大切にしてくれていたか……。一緒に暮らしていた頃は見えなくなっていたものに、身をもって気づかされたわ」

　それは、きっと俺も同じだ。

　家族がいなくても不自由はしないと思っていたし、実際社会に出てしまえば困ることはそれほどなかった。

　だが、心にぽっかり穴があいたような、どうやっても満たされない寂しさがあったのもたしか。それくらい、俺にとっても家族は大事な存在だったのだろう。

　母さんは俺のほうをちらりと見て、切なげな笑みを浮かべる。

「お父さんは変わらずその愛情を持ち続けてくれているの。十年が経つ、今もずっと。それとセットで、あの事故の罪悪感もね」

　事故の記憶が蘇り、ほんの少しあの頃の古傷が疼いた。

　インターチェンジに差しかかり、車は徐々にスピードを落とす。

「隼人が住宅関係の仕事に就いたって話をしたら、『いつか家を建ててもらいたい』って言ってた。『皆が帰る場所を、もう一度つくれたらいいな』って。あなたの職場に行ったのはそのためじゃないかしら。あなたに許してもらって、もう一度三人でやり直そうって話したかったのよ。きっと、ものすごく勇気を出して行ったと思うわ」

　……そうだろうな。まだ俺に恨まれていると思っているのなら。突き返されるのを覚悟で俺の名前を聞いたことだろう。

　そうまでして職場に来た父親のことを思うと、尊敬の念すら湧いてくる。心の奥に温かい感情が染み込んで、凍りついていた部分が徐々に溶かされていくのを感じた。

「俺はもう恨んだりしてない……って、言ってやらないとな」

　表情を和らげて言うと、母さんの唇がわずかに弧を描いた。

「そうね。そのためにも、無事に手術が終わるといいけど」

　もうすぐ病院に着くと思うと不安と緊張が増すが、そのわりに心は落ち着いている。ずっと未完成のままだった未来の設計図に、少しずつ手を入れていくような気分だ。

　窓を流れる夜の景色を眺めながら、十年ぶりの父親との再会を静かに待った。




「え……急性虫垂炎？」

　病院に着き、小さな会議室に通されて医師からの説明を受けた俺達は、一様に目を点にしていた。

　そんな俺達に、四十代くらいの男性医師が和やかな表情で言う。

「えぇ、いわゆる盲腸です」

「盲腸!?」

　俺達は再び繰り返した。

　盲腸って、比較的簡単な手術だろ？　それでそんなに動揺していたなんて、どんだけ怖がりなんだよ、あの人。

　母さんと目を見合わせて、ふたりで大きく息を吐き出しながら脱力した。

　だがそのあとの説明で、炎症がかなり進行していて、腹膜炎の一歩手前という危ない状態だったことがわかった。手術してみないとどれだけ膿うみが溜まっているかもわからないらしく、母さんへの電話で『切ってみないとわからない』と言っていたのはこのことだったのかと納得した。

　とりあえず命に関わるほどではないようで、俺達は安堵したのだった。

　時計の針は十一時を指そうとしている。手術は無事終わったが、術後もしばらくは麻酔が効いていると聞き、翌日の朝一で見舞いに来ることにした。

「私は入院の準備もあるし、お父さんのアパートに泊まるけど、隼人はどうする？」

「俺はホテルでいいよ。……あ」

　ヤバい、会社に連絡するのを忘れていた。

　明日も仕事だが、緊急事態だから休みをもらおう。向井さんへの引き継ぎはほとんど終えているから、もういつ俺が抜けても問題はないはず。

　それだけじゃなく、このまま新科店へ行くことにしたほうがいいかもしれない。新科店と病院は同じ市内にあるため、俺がこっちにいれば父さんになにかあった場合も対応しやすいだろう。母さんだって、そんなに長くは仕事を休めないだろうし。

　夜中で申し訳なかったが、社長に連絡して事情を話すと、快く承諾してくれた。皆に余計な心配をかけないように、詳しいことは話さないでおいてもらうことにして。仕事のことはこれでいいが……鈴森とあんな形で別れてきてしまったことに、なんともいえない歯痒さを感じる。

　しばらく会えないとはいえ、連絡を取れないわけではない。だが、今度彼女と話す時は、しっかり過去を乗り越えた自分でいたい。

　父親とのことも、いまだに人間不信のような状態の弱い心も、すべて自分の中でケリをつけてからでなければ、またあいつのことを疑ってしまうかもしれない。

　たしかな自信を持って、面と向かって自分の思いを伝えられるようになったら、必ず会いに行くから。

　彼女の顔や温もりを思い出しながら、もどかしくも心穏やかな夜を過ごした。




　翌日はタクシーで病院へ行き、母さんとロビーで落ち合って病室へ向かった。個室しか空きがなかったらしいが、そのほうが色々な話をするにはありがたい。

　病室の前で軽く深呼吸し、ノックした母さんに続いて中へ入る。

「おはよう。具合どう？」

「おぉ、痛むけど昨日に比べたら断然いいぞ。遠いとこ急に呼び出して悪かっ――」

　母さんの背後から現れた俺を見て、真っ白なベッドに埋もれる彼が目を見開いた。

「は、やと……？」

　十年以上会っていないにもかかわらず、すぐに俺の名前を呼んだ。それだけで、彼が俺のことを忘れたりしていないのだと改めて実感して、胸が熱くなる。

　それでも無愛想な表情を崩さない俺と、呆気に取られている父さんを交互に見て、母さんが微笑む。

「そうよ、お父さん。隼人も来てくれたの」

「や、まさか……」

　母さんに言われても、父さんはまだ信じられないようで、俺をまじまじと見つめる。まさか俺が来るとは思いもしなかっただろうから、無理もない。

「本当に隼人なのか……？」

「ふたりとも同じリアクションだな。つーか父さん、盲腸ごときでテンパりすぎ。しっかり病名を伝えろよ、心配するだろが」

「あ、あぁ、すまない」

　いきなり説教をする俺に、父さんはキョトンとしたまま謝る。

　昔より痩せて、なんだかひと回り小さくなった気がする。

　それでも母さん同様、優しい面影をしっかりと残している彼は、躊躇いがちに口を開いた。

「……まだ、〝父さん〟と呼んでくれるんだな」

　神妙な顔で俺を見つめる彼に、ぶっきらぼうに言う。

「当たり前だろ。俺の父親はひとりしかいない」

　無精髭の生えた冴えない顔が泣きだしそうに歪むけれど、口元は嬉しさを表すように口角を上げようとしている。

　母さんは目元を拭い、温かく微笑みながら俺達を見守っていた。

　それから、手術の話や今の仕事の話をして、わだかまりや気まずさはいつの間にかなくなっていた。

　何年も会わなかったのに、むしろあの頃よりも気持ちよく話すことができる。これが家族というものだろうか。

「このあいだ、隼人が働いてるっていうミライトホームに行ったんだが……」

「知ってる。でも俺は本社勤務だから、あそこにはいないんだ」

「そうだったのか」と頷いた父さんは、何故かうっすら頬を赤く染める。

「いや実は……父さんと母さん、もう一度やり直そうかと思っててな」

「それも昨日聞いたから知ってる」

　冷めた目で見つつ、淡々と言うと、一瞬顔を見合わせたふたりは、俯いて恥じらっていた。

　中学生かよ、と心の中でツッコみ、呆れながら腕を組む。

「俺、ヨリ戻すのとか嫌いなんだけど」

　たしか以前、杏奈にも言ったセリフを口にすると、ふたりはシュンとうなだれた。

「でも……それも悪くないか、って思った」

　自然と、俺の声色は優しいものになっていた。父さんと母さんを見ていたら、なんだか本当に昔以上に思い合って、絆が深まっているように思えるから。

　ゆっくり顔を上げたふたりは、安堵したような笑みを浮かべた。

「家、建てようと思ってんの？」

　父さんに尋ねると、点滴の管に繋がれた手を動かしづらそうにしながら「あぁ」と頷く。

「この歳じゃ遅いだろうが、小さくても、母さんと老後まで暮らせるちゃんとした家が欲しいと思ってな。それと……隼人が帰ってくる場所もつくりたくて」

　――俺が、帰る場所。

　寄り道しても、遠回りしても、帰る場所は、温かい家族が待つ家はいつも同じ。そんな誰にでもあるはずの居場所は、とっくの昔になくしたと思っていた。

　でも、あいつに説得されて気づかされた。俺は、居場所をなくしたわけじゃなく、まだ回り道をしている最中だったのだということを。

　何年も離れていて今さら、しかもこの歳で、家族が恋しいだなんて思わない。だが、そういう場所は、きっといくつになっても必要なものだ。

「もう家族がバラバラになるようなことには二度としたくない。その決意も込めて、思いきって建てようと思ったんだ。隼人も、一緒に皆の家をつくってくれるか？」

　許しを請うようでありながら、強い思いも滲ませた表情で、父さんが言った。

　あぁ……同じじゃないか。家族の再起を願って、家を設計する男の映画と。あの物語の主人公は、俺達だったのか。

　俺が口を開くのを、若干緊張したような面持ちで待つ、ふたりを見つめて頷く。

「もちろん」

　しっかりとした声で答えた。断る理由なんてなにもない。皆が帰る場所をつくりたいというのが、俺が最初に持った夢だったのだから。

　俺の返事を聞いて、ふたりの顔にじわりと笑みが広がった。

　今の俺には設計図を書くことはできないが、家をプロデュースすることはできる。自分の家族の家をつくるというひとつの夢に向かって、動きを止めてしまいそうだった足を、ようやく一歩踏み出した。










プランナーの苦悩　～Ｓｉｄｅ 柊～




　翌日から新科店に出勤し、時間がある時は病院に寄る日々が始まった。

　父親の身体も順調に回復していたが、炎症が少々重かったため、退院までに二週間ほどかかる。偶然近くに通うことになったのは、本当にタイミングがよかった。

　新科店には、顔見知りの人も多いからすでに馴染めている。嫌でも再会することになった杏奈は、相変わらず俺にアプローチをしてくるが、毎回適当なことを言ってかわしていた。

　そして、例の新人の原はら田ださんと、常に一緒に打ち合わせに参加し、アドバイスを行う毎日だ。教育係を任されて数日、彼女の問題点はすぐに見つかった。

「あれ、このフローリングの色、このあいだライトブラウンに変更してくれって頼んだはずなんだけど……」

　打ち合わせ中、原田さんはお客様に言われてあたふたしている。

「えっ!?　あ、すみません、すぐ確認します！」

　こうやって施工主から指摘されることはもちろん俺にもあるが、彼女の場合はその頻度も、内容も大きなミスに繋がってしまいそうなものが多いのが問題だ。




「原田さん、ちょっといい？」

「はい」

　お客様を見送ったあと、もう一度打ち合わせスペースへ戻って話し始めた。

「製品の特徴とか、価格とか、原田さんが頑張って全部覚えようとしてるのはわかる。それももちろん大事だけど、あんたはもっと肝心なことが疎かになってると思う」

　彼女は息を呑んで、俺の次の言葉を待つ。

「それぞれのお客さんに、親身に寄り添うことだよ」

　原田さんのつぶらな瞳が、はっとしたように見開かれた。

「あの家族はどういうスタイルの家にしたいと思っているのか。重要視するのは価格かデザインか、限られた間取りでどういう工夫をしたいのか、それぞれの家族によって求める理想は全然違う。それをはっきり理解していないから、話した内容も忘れるし、他の家族と情報が混ざってわからなくなったりするんじゃないか？」

　自分の至らなさを認めるように彼女は唇を噛み締め、力なく俯く。

「俺達プランナーは、そういう理想を引き出して形にするのが仕事だろ。製品の説明はカタログがあればできる。でも俺達はもっと深くお客さんと繋がらなきゃいけないんだよ」

　いつか鈴森が言っていたことを思い出す。

　大手の住宅メーカーに勤めておきながら、こんな小さな会社に転職してきた理由を聞いた時のこと。

『ここのほうが、もっとお客さんと濃く深く繋がれると思ったから』

　そう言った通り、あいつはお客さんの細かいことまで把握している。

　あの奥さんはキッチンを広くしたいと言っていたとか、あのご主人は明るい色の家が好きだとか。見学会や打ち合わせでのほんの少しの雑談で、マイホームの理想を上手く聞き出しているらしい。

　東京での会議の時にも言っていたが、鈴森はお客さんとのコミュニケーションをとても大切にしている。彼女がサポートしてくれるととてもやりやすいし、自分が直接関わるわけでもないのに、そういう情報を仕入れているあいつを、俺は少し尊敬している。ま、単純にお客さんと仲良くなりたいだけなのかもしれないが。

　それでも、一邸ずつ丁寧な家づくりができる小さな会社だからこそ、親身になることはとても大事なことだと、俺は思う。

「あと〝言った言わないトラブル〟もよくあるだろ。あれも自分とお客さんとの意思疎通ができていなかったり、確認不足で起こるんだ。当然、話し合いの時は常にメモを取ってるよな？　これはそのメモを渡すことで防げるから……」

　そこまで言って、原田さんが今にも泣きだしそうになっていることに気づく。

　え、俺そんなに言い方キツかったか？　それとも顔が怖かったとか？　どちらにせよ、落ち込まれると、やりづらいことこの上ない。

　あぁそうか。鈴森といい杏奈といい、冷たくしてもへこたれない奴が俺には合っているんだな。

　こんな時にまったく関係ないことで納得していると、原田さんが目元を拭って顔を上げた。

「……そうですね。私、ミスをしないためにはマニュアル通りの接客をしなきゃ、とばかり思ってて、お客さんとのコミュニケーションを上手く取れてなかったのかもしれません」

　落ち込んだのは一瞬のようで、彼女はすぐに反省し、キリッとした表情になった。

「これからはお客さんともっといろんなお話をして、それぞれの家族の深い思いまで理解しようと思います」

「あぁ。あんた人当たりいいんだし、もっと接客に自信持ったほうがいいぞ」

　笑顔も見せず、素っ気なく口にしたが、原田さんの表情が少し柔らかくなる。

「……ありがとうございます」

　前任のプランナーはかなり優しい人だったようだから、原田さんにきっぱりと指摘してあげることができていなかったのかもしれないな。

　小さく笑みを見せて頭を下げる彼女に、俺も少し安心しながら腰を上げる。

「よし。あと一ヶ月で、ミスをゼロにするつもりで頑張ってくれ」

「えぇっ、一ヶ月ですか!?」

　そんなの無理です！という言葉が聞こえてきそうな様子で、目をまん丸にする原田さん。

「十分だろ。本当ならもう独り立ちしてたっておかしくねぇんだ。甘ったれんな」

　俺は早く本社に戻りたいんだよ……という本音は呑み込み、つい厳しい言葉を言い放つと、彼女は再び青くなってカチンと固まるのだった。




　空いた時間は、新科店の顧客情報を頭に入れることの他、両親から聞いた俺達の家の要望をまとめたり、土地を探すために使いたくもあった。それはとても充実感があり、前以上に仕事を楽しく感じるようにもなっている。やらなければいけないこと、やりたいことが一気に芽を出してきて困るほどだ。

　そして、そうしているうちに、自分の中でもやもやしていたものは、次第に消えていきつつあった。家族と和解できたことがひとつの要因なのだろう。昔の辛い出来事を思い出しても、前ほど胸は痛まないし、あの時期も必要なことだったと思えるようになってきた。ようやく、過去を受け入れ始めたのだと感じている。

　もうきっと、鈴森に会っても大丈夫。過去は過去だと割りきって、あいつとの未来を見据えていける。鈴森と離れて、あっという間に十日以上経ってしまったが、ようやくその自信が持てるようになった。

　明日の金曜、父さんが退院する予定だ。そうしたら、なんとか都合をつけてあいつに会いに行こう。

　そう決めた木曜の就業時間後、「お疲れ様」と私服姿の杏奈が、オフィスでひとり居残る俺の前に笑顔で現れた。

　新科店に併設されたショールームは、なかなか都合がいい。本社では、離れた場所にあるショールームにお客様と一緒に車で移動しなければならないが、こちらではその手間が省けるから。

　ただ、ひとつだけ俺個人にとって問題があるとすれば、この杏奈がいることだろう。

「毎日こんなに遅くまで残ってるの？　大変ね」

　デスクに座る俺に近づいてきた彼女には目もくれず、素っ気なく言う。

「今日は仕事じゃない。個人的な趣味で」

「なにそれ」

　デスクの上に広げた、たくさんの線が書き込まれた用紙を覗き込んで、杏奈は軽く首をかしげる。

「……設計図？　隼人が書いたの？」

「まぁな」

「どうして？　設計の担当さんに任せればいいじゃない」

　俺にも設計図を書くことはできるが、建築士の資格がないから業務では行えない。だから、両親の要望を取り入れて書いてみたこの設計図もただの趣味になる。

　だが、やはり仕事でも設計を行えるようになりたくて、建築士の資格を取ることを目指したくなった。

「自分で好きなように設計してみたくなったんだ」

「誰の家を？」

　不思議そうに聞く杏奈だが、俺はそれに答えることはしない。

　彼女を気にも留めず、腕時計を見て腰を上げ、設計図を片づけ始める。

「……隼人って昔からそう。あたしにはなにも教えてくれないのね」

　寂しげな声が、静かなオフィスにぽつりと響いた。

　特に気にしないフリをして、ビジネスバッグに書類を詰める。そんな俺を眺めながら、杏奈は隣のデスクに軽く寄りかかった。

「あの子には話してるの？」

　若干強張ったような声で問いかける彼女に、俺はなにも気にせずに質問返しをする。

「あの子って？」

「鈴森さんよ」

　――ピクリ、と無意識に反応してしまう自分が憎い。

　思わず止めてしまった手を再び動かす。

「なんで鈴森が出てくるんだ」

　視線だけを杏奈に向け、感情を乗せないように、抑揚のない声で言った。

「なんとなく。隼人、早く本社に戻りたいオーラが出てるし、原因はあの子にもあったりするのかなって」

　いつもの口調で軽く言う杏奈だが、瞳には俺の本心を見抜こうという鋭さが窺える。

　こいつ、女の勘ってやつが妙に鋭いからな……このあいだ本社に来た時、アンテナを張り巡らせていたのかもしれない。

　この際だ、はっきり言っておいてやろう。ヘルプに来てから毎日のように食事に誘われて、断り続けるのも面倒になっていたことだし。

　俺はしっかりと杏奈に向き直り、口を開く。

「そうだよ、俺はあいつに惚れてんだ。他の女はもう無理」

　目を逸らすことなく言うと、彼女の瞳が大きく見開かれた。

「……本気？」

「冗談でこんなこと言えるかよ」

　渇いた笑いを漏らし、バッグを持ってオフィスを出ようと歩き始める。

　その時、杏奈の、なんの感情も乗っていない淡々とした声が響き渡った。

「鈴森さん、街で男と抱き合ってたでしょう」

　振り返ると、声と同じく、感情を失った人形のような彼女が、俺を見据えている。

　いつも明るく、感受性豊かな杏奈のこんな表情は、今まで一度も見たことがない。少し驚きつつも、それを表に出さないようにいつもの声色で言う。

「……それがどうした」

「彼女、あの人と付き合ってるんじゃないの？」

　なんだ、そのことか、と安堵にも似た小さなため息をつく。

「違うって本人が言ってたぞ」

　すると、無表情だった杏奈が、口元にだけ冷たい笑みを浮かべてこう言った。

「本当かしら？　自分をよく見せるために純情ぶったり、平気で嘘をつく女だっているのよ」

　――ドクン、ともう痛まなくなったはずの、胸の奥の古傷が疼く。記憶障害であるのをいいことに、俺に嘘を信じ込ませようとした女友達を思い出して。

　……違う、鈴森は違う。

　もう過去に囚われずに、あいつを信じようと決めたはずだ。こんなことくらいで、気持ちを揺らがせたくはない。

　わずかに葛藤し始める俺に、杏奈が一歩ずつ近づいてくる。

「隼人は、あの子がそういう女じゃないって信じられるの？」

　目の前でぴたりと歩みを止めた彼女が、闇夜に妖しく輝き惑わす、黒猫のような瞳で俺を見上げていた。







Love plan７










夕陽色のカーテンに隠された十年の思い




　隼人さんがヘルプに出て、明日で一週間が経とうとしている。

　彼がいない会社は張り合いがない。不純だけれど、やっぱり隼人さんに会えるということが仕事のやる気にも繋がっていたのだと、改めて思う。

　土曜日の休憩時間、朝海からメールが来ていることに気づいた私は、コンビニに向かいながら、休みだろう彼女に電話をかけた。最近はお弁当もつくる気力がないし、今日は店も混んでいるから、コンビニ飯で手を打つことにしたのだ。

『どう、その後は？』

「どうもこうもないよー。隼人さんは忙しいだろうから、本社にも顔出さないしさ」

　同窓会の翌日、抜け出してしまったことを電話で朝海に謝り、三好くんと柊さんが同一人物だったことや過去の出来事を教えてあった。

　朝海もとっても驚いていて、『ずっと気づかなかったなんて、ほんとバカで鈍感すぎ』と散々けなされた。

『まぁでもちゃんと告白したんだし、あとは向こうからの返答を待つしかないわよね』

「うん……でも怖いよ。高校時代の一件で、私とっくに嫌われてるかもしれないし」

　顔も見られず、声も聞けない日々が続き、少しだけあった期待もゼロどころかマイナスになっている。

　時間が経つにつれ悪い想像ばかりしてしまい、こちらから連絡を取ることができないわけでもないのに、そうする勇気が出ないのだ。

　真実を聞いたあの時に言われた、『だから、会いたくなかったんだよ』という言葉が頭にこびりついて離れない。それがどんどん色濃くなって、彼の気持ちがまったくわからなくなってしまっている。

　彼の本心を聞くのが怖い。結局、私はフラれるのが怖いだけの、臆病者だ。

『嫌いな相手に二度もキスはしないでしょう』

「そうだと思いたいんだけどさ」

　まだまだ強い八月下旬の日差しの下、暑さに負けそうになりながらコンビニの手前の信号で立ち止まる。

「隼人さんが受けた傷って、たぶん私が想像するよりずっと根深いと思うんだよね。だから、私の気持ちを信じてもらうには、時間がかかるのかもしれないなぁ……」

　じわり、汗とともに涙が込み上げる。

　今も昔も隼人さんのことが好きだと証明できるものは、私の言葉以外にはなにもない。告白し終えてしまった今、あとは隼人さん次第なのだと思うと、もどかしくて歯痒い。

『そうだねぇ……』とため息交じりに呟いた朝海は、ぽつりとこんなことを言う。

『三好くん、来週タイムカプセル開ける時に来てくれたらいいのにね』

　同窓会の翌日にした朝海との電話で、タイムカプセルなんて懐かしい単語を耳にした。

　担任だった先生が同窓会で言ったことがきっかけで、皆が思い出したらしい。卒業する直前に全員で大きな衣装ケースみたいな箱に、それぞれ手紙や思い出の品物を入れて、タイムカプセルをつくったことを。たしか『十年後、皆で集まって開けよう』と約束して、学校に保管しておいてもらっているはず。

　今年がちょうど卒業して十年。来週の土曜日に、集まれる人で開けようということになったらしい。

　朝海から聞いて、すっかり忘れていた私もそのことを思い出した。

「来るわけないよ。今、新科店にヘルプに行っちゃってるから、きっと忙しいもん。同窓会だって私に教えるためだけに来たんだろうし、ましてやクラスの人達だけでタイムカプセルを開ける集まりになんて……」

　絶対来ない。確信を持って言える。

　同窓会は学年全員だったから郵便で知らせが来たけれど、今回はクラスの誰かがわざわざ彼に知らせない限り知る術はない。親しかった人はいないわけだし、きっと誰も教えないだろう。

「隼人さんにとっては拷問でしょ」

『ま、そーよね』

　横断歩道を渡り、あっさりと認める朝海の声と、コンビニのドアを開く時に鳴る音が重なった。

　とりあえず、土曜日に待ち合わせる時間と場所を決めて電話を切る。

　隼人さんに会えるわけでもないし、今の私では皆と盛り上がる気分になれそうもない。いまいち乗り気にならない予定を頭にインプットしつつ、惣菜コーナーを眺めていた、その時――。

「……どういうことですか？」

「ひぇっ!?」

　突然隣から話しかけられて、間抜けな声を上げて飛び跳ねる。

　振り向くと、なんと矢城くんが困惑した表情で私を見ていた。

「や、矢城くんっ！　なんで!?」

「すみません。俺もコンビニ組で、紗羽さんがいたから話しかけようと思ったんですけど。なにやら気になる話をしてたもんだから、つい聞き耳を立てながらついてきちゃいまして……」

　嘘、今私が話していたこと聞かれていたの？

　ギクリとする私に彼は眉根を寄せたまま、「今の話、柊さんのことですよね？　紗羽さんと柊さんって、一体どんな関係なんですか？」と言った。




　ひとまず昼食を買い、会社までの道のりを歩きながら矢城くんに隼人さんとのことを話した。キスしたことだけはもちろん内緒で。

　勝手に暴露しちゃってごめんなさい……と心の中で両手を合わせる。

「そ、そんなことあるのかよ……まさか高校では同級生だったなんて」

　終始驚きながら聞いていた矢城くんは、ため息を吐き出して頭をくしゃっと掻く。

「私も信じられなかったけどね、本当なんだよ」

「紗羽さんの忘れられなかった人が今の好きな人だなんて、俺がどう頑張ったところで最初から無理だったんだな……」

　さすがの矢城くんもこの事実はこたえたようで、がくりと落胆する姿に胸を痛めつつ、私は頭を下げる。

「本当にごめんね」

「謝らないでくださいよ、余計惨めになるし」

　矢城くんは、拗ねた子供みたいに唇を突き出す。

「そうだよね、ごめん……あ」

　つい何度も謝ってしまう私に、彼はふっと小さく笑った。

　そして、ソフトクリームのような入道雲が浮かぶ真っ青な空を仰ぎ、清々しい表情を見せる。

「でも俺、紗羽さんを好きになったこと、後悔してませんから」

　そんなふうに言ってくれることが、なんだかとてもありがたかった。

「で、柊さんの気持ちはわからないんですか？」

「うん、結局聞きそびれたままで……」

　私はビニール袋を揺らしながら、苦笑を漏らした。

「はー……なにやってんだ、あの人」

　呆れたように息を吐き出す矢城くんに、私は日差しが照り返すアスファルトを眺めながら力なく呟く。

「会いたくなかったって言うくらいだし、いまだに連絡もないし、私は嫌われたままなんじゃないかな……」

　迷惑だと言った時のことは誤解だったとわかってもらえたとしても、隼人さんは十年ものあいだ、私にいい思いを抱いていなかったことになるのだから。それを払拭するのは難しいと思う。

　ビニール袋からコーラを取り出した矢城くんは、プシュッと蓋を捻りながらこう言った。

「もし俺が柊さんの立場だったら、紗羽さんに救われたと思いますけどね」

「救われた？」

　意外なひと言に、キョトンとして矢城くんを見やる。

「クラスに仲いい友達もいなくて、親とも上手くいってない状況なら、柊さんには紗羽さんしかいなかったはずでしょ。紗羽さんがなにより大事になるのはもう必然的っていうか」

　そう言って、彼は優しい眼差しを私に向ける。

「そんなかけがえのない人のこと、嫌いになることはないと思いますよ。たとえ裏切られていたとしても」

　にこりと微笑むと、彼は弾けるカラメル色の液体をゴクゴクと喉に流し込んだ。

　矢城くんがそう思っても、隼人さんはどうかわからない。でも、彼の言葉は私を勇気づけてくれて、とても嬉しかった。

　本当に、矢城くんが言うみたいに思ってくれていたらいいのにな。

「ありがとう、矢城くん。結構矢城くんの言葉に助けられてるよ、私」

　ようやく少し気分が浮上してきて、彼に笑顔を向けた。

「こういう〝いいオトモダチ〟の立場にはなりたくなかったんすけどねぇ」

　ペットボトルの蓋を閉めながら苦笑する彼は、「でも」と言って再び前を向く。

「こうなったら、好きな人の幸せを願うっていうカッコいいことをしたいと思います」

　得意げな顔で小さくガッツポーズをする矢城くんに、私も笑ってしまった。

　本当にありがとう。こんなに私を好きになってくれて。感謝してもしきれないや。

「そのタイムカプセル開けるのは、いつ、どこで？」

　矢城くんに明るい表情で尋ねられた。

「来週の土曜日、午後四時に高校だって。人集まるのかなぁ」

　小首をかしげつつ言う私。さっきはいまいち乗り気にならないなんて思ったけど、このあいだの同窓会にはほとんど参加しなかったし、皆と会うのはなんだかんだで楽しみだ。

「いいなー。そんな懐かしい体験、今時することないんじゃないですか？」

「だよねぇ」

　笑って話しながら、愛しい彼に思いを馳はせる。

　私の気持ちは、タイムカプセルに入れたみたいに、あの頃のまま変わらず残っている。でも、彼の気持ちは、今どんな形になっているのだろう――。




　八月最後の土曜日。

　定時より三時間早く上がらせてもらった私は、朝海や二十人ほど集まったクラスメイトと高校の体育館ではしゃいでいた。

　まだ夏休み中の今日、生徒達がほとんどいない校舎内は静かだ。部活は午前中に終わったらしく、今この蒸し暑い体育館にはタイムカプセルの中身が広げられていた。その周りに集まる皆は、手紙を見つけてわいわいと騒いでいる。

「うわぁ～懐かしい！」

「やだー超恥ずかしいんだけど、この手紙！」

「なんだこのアイドルの写真、誰が入れたんだよ!?」

　先生が保管してくれていた箱の中には、あの頃の思い出が色褪せずに溢れていた。

　たくさんの写真や、ふざけて撮ったビデオテープ、体育祭の時に皆で寄せ書きをしたスポーツタオル……。学級委員をやっていた男子が次から次へと出すものの中から、私達は自分のものと思われる品物を探す。

「紗羽、手紙あった？」

「うん！　私なんて書いたかな……まったく覚えてないや」

　朝海と若干緊張しながら、〝十年後の私へ〟と書かれた、恥ずかしすぎる手紙の封を開ける。

　すると、もう五十代になり白髪が増えてきた先生が、思い出したようにこう言った。

「そういえば、皆で当時好きだった人の名前を書いて入れたんじゃなかったっけ？」

　その言葉に、皆がはっとして一瞬空気が止まった。

　そうだ……たしか『誰が誰を好きだったか十年後にバラしたら面白くない？』とか言いだした人がいて、私もこっそり書いて手紙に入れておいたような気がする。思い出した皆が、口々に声を上げる。

「そういえばそうだった！」

「あんた誰って書いたの!?　見せて見せて！」

「今日あいつ来てないから勝手に見てやろー」

　皆の盛り上がりが俄然増す中、私と朝海はお互い手紙を取り出しながら冷静に話す。

「紗羽はもう決まってるもんね。つまんないのー」

　朝海のひと言に、ムスッとする私。

「つまらない、なんて言わないでよ。朝海はやっぱりいとこの彼？」

　きっとそうだよね、と思いながら聞くと、彼女はぴたりと動きを止める。

「……あ、や、この時はまだ好きだって気づいてなかったから、別の人を……」

「嘘！　誰!?」

　他に好きな人がいたなんて知らなかったよ！

　目を丸くして朝海の手紙を奪おうとしていると、足元で手紙を仕分けていた男子が一枚の封筒を拾い上げて呟いた。

「あれ、これ誰だっけ？　三好って……」

「えっ!?」

　即座に反応した私は、彼の手から封筒を奪う。

「なんだよ、鈴森」

「これ、ちょっともらっていい!?」

「あぁ、別にいいけど。てか三好ってどんな奴だっけ？」

　なかなか思い出せないらしく、うーんと首を捻る彼に構わず、私は封筒を胸に抱き締めて、皆から離れた体育館の隅に走った。追いかけてきた朝海と一緒に、ドキドキしながら封筒の裏に小さく書かれた〝三好〟の文字を見つめる。

「やったじゃん、紗羽！　三好くんもちゃんと手紙入れてたんだね」

「うん！　でも、なんかなにも入ってなさそうな感じだけど……」

　ものすごく薄っぺらくて、重みがない。でもなにも入れないで封筒だけ、なんてことはしないだろうし……。一体なにが書いてあるのだろう？

「開けてみないの？」

　じっくり眺めたり、光に透かしてみたりする私に、朝海がそわそわしながら問いかける。

「うん……気になるけど、ものすっごく気になるけど！　やっぱり人様のものを許可なく開けるのは、ちょっと……」

　それに、もし隼人さんが勝手に開けられたと知って、お怒りになってしまったらと思うと気が引ける。やっぱりこれは本人に会えた時に渡そう。

　自分の手紙と一緒にバッグにしまう私に、朝海は「ほんと真面目なんだから」と言って、優しく笑うのだった。




　皆で飲みに行こうという流れになった私達は、先生と別れてぞろぞろと体育館をあとにする。そして校門を出ると、一台の黒い普通車が道路脇に停まっていることに気づいた。どこかで見たことがある車だな、と思いながら朝海と歩いていた――その時。

　運転席のドアが開いて、人が降りてきた。二車線の道路の向こう側にいる、その人物を見た瞬間、私は息が止まりそうになった。

「は、隼人さん……!?」

　ナチュラルショートの髪は、汗をかいた様子もなくふわりと揺れ、綺麗な瞳が私を捉える。白いワイシャツにネクタイを締めた姿の彼は、クールで美麗な表情を崩さず、こちらの歩道に向かって道を渡ってきた。

　なんで……どうしてここに!?

　足を止めて棒立ちになる私を不思議そうに見ながら、皆はそのまま歩いていく。そんな中、隼人さんに気づいた朝海は納得したように頷き、私に顔を近づけて囁いた。

「このあいだと今日のドタキャンの分、今度ケーキバイキングでもおごってよね」

「わ、わかりました……！」

　固まったままそう返す私の肩をぽんっと軽く叩き、ふふっと笑みをこぼす朝海は、気を利かせて皆を追いかけていった。

　ひとり残された私は、隼人さんが近づいてくるにつれて鼓動が速くなる。

　そして、手を伸ばせば触れられるくらいの距離にまで来た時、夏の夕暮れの生暖かい風が私達のあいだを通り抜けた。

「隼人さん、なんでここに？」

「お前と同じくらいお節介な奴に、今日の集まりのことを教えられた」

『お節介な奴に教えられた』……って、もしかして矢城くん？

　今日のことを知っていて、隼人さんに連絡を取れるのは彼しかいない。

　矢城くんってば……私達を引き合わせてくれるなんて、本当にお人好しなんだから。でも、来るかどうかは隼人さん次第だったはず。会うのは不安だったけれど、こうして顔を見ることができただけで、すごく嬉しい。

「鈴森と確実に会うには今日がいいと思って。半日だけ仕事してきた」

「忙しいのに、来てくれたんですか？」

　そのことが単純に嬉しくて、口元がほころぶ。

「まぁ、タイムカプセルの中身がどうなったかも気になるし」

　そっか、隼人さんも手紙を入れていたんだもんね。

　バッグに入れた彼の手紙を渡そうかと思っていると、隼人さんは急に話を変えた。

「このあいだ、本当に放置プレイして悪かったな」

「うっ……いえ」

　真面目な顔でそんなこと言われると、笑っていいものかどうなのか。

　微妙な笑みを浮かべていると、隼人さんは気怠げに腕を組む。

「あの時の説明はあとでするとして。出てきたか？　手紙は」

「あ、はい！　隼人さんのも持ってきましたよ」

　そう言って、ふと閃いた。

　私が書いた好きな人の名前を見せれば、あの頃本当に私が三好くんのことを思っていたんだって、信じてもらえるかもしれない。

　私はバッグの中から手紙を取り出し、興奮気味に言う。

「あ、あの！　この手紙を入れる時、皆で『好きな人の名前を書いて入れよう』ってことになったの、覚えてますか？」

　隼人さんは、はっとするような様子もなく、いたって平然としている。

「あぁ……そんなこと言ってたっけな」

　私は花柄の封筒から、手紙とはまた別の小さなメモ紙を取り出し、名前を確認する。

　小さく控えめに書かれた、〝三好隼人〟の名前を。

「これが、私のあの時の気持ちです」

　どうか信じてほしい、と祈るような気持ちで紙を差し出した。

　それを受け取った彼は、微笑みこそしないものの、とても柔らかな表情でじっと眺めていた。

　トクトクと鳴る胸の音を聞きながら彼を見つめていると、ふいにその目線が上げられる。

「俺のも見てみれば？」

「え……いいんですか？」

　少し躊躇いがちに確認すると、隼人さんは小さく頷く。

「もうなに書いたか忘れたけど」

　素っ気ない口調の彼だけど、見ていいと言うのなら遠慮なく見せてもらおう。

　なんだかとても緊張しながら、クラフト紙のシンプルな封筒を慎重に開ける。中にはルーズリーフを破ったような小さな紙が、折り畳まれて入っていた。

　その紙をゆっくり開いた瞬間、瞳に熱いものが急激に込み上げる。

　綺麗な字で記されていたのは――。

〝鈴森紗羽〟

　その四文字だけだった。

　陽かげ炎ろうのように揺れる視界に、とても優しい表情をした隼人さんが映る。

「俺は手紙なんて書く気なかったのに、先生に無理やり封筒渡されてさ。書くことねぇよって思ってた時に、『好きな人の名前書こう』って誰かが言って。……思い浮かぶのは、お前の名前しかなかった」

　嬉しさで胸がときめく。クリスマス前のあの誤解があっても、私達の気持ちは繋がっていたんだ。

「なんとなく書いてたら見られそうになって、すぐ封筒にしまってそのまま箱に入れた」

　そう言った隼人さんは、少し恥ずかしそうに頭をくしゃっと掻いた。

『なに書いたか忘れた』なんて言って、しっかり覚えているじゃない。

　どうしようもない不安で曇くもり続けていた心が、ゆっくりと晴れていくような感覚がした。

「私……ずっと、嫌われてたのかと……」

　瞳からこぼれた雫しずくで滲む名前を見つめて呟く私を、彼の柔らかな声が包み込む。

「俺はあの頃からだいぶ変わったけど、変わらないものもあったんだって気づいたよ。鈴森への思いは、今も同じだ」

　鼻を啜って顔を上げると、今まで見たことのない、愛情に溢れた表情の彼と視線が絡み合う。彼の瞳は穏やかで優しく、綺麗で少し切なげな、夕陽の色に染まっていた。カーテンが開け放たれたように、隠されていた心が今なら覗ける。

　隼人さんは、彼の名前が書いてあるメモ紙を私に見せるように持ち上げると、それをひらひらさせてこう言い放つ。

「こんなものなくても、俺はお前を信じるよ」

　彼の指先を離れたメモ紙が、ひらりと風に舞って空へ飛んでいく。そして、その手は私の腕を掴んで引き寄せ、しっかりと抱き留めた。

「好きだ……紗羽」

　――耳元で囁かれた、待ち望んでいた言葉。

　もうダメ、涙腺が崩壊する。隼人さんからこんな言葉を聞ける時が来るなんて。しかも名前で呼んでくれた……。

「本当に……？」

　震える涙声が漏れる。私達の髪がこすれて、彼が頷いたのがわかった。

「あぁ」

　それでもまだ信じられなくて、もう一度問いかける。

「からかったりしてない？」

　クスッと笑う彼の吐息が、耳にかかってくすぐったい。でも、そんなこそばゆい感覚すらも幸せに思える。

「してない。そんなに確認するな」

「だって、隼人さん裏腹だから……」

　そう言ってしまってから、はっとする。

　いけない。私ってば、こんないい雰囲気の時にバカ正直に！

　腕の中で恐る恐る見上げると、彼はやっぱり無愛想な顔で私を見下ろしていた。

「たしかに俺、真逆なこと言ってる時多いけど」

　一瞬ギクリとしたけれど、隼人さんの表情は次第に優しさを取り戻していく。

「なんでだろうな……こうやってお前を抱いてる時だけは、素直になれる気がする」

　私の身体に回す腕の力を少し強め、おでことおでこをくっつけるようにして、彼は言う。

「だから、今言ったことになんの偽りもない。俺はお前が好きだよ」

　もう一度〝好き〟の二文字を聞くことができて、ようやく自信が持てた。

　十年前も今も、ちゃんと気持ちが通じ合ったんだ――。

「何回も言いますけど、私も好きですから」

「わかってる」

　親指で私の涙を拭った彼は、瞳を細めてとろけそうなほど甘い笑みを浮かべた。そのまま唇を近づけ……ようとして、お互い周りの視線にはたと気づく。

　部活かなにかの用事で来ていたらしい高校生達が、興味津々で私達を見ている。そういえば、ここは高校の目の前だった。

　顔を熱くする私に、隼人さんが冷静にひと言。

「……羞恥プレイはどう？」

「嫌です!!」

　真っ赤になっているだろう顔で断固拒否すると、おかしそうに笑った彼は、私の手を引いて車へと向かった。










ベッドルームで愛を囁いて




　初めて隼人さんの車の助手席に乗せてもらった私は、快適なドライブを少しだけ楽しみ、これまた初めての彼のマンションに到着した。

　黒を基調とした、モダンで男性らしい部屋に緊張しながら上がると、ブラックレザーのソファにふたりで並んで腰かける。そして、隼人さんがあの日急に帰ってしまった理由――お父さんの病気のことと、彼の両親が復縁するということを教えてくれた。

「父親は昨日やっと退院できたよ。しばらくは俺も近くにいるから色々と手伝えるし。ゆくゆくは向こうに家を建てるつもりらしい」

「そっかぁ、よかった……。よかったですね、本当に」

　目一杯、安堵感に満たされた笑顔を浮かべると、彼は私の腰に腕を回してそっと引き寄せた。

　帰る場所も、彼を待っていてくれる人もいる。もう、隼人さんが孤独を感じることはなくなるんだ。

「お前のお節介のおかげだよ。今まで何度もそれに救われた」

　髪にキスを落としつつ言われた言葉に、じんわりと胸が温かくなる。

「私なんかでも、役に立てたんですね……」

　それが、こんなにも嬉しい。

　目線を上げると、愛おしそうに目を細めた隼人さんの顔が近づいて、唇が重ねられた。初めは羽根のように軽く、次第に唇を味わう濃厚なキスに変わっていく。息が上がり、甘い吐息をこぼす私の耳元で、彼の掠れた声が鼓膜を揺する。

「紗羽……今すぐ抱きたい」

　余裕がなさそうな、ストレートな言葉に刺激されて身体の奥が疼く。

　私がコクリと頷くのを確認すると、彼は私の背中と膝の裏に腕を回して軽々と持ち上げ、歩きだした。

　きゃあ、隼人さんにお姫様抱っこされるなんて、まさに夢のよう……！

　足をじたばたさせたい衝動を堪え、ぎゅっと彼の首にしがみついていると、以前彼が言っていたことをふと思い出した。

「隼人さん、『好きな人はこれでもかってくらい溺愛する』っていうのは本当ですか？」

　気になって聞いてみると、私を黒いヴィンテージベッドに下ろして座らせた彼は、冷めた表情で言い放つ。

「溺愛なんてするわけねぇだろ。むしろイジメる」

　あぁぁ、やっぱりあれも真逆の発言だったのね。

　内心がっくりと肩を落としていると、私の顎をくいっと持ち上げた彼は、「でも」と繋げる。

　見上げた先にある、甘さを含んだとびきり優しい瞳と視線が絡み合った。

「これでもかってくらい幸せにしてやるよ」

　――トクン、と音をたてて、甘いキャンディーがひとつ胸の中に落とされたような気分になる。

　こういう小さな愛を、きっと彼は少しずつ与え続けて、大きな幸せにしてくれるのだろう。

　お互いに顔をほころばせると、また吸い寄せられるようにキスをして、私は彼の重みとともに、ゆっくりとベッドに背中を預けた。彼の手や唇に身体中を愛撫されつつ、邪魔な服を脱がされていく。

　最後にこんなことをしたのは何年前だっただろうか。あぁ、心臓がはち切れそうなくらいドキドキする……！

　そして、ブラの締めつけから解放された瞬間、反射的に腕で胸を隠そうとすると、その手は除けられ、シーツに縫い止められた。

　隼人さんは、何故か胸をじっと観察するように眺める。

　えぇぇ、これは例の羞恥プレイかなにかですか!?

「や……っ、隼人さん、恥ずかし……！」

　そんなに見ないで！と叫びたい気持ちで悶えていると、彼は何故か眉根を寄せてぼそっと呟く。

「黒子なんてねぇじゃねーか」

　……はぃ？　黒子？

「え、えっと、胸に黒子はないと思うけど……」

　肩の力を抜き、一瞬冷静に考えて言った。

「金井に抱かれたことは？」

「ぅえぇ!?　ないない！　ないですよ、そんなこと！」

　ぶんぶんと首を横に振って否定すると、隼人さんは苦々しそうに顔を歪める。

「くそ……ハメられた」

　何故、今翔吾くんが出てくるのだろう。

　なんのことやらさっぱりわからずハテナマークを振りまいていると、彼は険しい表情のまま私を見下ろす。

「金井がやってきた時、自分でも驚くくらい嫉妬したんだ」

　素直に『嫉妬した』と口にする彼に少し驚きつつ、その綺麗な顔を見つめる。

「矢城と抱き合ってるところも、金井と笑いながら話してるところも見たくなかった」

「嘘……あっ」

　急に首筋に吸いつかれて、ぴりっとした小さな痛みが走った。きっと紅い跡が残されたのだろう。でも、この跡は彼の独占欲の印なのだと思うと、喜びすら湧き上がってくる。だって、そんなに私のことを思ってくれていたなんて知らなかったから。

　隼人さんは獣のように鋭く熱い瞳を向け、その視線だけで私の頭と心を支配する。

「もう他の男のことは考えるなよ」

　翔吾くんや矢城くんの名前を出してきたのはそっちなのに……と文句を言いたくなっていると……。

「そんな余裕はないだろうけど」

　一瞬、ふっと悪戯っぽく口角を上げた彼は、私の胸に顔を近づける。

「ひぁっ！」

　胸の頂を口に含まれ、温かい舌で転がされると、本当に隼人さんのこと以外考えられなくなった。柔らかな膨らみを弄んだあとは、もう十分に潤っている身体の中心部を攻められる。指で、舌で、絶えず与えられる甘い刺激に、全身が痺れてしまいそう。

「はや、とさ……や、ダメっ」

「ダメってのは逆効果」

　吐息を漏らしながらの、なんとも色っぽい声が、さらに私を痺れさせる。指は巧みな動きをやめてはくれず、私は今にも呑まれそうになる快感の波の中でもがくだけ。

「あっ、ん……意地悪……！」

「嫌なのか？」

「……や、じゃない」

　涙目になりながら正直に言う私に、隼人さんは「本当ドＭだな」と笑う。

　それは今さら否定する気もないけれど、嫌じゃないと思うのは相手が隼人さんだから。誰でもいいわけじゃない。あなたじゃなきゃダメなんだよ。

　そう伝えたいのに、私の口からは恥ずかしい声しか出てくれない。

「あぁ、ん、ぅ――！」

　抗っていた波に負けた私は、声にならない声を上げ、あっという間にのぼりつめてしまった。

　隼人さんはくたりと力を抜いて息を整える私を見下ろすと、ぺろりと唇を舐め、色気を振りまいて問いかける。

「まだイケる？」

「わ、わかんな……」

「無理とは言わせないけどな」

　またしてもＳっ気を炸裂し、ドキリとする私に悪戯っ子のような笑みを向ける彼。そして素早く服を脱ぎ捨て、ほどよく筋肉のついたしなやかな身体が露わになる。逞しい裸体にときめいていると、彼は私の足を開かせた。

　ゆっくり重なる熱、重なる鼓動に、言葉では言い表せないほどの幸せを感じる。

「っ……紗羽」

　甘い吐息交じりの掠れた声で名前を呼ばれ、幸福感に浸るように目を閉じた。絶えることのない愛が溢れ出す。

「隼人さ……あい、してる」

　今まで付き合った人の誰にも言ったことのなかった言葉が、自然と口からこぼれていた。

　閉じていた目を開くと、微笑みながらとても優しい瞳で私を見つめる最愛の人がいる。指と指を絡め、そのままの表情で私に顔を近づけた彼は、耳元でとろけそうになるフレーズを囁いた。

「俺も、愛してる」

　感極まって、涙がこぼれる。やっと、やっと私達は繋がれたんだ。

　とても遠回りをした。でも、十年が経った今だからこそ、あの頃にはない愛おしさを分け合うことができるのだと思う。裏腹な彼がストレートな愛情表現をしてくれるのも、今だからこそなのかもしれない。

　汗ばむ肌を密着させ、心も裸になってぴたりとくっつけた私達は、快感の高みを目指しながら、幾度となく愛を確かめ合った。




　いつの間にか、窓の外には月がミルク色の輝きを放っている。

　力が入らなくなるまで抱き合ったあと、私達は横たわったまま、しばらく微睡まどろんでいた。ベッドはもちろんシングルだから、ぴたりと寄り添って。

「……あ、あれだ」

　ふと思い浮かんだことがあって、ぱっと目を開いた私は、髪を撫でてくれていた隼人さんを見上げて微笑む。

「ん？」

「『マイ・スウィート』。隼人さんの家族の話を聞いた時、なにかと似てるなぁと思ってたんだけど、あの映画だった」

　バラバラになった家族が、もう一度、幸せな家庭を築こうと家に集まる、あの思い出の映画。本当に隼人さんの家族も同じで、なんだか運命的なものを感じる。

　彼は和らげた表情で頷いた。

「あぁ、それは俺も思った」

「でも、私が高校時代に話した時は知らなかったでしょう？」

　十年前、三好くんに映画の話をした時は、彼はたしかに知らなかったはず。

　数ヶ月前、ふたりで残業した時に話したことを思い出しながら、少し疑問に思って聞くと、彼は懐かしそうに視線をさ迷わせながら答える。

「お前がやけに熱く語ってたから、気になってあのあと見てみたらハマったんだ」

「ふふ、そういうことかぁ」

　あの時、熱弁しておいてよかったな、なんて思う。もし隼人さんがあの映画を見ていなかったら、プランナーを目指していなかったかもしれないし、こうして再会することも、きっとなかっただろうから。

「俺に夢を与えてくれたのも、きっかけは紗羽だったんだよな」

　穏やかに微笑む彼に、私も笑みがこぼれた。彼の人生に、そんなに私は加担できているのかと思うと、ものすごく嬉しい。

「俺、来年は建築士の試験受けてみようと思ってる」

　隼人さんは、決意を秘めた、凛々しい表情でそう言った。

「……うん。頑張って」

　彼はもともと設計図をつくりたかったのだと知って、私も大賛成した。諦めようとしていたみたいだけれど、またそれを目指そうとしている彼を、精一杯サポートして応援したい。

「隼人さんが設計する家、どんなのか気になる」

「たぶん屋根裏部屋はつけるな」

　天井を見るともなく眺める彼の頭の中には、設計図が浮かんでいるのだろうか。

「ああいう秘密基地的な空間って、男の人好きだもんね。私は吹き抜けのリビングとかに憧れるけど」

「金かかるぞ、全館空調」

「夢がないなー、もう」

　ベッドに転がって笑いながら、私達は未来を語り合った。

　こんな日々が、これからもずっと続いてほしい。

　……ううん、絶対に続けよう。ふたりで。

　彼との恋愛の設計図はまだ書き始めたばかりだけれど、絶対に完成させてみせるんだから。




　思いが通じ合って、約二週間が経った。お互い休みの前日は、どちらかの家で甘い時間を過ごしている。

　隼人さんは新科店でこれまで培ったプランナーの力を発揮しているようで、新人さんも順調に成長してきているらしい。

　彼がいないオフィスでは、私達が付き合い始めたことを知ると、もう言いたい放題の毎日。

「俺、マジでいいアシストしたと思ってます！」

「よくやったな。見直したぞ、矢城」

　矢城くんは私達を引き合わせた手柄を古賀さんに自慢げに話している。でも、隼人さんが留年したということや過去の諸々は、内緒にしてくれているからありがたい。そんな矢城くんは、古賀さんから受け取った図面を眺めながら言う。

「古賀さんもいい加減、絵梨子さんから卒業したらどうですか？」

「俺はまだフラれてねぇからな。告白もしてねぇし」

「あんたヘタレじゃんか！」

　デスクの上に図面を放って天を仰ぐ矢城くんに、古賀さんは腕組みをしてガハハと笑う。

　ふたりのやり取りに顔をほころばせながら、私は今月のニュースレターをひたすら印刷していた。

　私の左側でホワイトボードに予定を書き込んでいた絵梨子さんは、なに食わぬ顔で彼らの会話を耳に入れている。そんな彼女に身体を近づけ、私はコソッと耳打ちした。

「古賀さんもかなりオープンですよね」

「あの人も嘘がつけない熱血タイプだからね。でもああいうやり取りが楽しいのよ～。しばらくはエサ蒔いとくわ」

　ふふん、と女王の貫禄漂う笑みを浮かべ、絵梨子さんは鼻歌を歌いながらデスクへ戻っていく。

　このふたりが付き合うには、まだまだ時間がかかりそうだなぁ……。

　苦笑しながら印刷を続けていると、ドアが開く音がしたのですぐにオフィスの玄関に出る。

「えっ……!?」

「こんにちは」

　そこにいたのは、向日葵ひまわりのような明るい笑顔で挨拶をする、岩坂杏奈さんだった。

　目を丸くしながら私も会釈すると、彼女はバツが悪そうに肩をすくめる。

「ごめんなさい、突然来ちゃって」

「いえ！　あの、今日はどういった用件で……？」

「あなたと個人的に話がしたいの。ちょっと時間あるかな？」

　個人的な話ってなんだろう。なんだかすごく嫌な予感が……。

　ぎこちない笑みを浮かべつつ、私はオフィスの時計を見やる。ちょうどあと十分くらいで昼休みになることを伝え、二階の打ち合わせスペースで待っていてもらうことにした。

　キリのいいところで印刷を中断し、アイスティーを持って二階へ上がると、岩坂さんは前回と同じように写真を眺めて待っていた。

「すみません、お待たせして」

「いえ、全然！　約束もせずに勝手に来たのは私だから」

　テーブルを挟んで向かい合って座ると、息を吸い込んだ岩坂さんは、突然私に頭を下げた。

「ごめんなさい、鈴森さん」

「え……えっ!?　なにがですか？」

　岩坂さんに謝られるような覚えはまったくない。

　挙動不審な動きをする私に、彼女は目を伏せて打ち明けた。

　私達が付き合う数日前。なんとかして隼人さんを振り向かせたくて、私が本当は矢城くんと付き合っているのに嘘をついているかもしれないと言ってしまったのだと。

「隼人があなたのことを好きだってわかって、たぶん焦ったのよね。つい、そんな意地の悪いことを言っちゃったの。最後の悪あがきってやつね」

「そうだったんですか……」

「隼人から聞いてないのね？」

　小さく頷く私。

　隼人さんはそんなことひと言も言っていない。岩坂さんとのあいだでそんなやり取りがあったなんて驚きだ。

「でも、そんなことしたって当然無理だった。鈴森さんのことを信じられるの？って聞いたら、隼人なんて言ったと思う？」

『鈴森のことは信じてるし、それに……あいつのことを好きだっていう自分の気持ちも信じてるから』

　そう、言ったらしい。

　タイムカプセルに入れた好きな人の名前を書いた紙や、たしかな証拠がなくても、彼は心から私のことを信頼してくれていたんだ――。

　改めてそれを実感して、じんわりと目頭が熱くなった。

「そんなふうに言われちゃ、あたしなんか敵かなうわけないなって、やっと諦めがついた」

　岩坂さんは清々しさを感じる笑顔で言い、アイスティーを口に含んだ。

「隼人が過去になにかを抱えていることには気づいてたけど、あたしにはなにも教えてくれなかったし、あたしも彼が話したくないなら無理に掘り起こさないほうがいいと思ってた。でも根本から違ってたのね。隼人がすべてを見せられる相手は、あなただけだったのよ。それ以前に、好きだとか言われたこともないしね」

　ほんの少し自嘲気味に笑って、琥こ珀はく色の液体が入ったグラスを見つめる岩坂さん。

　そんな彼女を慰めるわけではなく、私は本当に思ったことを口にする。

「でも、隼人さんにとって岩坂さんもきっと特別な存在ですよ。彼がずっと一緒にいられる人は、たぶんすごく限られた人だと思うから」

　以前、岩坂さんが本社に訪れた時の、調和が取れたふたりの様子を思い出しながら、柔らかな口調で言った。

　隼人さんは、岩坂さんと一緒にいるのが心地よかったから付き合っていたはず。彼がそんなふうに思える人、特に女性は、ごくわずかだろう。

　目線を上げて私を見た彼女は、ふっと口元を緩ませる。

「……そうかもしれないわね。あの人本当に冷たいし、付き合える女のほうがきっと少ないわ」

「ですね」

　目を見合わせて、私達は笑った。

　岩坂さんと私はまったくタイプは違うけど、なんだかわかり合えそうな気がする。

「あなたに謝れてよかった。これでスッキリしたし、早く新しい人見つけよーっと」

　そう言って明るい笑顔を見せた彼女は、オフィスにいる皆に軽く挨拶をして帰っていった。




　その日の夜、無性に隼人さんが恋しくなった私は、彼に電話をかけた。

『どうした？』という声を聞いただけで、胸がキュンとする。

「あの、特に用はないんだけど……」

『ならかけてくるな』

　ぴしゃりと放たれる冷たい声。

「えっ！」

　愕然とする私に、隼人さんがぷっと吹き出す。

『嘘だよ。そろそろ冗談を判別できるようになれ』

「えぇ～」

　私をからかってククッと笑う彼だけど、やっぱりなにをされても……。

「隼人さん、好き。……って伝えたくて」

　うわ、私なに乙女チックなこっ恥ずかしいことを！と、言ったそばからちょっと後悔する。

　でも、『あるじゃねーか、ちゃんとした用が』と優しく笑う声が私の鼓膜を揺らして、一気に幸福感に包まれた。あまり本心を口にしない彼だけど、声や態度の端々に愛情を感じられる。私はそれを、ひとつたりとも逃さないようにしよう。










マイ・スウィート×××




　恋人という関係になってから約一年後。隼人さんは本社で変わらずにプランナーを続けている。

　彼のご両親の新しい家も、今年の初夏に完成した。隼人さんは今まで通りマンションで暮らしているけれど、時々新居に帰って一家団欒を楽しんでいるようだ。

　暑さも和らいできた九月の下旬、その新居に、ついに私もお邪魔させてもらうことになった。『入居後の点検をする』と隼人さんがお母さんに言ったところ、『じゃあ、それも兼ねて彼女を連れてきて』と、再三頼んできたのだそう。

　間取りやインテリアなどの打ち合わせは隼人さんが行い、工事は新科店に任せていたため、私がご両親に会うのは今日が初めて。高校の卒業式にもいたはずだけれど、その時は顔を合わせていないから初対面と同じだ。

　おかげで朝から緊張しまくっていたけど、家の前に立つとさらにドキドキしてくる。シンプルな中に現代風のアレンジが施された外観で、一階部分の外壁はレンガタイル、二階部分はクリーム色の、優しく明るい印象を受ける家だ。

「き、緊張する……」

「少しお茶していくだけだろ」

　車のキーをポケットにしまいながら私の隣に立つ彼は、なんてことないという感じで言う。

　そりゃ隼人さんは自分の家だからいいだろうけど、私にとっては一大事なんだから！

　深呼吸する私に構わず、彼は玄関のドアを開け、「ただいま」と声をかけた。

　パタパタと足音が近づき、笑顔で現れたのは隼人さんのお母さん。彼と目元や口元がよく似ていて、まるで女優さんのように綺麗だ。

「おかえり、隼人。で、そちらが紗羽さんね！　こんにちは」

「こここんにちは！　はじめまして」

　勢いよく挨拶をしてバッと頭を下げると、お母さんは片手を頬に当てて満面の笑みを見せる。

「予想通り可愛らしいお嬢さんだこと～。どうぞ、上がって上がって」

「おおお邪魔します」

　どもりまくりで挙動不審な動きをする私を見て、隼人さんは笑いを堪えていた。けれど、優しそうで気さくなお母さんに、徐々に緊張が解れていく。

　リビングへ案内されると、そこにはソファに座った穏やかそうなお父さんがいた。私を見るやいなや、ぱあっと表情を明るくして立ち上がり、こちらに近づいてくる。

「君が紗羽さんか！　会えて嬉しいよ」

「私もです」

　差し出された手に、遠慮がちに手を重ねると、お父さんはぶんぶんと振って喜んでくれた。私も思わず笑ってしまう。

　そんな様子を、隼人さんは呆れつつも優しく微笑みながら眺めていた。

　用意してくれた紅茶と、私が手土産で持ってきたケーキをお供に、和やかに話をする。ご両親は私を快く迎えてくれて、すぐに打ち解けることができた。

　ふたりとも穏やかで明るく、仲のよさも伝わってくる。一時は不仲だったなんて嘘だと思ってしまうくらいだ。でも、そういう波を乗り越えたからこそ、今があるのかもしれないな。

　隼人さんはいつもと変わらず無愛想だ。でも、幼い頃の話をされて少し恥ずかしそうにむくれる姿を時々垣間見ることができて、可愛いなと思ってしまった。

　ご両親の要望をできる限り取り入れ、隼人さんが協力してつくり上げたこの部屋で、皆で笑い合っているのは感慨深いものがある。『皆が帰る温かい場所を俺もつくりたい』と言っていた彼の、夢のひとつを叶えられたことが、私もすごく嬉しかった。

　ケーキを食べ終えると、隼人さんは家の中をひと通り確認し始め、私はキッチンにいるお母さんの元へお皿を運んだ。

「あら、座っていてくれていいのに」

「いえ、これくらいは。ありがとうございました」

「やっぱり女の子は気が利いていいわねぇ」

　お皿を洗いながら、ふふっと微笑むお母さんにつられて、私も笑ってしまう。

　すると、笑顔に少しだけ寂しげな色を混じらせた彼女は、声のトーンを落としてこう言った。

「紗羽さんは、隼人が高三の時、同じクラスだったのよね」

　わずかに胸がドキリと音をたてるものの、「はい」と頷く。

「前、私が隼人に、紗羽さんってどんな子？ってしつこく聞いたら、『留年した時の俺を知ってる子』って言ったの。それを聞いた時、正直すごくびっくりしたわ。高三の時はあの子にとって辛いことばかりで、思い出したくもないんじゃないかと思ってたから」

　そう言ったあと、「その原因をつくってしまったのは私達なんだけどね」と、お母さんは後悔を滲ませる笑みを浮かべながら続けた。

　けれど、水道から流れる水をきゅっと止めた彼女は、また表情に明るさを取り戻す。

「でも、その頃を知ってる子と付き合うっていうことは、きっとあの子は過去を受け入れられたんだなって思ったの。勝手な憶測だけど」

　たしかに隼人さんは、今ではなんの躊躇いもなくあの頃の話をするようになったな。

　黙って思いを巡らす私に、お母さんは明るく笑ってみせる。

「ごめんなさいね、意味がわからないことを言って」

「いえ！　私もそう思います」

　付き合い始めた頃、私は高校時代の話をすることを少し遠慮したり、彼の顔色を窺ったりもしていた。けれど、そんな話題にも隼人さんは嫌な顔をしなくなったし、本当に気にしていないことが見ていてわかる。

　だから、一度は消そうとしていた、〝三好隼人〟だった期間も大事なこととして、受け止められたのだろう。ご両親のことも、私とのことも、高校時代のことも全部、嫌な思い出のままにされなくてよかったと心底思う。

「きっと他の誰でもない、紗羽さんのおかげね」

　……そう、なのかな。

　神妙な顔をする私に、お母さんは安心させるように笑顔を見せ、しっかりとした口調でこう言った。

「あの子を、私達家族を救ってくれて、本当にありがとう。これからも、隼人をよろしくお願いします」

『お前のお節介のおかげだよ。今まで何度もそれに救われた』

　そう言ってくれたいつかの彼と、目の前のお母さんの姿が重なって、ツンと鼻の奥が痛くなった。

　私はお礼を言われるようなことはなにもしていない。でも、もしほんの少しでも皆の力になれたのなら、これからもそんな存在でいられるのなら、本当に嬉しい。

　目頭の熱さを瞬まばたきで紛らわせながら、私も小さく頭を下げた。




　ふたりに見送られ、私達は車に乗り込み、新居をあとにした。

　ハンドルに片手をかける隼人さんを横目で見ながら、さっきのお母さんとの会話を思い出す。

『これからも、隼人をよろしく』……と言われたものの、隼人さんは私との将来を考えているのだろうか。

　今でも変わらず意地悪をされたり毒を吐かれたりするものの、隼人さんとは順調に交際を続けている。

　しかし、もう少しで三み十そ路じになろうとしている私には、どうしても〝結婚〟という二文字がつきまとう。あまり意識はしていなかったけれど、彼氏ができたと親に報告した途端、『結婚はまだか』と催促されるようになったし、私自身気になっている。

　朝海もやっとのことでお互いの両親を説得できたらしく、結婚に向けての準備を進めていると言っていた。それはもちろん嬉しいし、本当に心から祝福しているのだけど、問題は自分だ。ここ数年で、結婚式に呼ばれることや、子供が生まれたという報告もかなり多くなっているから、多少は焦りのようなものを感じてしまう。

　隼人さんも結婚を考えたりするのかな。そんな話をすることは一切ないから、彼がどう考えているのか私にはわからない。

　ぼんやりと思考を巡らせていると、ふいに隼人さんが口を開く。

「そういえば、昨日金井さんの家に行ったんだけど」

「あ、翔吾くんのおじいちゃんおばあちゃんの家？」

　言われて思い出した。翔吾くんの祖父母の家も、建て替えてもうすぐ半年が経つので、こちらも入居後の点検に隼人さんが伺ったのだ。

　すると、彼は何故か冷ややかな眼差しを私に向けてくる。

「お前、金井に俺が三好だったってこと言っただろ」

「え!?」

　ギクリとして固まる。

　な、何故それを知っているの？

「タイミング悪く金井がいて、『紗羽と仲良くやってるか、三好？』って言われたんだよ」

　うわ～鉢合わせちゃったのね……本当にタイミングが悪い。しかも相変わらず挑発的な言い方だし。勝手に波風立てて楽しむのはやめてよね、あの最低男！

　実は高校の友達との飲み会で翔吾くんに会った時、根掘り葉掘り聞かれて白状してしまったのだ。私も酔っていたし、もう隼人さんと翔吾くんが会うことはないと思っていたから、まさかこんな形でバラされてしまうとは。

「あ、あの、本当にごめんなさいっ！」

　もう謝るしかないと思った私は、バッと頭を下げる。

　隣からは深いため息が聞こえて、やっぱり怒らせてしまったのだと、軽率な自分をものすごく後悔した。

　しかし、赤信号で止まったと同時に、隼人さんが発したのは予想外の言葉だった。

「別に、三好だってバラされたことはどうだっていい」

「え……？」

　上げようとした顔は、顎に伸ばされた彼の左手によって運転席側に向かされた。そして、彼がこちらに身を乗り出してくる。

　瞳を閉じた綺麗な顔が近づいてくると思った瞬間、あっという間に唇が奪われていた。

「んぅ――！」

　強く塞がれるキスに窒息しそうになったのもつかの間、数秒で彼の唇は離れていく。

　突然の出来事に呆気に取られていると、やっぱり怒っているような顔の隼人さんが、ぶっきらぼうにこう言った。

「紗羽があいつと会ってたことが気に食わねぇんだよ」

　私から目を逸らして前を向く彼に、目が点になる。

　嫉妬、だったのか……。それで誰が見ているかもわからない信号待ちのあいだにキスしてくるなんて、隼人さんらしくないな。でも、ちょっぴり嬉しくて、堪えられずに口元が緩む。

「……笑うな」

「ご、ごめん。でも隼人さん、なんか可愛いなって」

「ずいぶん余裕だな。そんなもん、ベッドでなくしてやるけど」

　ドキッとする発言をさらりと口にする彼は、不敵な笑みを浮かべていて、私は内心冷や汗をかいていた。

　もちろん、この日の夜も攻められて焦らされて、嫌というほど鳴かされたのは言うまでもない。

　隼人さんは、結婚なんて単語はおろか、甘いセリフもあまり口にはしない。でも、私を愛してくれていることはしっかりと伝わってくる。だから、私は彼と一緒にいられるだけで、確実にこの上なく幸せだ。




　それから約三ヶ月後の十二月初旬。

　打ち合わせスペースには今年もツリーが飾られ、ミライトホームもクリスマス仕様になった。

　今日はお客様との打ち合わせが長引いて、現在午後七時になろうかというところ。ふたりで帰れるかな、とわくわくしながらテーブルの上を片づけ、一階に下りた。

　オフィスには、帰り支度を整えている古賀さんしかいない。

　おや？と思いながら狭い給湯室に入った瞬間、私の目に飛び込んできたものは……シンクの前で、隼人さんに密着して手を伸ばし、彼の髪に触れる絵梨子さんの姿。

　ガシャッ！と、私がトレーやカップを落としそうになった音に反応して、ふたりがこちらを向く。目と口を開いて唖然とする私を見て、ふたりはキョトンとした。

「あら紗羽ちゃん、お疲れ様。……もしかしてとんでもない誤解した？」

　隼人さんから離れてこちらに来た絵梨子さんは、なにかを摘んだ指を私に見せてくる。

「ちょっと帰り際に確認したいことがあって聞いてたら、髪にホコリがついてたから取ってあげただけよ」

「あ、あぁ、ホコリ……！」

　納得するとともに安堵して、私は締まりのない顔で笑う。

「やーね紗羽ちゃん。私と隼人くんが今さらどうこうなるわけないじゃない！」

　あっはっは、と大笑いする絵梨子さんに、一気に身体の力が抜けた。

　だよね、そうですよね！　お色気ムンムンの絵梨子さんだから、なにしてても妖しげに見えちゃうんです、ごめんなさい。

　彼女はそんな私の耳元に寄せた口元を手で隠し、内緒話をするように囁く。

「隼人くんは、紗羽ちゃんが思ってるより、たぶんずっとあなたのことを愛してるから大丈夫よ」

「へ……」

　突然そんなことを言われて、ぽかんとしてしまう。

「それに、私はこれからデートだから。安心して」

　ぽんっと私の肩を叩き、にこりと美しい笑みを残して、ピンクベージュのコートに身を包んだ彼女は給湯室を出ていく。

　時間差で、「えぇっ」と叫ぶ私の声が響いた。

「デ、デートって誰と？」

「んなもん決まってんだろ。古賀さんだ」

　シンクに軽く寄りかかり、呆れ顔で腕組みをした隼人さんの言葉に、再び私の叫び声がこだました。

「えーえー！　古賀さんー!?」

「うるせぇ。このあいだようやく付き合うことにしたみたいだけど、たぶん気づいてないの、お前だけだぞ」

「嘘ぉ！」

　まさかそんなことになっていたなんて！

　給湯室と繋がっているオフィスをちらりと見やると、肩を寄せ合って玄関へ向かうふたりの後ろ姿が見えた。

　そうか、だから古賀さんも残っていたのか。私ってやっぱり鈍感……。

　突っ立ったままの私からトレーを奪った隼人さんは、さっさとカップを洗ってくれる。

　慌ててカップを拭こうと、棚に置いてある乾いたふきんに手を伸ばす。しかし、よく見なかったせいで、ふきんの上に置かれていたファイルをバサッと落としてしまった。

「わ！　ごめんなさい！」

　床にばらまいてしまった、隼人さんのものと思われる書類を忙しなく集めていると、一枚の設計図を見つけて、なんとなく眺めた。

　これ、お客さんのものじゃない。施工主の名前が書いてないし、普通はパソコンでつくるのに、明らかに手書きだし……。

　誰のものなんだろう？と思いながら、左手にファイルを抱えて立ち上がる。すると、目の前に隼人さんが詰め寄ってきていて、驚いた私は数歩あとずさりした。

「おい、勝手に見るな」

「ひゃ！」

　――ドン、と壁に背中をぶつけた私の顔の横には、隼人さんの手がつかれ、いつ見ても綺麗だけど不機嫌そうな顔が、至近距離に迫る。久々にされた壁ドンは、ドキドキするけれどやっぱり甘くない。

「ごごごめんなさい！」

「眺めてる暇があったら早く帰る準備しろ。合格祝いするぞ」

「はいぃ今すぐ！　……って、え？　合格……祝い？」

　目を見開く私は、今日が二級建築士の試験の合格発表日だということを思い出す。試験を受けたのはまだ暑い時期だったから、つい忘れてしまっていた！

　目の前の彼の口角が得意げに上がる。

「受かった」

「ほ……本当に!?　やったぁぁ～!!」

　思わず彼の首に腕を回して飛びついた。彼も笑いながら私をしっかりと抱き締める。

　すごい、すごい……!!　一発で合格を決めるなんて、さすが隼人さん！　これまで仕事の合間にたくさん勉強してきた、その努力が実って本当によかった。

　涙が出るくらい喜ぶ私に、隼人さんも嬉しそうな笑顔を見せてくれた。

　さっき絵梨子さんが言っていた、〝確認したいこと〟というのは合否のことだったらしい。絵梨子さんも隼人さんに試験のことで色々とアドバイスしてくれていたから、気にしてくれていたのだろう。だから、打ち合わせが終わった彼は、給湯室にいた彼女に呼ばれて、ファイルを持ったままここへ来たというわけだ。

　そのファイルを私の手から取り、オフィスへ向かう隼人さん。

「俺達も帰ろう」

　穏やかな微笑みを浮かべ、優しく言う彼に、胸が温かくなる。

「うん！　あ、この設計図は……」

　持ったままになっていた用紙を掲げて言うと、振り返った彼はぶっきらぼうに顎で私を示す。

「それはお前にやるよ」

「えっ？」

「製図の試験の練習がてら書いたやつだから。いつかちゃんとしたのつくるし」

「ふーん……？」

　でも、誰のものかもわからない設計図をもらってもなぁ。

　微妙な気分で、もう一度なんとなくその図面を眺めてみる。

　このミライトホームで扱っているような、二階建ての一軒家のようだ。テラスがついていて、隼人さんが欲しいと言っていた屋根裏部屋もあって……と考えていると、あることに気づき、私は食い入るように用紙を見つめた。

　園芸ができそうな広いテラスに、ダイニングを見渡せるカウンターキッチン、吹き抜けの天井。

　まさか、この設計図は――。

『将来マイホームを持つなら絶対花を植えようと思うんです。小さくてもいいからそういうスペースをつくって……』

『ダイニングを見渡せるカウンターキッチン、やっぱりいいなぁ』

『私は吹き抜けのリビングとかに憧れるけど』

　花に水をあげていた時や、建築中の家を見に行った時、そしてベッドの中で……。過去に自分がなにげなく言ったことを思い出し、胸が早鐘を打ち始める。

「隼人さん、私が言ったこと、覚えててくれたの……!?」

　用紙を持つ手が震える。まだ誰のものか確定していないのに、私の涙腺は勝手に緩んでしまう。

「さぁ、なんのこと？」

　彼は小首をかしげて、ゆるりと口角を上げる。

「だって、これ……！」

　私と、隼人さんの理想を取り入れた家の設計図でしょう？と確認したいのに、胸がいっぱいで声にならない。

　ふたりの家を設計するということは、つまり――。

　とぼけたような言葉とは裏腹に、優しく微笑む彼はそれを肯定しているよう。

　震える手を口に当てる私に、隼人さんは正面から向き直った。そして、軽く自分の胸元を指しながら、魅惑の笑みを携えてこう紡ぐ。

「その意味、ちゃんと知りたかったらここに来い」

　泣きそうになりながらも、嬉しさを隠せず口元が緩む。

　彼は、私を抱いている時だけ素直になれると言った。もしかしたら今、とびきり幸せにしてくれる愛のフレーズを聞けるかもしれない。

　そんな期待を抱き、私は満面の笑みを咲かせてその胸に飛び込む。

「こんなこと、滅多に言わないからよく聞いておけよ」

　私を抱き締めた彼に耳元で囁かれ、早鐘を打つ胸を抑えつつ頷く。さらりと髪を撫でられながら、甘く響く声に耳を澄ませた。

「……いつかこの家で、俺と一緒に暮らそう」

　涙と幸せが溢れ出す。

　今この瞬間、世界中で一番幸せなのは、きっと私。

　そんな大それた気持ちで、「喜んで」と答えた私は、しっかりと最愛の人を抱き締め返した。

　彼がくれた言葉を、いつか実現させる日を夢見て――。







特別書き下ろし番外編










ふたりでつくる未来とホーム




『こんなこと、滅多に言わないからよく聞いておけよ』

　試験の合格発表があった日、隼人さんは前置きしたあと、私だけに特別な言葉を囁いてくれた。

　彼がくれる愛をエネルギーにして、日々の仕事に打ち込むこと、約四ヶ月。私達は、甘い甘い生活を送っている――というわけではないのでした。




「またヘルプ～!?」

　三月初旬のある日の午後九時、ワンルームに敷かれた、毛足の長いラグマットの上にぺたんと座っていた私は、電話口に向かって叫んだ。

　きっと向こうにいる隼人さんは、うざったそうな顔をしてスマホを耳から離しただろう。

『しょうがないだろ、社長に頭下げられちゃ』

「そうだけど、今でも十分忙しいのに……」

　今度はシュンとする私。

　建築士の試験に受かった彼は、さっそく新科店で手が回らない設計の仕事を任されている。その件はメールでやり取りできるようで、直接出向くことはなかったものの、かなり忙しくなったのは目に見えてわかった。それが、また今回ヘルプに行かなければいけなくなったようだ。

『急なことだから人も見つからないし、俺しかいないんだと』

　気怠げな声がして、私も小さなため息を吐き出す。

「そっか……。でもまさか、原田さんが妊娠するとは」

『俺も驚いたよ。まだ二年目なのにな』

　あまり驚いたようには聞こえない口調だけど、と思いながら含み笑いする。

　新科店でプランナーとして働いている原田さんは、隼人さんがスパルタ教育をして以来、安心して任せられるまでに成長したと聞いていた。その彼女が、つい先月結婚し、直後に妊娠が発覚したらしい。つわりがひどく、仕事がままならない状態だということで、また隼人さんにお声がかかったようだ。

「原田さんは仕事辞めちゃうの？」

『いや、また戻ってくるみたいだぞ。さすがに産休入るまでには新しいプランナー雇うだろうし、俺が手伝うのはあいつの体調が落ち着くまでだから』

　私を宥めるようにも聞こえる声に、「うん……」と力なく頷いた。

　プランナーもできる隼人さんはかなり重宝されていて、接客も設計も、オールマイティにこなすようになっている。

　彼が生き生きと働いているのはとても嬉しいけど……嬉しいけど！

「やっぱり寂しい」とぽつりと本音を漏らした。

　彼女としては、もっとかまってほしいという欲求がどうしても湧いてきてしまう。ここ最近、ふたりでゆっくり過ごしたのはお正月くらいだし、デートらしいお出かけもしていない。たまには仕事を忘れて、私のことだけを考えてほしい。

　……なんて思うのは、贅ぜい沢たくだろうか。

　すると、カサカサと紙を取り出すような音が聞こえてきた。

「なにやってるの？」

『シフト表探してる』

　何故シフト？と首をかしげていると、しばらくして彼はこんなことを言う。

『今月は休み合わなそうだけど、四月の半ばくらいになれば連休取れるだろうから、どこか行くか』

　……連休!?

　その嬉しい響きを耳にした私は、思わずラグマットの上に立ち上がった。

「行く！　行きます！」

　久々に、しかも連休で隼人さんとデートできるとなれば、なにがなんでも休みを取りますとも！

　もちろん即答すると、彼はクッと笑う。

『そんなに俺にイジメられたいのか』

　顔を熱くしつつ、私はムッとする。

「なんでイジメるの前提なの！」

『好きだろ？』

「ぅぐ……」

　そこで黙るな私～！

　否定できないドＭな自分に呆れる私の耳を、小さく笑う隼人さんの甘い声がくすぐっていた。




　定休日以外は交代で休んでいる我が社では、隼人さんともあまり休みが重なることがない。けれど、なんとかその日だけは休ませてほしいと社長にお願いすると、希望通り、定休日とその翌日で連休を取らせてもらえた。

　隼人さんの休みがわかったほうが都合がいいからと、新科店で決められた彼の休日が、本社のシフトにも載っている。その四月のシフト表を渡された時、社長はめちゃくちゃニヤニヤしていた。私達が付き合っていることは、当然彼も知っているから。

「紗羽ちゃん、この日絶対隼人くんとデートでしょう」

　昼休みになった直後、シフト表を手に私が座るデスクにやってきたのは、にんまりと笑う絵梨子さんだ。

　隣の席の瀬川さんも興味津々な様子で椅子を近づけてくる。そんなふたりに、私は「えへへ」と照れ笑いを浮かべながら頷いた。

「うわ、連休って絶対泊まりじゃないっすかー！」

　女性陣の向かい側のデスクのほうから、矢城くんが叫ぶ。

「飼い犬は大人しく主人の帰りを待っとけ」

　矢城くんの隣に立つ古賀さんは、楽しげな笑みを浮かべて言った。

　矢城くんは嘆いているものの、決して私に未練があるわけではない。けれど、今でも懐いてくれている彼を、私の飼い犬というポジションに、古賀さんが勝手に収めているのだ。

「どこか旅行でもするの？」

　瀬川さんの質問に、すでにヘルプでいない隼人さんの姿を思い浮かべながら答える。

「はい。たぶん近場ですけど、ゆっくりしたいから温泉とかいいかなって」

　すると、矢城くんが目を見開いて、また反応を示す。

「お、おおお温泉……！」

「お前、今、紗羽ちゃんの入浴シーン想像しただろ」

　不敵な笑みを浮かべて言う古賀さんに、矢城くんは少しだけバツが悪そうな顔をする。

「そりゃあ……。だって古賀さんも、絵梨子さんが温泉行くって言ったら想像するでしょ」

「確実にするな」

　腕組みをして頷き合っている男ふたりに、微妙な笑いをこぼす私と、呆れ顔の絵梨子さん。

「あのバカ達はほっといて、瀬川さんがたくさんいい温泉知ってるから教えてもらいましょ。私も行きたいし」

　絵梨子さんの隣に歩み寄ってきた古賀さんが、彼女の肩にぽんと手を乗せた。

「それはもちろん俺とだよな？」

　彼氏を一瞥した絵梨子さんは、しれっと言う。

「私、ひとり旅好きなのよね」

「指輪返せコノヤロウ」

　険しい顔で古賀さんがツッコむ。

　そんな相変わらずのふたりのやり取りに、私達は吹き出した。

　絵梨子さんの左手の薬指には、古賀さんから贈られた指輪が輝いている。一応結婚を見据えて付き合っているみたいだけれど、口を開けばこんな調子だ。それでも、仲がいいのはわかりきっているから、安心して見ていられる。

「じゃあ皆のために、オススメの温泉宿を教えてあげるわ！」

　楽しげな瀬川さんがネットを開き、そのあとも私達は昼食を食べながらわいわいと盛り上がったのだった。




　隼人さんと相談して、瀬川さんもオススメしていた隣の県の温泉街へ行くことに決めた。全室に露天風呂がついているし、夕食を部屋に用意してくれる旅館を選んだから、ふたりでゆっくりできそう。

　年度末で忙しいこともあって、なかなか会えなかった三月を乗りきり、暖かくなってきた四月、待ちに待った連休を迎えた。桜はかなり散ってしまったけれど、隼人さんとふたりきりで過ごせるというだけで、私の心の中は満開状態だ。

　約束の午前十時、パステルイエローのローゲージニットに、春らしい花柄のフレアスカートを合わせた姿を、最後に鏡の前でチェックする。するとスマホが鳴り、彼が到着したことを知らせた。

　胸を弾ませつつ、忘れ物がないか確認し、前日から用意していたお泊まりセットが入ったバッグを持って、部屋を出た。

　アパートの脇に停まっている黒い車に走り寄り、助手席のドアを開ける。

「おはよう、隼人さん」

「……おはよ」

　にこりとも微笑まない相変わらずの彼だけれど、久しぶりに顔を合わせただけで胸がときめく。白いシャツにブルーのカーディガンを羽織った姿も、春らしくてまた素敵。

　彼とは反対に表情を緩ませたままの私は、後ろに荷物を置いて助手席に座った。

　そんな私を見て、隼人さんはぼそっと漏らす。

「なんか眩しいな」

「え!?　そう、かな」

　もしかして、今日の私そんなに輝いてる？　昨日の夜、パックしたのがよかったかな？

　照れ笑いする私に、彼は淡々とこう言った。

「その黄色いニット見てると目がチカチカする」

「ほぇ？」

　……そ、そういう意味ですか？

　一気に落胆すると、隼人さんはクッと口の端を上げる。

　しょっぱなから意地悪だ……。

　ゆっくり車を発進させた彼は、さらに私のテンションを下げるようなことを言う。

「悪いけど、途中で新科店に寄ってもいいか？」

「えぇっ、仕事!?」

　思いっきり不満げな顔をしてしまった私を、隼人さんは気にしていない様子で淡々と言う。

「昨日やり残したことがあるんだ。すぐ終わるから」

「そう……」

　今日は仕事のことは考えないでいてほしかったけど、やっぱりそうもいかないらしい。

　新科店があるのは、今から向かう温泉街と同じ方向だし、仕事なら仕方ないと思うものの、少なからず気分が沈んでしまう。

　でも、明日も一緒にいられるんだから、これくらいは我が慢まんしなきゃね。




　新科店に着くと、隼人さんと一緒にオフィスにお邪魔して挨拶をした。私もここの社員さんとは会議で顔を合わせているけれど、隼人さんとふたりで登場したのは初めて。

　隼人さんは彼女がいるということは公言していたみたいだけど、相手が私だとは言っていなかったらしい。だからか、最初は皆ぽかんとしていた。でも、すぐに私達の関係に気づいたようだった。

　なんだか気まずさを感じた私は、挨拶を終えそそくさと車に戻ろうとする途中で、ふと思い出した。

　そういえば、岩坂さんがいるんだった。あれからほとんど会っていないけれど、元気でやっているだろうか。

　少し話せるかなと思いつつ、併設されているショールームの自動ドアをくぐると、メーカーの制服を着た岩坂さんが私を見て目を丸くした。

「あれっ……鈴森さん!?」

「こんにちは。お久しぶりです」

　弾けるような笑顔でこちらに来てくれる彼女に、私まで元気をもらえる。少し伸ばされたボブの髪の毛が、前より女性らしさを引き立てていて、相変わらず綺麗だ。

「お久しぶりー！　どうしたの？」

「隼人さんがここに用事があったみたいで、私も挨拶しておこうと」

　微笑んで言うと、彼女はつまらなさそうな顔に一変する。

「なんだ、デートかぁ。冷やかしなら来店はお断りします」

「えっ」

　顔を引きつらせる私に、岩坂さんはぷっと吹き出す。そして「ごめんごめん、冗談！」と言い、あははっと笑いながら私の肩を叩いた。

　びっくりしたよ、もう。ライバルだっただけに、本気で拒否されたかと思っちゃった。

　そんな、相変わらず明るい岩坂さんは、誰もいない休憩コーナーへ私を促した。コーヒーまで淹れてくれた彼女は、私にカップを差し出し、立ったまま話しだす。

「隼人がまたこっちに来るようになっちゃって、寂しいでしょう」

　気の毒そうに言われて、私も苦笑を漏らす。

「あは……まぁ、そうですね」

「でも仲良くやってるみたいで安心したわ。隼人に『鈴森さんとどう？』って聞いても、案の定なにも教えてくれないし」

　不満げな岩坂さんに笑っていると、突然身を屈めた彼女は、私に顔を近づけてきた。

「あの人、このあいだスタッフに『結婚なんてまだまだですよ』なんて言ってたけど、本当のとこどうなの？」

　コソッと放たれたひと言に、急にチクリと胸が痛みだす。

　隼人さん、まだ結婚する気ないの……？

　仕事が忙しくなってきてしまったからかな。あの時言ってくれた言葉も、私はプロポーズだと受け取っていたけど、ずっと先の話なのかな……。

　黙り込んでしまった私を見て、岩坂さんは、はっとしたように口に手を当てる。

「あっ、ごめんなさい！　私ってばまたずけずけと失礼なこと……」

「いえ！　……隼人さんがそう言ってたなら、そうなんだと思います」

　明るく答えたつもりだけれど、上手く笑えた気がしない。

「ふたりのペースがあるから、焦ることはないよ」と励ましてくれた岩坂さんに、私も笑って頷く。

　そのあとは彼女との会話を楽しみつつも、私の頭には、隼人さんが言っていたという言葉がこびりついて離れなかった。




「どうした、具合でも悪いか？」

　用事を済ませ、再び温泉地へ向かう車内で、ぼうっと考え込んでいた私は、隼人さんに聞かれて慌てて首を横に振る。

「ううん、全然！」

「なんか妙に静かだから。酔ったりしたらすぐ言えよ」

「うん、ありがとう」

　気にかけてくれる彼に、自然と顔がほころぶ。運転する姿を眺めながら、ずっと前、完成見学会の準備をする時の社用車の中でも、似たようなことがあったと思い出す。

　あの頃に比べたら、隼人さんは少しだけ優しくなったな。

　愛されている自信はちゃんとある。きっといつかはあの言葉を現実のものにしてくれると信じてもいる。だけど、今は私より仕事のほうの比重が大きいのだと思うと少し切ない。

『仕事と私、どっちが大事なの？』なんて、野暮なことを聞くつもりはないし、比べるものでもないとわかってはいるけれど……。




　新科店を出たあと、色々と寄り道しつつ、さらに走ること約一時間。結局目的地に到着したのは午後五時近くだった。平日でも観光客はわりと多く、お土産屋さんや喫茶店が立ち並ぶ通りを見ると、自然と気分は上向きになる。

「この通り、雰囲気よくていいね」

「もうすぐ夕飯の時間になるから、食べたあとか、明日見ていくか」

　柔らかな表情で言う隼人さんに、私も微笑んで頷いた。

　今夜泊まる旅館の駐車場に車を停めると、荷物を持って玄関の門をくぐった。

　五年ほど前にオープンしたという、新しいながらも風情を大切にした、とても趣のある旅館。従業員の方々の接客も丁寧で、かなり好印象だ。しかも、女性は好きな柄の浴衣を選べるという特典つき。五十種類ほどあるというのだから、当然迷ってしまう。

「わー、どれにしよう」

　フロント横の浴衣を貸し出している部屋で、棚に並べられた色とりどりの浴衣を前に、私は目をしばたたかせる。

　どれも可愛くて決めがたい……！

　優柔不断さが顔を出してキョロキョロしていると、隼人さんがスッと棚に手を伸ばした。彼が取ったのは、紺色の布地に淡いピンクと白の大振りな花が描かれた浴衣。

「これなんかいいんじゃない」

　口調は素っ気ないけれど、隼人さんが選んでくれたことが嬉しくて、笑みがこぼれる。

「うん、素敵」

「これならちんちくりんなお前でも、なんとか大人っぽく見えるだろ」

　意地悪く口角を上げる彼に、私の笑顔が歪む。

　なによー！　こういう時くらい『似合うよ』とか、優しいこと言ってくれてもいいのに！

　むくれながらも隼人さんの手から紺色の浴衣を奪い取る私を見て、彼はおかしそうに笑っていた。

　それから客室に案内されると、和ベッドが備えられた寝室と居室が別々になった、ゆったりとした和の空間が広がっていた。気になっていた、全室についているという露天風呂を真っ先に見に行くと、すでに湯が張られたそこは檜のいい香りがして、山並みが広がる景色もとても素敵。

「わぁ、本当に露天風呂がついてるー！　こういうお部屋初めて！」

　子供みたいにはしゃぐ私に、隼人さんは呆れながらも笑って「よかったな」と言う。

　急激にテンションが上がってきた。これまでの悶々とした気分もお湯に……じゃなくて、水に流せそう。やっぱりここへ来て正解だったわ。

　朱く染まる山並みを眺めながら、しばらく部屋でまったりしていると、すぐに夕飯の時間になった。手の込んだ懐石料理は、旬の山菜や魚介類がふんだんに使われていて、見ても食べても楽しめる。

「こんな和牛のすき焼き、久々に食べた～。感激！」

　味が染みた、口の中で溶けそうなほど柔らかい牛肉を頬張って、私は舌鼓を打つ。

　向かい合って座る隼人さんが、箸を進めながらなにげなく言った。

「紗羽がつくる料理に牛肉なんて出てきたことないしな」

「……そう、言われてみれば。むしろ鶏肉が多いよね」

　これまでを思い返してみると、たしかにそうだった。お互いの家で私が料理をつくることもあるけれど、その回数はあまり多くなく、月に二、三回程度だ。しかも安くてヘルシーな鶏肉が好きだから、無意識にそればっかり使っているかも。

　もしかして私、料理のレパートリーが少ないとか思われてる？

　一抹の不安がよぎる私に、隼人さんは料理に目を落としたままこう言った。

「でも、どれもうまいけど」

　思わず箸を止め、キョトンとしながら彼を見る。淡々と言われたひと言だけど……じわじわと喜びが湧いてくる。隼人さんはあまり感情を表さない人だから、手料理を食べている時もいまいちどう思っているのかわからなかった。

　でも、ちゃんと口に合うものがつくれていたんだ。あぁ、すごく嬉しい……！

「毎日一緒にいられたら、もっといろんなものつくってあげられるのにな」

　私のニヤける口からは、そんな言葉が出ていた。

　そして、ふと気づく。今の……微妙にプロポーズっぽくない？　というか、結婚を催促しているみたいだよね？

　なにも意識していなかったけれど、なんだか恥ずかしいことを言ってしまい、急に顔が熱くなってくる。でも、今ので隼人さんが結婚を連想してくれたら、それはそれでいい傾向なんじゃ……？

　ひとりドキドキしながら、目の前の彼を上目遣いで見上げる。

　すると、煮物に手を伸ばしたまま、ぴたりと動きを止めた隼人さんが、私をじっと見つめて口を開いた。

「紗羽」

　名前を呼ばれただけで、軽く心臓が跳ねる。

「……うん？」

「お前、そんなに鶏肉料理のレパートリーあるのか」

　……撃沈。望んでいたものとはかけ離れた言葉に、私はがっくりと肩を落とす。

　伝わらなかったか……今ので結婚を意識してほしいっていう、この勝手で複雑な乙女心。それとも意地悪してわざと？　どっちにしろ、真顔でボケないでほしい！

「私の手料理は鶏肉ばっかりじゃないから！」

　ぷい、とそっぽを向く。

　私が怒っている理由をわかっているのかいないのか、隼人さんからは特にリアクションもなく、いたって普通の表情で再び手を動かし始めた。

　そうよ、たとえ私の気持ちを汲み取ってくれていたとしても、『じゃあ、結婚しようか』とか、そんな甘い答えを、この裏腹ドＳなお方がそう簡単にくれるはずがないのよ。忘れていたわ、肝心なことを。

　改めてそんなふうに思うと、なんだか悲しくなってきた……。

　テンションが下がりつつも、せっかくのごちそうを美味しくいただかなければもったいないと思い、私も食事を再開した。残りの料理もすべてたいらげ、デザートの葛餅をゆっくり味わう。

　すると、すでに食べ終えた隼人さんが、湯呑みを口に運びながらこんなことを言った。

「明日、ちょっと見たいところがあるんだけど、行ってもいいか？」

　キョトンとする私。

　見たいところってどこだろう。服屋さん……は、このあいだ見に行ったばかりだし。

　思い当たる場所がないけれど、とりあえず頷く。

「うん、いいよ。どこ？」

「トチ」

「……は？」

　たったの二文字で返され、思わず間抜けな声が漏れた。

　トチ？　ってまさか土地!?　また仕事!?

　唖然とする私を気にもせず、隼人さんはお茶を啜りながら淡々と言う。

「いい売り地の情報が入ったから、そこを見たいんだ」

「そ、それって、明日じゃないといけないの……？」

　わざわざ久々のデート中に見に行く必要ある？という意味も込めて聞くと、彼は当然のように「あぁ」と答えた。

　嘘でしょ……。せっかく仕事のことは忘れて、ふたりきりの時間を満喫したかったのに！　その乙女心はさすがに理解してよ！

　なんとか憤りを堪えようと思ったものの、小さなうっぷんが溜まって、文句が口から飛び出してしまいそうになる。でもケンカはしたくないし……！

　葛餅を刺す楊よう枝じを握ったまま俯く私を、隼人さんもさすがにおかしいと思ったらしい。

「紗羽？」

　顔を覗き込むように首をかしげる彼に呼ばれた私は、それがスイッチになったようにバッと顔を上げる。そして、ものすごく険しいだろう表情で口を開いた。

「……お風呂入ってきます」

「え？」

　ぽかんとする彼に、すっくと立ち上がった私は、「お先にいただきます！」と、怒ったような口調で言い放った。

　隼人さんが呼び止めるのも無視して、ハイスピードで着替えやお風呂セットを用意し、部屋についている露天風呂へ向かう。温泉に入れば少しは気が安らぐかもしれない、と思って。

　脱衣所でさっさと服を脱ぎ、扉を開けるとシャワーブースがある。髪を適当にアップにまとめて軽く身体を洗い、そこからさらに続いている引き戸を開けると、温泉街の明かりが灯る夜の景色が広がった。まだ寒い春の夜風に身体と頭が冷やされ、すぐにお湯に浸かる。

「わ……気持ちいい～」

　ちょうどいい湯加減に、自然と声が漏れ、顔はふにゃりと締まりがなくなった。ふたり入ってちょうどいいくらいの小さな浴槽だけれど、やっぱり露天風呂は格別だ。檜の香りと、澄んだ空気を吸い込みながら、浴槽のふちに両肘をかけてもたれる。

　こうしていると、さっきまでの刺とげ々とげしい気持ちがだんだん落ち着いていく。あぁ、よかった……。

　休日だって仕事しなきゃいけない時もあるし、仕方ないよね。結婚も、彼のしたいタイミングを待とう。物わかりの悪い彼女にはなりたくないもの、これくらいでグダグダ言っていられないよ。

　明るい街を見下ろしながら、自分の考えを改めた。

　すると突然、ガラガラと引き戸が開く音がして、ビクッと肩をすくめる。振り向くと、魅惑の裸体を露わにした隼人さんがいた。

「はっ、はは隼人さん!!　入るの!?」

　バシャッ！とお湯を跳ねさせ、浴槽の隅っこに縮こまった私を、彼は呆れたように一瞥する。

「当たり前だろ。なんのために部屋に露天風呂がついてると思ってんだよ」

　そ、そうだけど。もちろんふたりで入るという甘い願望はあったけれど。今こうなるとは思っていなかった！

　思いっきり動揺する私に構わず、彼も身体を沈める。

　ざぁっとお湯が溢れ、一気に浴槽が狭く感じる。そして、気持ちよさそうに目を細めて吐息をこぼす彼が、究極に色っぽい。

　一緒にお風呂に入ることが滅多にない私達だから、妙に緊張してしまう。裸は何度も見ているのに、なんでだろう。

　ときめきつつ若干緊張していると、隼人さんの瞳がこちらを向いた。

　心臓が飛び跳ねた時、彼がぼそっと呟く。

「……いつまでそこにくっついてんの」

「えっ」

　浴槽に身体をつけている私を横目で見て、彼は不機嫌そうな顔をしている。

　これは、もっと近くに来いっていう意味かな……？

　そう解釈して、私はドキドキしつつゆっくり彼に身体を近づける。すると、急に伸ばされた彼の手が私の腕を掴み、ぐいっと一気に引き寄せた。

「きゃ……！」

　お湯が波立つ音とともに、滑らかな肌が合わさった。

　私を正面から抱き締めた彼は、首筋に唇をつけながら言う。

「俺はずっとこうしたかったんだけど」

　あぁもう……なんだかズルい。このひと言で、今日感じた悩みなんてすべて飛んでいってしまいそう。

　甘いくすぐったさに身をよじりつつ、隼人さんの肩にしがみつく。首筋から顔を離した彼と一瞬見つめ合い、唇を重ねた。

　濡れた手で私の頬に手を当てる彼は、鼻先を触れさせながら目を見つめて言う。

「さっきもだけど、今日なんか様子おかしかっただろ。なにかあったか？」

　優しい口調で聞かれ、ドキリとする。決まりが悪くなって、つい目を逸らしてしまう私。

「や、別に、なにも……」

「お前が嘘が下手なのは、十分すぎるほど知ってる」

「んぐ！」

　ぎゅっと鼻を摘まれて、息が止まった。

　そりゃ当然見抜かれてるよねぇ……。でも、気まずいし言いづらいよ。もう文句は言わないと決めたのだし。

　黙り込んでいると、隼人さんはそろそろと手を下げていく。それは胸にたどり着き、やんわりと包み込んだ。

「あ……」

　膨らみをこねるように揉まれ、突起をさすられ、自然と声が漏れた。

「これでも言えない？」

　耳元で囁かれ、ぞくぞくと快感が駆け巡る。けれど、私の喉は甘い鳴き声しか出せない。隼人さんはそんな私の反応を楽しむように、さらに下へと手を滑らせる。

　拒否する間もなく、それはお湯の中でも潤っていることがわかる部分へ。彼の指がそこをなぞり、ビクンと肩を跳ねさせた。

「んぁっ、や……！」

「あんまり声出すと隣に聞こえるぞ」

　そう言って、口角を上げる隼人さん……もう、本当に意地悪！　こんなふうにされたら、言おうとしても言葉が出てこないってば。

　湯気とともに甘い声と吐息を立ちのぼらせる私は、この攻撃から逃れようとするけれど、彼の片腕はしっかりと腰に回されていて動けない。

　あぁ、もう降参したくなってくる。

「だ、だって……」

「なに？」

　なんとか言葉を紡ぐ私に、彼は攻撃をやめずに言う。そして、指が中へと沈められそうになった瞬間、白旗を上げた私は、ぎゅっと目を閉じてこう叫んだ。

「は……隼人さんが、結婚はまだまだだって言うから！」

　――ぴたり、と動きが止まった。

　お湯が流れる音が大きく聞こえる沈黙の中、恐る恐る目を開けると、ぽかんとした隼人さんが映る。

　うぅ、結局言ってしまった……隼人さん、なんて言うだろう。結婚を催促していると思われたり、面倒がられたりしないかな。

　そんな心配がよぎる私に、彼は目をしばたたかせながら問いかける。

「俺、そんなこと言った？」

「私にじゃなくて……新科店のスタッフに言ってたって、さっき聞いて……」

　ごにょごにょと白状すると、隼人さんは少しだけ考え込む。思い当たるフシがあるのか、ひとつ息を吐き出し、呆れたような顔をした。

「なんだ、そんなこと気にしてたのか」

　彼から発せられた言葉に、私は拍子抜けした。そして、虚しさとやるせなさが交ざった感情が込み上げてくる。

「〝そんなこと〟って……」

　眉を下げ、俯きながらぽつりとこぼした。

　私にとっては大事なことで、真剣に悩んでいるのに。隼人さんがあの時言ってくれた言葉を、実現できる日を心待ちにしているのに――。

　唇を噛んで、揺れる水みな面もに目を落としていると、隼人さんの手が、私の頬についた髪をそっと耳にかける。

「なにか誤解してない？」

　そう言われて目線を上げると、綺麗な瞳が私をまっすぐ見つめていた。

「俺がどんな奴か、お前が一番よく知ってるだろ」

「え……？」

　いまいち意味がわからず首をかしげると、隼人さんは髪を掻き上げ、少しだけ呆れたような顔をする。

「俺が簡単に本当のこと言うと思うか？　気心知れてる本社の皆にならともかく、新科店の人達にそんなプライベートなこと、正直に言いたくはない」

　……あ、そうか。私ってばまた忘れていた。

　隼人さんは裏腹な人。口にすることすべてが彼の本心だとは限らないのだ。

「じゃあ……」

「冷やかされたら面倒だから、適当に流してただけだ」

　ぶっきらぼうに言った彼は、私の頭をぽんと撫でながら、優しい表情になってこう言った。

「ちゃんと考えてるよ、紗羽とのこと。心配するな」

　じわりと、胸に幸せが広がる。

　さっきまでのもやもやした気持ちは、呆気なく一気に消えていった。

　隼人さん、結婚する気がないわけじゃなかったんだね。私の取り越し苦労だったのか……ひとりで悩んじゃって恥ずかしい。

　でも、不安が解消されてよかった。彼の頭の中を占めているのは仕事のことだけかと思っていたけど、ちゃんと私のスペースも取ってくれていたんだ……。

　安堵すると同時に申し訳なくなり、私は少し背筋を伸ばして軽く頭を下げる。

「疑っちゃって、ごめんなさい」

　すると、隼人さんは撫でていた私の頭をそのまま引き寄せ、再び抱き締めてくれた。

「いや……俺も、悩ませるようなこと言って悪かった」

　素直に謝ってくれるなんて珍しい。なんて思いながら、私は笑みをこぼして瞳を閉じた。

　彼の鎖骨辺りに寄り添っていた顔を離すと、すぐに唇が塞がれた。星空に覗かれる中、次第に激しさを増していく口づけに、頭がぼうっとしてくる。

　息を上げながら、お互いの身体を抱き寄せてキスに夢中になっていると、隣の部屋らしき方向から微かに人の声が聞こえてきた。

　他のお客さんも露天風呂に入ってきたのかな。上手く回らない頭の片隅でそんなことを思っていると、キスの嵐がやんだ。

　とろんとした目で隼人さんを見つめると、彼は妖艶な色香を放ちながら囁く。

「……続きは部屋でするか」

　ドキン、と胸が高鳴る。私は顔を火照らせながらも、コクリと頷いた。

　どうせまたあとで入ることになるだろうから、髪を洗うのは後回しにしてお風呂から上がる。ベッドになだれ込むまで、とりあえず浴衣を羽織ってみたのだけれど。

　……うん、結構可愛くない？　なんて、しっかり着つけて、洗面所の鏡を見ながら自画自賛してみる。

「着たんだ？　どうせすぐ脱ぐのに」

　鏡越しの私の背後に、ちらりとグレーの浴衣が入り込んだかと思うと、そんなドキッとする言葉を投げかけられた。

「そういう隼人さんだって、浴衣着て――」

　言いながら振り向いたものの、彼を見た途端、言葉が詰まってしまった。腕を組み、気怠げに戸口に寄りかかりながら立つ彼の浴衣姿が……とんでもなく素敵だったから。

　胸元の開き具合も、袖から覗く腕の感じもたまらない。

　なんなの、この色気は！　鼻血出そう……！

　初めて見た彼の和服姿は、想像以上の破壊力を持っていた。

「固まってないでこっち来れば？」

　うっとりしつつ鼻を押さえている私を怪訝そうに見てそう言い、隼人さんは戸口から離れて部屋へ向かう。

　はっとして私もあとを追うと、すでに彼は寝室のベッドに座っていた。ぽんぽんと自分の隣を叩く彼に従い、鼓動を速まらせながら隣に腰を下ろす。

　……どうしてこんなに緊張するんだろう。いつもと違うシチュエーションだからかな？

　浴衣姿を見せてドキッとしてもらいたいという思惑も少しはあったのだけど、私のほうがときめかされちゃってどうするの。

　そんなことを考えながら、薄明かりの中、美麗な顔を見上げた。

　いつになっても見惚れてしまう瞳を細めた彼は、私の腰にそっと手を回してこんなことを言う。

「似合ってるよ、浴衣」

　……あれ、意地悪じゃない。

　突然優しくなる彼にキョトンとしつつも、嬉しさが湧いてくる。

「ほんと？」

　鵜呑みにしてまた落とされたら嫌だから、一応確認してみる。

　すると、微笑みを漏らして小さく頷いた彼は、私を抱き寄せ、「可愛い」と、ぽつりと囁いた。滅多に口にしてくれないひと言を聞いただけで、私はもう満たされた気分になってしまう。同じ石せっ鹸けんの香りがする胸元に、顔を寄せて照れ笑いしていると、突然彼の手が胸元に差し込まれた。

「ん……！」

　ピクリと肩を震わせ身を縮める私に、クスッと笑う隼人さん。

「浴衣脱がすってのもいいな。興奮する」

「エッチ！」

　気恥ずかしくてそう言ったけれど、浴衣がするりと素肌を滑り落ちていくのは、たしかに興奮を高まらせる。浴衣効果はあったみたい、お互いに。

　衣を乱され、優しく押し倒されて、私達は身体を重ねた。ゆっくり時間をかけて繋がって、いつものように甘い刺激を受け止めていると、呼吸を乱した隼人さんが呼ぶ。

「紗羽」

「っ……ぅん？」

　揺さぶられながら、うつろな瞳で彼を見つめると、情熱的な眼差しが向けられる。そして、愛おしそうに私の髪を撫でながら、彼の唇はこう紡いだ。

「俺にはお前しかいないから」

　――一瞬、見開いた私の瞳に、じわりと熱いものが込み上げる。

　こうしている今だけじゃなくて、これからもずっと、私はこの大好きな人を独り占めしていられるんだよね？

　そんな独占欲を抱いていてもいいのだと言われたようで、この上なく嬉しい。天にも昇るような気分と一緒に、身体ものぼりつめてしまいそうになりながら、「私もだよ」と伝えて、彼の首に手を回し、ぎゅっと抱きついた。

　付き合い始めた頃は、隼人さんが愛してくれているだけで十分だと思っていた。それなのに、最近は結婚という形ばかり気にして、私はその初心を忘れていたんだ。なにより大事なのは、お互いを思う気持ちなのに。

　そのことを再確認した私は、昼間悩んでいたのはなんだったのだろうと思うほど、満たされた夜を過ごした。




　翌日は、チェックアウトを済ませたあと、温泉街を少しぶらぶらしてから帰路についた。長いドライブも苦にならず、私は終始上機嫌だった。

　私達が暮らす街に戻ってきたのは、午後四時頃。そのまま、隼人さんが昨日言っていた土地を見に行く。

　デートの終盤がこれって、やっぱりちょっと物悲しいものがある。それでも、ふたりでいられるならなんでもいいや！と開き直れるようになっていた私は、目的の場所に着くと、彼と一緒に車を降りた。

　ミライトホームの本社にも市街地にも近い住宅街の中に、ぽっかりと空いた土地が広がっている。

「へぇ～、ここかぁ」

「広さは十分だな」

　まっさらな敷地を見る私と、クリアファイルの中から用紙を取り出し、なにかを確認している彼。本当に仕事熱心だな、と感心しながら、私は周りの景色を見回す。

「ここ、いい立地だね。ちょっと向こうに行けばスーパーも病院もあるし、すぐそこに公園もあるから子供がいれば遊べるし」

「あぁ。気に入った？」

　そう問いかけられて、私はキョトンとする。

　私が気に入っても、お客さんが気に入らないことには……。

　微妙な顔をする私に、彼は持っていた紙を手渡してくる。

「探していた中で、価格も立地も一番いいし、ここはキープしておくか」

　独り言みたいな隼人さんの言葉を耳に入れながら、私は用紙を見つめて目を丸くしていた。

　それは、五ヶ月ほど前に見た手書きのものではなく、パソコンで仕上げられた、お互いの理想を取り入れた設計図。

　まさか、今日ここに来たのは、仕事ではなかった？

「ここに、建てるの？　この家を……」

　――私達、ふたりの家を。

　信じられない思いで、隣に立つ彼を見上げると、ふっと口角が上げられる。

「紗羽さえよければ」

　胸がじーんと温かくなって、次第にドキドキと踊り始める。

　隼人さん、本当にちゃんと考えてくれていたんだ。今日ここへ来たのは、私にも確認させるためだったんだね？

　忙しい仕事の合間に、設計図を完成させて、土地まで探してくれていたなんて……。

「早いとこ市役所行かねぇとな」

　こっちは胸がいっぱいになっているのに、隼人さんがなにげない調子でそんなことを言うから、思わず笑ってしまった。あの時言ってくれた言葉が、急に現実味を帯びてくる。

　どうしよう、飛び跳ねて抱きつきたいくらい嬉しすぎる！

　喜びと幸せを噛み締める私から設計図を取り上げると、隼人さんはなに食わぬ顔でまた驚きのひと言を口にした。

「市役所の前に、今夜はレストラン予約してあるから」

「えぇっ、なんで!?」

　再び目を丸くしていると、「やっぱり会社じゃ格好つかねぇし」と、彼はよく意味がわからないことを言い、意味深な笑みを浮かべていた。




　この日の夜、結婚式も行っているというレストランで、私はもう一度しっかりと聞くことができた。

『俺と一緒に暮らそう』という、オフィスで言ってくれた時と同じ、シンプルなプロポーズを。

　少しだけ違ったのは、〝いつか〟というあやふやな言葉がつかなかったこと。たったそれだけのことだけれど、確実に夢が現実に近づいていると感じられて、あの時以上に嬉しかった。

　銀色に輝く指輪まで渡されて、私の涙腺が崩壊したのは言うまでもない。

　泣きながら何度も頷く私を、彼は少し照れたように微笑みつつ、とても愛おしそうに見つめていた。

　私達はきっと、家が建ったあともずっとつくり続けていくのだろう。

　――愛と幸せに満ちた、明るい未来のための設計図を。





Ｅｎｄ












あとがき




　こんにちは、葉月りゅうです。

　まずは本作をお手に取ってくださった皆様に、心よりお礼申し上げます。

『裏腹な彼との恋愛設計図』、いかがでしたでしょうか。

　ありえないようで、でも絶対ないとは言いきれない、予想外の展開にしたかったこちらの作品。苦手なりに伏線を散りばめてみましたので、柊と三好の関係性がわかった時、「そういうことか！」と感じてもらえていたら嬉しいです。

　何故紗羽をドＭの設定にしたのかは、正直これといった理由はないのです。柊のキャラが最初に生まれ、相手の女の子はどんな子にしようかと考えていたら、自然と冷たくされても喜んでいる紗羽ができあがっていました（笑）。

　そのせいか、頭の中では勝手にふたりのやり取りが進められていたので、ストレスなく、とても楽しく書くことができました。中でも柊が意地悪をしているところを書いている時が、たぶん一番ノッていたと思います。自分がＭだからでしょうか（笑）。

　そして、ミライトホームのモデルにさせてもらった会社は、マイホームを建てる時に何件か回っていたうちのひとつの建築設計事務所です。アットホームな雰囲気が魅力的で、社員の皆さんも素敵な方々でした。その時のイメージが、ミライトホームの社風にも、登場人物にも、そのまま反映されたのかなと思います。どの脇役キャラも人がよく、私にとっては全員が愛しいです。特に、息ぴったりな古賀ちゃんと絵梨子さん、そして翔吾も結構好きでした。何故なんでしょうね、最低なのに（笑）。




　最後になりますが、心優しくお力添えしてくださった、編集担当の上野さんと三好さん、私の想像以上に素敵な世界観のイラストを描いてくださったよしのずなさん、書籍化するにあたって関わってくださったすべての方に、お礼申し上げます。

　そして、今このあとがきを読んでくださっているあなた様、本当にありがとうございました。再びこのような場を与えていただくことができたのも、日頃から応援してくださる方々のおかげです。書籍でも、サイトでも、この作品を通して私と繋がってくださった方、ひとりひとりに心からの感謝を伝えたいです。

　どうか皆様にも、明るい未来が訪れますように。





葉は月づきりゅう
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